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第 1 章：序論―研究内容と目的および本論文構成― 
 
1.1. 研究内容と背景 
人が使う文や語は、その人の属する大きい社会としての国や地域、あるいは、小さい社
会としての家庭、学校、職場などの中での習慣や知識を基にしてできていると考えられる。
柴田（1965：8－9）は、言葉のことを習慣だとし、その習慣というのは、ある条件を元
にある行動をするという関係が安定していることであるとしている。さらに、ことばは、
個人的な習慣ではなく、社会の中での習慣であり、相手がいることを考え、その相手と共
通のものであることが求められるとも述べている。 
 Robbins（1970）では、我々の言語使用に影響を与えるものとして次の3つの要因が挙
げられている。 
 
1． 1つ目は、意味である。われわれは何らかの意味を伝達するために、語や文を選ぶの
である。 
 
2． 2つ目は、社会組織である。話し手の社会的クラスや身分、あるいは話す状況が固苦
しいものかどうか、といった社会的変数は、言語使用に深く影響する。 
 
3． 3つ目は、話し手の間の個人差である。 
（Robbins 1970, 高原・本名 訳 1974：4） 
 
人々の日常生活でのコミュニケーションにおいて欠かせないのは、自己と他者の間の関
係を表した正しい呼称表現とその敬意度であると考える。また、人々の相互関係のあり方
を表す人称、呼称、言及などの行為の際に使用される表現およびそれらの表現が持つ待遇
性は、特定の言語や社会に限定したものではなく、各言語での文法カテゴリーとしての敬
語の有無を問わず、普遍的で必要不可欠なものであると考える。しかし同時に、呼称表現
とその待遇性は、各言語の社会的、文化的特徴などにより、その呼称表現の種類や方法、
そして相手と場面に適した敬意度が多様であり、言語・文化・社会およびその相互関係の
あり方によって異なるものと考えられる。 
日本語とアラビア語の両言語は、世界の主要言語の一つであるにもかかわらず、日本お
よびアラブ諸国におけるそれぞれの相手言語の学習者数が少ないばかりでなく、両言語間
の研究・調査が非常に少ないのが現状である。この事実を背景に筆者は、本研究が両言語
間の社会言語学的研究として、そして日本人とアラブ人への両言語の教育や両社会の理解
に貢献できる価値のある研究であると位置づける。本章では、本論文のテーマについて、
日本語とアラビアの比較研究の動機および目的について説明したうえ、本研究の方法と位
置づけについて述べる。 
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本論文では、現代アラビア語とエジプト社会に関する説明をふまえ、言語、文化そして
社会の 3 要素の密接な関係について考える。社会言語学の研究としての本研究は、これ
らの 3 要素（言語・文化・社会）の密接な関係から出発しており、呼称表現や敬語的表
現を一例として、それぞれの 3 要素の間の相互関係と影響について考察する。 
 
22 のアラブ諸国の社会は、長い歴史を持つ言語・文化と宗教から形成され、アラビア
語を公用語とするアラブ・イスラームの社会である。特にその内の現代エジプト社会は、
人類の発祥の地としての文明と長い歴史を持つ国として、多様性に富んだ社会であると言
われている。その多様性は、ファラオの時代から現在に至るまで非常に根深く、宗教や地
域文化と伝統・習慣などといった社会の様々な方面で現れている。このように、エジプト
の社会は、ファラオ時代以来経験してきた各時代の多様な言語と文化による影響を受け、
その影響は現在のエジプト人の国民性およびエジプト社会のあり方と言語使用にも現れ
ていると言える。 
現在エジプトで使用されている公用語は文語アラビア語であるが口語としてのエジプ
トアラビア語が日常生活で使用されている。文語から派生した口語ではあるが、文語アラ
ビア語にはない多くの単語や慣用的表現、呼称表現などが存在する。さらにこれらの表現
が場合によって口語の性質を持った表現にもかかわらず、文法的な変化などにより書き言
葉化したりする場合があり、エジプトの現代の文語アラビア語の中で使用されることも少
なくない。 
  
本研究ではまず、日本語とエジプトアラビア語における親族呼称表現の種類とその使用
状況について調べ両言語の違いを明らかにする。そのために、日本語の人称・呼称の表現
および敬語に関する先行研究を調べ、その内容をまとめる。アラビア語についても言語文
化の特徴とエジプト社会について説明した上、エジプトアラビア語の母語話者を対象に行
ったアンケート調査の結果分析を行う。最後に、上記の研究・調査の結果を基に、日本語
とエジプトアラビア語の共通点と相違点を整理する。 
 
 
1.2. 研究の動機と目的 
日本語の親族呼称表現に関する先行研究は非常に豊富に行われているが、これに対して
アラビア語には、「敬語」という独立した文法項目がなく、さらには、エジプトアラビア
語における呼称表現全般（特に親族呼称表現）はもちろん、敬語的表現を対象とした研究・
調査は、筆者が調べた範囲では見つからなかった。しかし筆者は、「敬語」および「敬語
的表現」などについて、世界言語共通の普遍的な現象であり、どの言語にも何らかの形で
使用されているのではないかと考える。アラビア語の場合は、「文語」である書き言葉と
「口語」である話し言葉の両方があり、両者の違いが大きく、異なった場面と条件で使用
されている。本研究で対象となっているのは、話し言葉としての口語エジプトアラビア語
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であり、口語エジプトアラビア語には文語よりも数多くの敬語的表現が存在し、様々で細
かい条件で使用される呼称表現があることは事実である。それにもかかわらず、前述の通
り、エジプトアラビア語における呼称表現に関する先行研究および調査などがなされてこ
なかったことは、非常に遺憾である。 
 
上記の内容を踏まえて本論文では、先行研究が豊富にある日本語の親族呼称表現に関す
る顕著な先行研究を調査し、その先行研究の内容を基に親族呼称表現とその使用状況につ
いて述べる。そして、エジプトアラビア語については本研究で行った予備調査と本調査の
結果とその分析を通して、その親族呼称表現を明らかにし、日本語との比較を行い、両言
の違いを明らかにすることを目的とした。さらに、両言語における敬語および呼称表表現
の種類と方法や使用状況などの背景にある言語・文化・社会の共通点と相違点について論
じることを目指す。 
 
 本研究の目的は、以下の 3 点にまとめられる。 
 
1． 日本語とアラビア語の人称・呼称の表現とその待遇性に関する考察を一例として、
日本語の敬語とアラビア語の敬語的表現の特徴と機能について明らかにし、その比
較を行い、両言語の共通点と相違点を挙げる。 
 
2． 日本語とアラビア語は、言語特徴が大きく異なる言語であることについて、エシー
バ（2010）でも述べており、このように文法的特徴において遠い両言語の比較を行
い、社会言語学的な共通点と相違点の解明を行う。 
 
3． 上記 1.と 2.を踏まえ、日本語とエジプトアラビア語を取り巻く社会と文化の特徴お
よびその違いについて考察し、言語・文化・社会の相互関係に焦点を当てて論考す
る。 
 
 
1.3. 本論文の構成 
本論文は、6 つの章から成る。第 1 章である本章は、上記のように、研究内容と背景、
研究の動機と目的、そして本論文の構成の説明という内容になっている。 
第 2 章では、日本語における人称・呼称の表現に関する先行研究について詳しく紹介
する。具体的には、日本語の親族呼称表現に関する主な先行研究の整理とまとめを行い、
本論文での日本語とアラビア語の親族呼称表現の比較で参考にする内容を抽出する。 
第 3 章では、アラビア語の言語特徴、そしてエジプトアラビア語での呼称表現の使用
に関する説明を行う。特に、エジプト社会の中で使用される呼称表現とその条件、そして
待遇性の面でのそれらの表現の使用状況について述べる。 
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第 4 章では、予備調査の内容と目的、そして被調査者や呼称表現などに関する質問項
目の紹介とそれらの質問への回答結果とその分析を行う。 
第 5 章では、本論で行われた本調査の内容と目的、そして質問項目示したうえ、質問
への回答結果の提示とその結果の分析を行う。またエジプトアラビア語での様々な親族の
相手への、様々な場面での呼称表現とその使用条件や回答者の意識などについて詳しく報
告を行う。 
第 6 章では、本論文の研究成果をまとめた章として、日本語の親族呼称表現について
先行研究を参考に論じ、その特徴と使用状況についてまとめる。そしてエジプトアラビア
語の親族呼称についての本論での調査結果を参考に、両言語の親族呼称表現の比較を行い、
両言語の共通点と相違点について明らかにする。また、本研究の内容と調査結果等のまと
めと主なポイントの整理を行い、本研究の成果を明らかにする。 
 
 
1.4. 本章のまとめ 
 本章では、本研究テーマの内容と背景について説明したうえで、本研究の動機と目的に
ついて述べている。また、本論文全体の構成について説明し、最後である本節では、本章
の主な内容を以下のようにまとめる。 
日本語とアラビア語は、話者数が多くいる世界の主要言語の一つであるにもかかわらず、
日本およびアラブ諸国におけるそれぞれの相手言語の学習者数が少ないばかりか、両言語
間の研究・調査が非常に少ないのが現状である。特に、本研究のテーマである両言語の呼
称表現に関する研究がないことが事実である。アラビア語には独立した文法項目としての
「敬語」はないが、特に口語であるエジプトアラビア語には多様な敬語的表現があり、多
様な場面で使用される呼称表現に文化・社会的要素による多くの待遇性が含まれているの
ではないかということについて、実際の調査を通して明らかにする必要があると考え、本
研究を行うことにした。 
さらに、両言語で使用される呼称表現とその待遇性および両言語の敬語の特徴とその違
いについて研究がなされていないのはもちろん、アラビア語における呼称表現とその方法
および敬語的表現に関する先行研究が非常に少ないことが本研究の主な動機である。 
また、筆者は、日本語において大きな文法項目として非常に発達した機能を持つ敬語と
は、世界言語共通の普遍的な言語使用であると考える。このことを前提として、文語アラ
ビア語と口語エジプトアラビア語の言語・社会的特徴と関係について考察し、口語エジプ
トアラビア語の人称・呼称表現とその待遇性について、実際の調査を通して明らかにする
ことを本研究の目標としている。また、エジプトアラビア語における呼称表現に関する調
査の結果などを踏まえ、日本語とアラビア語の比較をすること、両言語の共通点と相違点
について明らかにすることを本研究の目標としている。 
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第 2 章：先行研究における日本語の人称・呼称表現と敬語について 
  
本章では、日本語の人称・呼称の表現とその表現が持つ敬語的特徴に関する先行研究を
調べ、まとめる。日本語の人称・呼称の表現、そして敬語に関する先行研究は数多くなさ
れており、多くの世界の言語との比較の研究も行われてきた。しかし、本論文の研究テー
マについての日本語とアラビア語間の比較研究が行われていないだけでなく、両言語間の
研究や参考書が非常に少ないことも事実である。本章における、日本語の人称・呼称の表
現そして敬語に関する考察は、本論文の目標の一つである日本語とアラビア語の両言語間
の比較において重要な役割を持つ。 
 
 まずは、筆者が調べた限りでは、エジプトアラビア語について、親族呼称表現とその待
遇性といったテーマの研究は見当たらない。しかし日本語の人称・呼称の表現およびその
待遇性に関する研究は数多くあり、日本語と他の外国語との比較の研究も少なからずある。
本章では、主に日本語の先行研究を調べ、その主な内容をまとめる。 
 
 
2.1. 先行研究における日本語の人称表現について 
日本語には、人物を指示する言葉が多くあり、名前やあだ名はもちろん、役職・親族の
名称や、代名詞等、多様な人称・呼称の表現が存在する。そのうち、日本語では、人称詞、
特に（私、あなた、彼）等の人称代名詞1の使用は英語やアラビア語などの他の言語より
それほど一般的ではなく、その使用頻度が低いと考えられる。『日本文法事典』（1981：
102）によると、人称とは、話し手が表現する名詞・代名詞が、話し手自身を指示するも
の、聞き手を指示するもの、そしてそれ以外の人・物・事などを指示するものと区別する
現象であり、その表現手段が人称詞である。日本語の人称・呼称の表現に関する先行研究
は、非常に多く、その研究成果が盛んにある。その例として、辻村（1965、1967 など）、
鈴木（1973、1978、1982 など）、田窪（1997）、国広（1990）、今村(1996)、三輪（2000、
2001）などが挙げられる。以下では、これらの研究などの先行研究における日本語の人
称・呼称の表現とその特徴と敬語上の使用状況について紹介していく。 
日本語には、文法的に世界の言語と同様の人称代名詞（私、あなた、彼、彼女）などの
他に、人称代名詞の文法的カテゴリーには含まれないが、同様の意味を表したりする多く
の「人称詞」がある。鈴木（1973）、田窪（1997）などでは、日本語の中で人称代名詞の
代表例としての、「わたし」「あなた」「彼」などが取り上げられているが、人を表すその
他の用法として、「名前」、「役職名」、「親族名」、「愛称」なども挙げられている。「名前や
                                                   
1 本稿では、「人称代名詞」と「人称詞」の両方の表現が使用されているが、人称代名詞は、
「私、あなた、彼」などの人称代名詞を指しているのに対し、「人称詞」には、人称代名詞
の他に、広範囲の人称表現も含まれている。 
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愛称」は固有名詞類で、「お父さん」「課長」「先生」などの「役職名、親族名」は定記述
類として紹介されている。 
また、アラビア語や英語などの言語では、上記のような人称代名詞の表現の使用頻度が
高いのに対し、日本語の人称表現全体の使用頻度は低く、省略されることが多い。しかし、
日本語は、アラビア語や英語などの言語と比べ、人称表現の特徴として人称代名詞以外の
多様な形式の人称詞と呼称方法が存在していることが挙げられる。また、石綿・高田
（1990：49）で述べられているように、日本語は人称を必ずしも表示しない言語であり、
日本語には、人称詞等の呼称語を使用しない呼称方法もある。そして日本語の特徴として
この方法を用いた方が、場合によってより自然なコミュニケーションにつながると考えら
れる。 
 
日本語の人称詞は、世界の言語同様、一人称（私、ぼく、おれ、我々 など）、二人称
（あなた、きみ、お前、お宅 など）、そして三人称（彼、彼女、こいつ、そいつ、あい
つ など）の 3 種類に分けられる。以下の表 2－1 で金水（1989：100）による人称詞が
実際に使用される人物呼称の実例を紹介する。 
 
表 2－1：＜日本語の人物呼称の実例＞ 
呼称方法 呼称表現の例 
一人称代名詞 わたし、わたくし、あたし、ぼく、おれ、おいら、わし・・・ 
二人称代名詞 あなた、きみ、おまえ、あんた、おたく、きさま、おぬし・・・ 
実名・愛称 山田{φ2／様／さん／くん／ちゃん}、山ちゃん、アッコ・・・ 
地位・役職名 課長、部長、会長、議長、委員長、主任、総理・・・ 
職業・役割名 八百屋さん、運転手さん、お客さん、学生さん・・・ 
親族名 お父さん、お母様、パパ、おじいちゃん・・・ 
年齢階梯語3 ぼく（幼い男児の呼称として）、ねえちゃん、おばさん、奥さん・・・ 
（（金水1989：100）を基に作成） 
 
このように、日本語の人称詞は非常に多く、様々な相手と場面に対応できるように多種
多様なものになっていることが分かる。このことは、上下関係がはっきりしている日本の
社会としては当たり前のことであり、アラビア語や欧米の諸言語などと比べて、人間関係
のあり方を細かく表していると言える。 
 
 
                                                   
2（φ）のマークは、呼び捨てを表している。 
3「年齢階梯語」は渡辺（1979）による用語で、渡辺（1979：108）によると、赤ん坊で生ま
れて老人で死亡するまでの人間の一生は、相対的にある幅をもったいくつかの年齢段階に
区分され、その区分を年齢階梯と呼び、それを表す語を年齢階梯語と呼んでいる。 
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鈴木（1973、1978） などの研究では、人称詞とその特徴について社会言語学の立場か
ら紹介され、人称表現が、｢呼称｣の表現として｢人を指し示す｣といった共通性の基、｢自
称詞｣、｢対称詞｣、｢他称詞｣に分類されている。特に｢対称詞｣については、その運用上の
問題点などについて言語・文化・社会の相互関係を背景に論じられてきた。また、金水
（1989：113）では、日本語の人称について、「語用論的な観点からすると、話し手と聞
き手および、それらの遠近関係などを区別する言語的装置を豊富に備えており、人称に関
してむしろ敏感な言語であるといえる」と述べられている。 
 
 また、鈴木（1973）によると、話しの相手を示すことばの対称詞には、やや性質の異
なった二種の用法がある。 
 
1）呼格的用法（Vocative Use） 
2）代名詞的用法（Pronominal Use） 
（鈴木 1973：146‐147） 
 
 
上記の対称詞の二種の用法のいずれも人称表現ではあるが、前者の呼格用法は、呼びか
けとしての「あなた、お父さん、先生」などの対称詞を使用した直接呼称であるが、後者
は、「あなた、きみ、お宅」などを、呼称表現としてではなく、二人称代名詞として使用
する場合を指している。 
また、人称代名詞について田窪（1997：13）は、「日本語の特徴として、人称を表す語
は文法的に発達していないことがあげられる」、「また、これら（人称代名詞の単語）のう
ち聞き手を表す語類は使用に制限があり、基本的にも上の相手には使うことができない」
と指摘している。また、三輪（2000：11）は、日本語の「あなた」について、「現在では
ふつうの会話の場合、自分と同等あるいはそれ以下の人にしか使えないし、その場合でも
必ずしも使いやすくない」と述べ、さらに一人称の使いにくさについても述べており、日
本語の人称代名詞の敬語上の使いにくさを強調している。 
 
このように、日本語は、アラビア語やヨーロッパの言語などと比べ、人称代名詞の使用
が一般的ではなく、その使用頻度が低いと思われ、その背景には、非常に発達した機能と
特徴を持った日本語の敬語が関係していると考えられる。また、人称代名詞は、閉じられ
た文法的なカテゴリーにはなるが、日本語の多様な人称表現の多くは、他言語のように文
法化した代名詞としての語ばかりでなく、普通名詞であるため、本稿では、人称表現を広
く扱うために、人称表現の一部の「人称代名詞」を除き、「人称詞」として定義する。 
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2.2. 先行研究における日本語の呼称表現とその方法 
 呼称表現は、言語・文化・社会といった 3 要素によって決まると同時に、これらの 3
要素を表す言語表現の一つであると考えられる。具体的に場面や話し手と聞き手との関係
などによって使用される呼称表現が決まるため、その呼称表現は非常に流動的なもので、
言語特徴を超え、社会の変化と共に変遷していくものであると考えられる。特に、日本社
会は、上下関係が非常にはっきりと表れる社会であり、年齢や地位、親疎関係など、そし
て場面とその参加者などの要素によって使用される呼称表現が細かく区別され、その敬意
度も異なってくる。 
 
そのため、日本語の人称・呼称の表現は多種多様なもので、様々な相手と場面に対応で
きるように多くの人称・呼称の表現が存在する。 
日本語の呼称に関する先行研究では、国広（1990）、今村（1996）、田窪（1997）など
が挙げられる。特に、今村（1996：114－121）では、呼びかけ表現が大きく三つに分け
られ、代名詞による呼び方、動詞形に表された呼び方、名詞による呼び方で、その三番目
の名詞による呼び方がさらに「個人名、親族用語名、敬称、称号、職業名、そして愛称な
どに細分化されている。国広（1990：4）は、呼称の類型を固有名詞、代名詞、親族名称、
称号、接尾詞、職業名などに分類している。また、Braun (1988：7) は、呼び方三分類を
次の 3 つに分けている。① 代名詞による呼び方 (Pronouns of address) 、② 動詞形の呼
び方 (Verb forms of address) 、③名詞による呼び方 (Nouns of address) である。以下で
は、これらの 3 つの分類に沿って日本語の呼称方法をみていく。 
 
 
2.2.1. 代名詞による呼称 
「人称代名詞」という用語は、西欧語やアラビア語などでは、人を表す言葉として一般
に使用され、それを「一人称代名詞」、「二人称代名詞」、そして「三人称代名詞」に分け
られている。しかし、日本語においてこのような用語が適切ではないということは、鈴木
（1973）や田窪（1997）などの研究の中で指摘されてきたことである。特に田窪（1997：
13）は、「日本語の特徴として、人称を表す語は文法的に発達していないことがあげられ
る」と述べている。 
 
Brown & Levinson（1987）などの研究では、インド・ヨーロッパ諸族の言語では性差
および上下関係なく、呼称時に人称代名詞が多く使用されるとされている。アラビア語に
ついても同様のことが言えるが、日本語の場合は、人称代名詞の使用が他の呼称表現に比
べ少ない。日本語では、人称代名詞の使用が不適切であると考えられる場面において代わ
りに使用されるのは、以下に紹介する、「動詞形による呼称」、そして「名詞による呼称」
の枠に入る「名前」、「親族名称」、「職業名称」、「地位名称」などの呼称方法である。 
現代日本語の人称代名詞は、先ほどのヨーロッパ言語などと同様、「一人称代名詞」、「二
人称代名詞」、そして「三人称代名詞」に分けられ、以下の表 2－2 のようになっている。 
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表 2－2：＜日本語の人称代名詞＞ 
一人称 わたし、わたくし、あたし、あたくし、ぼく、おれ、おいら、わし、うち、
こちら、こっち・・ 
二人称 あなた、あんた、きみ、おまえ、そちら、そっち、おたく・・ 
三人称 彼、彼女、この人、あの人、こいつ、そいつ、あいつ ・・ 
 
 
 表 2－2 にあるように、日本語で人を指す人称代名詞との異形とされる語が非常に多く
ある。井出（1982：123）は、「日本語には人称代名詞のうち特に一人称、二人称の異形
が豊富である。この異形の選択は話し手の性・年齢、相手の性・年齢、場に対する話し手
の態度をはじめ話し手の心的状態などの諸条件により決められるものである」と述べてい
る。また、鈴木（1973）は、「現代日本語では、ヨーロッパ語に比べて数が多いとされて
いる一人称、二人称の代名詞は、実際にはあまり用いられず、むしろできるだけこれを避
けて、何か別のことばで会話を進めていこうとする傾向が明瞭である」と述べている（鈴
木 1973：133）。 
 
表 2－2 にある語の多くは、アラビア語やヨーロッパ言語などのような言語の文法的カ
テゴリーとしての人称代名詞とは異なり、呼称語としての「人称詞」として扱われると考
えられる。ヨーロッパ諸言語やアラビア語などの言語で使われる人称代名詞に当てると
「私、あなた、彼、彼女」のような人称代名詞およびその複数形が代表的なものになるが、
日本語はこれらの人称代名詞以外に人を指す語が多数用いられる。 
 
 
2.2.2. 動詞形による呼称 
緒方（2015：2 ）は、日本語の呼称の重要なことの一つとして、必ずしも使われないこ
とであると述べており、特に自称詞と他称詞の場合、誰のことを述べているか、呼称によ
って特定しないことが多いと指摘している。この点において、日本語では特定の相手を指
して話しかける場合は、呼称表現を使用しなくても呼称行為ができ、問題なくコミュニケ
ーションを取ることができると言える。 
  
日本語の動詞による呼称について次の例をみる。 
① 命令の意味を表す動詞 
―来なさい／おいで／いらっしゃい・・ 
 
②  勧誘を表す動詞 
―行きませんか／行きましょう／乗りますか／手伝いましょうか・・ 
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上述の動詞は、話し手の目の前に聞き手がいることが前提で、場面上その聞き手に話が
向けられるということが条件である。この場面では、相手の名前などの呼称表現を使用し
なくても呼称行為が実現でき、特に日本語では、呼称表現を使用しない方が自然であると
考えられる場合があり、呼称表現の省略が少なくない。 
 
また、日本語において、動詞以外に呼びかけが可能な表現も少なくなく、その例として
は、相手に対して挨拶や、感動詞など「こんにちは、ちょっと、もしもし、おい、あのー、
すみません…」や、終助詞の「～よ」などが挙げられる。これらの表現は、呼称表現では
ないが、これらの表現の使用で呼びかけの行為が実現可能となる。 
 
 
2.2.3. 名詞による呼称（親族名称・役職名） 
 人称代名詞による呼称、そして、呼称語を使用しない動詞による呼びかけについて述べ
てきたが、ここでは残りの名前類（親族名称、役職・地位名称など）の表現による呼称に
ついて紹介する。 
 日本語は、人称代名詞の省略が多く、使用頻度が低いということを述べてきたが、これ
に対して、使用頻度が高く、敬意度が高いと考えられるのは、相手の名前の使用で、話し
手と聞き手の関係や場面などにより、その名前の後に敬称がついたりつかなかったりする。
また、相手の名前を使用しない場合でも、親族の相手の場合は、その親族名称が使用され
ることは一般的で、日本語以外の多くの言語も同様である。また、親族以外の相手の場合
は、その相手に相応しい（敬称としての）役職や職業や地位などがあれば、その役職・職
業、地位等の名称が使用されることになる。 
 
以下には、名詞による呼称の種類とその例を挙げる。 
 
① 氏名（名字や個人名や愛称など） 
日本語における相手の氏名は、苗字と個人名の両方の他に、あだ名や愛称なども含まれ
ている。氏名や愛称の使用は、ほとんど（特に年上・目上の相手）の場合は、敬称が最後
に付けられるが、年下および同年代の親しい相手のほとんどの場合は、敬称が付けられず、
氏名のみが使用される。 
 
― 山田（＋様、さん、君、ちゃん、先生など）太郎（＋さん、君、ちゃん） 
 
 
② 役職・職業、地位の名称 
― 社長、会長 村長 など 
― 運転手さん、お巡りさん など 
― 先生（教師、医師、弁護士）、先輩 など 
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③ 親族名称 
 日本語の親族名称は実に多様で、実際に呼称で使用される親族名称が豊富である。そし
て、敬語の規則によって、呼びかけの場合と言及の場合とで使用される表現が変更される
こともあるため、呼称表現としての親族語の数が、日本語と同様の敬語システムがない他
の言語より多いことが予想される。ここでは日本語の親族呼称表現の代表的な例を提示す
るが、本論文の第 6 章で日本語とエジプトアラビア語との話し手と聞き手別親族呼称の
比較を行っているため、第 6 章の表 6－1 から表 6－3 を参照されたい。 
 
両親＜呼びかけの場合＞ 
― お父さん4、お母さん、親父、おふくろ など 
 
両親＜言及の場合＞ 
― 父5、母、親父、おふくろ、父親、母親 など 
 
兄・姉＜呼びかけの場合＞ 
―お兄さん（－ちゃん）、兄貴（話し手が男性の場合）、お姉さん（－ちゃん） など 
 
兄・姉＜言及の場合＞ 
― 兄、兄貴、姉 など 
 
おじ・おば（言及の場合は敬称省略） 
― おじさん、おばさん 
 
祖父母＜呼びかけの場合＞ 
― おじいさん、おじいちゃん、おばあさん、おばあちゃん、じいじ、ばあば など 
 
祖父母＜言及の場合＞ 
― 祖父、祖母 など 
 
 
 
 
                                                   
4 ここで紹介されている親族語による呼称の使用例は、代表的な例であり、話し手の年齢と相
手との関係や親密度など、そして方言等の要素により使用される表現が異なる場合がある。 
5 近年日本社会では、他人との会話の中で両親や妻などに言及する場合に、敬称を付けた形の
親族語（お父さん、お母さん、奥さんなど）が使用されることがあり、敬語の使用上の誤
用とされるが、日常生活での口語としては、ある程度の使用頻度があると考えられる。 
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 上記のように、日本語においては親族語による呼称が豊富に行われ、さらに呼びかけと
言及の場合において、敬語のルールに従って使用される表現が変更されることが確認でき
る。以下には特に日本語の親族呼称表現に焦点を当て、その種類、特徴そして使用状況に
ついて先行研究を基に説明していく。 
 
 
2.3. 先行研究における日本語の親族呼称表現とその使用状況 
 
2.3.1. 日本語の親族呼称表現の種類とその特徴 
日本語の親族語の単語数は非常に多い。渡辺（1978：32）は、日本語の個人親族語に
は、意味の項目によって方言量の多いものと少ないものがあると述べている。また同書で、
親族語の単語について、「これらの単語は、社会階層の上下や敬卑、新古、改まった場合
とくだけた場合など、いろいろな規準によって使い分けられる」と述べている（渡辺
1978：32）。日本語の親族呼称表現の種類には、親族語そのものの他に、上記の 2.2.の「日
本語の呼称表現とその方法」にもある通り、名詞（相手の名前や役職・地位名称）による
呼称、動詞による呼称、そして人称代名詞による呼称という多様な呼称方法がある。 
さらに、日本語の親族呼称表現には、敬語の使用上、呼びかけの場合の表現と、言及の
場合の表現とがあり、それぞれの場合では、敬称が省略される親族語もあれば、親族語そ
のものが変更される例もある。呼びかけ時の親族語の敬称の省略および変更は、以下に紹
介する日本語の「ウチ」と「ソト」の原則によるものである。敬称省略の例は、父・母の
兄弟姉妹に「おじさん、おばさん」と呼びかける場合に対して、言及する場合、「おじ、
おば」になるという例である。また、親族語の変更の例としては、祖父母に呼びかける場
合、「おじいさん、おばあさん」が一般的な呼称表現であるが、言及の場合は、「祖父、祖
母」と単語自体が変更される。 
 
鈴木（1973）は、日本語の自称詞と対称詞の使い分けには、「目上」「目下」という対
立概念を基本とする原則があることを示し、日本語の呼称には、次のような特徴が見られ
るとしている。 
 
(一) 日本の家族内で、目上の人が目下の人に直接話しかける時は、家族の最年少の
立場から、その相手を見た親族名称を使って呼びかけることができる。 
 
(二) 目上の者が目下の者を相手として話す時、話の中で目上が言及する人物が、相
手より目上の親族である場合に、話し手はこの人物を自分の立場から直接とらえな
いで、相手つまり目下の立場から言語的に把握する。 
（鈴木 1973：171） 
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2.3.2. 日本語の親族呼称表現の使用上の特徴 
 本項では、日本語の親族呼称表現の使用上の特徴について先行研究を参考にしながら考
察する。上記の 2.2.2.の①で日本語の代表的な親族語について述べているが、本論文の第
6 章でも日本語とエジプトアラビア語の両言語の、話し手と聞き手別の親族呼称の比較を
行っているため、第 6 章の表 6－1 から表 6－3 を参照されたい。 
日本語の親族呼称には、多様な特徴があり、呼称表現の選択に大きな影響を与えるのは、
「ウチ」と「ソト」という敬語概念である。また、鈴木（1999：130）によれば、日本の
親族同士の対話では、話し手が自分より年下・目下の者に親族名称で呼びかけることはで
きないと述べられている。 
 
渡辺（1978：32－38）は、日本語の親族語の特徴について、次のようなことを挙げて
いる。 
 
① 日本語（全国の方言）における個人親族語には、方言量によって単語の数が多いも
のと少ないものがある。単語の数が多いものには、父・母、祖父・祖母、夫・妻な
どがあり、単語の数が少ないものには、孫・甥・姪・いとこなどがある。 
 
② 日本語の親族語と人名の呼称時の使用について、下の世代および兄・姉を除く同一
世代の個人親族語は、すべて名称（言及表現としての使用）にしか使用できず、こ
の場合の呼称には基本的に人名を使用する。他方、下位世代からは、兄・姉を含む
上の世代の個人親族語を呼称にも名称にも使用できるが、人名は呼称には使用でき
ない。また、兄・姉を含む上の世代の個人親族語は、呼称として使用できるものと
できないものとがある。父・母、祖父・祖母や兄・姉などは言及時の名称には使用
できるが、呼称には使用できない。 
 
③ 日本語では、個人親族語を年少の子供の立場からも使用できる原則がある。例えば、
親が自分の子供に向かって、自分や自分の配偶者のことを（子供の立場からの）「お
父さん」、「お母さん」と言ったり、自分および自分の配偶者の親のことを「おじい
さん」、「おばあさん」と言ったりすることができる。 
 
④ 日本語では、親族の人に対しての、年少期に獲得した呼称や名称の形式は、生涯に
わたって根強く残存する傾向がある。 
 
⑤ 日本語の個人親族語のいくつかは、意味や用法が発展して多義語化し、年齢階梯語
として使用されている。例えば、日本語の標準語や各地方言では、祖父・祖母、お
じ・おば、兄・姉・むすめを意味する個人親族語を、それぞれ老人の男・女、中年
の男・女、若い男・女を意味する年齢階梯語として使用する。 
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⑥ 日本語の年齢階梯語化した兄・姉の名称には、一種のもちあげことばとしての用法
さえある。例えば、道で転んで泣いている子供に、たとえその子に弟や妹がいなく
ても、親や大人は、次のように言うことがあるだろう。「痛くても泣かない！○○
ちゃんは、もうお兄ちゃん・お姉ちゃんなんだから。」6 
 
⑦ 日本語の個人親族語は、直系と傍系を区別するが、父系と母系を区別しない。例え
ば、親と親の兄弟姉妹は区別する（両親の兄・姉が伯父・伯母、両親の弟・妹が叔
父・叔母）。しかし、親の兄弟姉妹は、父系も母系も同じ「おじ・おば」である。 
 
 
2.4. 日本語敬語の特徴と呼称表現との関係 
 「敬語」とは、日本語の独特な特徴の一つであると言われがちであるが、必ずしも敬語
が日本語固有のものであるとは限らないと考えられる。蒲谷（2006）は、「敬語のことを
日本独自のシステムであり、ほかの外国に存在しないものである」と勘違いする日本人も
外国人もいるが、それは誤解であるとしている。さらに、「敬語というのが封建的で必要
悪である」とする考え方もあるが、それも根強い誤解であると言えるとも述べている（蒲
谷 2006：146－147）。 
 
辻村（1980：125－128）は、「敬語」について、簡単に日本語の特色であるとは言え
ず、諸外国語においても多様な敬語表現が注目されるようになり、多くの人によって様々
な例が挙げられていると述べている。また同書で、特に朝鮮語やチベット語などの言語の
ように、日本語の敬語と同様の、文法的組織にまで及ぶ発達した敬語を持っているものも
あれば、欧米言語のように、多くの言いまわしの段階に止まるものもあるとも述べている。
さらに、日本語以外の欧米諸言語については、日本語のような文法的組織としての敬語は
ないが、敬語の概念規定に入るような言いまわしや特定の待遇表現が数多く存在している
ことが事実であると述べられており、これらのような言いまわしの表現を表す用語として
は、「敬語的表現」が適切であるとされている（辻村 1980：128）。この点において筆者
は、アラビア語（特に日常生活で使用される口語アラビア語）には日本語のような文法カ
テゴリーとしての特徴を持たない敬語的表現があると考える。 
 
日本語および日本文化の中の敬語の存在は非常に大きい。独立した大きい文法カテゴリ
ーとしてある日本語の敬語は、時代と共に発展し、人間関係のあり方を細かく決める特徴
と機能を持っていると言える。人間社会では、呼びかけの際の言葉遣いが極めて重要で、
相手との関係次第で決まるため、敬語は、呼称表現と切り離して研究することができない
ということで知られている。特に日本語の場合は、敬語が言語・文化・社会の 3 要素の
                                                   
6 このような用法は、鈴木（1973：158）で親族語の虚構的用法として説明されている。 
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関係性を表した言語項目の一つであると考える。また、運用の際、敬語が最も現れるのは、
呼称表現であり、取り分け対称詞の表現の種類とその使用状況により、話し手と聞き手と
の人間関係、そしてそれに応じた敬意度が決まるということも日本語敬語の特徴である。 
  
 菊地（1996：3）では、「敬語とは、同じ事柄を述べるのに、述べ方を変えることによ
って、敬意或いは丁寧さを表す、そのための専用の表現である」と述べられている。ここ
での述べ方を変えるというのは、具体的に「ソト」を高くし、あるいは「ウチ」を低く述
べるということであり、そのため、敬語というのは、「ソト」と「ウチ」を区別するため
の表現方法であると言える。 
 
 
2.4.1. 日本語の敬語の分類とその基礎的特徴 
敬語の広義と狭義の違いによって各言語における「敬語」の捉え方が異なってくると考
えられる。辻村（1980：128）は、「敬語」の広義は、相手に対して尊敬を表す目的での
尊敬語、謙譲語、そして丁重語以外にも、普通の言い方や卑しめる言い方などもあり、「敬
語」という言葉だけでは、上下親疎のあらゆる対人関係を表すことができず、「待遇表現」
という用語の方が適当であると言えると述べている。 
 
前述の日本語の呼称表現と同様、日本語の敬語にも様々な方法と種類がある。話し手が
聞き手（ないし聞き手側の人物、動作、所有物など）を高くし、自分（あるいは自分側の
人物、動作、所有物など）を低くするというのが、敬語の基本的な概念である。日本語の
敬語には、丁寧語、尊敬語、そして謙譲語があり、いずれも敬語として話し手から聞き手
に尊敬を表すためにあるのが共通点である。丁寧語（Polite forms）については、Comrie
（1976）や Shibatani（1990）などで（Addressee Honorifics＝対者敬語）として紹介さ
れており、さらに、Takekuro（2005：313）で丁寧語（Polite forms）について、話し手
と聞き手間の関係および会話の場面の公式度に基づくものであると述べられている。また
同書で、尊敬語（Respectful Forms）と謙譲語（Humiliative Forms）のいずれも主語およ
び述語としての話題の人物への敬意「素材敬語」であるとされている（Takekuro 2005：
314））。菊地（1994）は、尊敬語と丁寧語・謙譲語について「尊敬語は、「話し手」が主
語を高める表現で、謙譲語は補語を高め、主語を低める表現であるとしている。一方、丁
寧語は「話し手」が同じ内容を「聞き手」に対して丁寧に述べる表現であると説明してい
る（菊地 1994：210）。 
 
Brown & Levinson（1978, 1987）などの研究では、日本語の敬語のような敬語システ
ムはネガティブストラテジーとして分類されている。しかし、これに対して Ide（1989：
226－227）は、日本語の敬語の使用は自由意志による（ネガティブ）ストラテジーでは
なく、社会規範に沿って義務として使用される言語体系であると反論している。 
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辻村（1967：12－14）は、「敬語というものは人間関係のわきまえに基づいた言語表現
というように考えます」と述べている。また、「敬語表現をなすのにまず大切なことは、
人間関係の的確な把握ということになります」とも指摘している（辻村 1967：14）。さ
らに辻村（1965）は、敬語の広義について、「話し手・聞き手・話題の人物の間の上下親
疎等の関係に基づいて変わる言語の形式のすべてをいうことになる。これは人に対する待
遇のしかたが言語表現に現われたものですから、待遇表現などとも呼ばれます」と説明し
ている（辻村 1965：1）。 
 
辻村（1965）では、敬語の分類について「敬語は最も一般的には次の三つの種類に分
けられる」と述べられている。 
 
1） 尊敬語=目上の人およびその人の動作・状態・所有物等をあがめていうこと
ば 
 
2） 謙譲語=話し手が自分ないし自分側の者の動作・状態・所有物等をへりくだ
っていうことば 
 
3） 丁寧語=自他にかかわらず、すべて物言いを丁寧にすることば 
（辻村 1965：1）  
 
 
上記の敬語の一般的な分類に対して、同書の辻村（1965：2）で、敬語の新しい分類が
行われている。この分類は以下の図 2－1 の通り、敬語を話の材料となる人、あるいはそ
の人の動作・状態・所有物などを高くすると言った「素材敬語（Referent Honorifics）」
と、話が向けられる聞き手や読み手への敬意を表す「対者敬語（Addressee Honorifics）」
という大きく 2 種類に分けている。前者の素材敬語には、上位表現、つまり、相手を高
くする尊敬語（例えば、ご邸宅、いらっしゃる、くださる など）がある。そして、自分
を低くする下位表現（拙宅、いたす、さし上げる など）の他に、丁寧語の一つとされる
「美化語」（お空、ご挨拶 など）で、上下関係の認識を表わさず、単に物言いを上品に
するものである。 
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図 2－1：＜敬語の分類＞ 
 
 
（（辻村 1965：2）による日本語の敬語の分類） 
 
 
2.4.2. 日本語の敬語と呼称表現の関係―対称詞を中心に― 
日本語の人称詞を敬語の観点から取り扱った主な研究として、山田（1924）『敬語法の
研究』、小林（1936）『日本文法史』、辻村（1968）『敬語の史的研究』、そして三輪(2000)
『人称詞と敬語』などが挙げられる。山田（1924）や金田一（1962）などでは、日本語
の敬語を人称と関連付ける文法的現象と捉える説の他に、語彙と関連付ける語構成的な現
象として捉える説がある。また、敬語と人称の関連について三輪（2000：41）では、相
手と話し手との間の相対関係、例えば、上下、強弱、親疎、内外などの関係のあり方によ
って、選ばれる人称詞が日本語では大きく変わってくると述べられている。また、同書で
「話し手と聞き手の上下関係が人称詞を左右するのが日本語対話の世界であり、一人称に
せよ、二人称にせよ、上下、尊卑を離れてはありえず、代名詞より敬語の有無がものを言
うことになる」とも述べられている（三輪 2000：66）。 
 
さらに、金水（1989：110）は、日本語は敬語に関する語彙や形態素を比較的豊富に持
っている言語であるが、その運用にあたって、人称との関連を見逃せないと指摘している。
敬語の人称詞の関係について考えると、一番先に浮かぶのが、対称詞（二人称）である。
もちろん日本語の特徴として、相手への尊敬として自称詞（一人称）の使用における謙遜
表現が関係している。また、言及表現として使用される他称詞（三人称）における待遇上
の特徴もある。しかし敬語が最も多く使用されるのが、対称詞としての呼称表現であると
言える。 
 
素材敬語
上位表現
（いわゆる尊敬語）
下位表現
（いわゆる謙譲語）
美化表現
対者敬語 いわゆる丁寧語
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鈴木（1973：132）は、「話しの相手を指すことばも、いつでも「あなた」、「きみ」の
ような人称代名詞が用いられるとは限らない。実際に調べてみると人称代名詞を使う場合
は、むしろ極めて限られていることが分かる」と述べている。そして同書で、「現在の日
本語には、目上の人に対して使える人称代名詞は存在しないと言っても言いすぎではない」
とも述べられている（鈴木 1973：132）。さらに、田窪（1997）などの研究では、人称代
名詞の対称詞としての使用は、語用論的に制限があり、目上の人に使用することは、ポラ
イトネスの観点からできないとされている（田窪 1997：13）。三輪（2001：83）は、「日
本語の二人称詞の選択における意味作用は二人称代名詞において更に著しい。日本語の二
人称代名詞に親愛・軽侮・卑罵・尊敬・恭慎・敬遠・疎外などの言外の意味が微妙な段差
をつけて盛り込まれている。」と述べたうえ、「あなた」という二人称は「聞き手」と「話
し手」の人間関係によって「高い敬意度」・「低い敬意度」・「敬意度ゼロの親愛」に分類で
きるとしている。 
日本語では、人称の省略が簡単にでき、その方が敬語的に相手に対する尊敬を表すこと
につながる場合があると考えられる。特に、日本語の一人称と二人称の代名詞について、
三輪（2000）は適当な敬語の使用によって省略できると指摘している。相手への言及の
場合は、尊敬語を使い、そして自分のことに言及する場合は、謙譲語を使うことにより人
称詞の使用を回避できるということである。その例として、日本語では、「私が参ります」、
「私にやらせてください」などと言わなくても、「参ります」、「やらせてください」で動
作主が十分わかる。あえて「私」などの一人称代名詞を使用した場合は、強調の意味合い
を持つことになる（三輪 2000：62）。また、菊地（1994）は、「あなた」に対する待遇表
現の選択の要因を大きく社会的ファクターと心理的諸ファクターに分け、さらに前者の中
で人間関係における上下の関係、立場の関係、そして親疎関係という要素が待遇表現の選
択に大きな影響を与えているのは間違いないと指摘している。 
 
このように、日本語における呼称表現とその方法が多様であり、人称代名詞以外に数多
くの呼称方法が存在していることを見てきた。特に日本語の対称詞としての二人称代名詞
の使用頻度が低く、相手との上下・親疎の関係、場面などに適したその他の多様な呼称表
現が使用されている。 
 
 
2.5. 本章のまとめ 
 本章では、日本語の人称・呼称の表現および日本語の敬語について概観し、その種類
と使用上の特徴について述べた。日本語には、人を指す表現の種類が非常に数多くあり、
その主な種類は、名前、敬称、役職名、親族語、人称代名詞などで、敬語から切り離せな
いものである。また、英語やアラビア語などの言語における人称代名詞と比べ、日本語の
人称代名詞は文法的に発達しておらず、その使用頻度が低く、省略されることが多い。文
法的カテゴリーとしての日本語の人称代名詞以外には、人を指す、異形とされる人称詞が
数多くあり、上下・親疎の関係によって適切に選択される。 
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また、日本語の呼称表現の種類については、代名詞、名詞、そして動詞を使った 3 種
類の呼びかけの方法がある他、呼称語などを使用しないという呼称方法もある。これらの
呼称方法は、話し手と聞き手との関係、そして場面などの条件によって異なり、特に、呼
称語を使用しない方法が日本語では頻繁に採用され、この方法が他の方法より自然なコミ
ュニケーションにつながる場合がある。 
 
 本章では、日本語の親族語とその種類と使用方法について述べた。日本語には、年上・
年下を指す数多くの親族語があり、地域や方言量などによって個人親族語の数が多いもの
と少ないものがある。また、それぞれの親族語が実際に使用されるのは、目上・年上の相
手のみであり、年下の相手に対しては使用されないという特徴がある。 
  
日本語の敬語は、人称詞・親族語などの呼称表現とのかかわりが大きい。日本語で使用
される呼称表現のほとんどには、待遇性が含まれ、話し手と聞き手および場面などの要素
が反映されていると言える。特に親族語の使用において、「ウチ」と「ソト」という敬語
の概念が大きな役割を持っている。この概念では、話し手の所属するグループの人（親族、
友人、会社の人）などの相手が「ウチ」とされ、これに対して、話し手の所属するグルー
プ以外の人が「ソト」とされる。敬語の原則では、話し手が「ソト」の人に対して「ウチ」
の人（目上・年上の場合でも）に言及したりするとき、「ウチ」の人を低くするという決
まりがある。 
 
 日本語の敬語は、非常に発達した特徴を持った日本語の重要な文法項目である。この日
本語の敬語では、多くの文法的機能と豊富な種類の敬語表現が日常生活で使用されており、
日本語・日本文化を代表する言語使用の一つであると言える。日本語の敬語の分類は数多
くの研究で行われており、その中で有名な分類の一つに、「尊敬語」、「丁寧語」、「謙譲語」
そして「美化語」という分類が挙げられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 20 
 
 
第 3 章：アラビア語の言語文化的特徴とエジプトにおける呼称
表現とその方法について 
 
本章では、アラビア語の言語文化的特徴およびエジプトアラビア語での呼称表現の種類
とその方法について概観する。本章で述べる内容は、本論文で行った調査の内容および結
果と分析において非常に重要なものになっている。特に文語と口語アラビア語の違いやエ
ジプト社会の事情などに関する説明をここで行う。また、アンケート調査の質問項目やそ
の質問への回答選択肢の種類などへの理解においても欠かせない内容であることを強調
しておきたい。 
また、本論文で調査の対象としているのは、書き言葉としての「文語アラビア語」では
なく、話し言葉としての「口語エジプトアラビア語」であるが、本章では両方の言葉の違
いが分かりやすいように、アラビア語の基礎的な知識、言語文化的特徴とエジプトアラビ
ア語の特徴の両方について説明する。 
 
 
3.1. アラビア語の言語文化的特徴とエジプト社会 
 
 3.1.1. アラビア語に関する基礎的知識と言語文化的特徴 
アラビア語は、国連の 6 つの公用語の 1 つであり、1973 年に、後から追加された唯一
の言語である7。最近アメリカ中央情報局によって発表された『THE WORLD FACTBOOK 
8』でのデータによると、全世界で最も母語話者数が多い言語の内、3 位である英語に次
ぐ第 4 位を占めたのがアラビア語であることが分かった。この統計によると、第 4 位を
占めたアラビア語は、75 億人いる世界人口の約 5.1%を占めており、アラビア語の母語話
者数がおよそ 4 億人近くになるということを示している。これは母語話者のみの数であ
るが、さらに母語話者以外にアラビア語を第 2 言語および外国語、そして宗教言語とし
て話すことができる人（イスラーム教徒の場合）の数も含めると、母語話者を含んだ話者
総数は、5 億人近くに上ると考えられる。しかし、アラビア語の非母語話者に関する正確
な統計がないため、アラビア語話者の総数の算出は難しいと考えられる。母語話者以外の
アラビア語話者がこのように多い理由については、アラビア語が宗教言語としての権威を
持ち、それにより母語話者以外の大勢のムスリムが、アラビア語を勉強したり使用したり
しようとしているということが考えられる。 
 
                                                   
7 国連のアラビア語版のホームページによる。「国連におけるアラビア語の日」
http://www.un.org/ar/events/arabiclanguageday/index.shtml （2018 年 8 月閲覧） 
8 アメリカ中央情報局によって発表された『THE WORLD FACTBOOK』による。 
https://www.cia.gov/library/publications/the-world-factbook/geos/xx.html （2018 年 8 月閲覧） 
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アラビア語は、現在のアラブ世界の 22 ヶ国において公用語となっており、アラブ諸国
の方言とは異なり、教育、文学、メディアなどで正式に、「アル・フスハー＝正則の言葉」
と呼ばれる文語の書き言葉として使用されている。研究者や学者の間では、「古典アラビ
ア語」という言い方はあるものの、「現代アラビア語」と「古典アラビア語」を比較して
みると、限られた単語や慣用的表現などの意味が若干相違しているだけで、語構成や文法
の面の基礎的で重要な側面での変化はほとんど認められない。 
 
アラビア語とイスラーム教の関係は非常に強固である。池田（1976：1）は、イスラー
ム世界の発展と共にアラビア語は、イスラーム文明を支える言語としても重要な役割を果
たし、使用範囲も広まったと指摘している。1400 年以上の歴史を持つイスラームとその
教聖典であるクルアーン9で使用されている言語は文語アラビア語である。現在までほと
んど変化せず使用されている文語アラビア語は、イスラーム教の誕生より前の時代にまで
さかのぼり、合わせて 2000 年以上の長い歴史がある。アラブ・イスラーム世界でのアラ
ビア語の教育などでは、クルアーンのアラビア語が文法の規範になっており、クルアーン
のアラビア語文法と異なる文法が誤用とされることはいうまでもないことである。
Robbins（1970）は、「古典アラビア語は、コーラン（＝クルアーン）によって不滅の言
語となった。口語アラビア語がそれとはいかに違ったものになっても、古典アラビア語は
今日でも威光をはなっているのである。今でもそれは、あるいはそれに近い言語は、正式
の場でよく使われる。」と指摘している（Robbins 1970, 高原・本名 訳 1974：129）。ま
た、Kees（2014）では、「アラビア語は、イスラームの古典時代を通じてつねに宗教、文
化、行政、学問のすべての目的で使われる威信言語であり、イスラーム時代に入って数百
年間は、これらのどの分野においてもアラビア語ご地位が深刻に脅かされることはなかっ
た。」と述べられている（Kees 2014, 長渡 訳 2015：123）。 
アラビア語話者においても上述したように、非アラブ人のアラビア語話者が数多くいる
ことは、アラビア語とイスラーム教の強い関係を表し、「クルアーンの言葉」としてのア
ラビア語は、多くのイスラーム教徒にとって聖なる言語として扱われることが主流になっ
ている。 
 
次に、アラビア語の基礎的な言語的特徴について述べる。アラビア語はセム語族に属し、
その多くの単語が 3 つの子音を語根として形成される。さらに、母音、接頭辞、接中辞、
接尾辞が付けられ、語彙の派生・活用などがある屈折語である。また、アラビア語に名詞
および動詞の性（男性形と女性形）と数（単数形、双数形、そして複数形）の区別があり、
右から左へと書かれる。文の種類については、動詞先行文（VSO）が基本的な文の語順
であるが、名詞先行文（SVO）の語順もある。 
 
                                                   
9 「クルアーン」とは、イスラーム教の聖典コーランの正確なアラビア語の発音による言葉で
ある。 
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アラビア語は日本語と違って、表意文字ではなく、アルファベット 28 の表音文字を持
つ言語である。28 文字のアルファベットは、基本形である独立形の文字の他に、語頭、
語中、そして語尾の 3 つの位置により文字の形が変化するため、図 3－1 にあるように 4
つの列に分けられている。左側の文字が独立形であるが、その右隣から語尾形、語中形、
そして語頭形となっている。 
 
図 3－1：＜アラビア語文字リスト10＞ 
 
 
 
 
                                                   
10 出典：新妻仁一(2009)『アラビア語文法ハンドブック』pp.12~13 白水社 
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アラビア語では、動詞、副詞、助詞を除く語のすべてが名詞として扱われる。アラビア
語名詞の特徴的な規則は、文中での役割や文章全体の意味に大きな影響を与える格変化で
ある。格変化は語尾に付けられる母音記号によって示され、主格（主語あるいは動作主、
日本語の「は／が」）、対格（述語あるいは目的語、日本語の「を／に」）、そして属格・所
有格（日本語の「の／へ」）の 3 つの基本 3 段変化になっている。これらの 3 段変化以外
の限られたグループの名詞に二段変化する変形があり、文における名詞の役割を決定する
機能を持っている。また、動詞の活用によって、その動詞の動作主またはそれに代わる人
称代名詞の性や数などが決まるという便利な特徴もある。 
 
 
3.1.2. アラビア語（文語と口語）の違い―口語としてのエジプトアラビア語 
の場合― 
 上述したように、現代アラビア語には、正則（文語）の言葉（alfusħa:11＝アル・フス
ハー）と、口語の言葉（alʕa:mmiyyah＝アル・アーンミッヤ）の二種がある。前者はア
ラブ諸国で使用される書き言葉としての公用語のことを指し、聖典のクルアーン、文学、
学校教育・メディアなどで使用されている正式な文語アラビア語である。これに対して後
者は、アル・アーンミッヤと呼ばれる話し言葉としての口語アラビア語を指し、国ないし
は同一国家の中での地域によって異なる。アラブ各国の方言間の違および方言と文語アラ
ビア語との違いは、発音や慣用的表現・単語などにおいて現れ、その程度も方言によって
様々である。そのため、アラブ諸国の方言の中に、言語差が小さい方言もあれば、アラブ
人同士でも理解が難しい方言もある。 
 
アラビア語の文字表記が整い始めた西暦 4 世紀からの前イスラーム期における多数の
詩歌や、西暦 7 世紀から始まったイスラーム教の聖典であるクルアーンなどは、文法規
則の参考書として文語アラビア語の代表例である。アラビア語は、特にイスラーム教と密
接な関係があるため、社会とのかかわりが非常に強いと言える。中でも聖典クルアーンは、
イスラームにおいて宗教はもとより文化、思想、社会秩序、生活習慣などに非常に大きな
影響力を持っている。1400 年以上の歳月を経て一文字も変化が加えられていないクルア
ーンが記述された当時のアラビア語は、現在においても身近な書き言葉としてアラブ各国
における教育、文学、そしてメディアなどで正式に使用されているのが文語アラビア語の
大きな特徴であると言える。 
 
 
 
                                                   
11 本論文でのアラビア語の単語・表現の書き方は、主に IPA（国際音声記号）によって記され
ている。 
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他方では、文語アラビア語は、公式な場面や書き言葉としてしか使用される機会がなく、
日常生活での会話などで使用される言葉は、この文語アラビア語ではないという状況にあ
る。現在主に日常生活で使用されている言葉は、時代や社会の変化と共に柔軟に変化して
きた口語としてのアラブ各国の方言であるということが指摘できる。口語の場合は、文語
とは異なり、外来語が使用されたり、文法規則が重視されなかったりし、非常に柔軟な性
質を持っているということが特徴である。 
 
口語の「アル・アーンミッヤ」は、文語アラビア語から派生しており、主に日常生活の
会話などで使用される話し言葉であり、ほとんど書き言葉として使用されることはない。
文語と口語の言葉の主な違いは、文法、発音、そして使用される慣用的表現や単語などの
違いにまとめられる。特に口語で使用される一部の単語は、アラビア語以前のエジプト語
やそれ以外の外来語などによるものが少なからずある。 
文語と口語アラビア語の使用上の特徴としては、次のことが言える。まずは、書き言葉
には長い歴史がある文語アラビア語の文法があるが、日常生活で使用される機会が少ない
ためか、事実として大学卒であっても書き言葉のアラビア語に関心があり、高水準のアラ
ビア語教育を受けた人でなければ、正しく、使用することは難しい。その例として、正式
な場面で使用される文章やスピーチなどで誤用を犯したり、文書などで口語的な表現を混
用したりする場合もあり、近年この現象がアラビア語専門家やイスラーム学者などによる
批判の対象になることがある。一方これに対して、口語は文法の規則を必ずしも守らなく
ても良く、日常生活で親しみやすく、使いやすい言葉となっているのが現状であり、近年
特に若者の間で、ソーシャルネットワークなどで口語が文字化された形として使用される
ようになってきている。 
 
 
3.2. アラビア語における呼称表現の方法と人称代名詞の特徴 
 
3.2.1. アラビア語における呼称表現の方法について 
アラビア語を含む世界の多くの言語の呼称表現とその表現が持つ敬意度は、話し手と聞
き手間の人間関係のあり方を表していると同時に、相手との親疎関係および場面なども、
相手に対する表現とその敬意度の決定に大きく影響するということも世界言語共通の普
遍的な現象である。また、各言語の呼称表現とその方法は、その言語が使用される社会と
その文化を反映しており、相互のかかわりが大きいと言える。 
 
エジプトを含むアラブ人は、古くから部族主義で知られており、それぞれのアラブの部
族の姓が長い歴史を持ち、社会的に重要視されているものと考えられる。アラビア語には、
様々な呼称方法と表現が存在し、名前の表記方法も姓および個人名だけではなく、似た名
前の区別などの目的で父親の名前としての「ミドルネーム」などの名前が呼びかけに使わ
れる場合もある。 
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相手の個人名以外に使用される「姓」、「ミドルネーム」などが使用されるのは、相手の
個人名が「ムハンマド」や「アハマド」などのような多くの人に付けられる名前の場合な
どの他、姓およびミドルネームが特徴的な人の場合は、個人名ではなく、その姓とミドル
ネームが特に同僚や同級生の間で呼称時に使用されることが多い。もちろん、職場や一般
の場面での使用でも、目上・年上の相手に対しても使用することが可能であるが、その場
合は適切な敬称などが姓名の前に付けられて使用されることになる。しかし最も代表的で
一般的な呼称方法は、相手の「個人名」での呼びかけであり、その個人名および職業名、
敬称などの前に、呼びかけの意を表す「ya:12 ～＝～よ」が付けられるという形式である。 
 
エジプトで最も代表的で一般的呼称方法は、相手の「名前」（ほとんどの場合は「個人
名」）、もしくはあらゆる呼称表現の前に、「اي - ya:13  ～ ＝（名前等）＋よ」という呼称
語を付けて使用するという方法である。ただし、この呼称語を付けずに、相手の名前や呼
称表現などを直接使用することも可能である。 
 また、エジプトにおける名前の扱いについては、日本と大きく異なり、相手の名前を使
って呼びかける場合、基本的に「ファミリーネーム」ではなく、「個人名」が広く使用さ
れている。そして、名前の表記順においてもエジプトは日本と逆の順になっており、個人
名が最初で、その後にミドルネームか祖父の名前が使用され、最後にファミリーネームが
来ることがほとんどである。ファミリーネームについては、部族主義で知られるアラブ諸
国（エジプトも含む）で各部族のファミリーネームが存在し、限定的に呼称表現として使
用されることもある。 
 
 アラビア語における文法上の呼称方法については、日本語とは大きく変わらず名詞によ
る呼称、そして動詞による呼称の他に、2 人称の代名詞的用法の他に、呼称語を使用しな
い呼称方法もある（アラビア語の呼称方法については本論文の第 6 章の 6.1.1.で日本語と
の比較で詳しく説明している）。 
 
アラビア語の呼称表現の一部は、文書、あるいは正式な場面での文語による表現として
使用される場合があるが、最も多様性に富んだ呼称表現が使用される場面は会話である。
そのため、本論文（特に本章の 3.3.）で紹介しているほとんどの呼称表現・敬語的表現お
よびその用法は、文語アラビア語ではなく、口語エジプトアラビア語で多く使用される代
表的な表現である。 
 
                                                   
12 アラビア語には「ya:」以外に正則の複数の呼称語があるが、日常生活ではほとんど使われ
ていない。なお、日常生活で使用される口語としての呼びかけ語は、長音がない「ya」で、
上記の「ya:」と発音上のわずかな違いがあり、その使用頻度が非常に高い。 
13 アラビア語には「اي - ya:」以外に正則の複数の呼称語があるが、日常生活ではほとんど使
われていない。なお、「ya:」のエジプトアラビア語での発音は、長音無しの「ya」になる。 
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現代の口語アラビア語で使用される親族語などの呼称表現の多くは、文語でも使用され
ている表現であるが、使用条件や親族語そのものの発音などは、地域や方言などによって
異なる場合がある。また、文語アラビア語でも古くから書き言葉として使用されてきた呼
称表現（例えば、子供の名前を使って相手の親に呼びかける時に使用される「abu～／
umm～＝子供の名＋のお父さん／お母さん」など）の中に、方法や使用目的と条件など
の違いはあるものの、現代の日常生活の中で口語として広く使用される表現もある。 
 
その一方で、元来文語に存在しない呼称表現の場合、特に多様な文化を経験してきたエ
ジプトでは、社会の中でできたエジプト独特の表現もあれば、外来語の表現としてエジプ
トに取り入れられた表現も少なくない。呼称表現と関連するエジプト社会の独特な特徴と
して、相手の服装や外見だけで相手に対して使用される呼称表現が決まるという現象もあ
り、エジプト社会のあり方を表す現象であると言える。上記を踏まえ、今のエジプトアラ
ビア語の多様な呼称表現とその方法は、これらの社会的・文化的な事情によってできたも
のであると言える。 
本節では、呼称表現の一部であるアラビア語の人称代名詞について紹介するが、以下の
3.3.では、エジプトアラビア語の日常生活の中で使用される呼称表現の種類とその待遇性
について述べる。なお、本論文の第 4 章と第 5 章では、本研究で行った予備調査と本調
査の結果を報告するが、そこでもエジプトアラビア語における親族呼称表現を中心とした
呼称表現とその方法と特徴について詳しく紹介しているため、本章で呼称表現に関する説
明と共に参照されたい。 
 
 
3.2.2. アラビア語の人称代名詞の特徴とその待遇性 
アラビア語の名詞と同様に人称代名詞にも、性と数の区別がある14。また、独立形と非
分離形（ここでは、結合形）の二種の人称代名詞があり（黒柳・飯森1999：35）、後者の
結合形は動詞や名詞の語尾に付くが、前者の独立形は独立した単語としての人称代名詞で
ある。一方、奴田原（2002：21）は、人称代名詞を大きく「主格」の形と、「目的格」「所
有格」の形に分けている。主格の場合は、独立形として単独で書かれ、目的格と所有格の
場合は、結合形として名詞や動詞に結びつけて書かれると説明している。Neama（1973：
113）、Hassaan（1994：111-113）などでは、アラビア語の人称代名詞は、分離形と結合
形の他に、非表示形15の3種類に分けられている。非表示の人称代名詞は呼称表現として
は使用不可能なため、本論文では呼称表現としての分離形（ここでは独立形）と結合形の
人称代名詞のみを対象とする。 
                                                   
14 一人称には、双数はなく、二、三人称の双数は男女とも道警である。そして一人称には単・
複数とも男女の区別はない（黒柳・飯森 1999：35）。 
15 アラビア語の「非表示の人称代名詞＝dˤami:r mustatir」とは、隠された人称代名詞とい
う意味で文中には表示されないが、文脈および動詞が持つ情報の中に盛り込まれた人称代
名詞のことを表している。 
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人称代名詞の性に関しては、以下の表 3－1 から表 3－4 にあるように、1 人称には性の
区別はないが、2 人称と 3 人称には性の区別がある。また、数の種類は、単数、双数、そ
して 2 つ以上の場合の複数の 3 種類となっている。 
 
以下の A)と B)では、アラビア語とエジプトアラビア語の人称代名詞の独立形と結合形
について説明した上、表 3－1 から表 3－4でその人称代名詞とその日本語訳を提示する。 
 
A) 人称代名詞の独立形 
アラビア語の数の扱い方は、1 人もしくは 1 つの場合は単数、2 人・2 つの場合は双数、
そして 3 人・3 つ以上の場合は複数に区別される。人称代名詞の独立形は、性および数ご
との語が異なり、それぞれ定冠詞が付かないが、限定名詞として扱われる。この種の代名
詞はほとんどの場合、主語として文頭に来るが、述語として文中、文末に来ることもある。
その場合は、意味の強調という目的で使われる。しかし、アラビア語の人称代名詞の独立
形は、主語として用いるのが基本的な使い方であり、その場合には、普通の名詞扱いで主
語・述語の文からなる名詞文が構成される。 
 
人称代名詞の敬語的特徴について、まず、独立形の人称代名詞は、以下の表 3－1 と表
3－2 に記載されている人称代名詞しかなく、敬語を表す独立形の人称代名詞は存在しな
い。独立形の人称代名詞が呼称表現および言及表現として使用される場合、相手との年
齢・立場の違いや場面などによってその使用状況が異なる。特に、呼称時に使用される 2
人称の「anta＝あなた」や言及時に使用される 3 人称の「huwa＝彼」などの人称代名詞
を目上・年上の初対面の相手に対して使用する場合、敬語的表現としての敬称にする必要
がある。 
例えば、代表的な敬語的表現として挙げられるのは、結合形の人称代名詞を語尾に付けた
「ħadˤrat～＝～様」などのような表現である。書き言葉では、目上・年上の相手や初対
面の相手の場合などに、「anta＝あなた」の代わりに「ħadˤratuka=あなた様」、そして
「huwa＝彼」の代わりに「ħadˤratuhu＝あの方」などのように、人称代名詞の代わりに
敬語的表現が使用される。これはエジプトでは、書き言葉でも使用される発音と表記方法
ではあるが、このような敬語的表現としての呼称表現は、文語よりも口語の使用頻度が高
く、日常生活で欠かせない表現であると考える。同敬語的表現の口語エジプトアラビア語
における発音・表記の方法は「ħadˤretak=あなた様」、「ħadˤretuh＝あの方」で、普通レ
ベルの場合は、「enta＝あなた」、「huwwa＝彼」になる。 
その他にも、相手が一人で、目上の（特に管理職や高い地位の）場合、その相手に対し
ての「anta」を、複数形の「antum」に変えることにより、相手への尊敬を表すことが
できるといった機能がある。特にこの方法は、文語の書き言葉で多く使用される方法であ
るが、口語での使用の場合は、文語と同様の「antum」という複数形の人称代名詞が使用
される。 
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表 3－1：＜アラビア語の独立形の人称代名詞＞ 
数・性別の 
人称代名詞 
単数 双数 複数 
A16 J A J A J 
1 人称男女 ana 私       naħnu 私たち 
（二人） 
naħnu 私たち 
2 人称男性 anta 貴男 antuma 貴男たち 
（二人） 
antum 貴男たち 
2 人称女性 anti 貴女 antuma 貴女たち 
（二人） 
antunna 貴女たち 
3 人称男性 huwa 彼 huma 彼ら 
（二人） 
hum 彼ら 
3 人称女性 hiya 彼女 huma 彼女ら 
（二人） 
hunna 彼女ら 
 
 
表 3－2：＜エジプトアラビア語の独立形の人称代名詞＞ 
数・性別の 
人称代名詞 
単数 双数 複数 
A J A J A J 
1 人称男女 ana 私 eħna 私たち 
（二人） 
eħna 私たち 
2 人称男性 enta 貴男 entom 
(ento) 
貴男たち 
（二人） 
entom 
(ento) 
貴男たち 
2 人称女性 enti 貴女 entom 
(ento) 
貴女たち 
（二人） 
entom 
(ento) 
貴女たち 
3 人称男性 huwwa 彼 humma 彼ら 
（二人） 
humma 彼ら 
3 人称女性 hiyya 彼女 humma 彼女ら 
（二人） 
humma 彼女ら 
 
 
B) 人称代名詞の結合形  
人称代名詞の結合形は、前述の通り、名詞の後ろに付け加えられ、その場合は所属先の
「の」を表す。また、A)で紹介した独立形とは違い、結合形の代名詞が動詞に付けられる
ことも多くあり、その場合は目的語として用いられる。 
 
                                                   
16 A は Arabic（アラビア語）、J は Japanese（日本語）を指している。 
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表 3－3：＜アラビア語の結合形の人称代名詞＞ 
数・性別の 
人称代名詞 
単数 双数 複数 
A J A J A J 
1 人称男女 -i ／
-ni 
私 
を／に／の 
-na 私たち（二人） 
を／に／の 
-na 私たち 
を／に／の 
2 人称男性 -ka 貴男 
を／に／の 
-kuma 貴男たち（二人）
を／に／の 
-kum 貴男たち 
を／に／の 
2 人称女性 -ki 貴女 
を／に／の 
-kuma 貴女たち（二人）
を／に／の 
-kunna 貴女たち 
を／に／の 
3 人称男性 -hu 彼 
を／に／の 
-huma 彼ら（二人） 
を／に／の 
-hum 彼ら 
を／に／の 
3 人称女性 -ha 彼女 
を／に／の 
-huma 彼女ら（二人） 
を／に／の 
-hunna 彼女ら 
を／に／の 
 
 
表 3－4：＜エジプトアラビア語の結合形の人称代名詞＞ 
数・性別の 
人称代名詞 
単数 双数 複数 
A J A J A J 
1 人称男女 -i ／ 
-ni 
私 
を／に／の 
-na 私たち（二人） 
を／に／の 
-na 私たち 
を／に／の 
2 人称男性 -ak 貴男 
を／に／の 
-kum 
(-ku) 
貴男たち（二人）
を／に／の 
-kum 
(-ku) 
貴男たち 
を／に／の 
2 人称女性 -ik 貴女 
を／に／の 
-kum 
(-ku) 
貴女たち（二人）
を／に／の 
-kum 
(-ku) 
貴女たち 
を／に／の 
3 人称男性 -uh 彼 
を／に／の 
-hum 彼ら（二人） 
を／に／の 
-hum 彼ら 
を／に／の 
3 人称女性 -ha 彼女 
を／に／の 
-hum 彼女ら（二人） 
を／に／の 
-hum 彼女ら 
を／に／の 
 
結合形の人称代名詞は、単語の語尾に付けられるため、呼称表現には使用されないが、
上記の A)で紹介した、一人の相手への複数形の使用といった敬語的表現としての使用も
可能である。すなわち、敬称や呼称語の語尾に単数形の結合形代名詞の代わりに、複数形
の結合形代名詞が付けられ、相手への敬語的表現として使用することができる。例えば、
上記に紹介した「ħadˤratuka=あなた様」を「ħadˤratukum=あなた様」に変えるという
ことである。この用法は主に相手が一人の場合に有効で、文語の書き言葉で多く使用され
る方法であることが特徴である。 
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3.3. エジプト社会のエジプトアラビア語における呼称表現の種類とその
待遇性について 
 
3.3.1. エジプトアラビア語における呼称表現・敬語的表現の使用上の特徴
―エジプト社会の特徴を踏まえて― 
エジプトは、文明の発祥地として歴史が非常に長く、そして多くの文明と多様な文化を
受け入れ、現在までそれらの文化・文明の跡が残っている。それらの様々な文明と文化の
変遷を経て、7世紀にイスラーム教が誕生した後、エジプトでのイスラーム教の普及に伴
い、多くのアラブ人がエジプトに移り住むようになり、エジプトのアラブ化が進み、少数
派だったアラブ人の人口が徐々に増えてきた。そのときから現在に至るまでのエジプトは、
人口の大多数がアラブ人であり、イスラーム教徒が9割を超えているため、アラビア語を
母語とするアラブ・イスラーム社会となった。 
 
古来の文語アラビア語には、体系化した文法カテゴリーとしての「敬語」という項目が
ないと言える。それにもかかわらず、エジプト社会の日常生活で使用される口語エジプト
アラビア語には、数多くの敬語的表現が使用されていることは事実である。特に呼称表現
の中に多様なレベルの待遇性を持った表現が多くあるが、その使用状況や特徴等について
はほとんど研究されておらず、本研究を通してエジプトアラビア語における呼称表現とそ
の待遇性について明らかにすることを研究の主な目標としている。 
以下の 3.3.2.でエジプトアラビア語における呼称表現について紹介するが、その前にそ
の表現が使用される環境であるエジプト社会の特徴と、それによる呼称表現の使用への影
響について概観する。まず、現代エジプト社会の特徴を表す要素には、地域の伝統文化と
その特色や経済状況とそれに伴う生活環境が挙げられる。それらの要素とかかわりがある
と考えられる学歴や識字率全体等も、現代エジプト社会のあり方を表していると言える。
現在のエジプトの識字率は約 76%17で、年々少しずつ上がってはいるが、未だ低い水準に
留まっていることには間違いない。 
 
また、識字者18ではあるが、不登校状態にある、あるいは義務教育を終えていないとい
う人もおり、非識字者とさほど変わらない場合がある。筆者がここでこの問題を取り上げ
るにあたり強調しておきたいのは、非識字者が識字者より劣っているということでは一切
なく、両者の間における呼称表現・敬語的表現の使用とその意識の違いが考えられるとい
うことである。そこで、両者を囲む社会の環境や教育の環境などの要素について調べるこ
                                                   
17 出典：WOLD BANK のホームページより：
( http://data.worldbank.org/indicator/SE.ADT.LITR.ZS?locations=EG ) （2017 年 7 月 閲
覧） 
18 この識字者の統計は、読み書きの能力がある人の統計であるが、本稿では、読み書きの能
力の一定のレベルを超え、義務教育まで進み、修了した場合の人を指している。そのため
義務教育を終えていない人の中には「識字者」として扱われない場合もある。 
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とが必要であると考える。また、識字者と非識字者の間の違いと同様に、同じ識字者の間
でも、学歴レベルや職種や生まれ育った環境等によって言語使用に違いが生じると考えら
れる。 
このように、上記の社会的要素の一つもしくはそれ以上の要素が人の言動、考え方、価
値観などを特徴づけ、当然それらの要素による影響も日常生活での敬語的表現としての呼
称表現の使用とそれへの意識に現れることがある。その例として挙げられるのは、上記の
3.2.1.で紹介した、相手の服装や外見だけで、その相手への呼称表現が決まるということ
である。例えば、アラブの民族衣装と言われる（Gallabiyyah19＝ガッラビッヤ）などのよ
うな服装をしている人に対して「ħagg=巡礼者」という表現が使用されたり、ネクタイを
締めた人に対して「usta:z＝先生」が使用されたりするといった呼称表現の使用方法が挙
げられる。 
 
また、上記の人称表現でも言及した、エジプトでよく使用される待遇表現として
（ħadˤretak20＝貴方様）という表現があり、これは日常会話で年上・目上および初対面
の相手に対して頻繁に使用される表現である。この表現が使用されるか否かは、話し手の
学歴、または、生まれ育った環境（地域）等の条件によって変わり、話し手の学歴・周囲
の環境（周りの人や地域の文化、伝統そして習慣など）相手や場面などへの意識と理解に
大きくかかわる要因となっている。もちろんこのような例は、すべての非識字者や低学歴
の人、あるいは特定の地域の人に確実に限定して現れる問題ではない。しかし、このよう
な表現が使用されるべき場面で使用されないということについて、社会の中での家庭およ
び学校教育等の環境からの影響が理由として考えられる場合がある。 
上述の説明を踏まえたうえ、筆者は、識字者と非識字者の間の違い、特に呼称表現とそ
の待遇性における違いを立証することが非常に重要で、それを実現するには、非識字者を
対象とした調査をする必要があると考える。 
 
次に、エジプト社会を代表する社会地域の類型について述べる。エジプトの地域社会は、
都市部 (URBAN) と農村部 (RURAL) という二つの類型に大きく分けられる。それぞれ
に独自の特色があり、方言、生活習慣と伝統文化、価値観、経済状況等において違いがみ
られる。もちろん、地理的に隣接する都市部と農村部がある地域は、人口移動等でそれぞ
れの特色における共通点が現れる場合もある。また、エジプトの北部（カイロおよびカイ
ロ以北のデルタ地方）は価値観や伝統文化、言語使用（方言も含めて）等において、都市
部と農村部も地域の違いはあるものの、エジプト南部（カイロ以南の地方）との違いと比
較してさほど大きいものではない。 
                                                   
19 「Gallabiyyah＝ガッラビッヤ」とは、アラブの民族衣装を指示するエジプトアラビア語の
言葉であり、同じものでも、国によってその言い方が異なる場合がある。 
20 アラビア語の「ħadˤretak」という表現は、「ħadˤret～＝～様」と「₋ak／₋ik＝貴男／貴女
の」という意味で、現代アラビア語（特に口語）で使用されている。この用法の始まりな
どは不明であるが、「ħadˤret」という言葉の本来の語源的な意味は、「～のご同席・ご出席」
である（日本語の「御前」にやや近い意味であると考えられる）。 
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カイロ以南の南部地方は、部族主義や古い伝統を重視することなどで知られる地域が多
い。そして、南部地方の都市部と農村部間の地域の違いよりも、カイロを境界線として北
と南の間の価値観や伝統文化、言語使用（方言も含めて）等における違いが大きいことが
事実である。このように、エジプトには多様なタイプの地域が存在し、それぞれの地域に
は固有の文化と方言がある。また、それぞれの地域で使用される呼称表現の使用状況にお
いて様々な違いが見られることが予測でき、その違いが各地域の特徴と価値観を表してい
るとも言える。 
 
 
3.3.2. エジプトアラビア語における呼称・言及の表現および敬語的表現21の種類 
とその待遇性について 
古来のアラビア語は日本語と異なり、独立した文法項目、あるいは体系化した規則を持
った「敬語」というカテゴリーがないのが特徴である。しかし同時に、アラビア語（特に
口語としてのアラブ各国の方言）では相手への尊敬や人間関係を表す様々な待遇表現が多
く使用されている。その表現の中に、社会文化的な規定による規則性を持った表現もあれ
ば、地域の固有文化や言語習慣などによって変化する表現や言い方もある。また、はっき
りとした敬語的表現を用いない敬語の形式としては、アラブ文化には、「文脈型敬語」と
いうのもある。これは、場面やその参加者によって、敬語が言葉ではなく、文脈と話の内
容に相手への敬意と評価が含意され、相手への称賛・評価など、その話の内容そのもので
敬意が表されるというものである。本論で対象としているのは、この「文脈型敬語」では
なく、特定の敬称や待遇性を持った呼称語としての敬語的表現である。 
 
 本項では、現代エジプト社会において、エジプトアラビア語での多様な条件と場面で使
用される呼称表現・敬語的表現の種類と方法、そしてその多様な待遇性について提示する。
以下の表 3－5 から表 3－8 で紹介している呼称表現・敬語的表現の例は代表例であり、
地域や方言などによってその発音や用法が異なる場合がある。また、以下の表に記載され
ている表現の他にも、個人名やあだ名・愛称などの表現による呼称・言及の方法もある。
また、言及時の場合にしか使用されない表現もあるが、その場合は、各表現の日本語訳や
場面などで「言及時」と記載している。 
 
 
 
 
 
                                                   
21 ここで紹介している呼称表現は、口語のエジプトアラビア語で使用される表現であるが、
これらの表現の中にエジプトアラビア語以外の他のアラブの諸国で使用される表現もあり、
さらには文語アラビア語で書き言葉として使用される表現もある。 
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表 3－5：＜エジプトアラビア語で使用される代表的な親族呼称表現22の例＞ 
呼称表現の種類 日本語訳 場面・相手等 
walad / bint 男の子／女の子 主に幼い子どもに対して両親および近い
年齢の親戚の人によって使用され、弟・
妹等の年下の親戚に対しても使用される
（他人の同席の場合等を除く）。特に
「ibni」という表現は、親戚以外の場合
でも管理職などの人によって年下の部下
に対して使用される場合がある。 
ibni / binti 我が息子／ 
我が娘 
abu:ya /  
ummi 
（私の）父親／ 
母親 
呼称表現としての使用も可能であるが、
両親への言及時に使用される場合がほと
んどである。 
ba:ba / ma:ma パパ・ママ 世界の多くの言語で使用される外来語
で、都市部での使用率が高いと考えられ
るが、近年では、農村部でも使用率が高
くなっている。中高年の利用者もいるが、
若年層による使用率が高い。 
a:ba / amma お父さん・お母さん
（農村部の方言） 
特にエジプト北部の農村部地域等で使用
される農村部の方言での親族語である。 
abe:h /  
ablah 
お兄さん／ 
お姉さん 
年齢の差が大きい兄・姉等に対して一部
（特に都市部）の人に使用されている。 
ʕammi / xa:li （私の）おじさん（2
人称・3 人称） 
広く使用される一般的な親族語で、「お
じ」の他に、それに近い年齢の知り合い
や親戚などに対して使用される。 ʕammo / xa:lo 同上（特に都市部） 
a:ba+個人名 
 
abu:ya+個人名 
～お父さん＝おじさ
ん（2 人称） 
同上（言及時） 
これらの表現は主に農村部地域の一部の
人により、父の兄・弟である「おじ」の
みに対して使用される農村部の方言での
親族呼称・言及の表現である。 abu:ya+個人名 同上（言及時） 
ankel おじさん（外来語＝
英語の Uncle） 
主に富裕層や都市部などで使用される。 
ʕammiti / xalti （私の）おばさん（2
人称・3 人称） 
広く使用される一般的な親族語で、農村
部等では、「おば」と近い年齢の知り合い
や親戚などに対して使用される。 
tˤantˤ 同上（外来語＝フラ
ンス語の Tante） 
主に富裕層・都市部などで使用されるが、
都市部以外でも使用される場合もある。 
                                                   
22 ここで紹介している呼称表現は、代表的なものであり、家庭内外等の場面別での表現の種
類が異なることもあるが、特に親族の相手への詳細な呼称表現の使用については、本論の
第 5 章を参照されたい。 
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jeddi / si:di おじいさん（特に農
村部） 
農村部地域で広く使用される親族語であ
る。 
jeddeti / sitti おばあさん（特に農
村部） 
geddi / geddo おばあさん（特に都
市部） 
都市部地域で広く使用される親族語であ
る。 
geddeti 同上（特に都市部） 
te:tah おばあさん（外来語） 子ども等、若年層に多く使用されている
（都市部での使用率が高いと考えられ
る）。 
 
 
 
表 3－6：＜エジプトアラビア語で使用される代表的な敬語的表現の例＞ 
敬語的表現 日本語訳 場面・相手等 
itfaddˤal23 どうぞ（「お入り、お
受け取り、お召し上
がり」等の行為を）
なさってください 
初対面もしくは目上・年上の相手に対し
て使用される補助動詞としての敬語的表
現である。 
yetkarram～ 
yetfaddˤal～ 
yetfaddˤal～ 
～してくださる 
～なさる 
特に目上の相手にお願いしたりする場合
に使用される補助動詞としての敬語的表
現である。動詞の頭文字の「ye」は 3 人
称を指しており、これを変更することで
2 人称などに対して使用できる。 
ħadˤretak 貴方様（2 人称） 直接の呼称時には使用されないが、会話
の中で、初対面もしくは目上・年上の（親
しくない）相手に対する 2 人称として広
く使用される。 
ħadˤret＋役職名 
ħadˤret ezza:bet 
職名＋様 
軍士官、警察官（様） 
役職・学位の名称の前に付けられる敬語
的表現である。 
saʕadtak / maʕali:k 
/ seyadtak 
貴男様（2 人称） 職場やビジネス関係の場面で、目上（特
に管理職）の相手に対して使用される 2
人称および呼称・言及の表現である（大
統領に対して使用される場合もある）。 
saʕa:det / maʕa:li 
(seya:det+役職名) 
seya:det elmudi:r24 
役職名＋様 
 
社長（様） 
                                                   
23 アラビア語には性と数の区別があるが、ここで紹介されている表現は、主に代表例として
の基本形である単数形・男性形になっている。 
24 「saʕa:det / seya:det」などの表現は書き言葉として使用可能であるが、役職名などがそ
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fadˤiltak 貴方様（2 人称） エジプトのイスラーム教指導者および法
学者（Sheikh や Mufti など）への呼称時・
言及時の敬語的表現である。 
fadˤi:let eʃʃe:x25 イスラーム教法学者
など）様（2・3 人称） 
qadastak 貴方様（2 人称） エジプトのキリスト（コプト）教の教皇
への呼称時・言及時の敬語的表現である。 
qada:set elba:ba26 教皇様（2 人称・3
人称） 
faxamtak 閣下（2 人称） 大統領専用の 2 人称および呼称・言及の
表現である。 faxa:met erraʔi:s 大統領閣下（2・3 人
称） 
be:h / ba:ʃa ～様 （裁判官、警察官、士官等の）権力者と
される職種の相手に対して使用される
（トルコ語由来の）外来語表現である。
これらの職種の相手以外にも、目上・富
裕層の相手等に対しても使用されること
がある。 
 
 
表 3－7：＜エジプトアラビア語で使用される役職・学位の名称を使った呼称表現の例＞ 
役職・学位の名称 
を使った呼称表現 
日本語訳 相手・場面等 
usta:z 先生（教師や弁護
士）、～さん（教育を
受けたように見える
人） 
初対面や目上・年上で教育を受けたよう
に見える人に対して、日本語の敬称「～
さん」に当たる表現として、広く使用さ
れる（相手の服装などで使用の是非が決
まる場合がある）。 
mistar ミスター（英語教師
等、英語の Mister） 
教師への呼称表現「usta:z＝先生」は幅
広く使用されるが、この表現は特に生徒
などによって英語教師に対して使用され
ることが多い。 
metr 先生（弁護士、フラ
ンス語の Metre） 
一般に弁護士への呼称表現「usta:z＝先
生」が使用されるが、この表現も主に男
性弁護士に対して使用されるフランス語
由来の外来語である。 
                                                                                                                                                 
の後に続き、口語として使用された場合は、口語での発音上の変化により「seyadt 
elmudi:r」と発音されることが多い。 
25 上記（注 24）と同様、口語では、「fadˤilt eʃʃe:x」と発音される。 
26 上記（注 24）と同様、口語では、「qadast elba:ba」と発音される。 
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doktor (dokto:r) 先生（医者・薬剤師、
大学教員、博士等） 
学位としての博士の他に、医師や薬剤師
等の職種の人（医学部・薬学部に在学中
もしくは卒業した人も含めて）に対して
広く使用される。 
baʃ muhandis エンジニア（様） 「baʃ＝様」という言葉はトルコ語由来の
外来語であり、エンジニア等の職種の人
（その学部に在学中もしくは卒業した人
も含めて）に対して、職名の前に付けて
使用される。 
kaptin キャプテン スポーツ選手はもちろん、選手以外のス
ポーツ関係者等に対しても広く使用され
る。 
ʕomdah 村長 エジプトの農村部地域で村長に対して使
用される。敬意度を上げて使用する場合
は、「ħadˤret」をその前に付けて使用す
ることが多い。 
ustˤa 運転手さん この表現の前には、呼びかけの意を表す
「ya」がセットとして付けられ、「ya 
ustˤa／yastˤa」のように、運転手の仕事
をしている人に対して使用される。 
 
 
 
表 3－8：＜エジプトアラビア語で使用されるその他の様々な呼称表現の例＞ 
呼称表現 日本語訳 相手・場面等 
abu～／umm～ （子どもの名）＋の
お父さん／お母さん 
古くからアラブ各国で使用される表現
で、年上もしくは近い年齢の年下の相手
等（特にエジプトでは、子どもがいる場
合のみ）に対して使用される。 
(ya) afandim27 あなた様（呼称時の
み、男女兼用）（トル
コ語の「Efendim」） 
ビジネスの場面（特に都市部）において
2 人称の呼称語として高頻度で使用され
る外来語（トルコ語由来）である。 
ħagg 
 
（メッカへの）巡礼
者（男性） 
この表現は、呼称・言及の表現としてエ
ジプトや他のアラブ諸国の一部で、年上
                                                   
27 「afandim」という表現は、ほとんどの場合 2 人称詞として使用され、その場合は呼びか
けの意を表す「ya＝～よ」が必ずその前に使用されなければならない（口語における発音
上の変化によりほとんどの場合「yafandim」と発音される）。 
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ħaggah （メッカへの）巡礼
者（女性） 
もしくは近い年齢の年下の相手等（巡礼
の経験を問わず）に対して使用される。 
mada:m 
elmada:m 
マダム 
奥さん（言及時） 
主に都市部で（中高年の）既婚女性に対
して使用さる外来語である。 
a:nisah お嬢さん 主に都市部で（若年層の）独身女性に対
して使用される。 
 
 
 表 3－5 から表 3－8 で紹介した表現は代表例であり、これらの表現以外にも多様な場
面に合った多くの表現とその使用方法が存在し、相手と場面によって使用される表現とそ
の敬意度が異なる。また、前述の表現は口語エジプトアラビア語で使用され、そのほとん
どが元来文語では使われておらず、エジプト社会の中でできた口語的性質をもった表現も
あれば、英語、トルコ語、フランス語などの外国語・外国の文化由来の表現もある。しか
し、それらの表現の中にも現代の文語アラビアで書かれた文書などで書き言葉として使用
される表現もある。 
 
口語の表現が文語で使用される場合は、若干発音上の変化が加えられ場合があり、文法
的な調節が入り書き言葉化されていく。口語の呼称表現の中で最も使用頻度が高いと思わ
れる表現の例としては、外来語表現や「saʕadtak／seyadtak」などの敬称が挙げられる。
このことからは、エジプトにおける文語アラビア語では、文法的な変化は認められないに
しても、社会での需要と使用頻度が非常に高い呼称表現・敬語的表現の場合、話し言葉で
あっても、必要に応じて書き言葉としての使用が可能であるということが分かる。 
 
 
3.4. 本章のまとめ 
 本章では、アラビア語の言語・文化的な特徴について概観し、古来の（alfusħa:＝アル・
フスハー）と呼ばれる文語アラビア語と、エジプトの日常生活で使用される、
（alʕa:mmiyyah＝アル・アーンミッヤ）と呼ばれる口語エジプトアラビア語の両方の言
葉の違いについて述べた。アラビア語は、歴史が長く、その話者数が 4 億人近くおり、
世界において英語に次いで 4 番目に母語話者数が多い言語である。また、アラビア語は、
1400 年以上前に始まったイスラーム教と密接な関係があり、イスラーム教の聖典である
クルアーンの言葉として、多くイスラーム教徒にとって聖なる言語として扱われる。その
ため、アラビア語の母語話者以外にも多くのアラビア語話者が数多くいると予想される。
また、このアラビア語とイスラーム教との密接な関係の影響を受けて、アラビア語の文法
や語構成などにおいては変化が認められず、1400 年以上前の文語アラビア語は、現在 22
のアラブの国と地域で公用語として（教育・メディアなどで）書き言葉として使用されて
いる。 
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一方、この文語アラビア語とは異なり、エジプトなどのすべてのアラブの国と地域の日
常会話で使用されるのは、文語アラビア語から派生したと言われる口語の言葉で、事実上
特定の公式場面、および文書の読み上げ以外は、文語アラビア語が使用される機会がほと
んどないのが現状である。 
 
前述の内容を踏まえ本章では、アラビア語の人称・呼称の表現に関する言語的特徴を明
らかにしたうえ、日常生活で使用されるエジプトアラビア語との違いについて考察し、エ
ジプト社会における呼称表現とその方法について明らかにできたと考える。 
さらに、アラビア語の人称・呼称の表現の特徴と種類について提示し、その使用状況に
ついて述べた。アラビア語における呼称方法については、日本語とは大きく変わらず、 
呼びかけの意を表す「ya:＝～よ」の後に来る名詞（名前：ほとんどの場合は個人名、敬
称、地位・役職の名称、親族語、そして 2 人称代名詞 など）、動詞形を使った呼称方法
の他に、（アラビア語では一般的ではないが）呼称語を使用しない呼称方法もある。 
  
 アラビア語の人称代名詞は、大きく 2 種類に分けられ、「独立形」と「結合形」がある。
独立形の人称代名詞は、日本語の「わたし、あなた、かれ」などの代名詞に当たるが、結
合形はその名の通り、名詞や動詞の語尾に付けられる人称代名詞である。 
文語アラビア語の人称代名詞には、ほとんどの場合待遇性が含まれず、目上・年上の相
手に対して使用できるが、これに対して口語エジプトアラビア語の場合は、文語アラビア
語と異なり、目上・年上の相手に対しては、2 人称の「enta＝あなた」や 3 人称の「huwwa
＝彼」の使用が不適切であるとされることがあり、これらの人称代名詞の代わりには、
「ħadˤretak=あなた様」、「ħadˤretuh＝あの方」などの敬語的表現が使用される。また、
文語アラビア語と口語エジプトアラビア語では、一人の目上・年上の相手に対して、単数
形の表現（独立形・結合形の両方の人称代名詞や動詞形など）を複数形の表現に変えるこ
とによって、相手への敬語的表現として使用できる。 
本章の最後で、エジプトアラビア語で使用される呼称表現・敬語的表現について具体例
で提示しており、その使用時の文化・社会的背景と事情についても述べた。 
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第 4 章：予備調査の結果と分析 
 
本章では、エジプトアラビア語における呼称表現に関する予備調査の内容と詳細な結果
を報告し、その結果の分析を行う。以下に示すのは、エジプトアラビア語における親族呼
称と職場呼称について予備調査として行われたアンケートの概要、目的、質問項目および
その調査結果と分析である。 
 
予備調査としてのアンケートは、2014 年 8 月から 11 月までの 3 か月間にわたり 78 人
のエジプトアラビア語母語話者を対象にして行われた。このアンケートの主な内容と目的
は、エジプトアラビア語における呼称表現の使用状況とその表現の種類およびその待遇性
を明らかにすることである。さらに、この予備調査においては調査で明らかになったこと、
そして調査の実施方法や調査項目などにおける問題などを確認し、その結果を本調査で活
かすことが目的である。本章の最後には、予備調査の結果のまとめとして、明らかになっ
たことを整理し、本調査への成果とフィードバックについて述べる。 
 
 
4.1. エジプトアラビア語の呼称表現に関する予備調査のアンケートについて 
 
4.1.1. アンケートの概要 
予備調査では、実際に母語話者が使用する呼称表現とその使用状況について調べ、その
使用状況と呼称表現が持つ待遇性について調べることが目的である。予備調査の回答者は、
前述の通りエジプトアラビア語を母語とする 78 人のエジプト人で、インターネットを介
しての回答と紙媒体の回答の 2 種の方法で回答してもらった。調査の実施時期について
2014 年 8 月から 11 月にかけての間で、紙媒体のアンケートは、エジプトで行われた。 
 
具体的に調査の対象になった呼称表現は、エジプトアラビア語における親族呼称と職場
呼称のどちらの場合でも、エジプト社会で使用される表現の種類とその使用状況および待
遇性についての結果を本章で提示する。予備調査と本調査の結果は、呼称表現とその待遇
性を一例としてエジプトアラビア語における言語・文化・社会の特徴と機能を明らかにす
ることを主な目的としている。 
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4.1.2. アンケートの目的と内容 
予備調査はアラビア語を母語とするエジプト人を対象に、呼称表現の種類と方法を調べ
るためのものである。 
本アンケートの主な項目は、大きく分けて以下の 3 点にまとめられる。 
 
1． 被調査者に関する基本情報（年齢層、職業、結婚歴など）。 
 
2． 様々な場面での呼称表現と方法、そしてその待遇的使用とそれに対する回答者の意識
（相手を呼ぶときの敬称の使用状況など）。 
 
3． 親族・職場の呼称表現が使用される環境と条件、そしてそれによって異なる呼称表現
の種類と敬意度のレベルに関する質問。 
 
 
以下に予備調査での 22 の質問項目の内容を挙げる28。 
 
 1.から 8.は、回答者の基本情報に関する質問である。 
 
1. 年齢層 
 
2. 性別 
 
3. 結婚歴 
 
4. 学歴（最終学歴） 
 
5. 出身学校・大学 
 
6. 生まれ育った地域 
 
7. 仕事がある場合の職種 
 
8. 仕事がある場合の職場での立場 
 
9 から最後の 22 は呼称表現に関する質問項目である。 
                                                   
28 ここで紹介するのは質問項目のみであるが、回答選択肢などアンケートの詳しい内容につ
いては、本論文の付録資料（1）を参照されたい。 
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職場で使用される呼称表現に関する質問 
 
9. 職場や学校などでの呼称表現について：同年齢、近い立場の同僚や同輩をどう呼びま
すか 
 
10. 年上、もしくは自分より上の立場の上司や先輩をどう呼びますか 
 
11. 「ħadˤretak＝貴方様」、「saʕa:det／siya:det＝～閣下」、「yetfaddˤal～／yetkarram
～＝～なさる／～してくださる」などの敬語的表現を使用しますか 
 
 
同一家庭内（親子・兄弟間）で使用される呼称表現に関する質問 
 
12. 家族・親族呼称について：自分より同年代もしくは年下の兄弟や親戚をどう呼びます
か 
 
13. 子供がいる父親・母親は自分の子供をどう呼びますか 
 
14. 両親をどう呼びますか 
 
15. 他人の前で両親に言及するときに使用する表現を回答選択肢の中から選択してくだ
さい 
 
16. 両親か、近いレベルの年齢の人に対して、敬意を表す「ħadˤretak＝貴方様」や
「Yetfaddˤal～／Yetkarram～＝～なさる／～してくださる＝」などの敬語的表現を
使いますか 
 
 
夫婦間の呼称表現に関する質問 
 
17. 既婚者の男性の場合、妻をどう呼びますか 
 
18. 既婚者の女性の場合主人をどう呼びますか 
 
19. 夫もしくは妻が他人に、奥さん／主人について話す時、お互いのことをどう呼びます
か 
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おじ・おば／祖父母への呼称表現に関する質問 
 
20. 叔父、叔母、祖父、祖母などの親戚をどう呼びますか 
 
 
呼称表現の使用状況に関する質問 
 
21. 回答者の心的状態や相手との関係が、相手（家族、同僚、同級生など）に対して使う
呼称表現および敬語的表現に影響することがありますか 
 
22. 相手が自分に対して使う呼称表現や敬語的表現の敬意度によって、その相手への呼称
表現・敬語表現とその敬意度を意識的に決めるようにすることがありますか 
 
 
以上の調査項目について、どのような呼称表現が使われ、どのような待遇的特徴を持っ
ているかを解明するために、それぞれの質問の回答を複数選択可能なものに設定している。
「その他」の項目は、インターネット版の場合は、回答者がその詳細を書くことになって
いる。 
 
予備調査の目的は以下の 3 点である。 
 
1. エジプトアラビア語の広範囲での呼称表現（親族呼称と職場呼称）について、どのよ
うな表現がどのような方法と条件の基で使用されるかということについて調べ、明ら
かにすること。 
 
2. 上記 1．での結果を基に、本論での本調査で対象とする呼称表現を絞ること。 
 
3. 回答者年齢や性別などの内訳、質問項目、そして回答結果などを分析し、本調査での
アンケートの実施において参考になるように、反省点や失敗点などを最大限に活かす
こと。 
 
 
4.1.3. 予備調査でのアンケートの実施方法および質問項目への回答方法 
まずは、前述に紹介したアンケートでの質問項目の内容にあるように、質問項目は、対
象者の基本情報、そして呼称表現の使用場面およびその表現への対象者の意識などについ
てである。質問項目は合計 22 問からなっており、すべての質問への回答方法は多項選択
式になっている。また、回答者にとって質問への回答がしやすいように、またより正確な
結果が得られるように一部の単一回答の質問を除き、多くの質問において複数回答の選択
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が可能になっている。そして、選択可能な回答選択肢の中に該当する回答がない場合は、
「その他」という項目も設けており、回答者がその詳細な説明や新しい回答の記入ができ
るようになっている。 
 
回答方法については、インターネット経由と、直接回答者に渡された質問用紙という二
つの方法になっている。78 人いる回答者の内、インターネット経由で回答してもらった
のは 48 人で、残りの 30 人には、質問用紙に直接回答してもらった。 
 
 
4.2. 予備調査の回答者に関する基本情報 
上述の通り、回答者数は 78 人のエジプトアラビア語を母語とするエジプト人となって
おり、その男女別の割合は、男性が 76%で、女性が 24%である。アンケートの回答方法
について、前述したように、インターネット経由と紙媒体での二つの方法であり、その内
訳は、インターネット経由での回答者が 48 人で、紙媒体での回答者が残りの 30 人とな
っている。 
 
回答者の年齢層については、20 代が最も多く、62%を占めており、その他の年代につ
いて、20 代以下が 15%、30 から 40 代が 17%を占めている。最も少なかったのは、50
から 60 代で 6%である。調査者は、インターネット経由、そして紙媒体のアンケートを
多様な年齢層のエジプトアラビア語母語話者に送付したが、実際に回答してもらったのは、
この内訳での 78 人にとどまった。当調査が予備調査であるため、被調査者の数とその年
齢層や男女別などの割合の点を参考に、本調査において被調査者の均等な割合が得られる
ように修正した。今回のアンケートで特に若者が多かった理由については、若者利用者が
非常に多いインターネット版の回答者が全回答者数の 6 割以上を占めていることが挙げ
られる。 
 
回答者の結婚歴については、若い回答者が多かったため、既婚者の方が独身者より少な
く 4 割を占めており、独身者が残りの 6 割近くを占めている。回答者の職業について、
公務員や民間企業の仕事がある回答者が 4 割以上になっている。その他の職業は、自営
業が 3 割、学生が 1 割近くで、無職が 16%も占めている。このように、若者が多いこと
による影響が大きく、国の経済的問題などもあり、特に回答者の多くが若年層であること
が無職や自営業の回答者の割合が高い理由であると考えられる。仕事がある回答者の職場
での立場についても聞いてみたが、最も多かったのは、一般レベルの職員としての回答者
が 6 割近くを占めており、管理職の回答者が 1 割で、両方の間の中級レベルの管理職の
回答者が 2 割を超えている。 
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4.3. 職場等における呼称表現の使用状況 
ここでは、職場（回答者が学生の場合は学校）などのような場面で使用される呼称表現
についての質問とその回答結果を報告し分析する。呼称表現とその方法の回答結果を以下
の表 4－1 と表 4－2 でまとめる。 
 
まずは、呼称表現使用時に敬語的表現29としての、「saʕa:det 30 31／siya:det～＝の尊厳
32／＝あなた様）や（yetfaddˤal～・yetkarram～＝～して下さる・～なさる）を一般に
使うか否かについて聞いた。この質問の回答結果は、「いつも使う」が 1 割近く（9%）で、
「全く使わない」が 17%である。 
これに対して、最も多かった回答は、「時々使う（限定された、年上・先輩や初対面の
場合など）」で 7 割以上を占めている。結果として、敬語的表現としての（saʕa:det／
siya:det～＝～あなた様）や（yetfaddˤal～・yetkarram～＝～して下さる・～なさる）
の表現を使用する人が 8 割以上いることが分かる。この結果からは、エジプト社会にお
いて、多くの人が必要に応じて呼称表現とそれに伴う待遇性を意識的に考え、相手に対し
て適切な表現とその敬意度を意識して使用するように心掛けているということが分かる。 
具体的な呼称表現の使用場面の一つである職場、（学生の場合は学校）について、次の
表 4－1 にあるように、「職場での近い立場の同年代の人および同僚、同輩をどう呼ぶか」
ということについて聞いた。この質問への回答では、「敬称を使わず、直接名前（個人名33
など）で呼ぶ」が最も多くほぼ半分を占めている。相手が同僚やそれに近い立場であるた
め、エジプトアラビア語での待遇性においては自然な回答であると言える。 
 
一方、同程度の割合で次に多かったのは、「敬意を表す敬称（学位・役職名称など＋個
人名）を使って呼ぶ」と「親近感を表すあだ名や愛称表現を使う」といった待遇上、逆の
呼称表現で、それぞれが約 2 割以上を占めている。これについては、話し手と聞き手の
人間関係や親近感の有無によるもので、いくら同僚・同輩であっても、親しい関係であれ
ば、「あだ名、愛称」等の親近感を表す表現の使用も可能であり、反対の場合は、学位名・
                                                   
29 本論での「敬語的表現」については、日本語の「敬語」に当たるアラビア語の敬語のこと
を指して使用している。 
30 本稿でのアラビア語の言葉の表記方法については、主に IPA（国際音声記号）によって記
されている。 
31 本論で、太字で記されたアラビア語の言葉は、人称・呼称の単語・表現である。 
32 本論でのアラビア語の言葉の日本語訳について、「＝」の後にアラビア語の言葉の日本語訳
を記している。その日本語訳はアラビア語の言葉の直訳的な意味である場合があり、必ず
しも日本語の自然な呼称表現になっているとは限らない。例えば、アラビア語の「ʕammi」
は、自然な日本語の呼称表現としては、「おじさん」、そして言及表現としては「おじ」で
あるが、意味上では、「私のおじ」という意味であり、ここでは、主に呼称表現・言及表現
としての翻訳ではなく、言葉通りの直訳を記載している。 
33 本論での「個人名」とは、ほとんどの場合は、「下の名前」を指し、名前での呼称として使
用頻度が高いが、「下の名前」以外の、通称やミドルネームおよびファミリーネーム等の名
前も呼称で使用される場合もある。 
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職名などの敬称を使用した方が適切だとされる場合もある。それら以外の少数の回答には、
庶民的性質を持った表現である、「ħagg／ħaggah＝巡礼者」や「abu～／umm～＝（子
どもの名）＋のお父さん／お母さん」という回答もあった。 
一方、同じ職場の場面で使用される呼称表現に関する質問で表 4－2 のように、相手が
年上、上司、先輩などの場合は、どう呼ぶかについて聞いた。最も多かった回答は、「敬
意を表す敬称、職名などを使って呼ぶ（「ħadˤretak＝貴方様」などを使う場合もある）で
約 7 割を占めている。この結果でも回答者の大多数がはっきりと相手への適切な敬意表
現を使用すると答えており、エジプト社会での待遇表現34への意識の高さを表していると
言える。その他の回答には、庶民的敬称である「ħagg／ħaggah＝巡礼者」、「abu～／umm
～＝（子どもの名）＋のお父さん／お母さん」や「敬意度がより高い「saʕa:det／siya:det
～＝～閣下」などの表現を使う」が挙げられ、それぞれ 1 割を占めている。 
 
表 4－1：＜職場（学生の場合は学校）での同僚およびそれ以下の相手への呼称表現＞ 
呼称表現 回答結果 
個人名のみ 47.4% 
敬称（学位・役職名称など）＋（個人名） 23.1% 
「ħagg／ħaggah＝巡礼者」や「abu～／umm～＝（子どもの名）＋
のお父さん／お母さん」 
2.6% 
相手の親近感を表す「あだ名や愛称」等の表現 25.6% 
その他 1.3% 
 
 
表 4－2：＜職場（学生の場合は学校）での目上の相手への呼称表現＞ 
呼称表現 回答結果 
個人名のみ 0 
敬称（学位・役職名称など）＋（個人名） 74.4% 
「ħagg／ħaggah＝巡礼者」や「abu～／umm～＝（子どもの名）
＋のお父さん／お母さん」 
11.5% 
「saʕa:det／siya:det～＝～あなた様」等の敬意度がより高い表
現 
12.8% 
その他 1.3% 
 
 
 
                                                   
34 本論文で紹介している調査結果およびその分析では、「待遇表現」と「敬語的表現」という
両方の表現を使用している。待遇表現については、広い範囲の上下関係を意識した表現の
ことを指しているが、「敬語的表現」は、日本語の敬語に当たるアラビア語の「尊敬語」を
表す言い方として使用している。 
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4.4. 親族呼称表現の使用状況 
親族呼称については、家庭内の家族メンバー、そして家庭外の他の親戚35の別で回答し
てもらった。以下の表 4－3 から表 4－8 まででは、様々な状況での親族呼称表現の使用
状況に関する結果をまとめる。 
家庭内での呼称表現の使用についての最初の質問は、「自分から見て同年代もしくは年
下の兄弟姉妹36や近い年齢の親戚をどう呼ぶか」という質問である。この質問の回答で最
も多かったのは、「家庭内では、あだ名や親近感を表す表現（愛称など）を使う（他人の
前では個人名を使う）」が半分に近い割合である。その他の回答には、「個人名」や年下の
兄弟姉妹などとの年齢の差を示す「walad／bint＝少年／少女」や「ibni／binti＝我が息
子／娘」などの表現が使用されるという結果になっている。これらの表現を日本語に言い
換えると、おそらく年下の親しい相手に対して使われる「お前」という表現が近いと考え
られる。 
 
次の表 4－3 では、子どもがいる親への質問として、「自分の子どもをどう呼ぶか」に
ついて聞いたところ、他人の前では、「個人名」で呼ぶが、それ以外の普通の場合は、「あ
だ名、愛称」などのような呼びかけ語を使うという回答が最も多く、半分近く（45%）を
占めた。次に多かった回答は、「個人名」と「あだ名、愛称」のような呼びかけ語をいつ
も使う」でそれぞれ 2 割を超えている。上記以外の回答には、「walad／bint＝少年／少
女」や「ibni／binti＝我が息子・娘」が約 1 割を占めている。 
 
表 4－3：＜親族呼称表現の使用状況（親→子ども）＞ 
呼称表現 回答結果 
個人名 23.1% 
「walad／bint＝少年／少女」や「ibni／binti＝我が息子／娘」で呼ぶ（こ
の表現と共に、個人名を使う場合もある） 
10.2% 
他人の前では「個人名」、それ以外の通常の場合は、「あだ名・愛称」 44.9% 
「あだ名・愛称」のような親近感を表す表現をいつも使う 21.8% 
その他 0 
 
 
表 4－4 では、子どもが両親を呼ぶときに使用する呼称表現についての質問への回答結
果を示している。本質問への回答で最も多かったのは、「abi／ummi、waldi／waldeti＝
私のお父さん／お母さん」等の通常表現および各地方言、「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」
                                                   
35 本論では、「親族」と「親戚」という両方の言葉が別々で使用されており、両方の言葉の意
味には大きな違いはないが、特に「親戚」の語を使用した場合は、（6 親等を超えた）「親
族」より広い範囲の親戚も含まれることがある。 
36 本論文での「兄弟姉妹」の中に、「いとこ」などの近い年齢の親戚も含まれている。 
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という回答で、6 割以上を占めている。次に多かった回答は、「ħagg／ħaggah＝巡礼者」
や abu～／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん／お母さん）」という庶民的性質を持っ
た表現で、3 割以上を占めた。上述の様に、複数の表現が 1 つの回答に含まれていること
を予備調査の反省点の一つとして、本調査では、各表現について個別に確認できるように、
回答選択肢に 1 つの表現になるように修正した。 
 
表 4－4：＜親族呼称表現の使用状況（子ども→親）＞ 
呼称表現 回答結果 
「abi／ummi、waldi／waldeti＝私のお父さん／お母さん」等の通常表現
および各地方言、「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」 
64.1% 
（ħagg／ħaggah＝巡礼者）や（abu～／umm～＝（子どもの名）＋のお
父さん／お母さん） 
34.6% 
その他 1.3% 
 
 
3 人称の使用時の言及表現の使用状況とその待遇性を探るために、次の表 4－5 にある
ように、両親について他人に話すときに使用する両親への言及表現について聞いた。回答
者の多くは、「abi／ummi、elwa:lid／elwaldah＝（私の）父／母、父親／母親」、「ba:ba
＝パパ／ma:ma＝ママ」や「各地域の方言」を選択し、当質問への回答の約半分（55%）
を占めた。次に多かった回答は、庶民的敬称である「elħagg／elħaggah＝巡礼者」や「abu
～／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん／お母さん」であり、4 割以上を占めた。 
 
表 4－5：＜子どもから両親への言及表現の使用状況＞ 
言及表現 回答結果 
「abu:ya／ummi、elwa:lid／elwaldah＝（私の）父／母、父親／母親」、「ba:ba
＝パパ／ma:ma＝ママ」などの各地域方言 
55.1% 
「elħagg／elħaggah＝巡礼者」や「abu～／umm～＝（子どもの名）＋の
お父さん／お母さん」 
43.5% 
「医者やエンジニア」等のような学位名・職名（職名の後に個人名を使用す
る場合も含める） 
1.4% 
その他 ― 
 
 
次の質問は、両親および両親と近い年齢の相手に対して、敬意を表す敬称・敬語的表現
である「ħadˤretak＝貴方様」や「yetfaddˤal／yetkarram～＝～してくださる／～なさ
る」などの使用の有無について聞いたところ、「使用する」と答えた人は 55%で、残りは
「使用しない」と答えている。この結果は、両親および両親と近い年齢の一般の相手への
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使用の場合となっているため、対象が限定されていない。本調査では対象を絞り、両親や
親族のみの場合について確認することにした。 
次に夫婦間の呼称表現について別々に尋ねた。次の表 4－6 と表 4－7 で夫婦間の呼称
表現について紹介する。まず、表 4－6 では、夫が妻に対して使用する呼称表現の回答結
果を示ししている。この質問の結果で最も多かった回答は、「家庭内では、「あだ名、愛称
表現」などを使うが、家族以外の他人の前での場面では、個人名を使う」となっており、
4 割以上を占めている。その次に多かったのは、子どもがいる家庭で使用される、「ma:ma
＝マ」、あるいは「umm～＝（子どもの名）＋のお母さん」という回答で 3 割を占めてい
る。次に多かった回答は、「個人名」で、2 割近くを占めている。 
 
表 4－6：＜親族呼称表現の使用状況（夫→妻）＞ 
呼称表現 回答結果 
個人名 17.9% 
家庭内では「愛称・あだ名」、家族以外の他人の前では、「個人名」を使う 43.6% 
いつも（家族以外の人の前でも）愛称・あだ名の表現を使う 5.1% 
「ma:ma＝ママ」や「umm～＝（子どもの名）＋のお母さん（子どもがい
る場合）」 
30.8% 
学位・役職の名称や「ħaggah＝巡礼者」など（その後に個人名を入れる場
合もある） 
1.3% 
その他 1.3% 
 
 
表 4－7 では、女性に対して「妻が夫をどう呼ぶか」について聞いたところ、男性への
質問の回答とほぼ同じ結果となり、特に「家庭内では、愛称表現やあだ名などを使い、家
族以外の他人の前では、個人名を使う」という回答が 4 割以上を占めた。 
 
表 4－7：＜親族呼称表現の使用状況（妻→夫）＞ 
呼称表現 回答結果 
個人名 11.5% 
家庭内では、「あだ名、愛称表現」などを使い、家族以外の他人の前では、「個
人名」 
43.6% 
いつも（家族以外の人の前でも）愛称表現・あだ名などの表現を使う 2.6% 
「ba:ba＝パパ、abu～＝（子どもの名）＋のお父さん（子どもがいる場合）」
等 
38.5% 
「巡礼者＝ħagg」や「学位・役職名称」など（その後に個人名を入れる場合
もある） 
3.8% 
その他 ― 
 49 
 
次の回答は、「ba:ba＝パパ、abu～＝（子どもの名）＋のお父さん（子どもがいる場合）」
で、4 割近くを占め、夫から妻への同表現の回答結果よりやや多かった。この結果の様に、
子どもがいる家庭では、夫婦の間で相互的に「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」や子どもの
名前を使った「abu＝のお父さん／umm＝のお母さん」という表現の使用頻度が高いこ
とが分かる。このような、子どもの名前を使って親を呼ぶ方法は、人類学の分野では、テ
クノニミーTeknonymy37）と呼ばれている。このようなテクノニミーは、日本語でも見ら
れる普遍的な現象ではないかと考えられる。 
 
次に見るのは、家庭外の親族「おじ／おば、祖父母」などの相手への親族呼称表現につ
いて質問とその回答結果である。表 4－8 にあるように、圧倒的に多かった回答は、「お
じ／おば、祖父、祖母」の意味を示す一般的な言葉（エジプトアラビア語では、「ʕammi38
／xa:li＝（私の）おじさん」、「ʕammiti／xalti＝（私の）おばさん」、「geddi39／geddeti
＝（私の）おじいさん／おばあさん」、外来語の「te:tah＝（私の）おばあさん」という
回答で、8 割以上を占めている。次に多かった回答は、「ħagg／ħaggah＝巡礼者」や「abu
～／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん／お母さん（子どもがいる場合）」で 1 割以上
を占めている。 
 
表 4－8：＜親族呼称表現の使用状況（家族以外の親戚の場合）＞ 
呼称表現 回答結果 
「ʕammi／xa:li＝（私の）おじさん」、「ʕammiti／xalti＝（私の）おばさ
ん」、「geddi／geddeti＝（私の）おじいさん／おばあさん」、「te:tah＝（私
の）おばあさん」 
84.6% 
学位・役職名称（その後に個人名を使う場合もある） 2.6% 
（ħagg／ħaggah＝巡礼者や abu～／umm～＝（子どもの名）＋のお父さ
ん／お母さん） 
12.8% 
その他 ― 
                                                   
37 「Teknonymy（テクノニミー）」とは、ある人を呼ぶ時に、その人自身の個人名や一般的な
親族名称で呼ぶのではなく、その人の子や孫などの中の一人の個人名を使って、「～のお父
さん／お母さん）」などのように呼ぶ方式のことである（石川・梅棹・大林・蒲生・佐々木・
祖父江、2000：500－501）。 
38 エジプトアラビア語の「ʕammi／xa:li＝（私の）おじ」、「ʕammeti／xalti＝（私の）おば」、
「geddi／geddeti＝（私の）おじいさん／おばあさん」は、一般的に使用される言い方で
あるが、方言などによって同じ表現に発音上の変化が加えられることがある。 
39 ここでのエジプトアラビア語の geddi／geddeti＝（私の）おじいさん／おばあさん」は、
都市部方言の言い方で「ゲッディ／ゲッディティ」と発音されるのに対し、農村部地域な
どの方言では、「jeddi／jedditi」で「「ジェッディ／ジェッディティ」と発音される。本稿
では基本的に両方の言葉に意味の違いはなく、対象地域ごとに発音が異なる同様の言葉と
して扱っている。 
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以上、予備調査として行ったアンケートで、エジプトアラビア語における親族・職場の
場面での呼称表現とその使用状況について見てきた。上記に挙げた呼称表現の質問以外に、
回答者の意識と、呼称表現の使用状況をより明確にするために、アンケートの 22.にあた
る次の質問について、「相手が自分に対して使う呼称表現や敬語的表現の敬意度によって、
それへの対応として相手への呼称表現・敬語表現を意識的に決めるようにすることがある
か」と聞いた。回答者の 8 割近くが「そうしている」と答えたのに対し、残りの回答者
が、「そうはしていない」と答えた。また、「回答者の心的状態や相手との関係のあり方が、
その相手（家族メンバー、同僚、同級生など）への呼称表現とその敬意度に影響すること
があるか」について聞いたところ、回答結果が分かれ、6 割近くが心的状態による影響が
「ある」と答え、残りは「ない」と答えた。 
 
この結果から言えることは、予備調査で選択される呼称表現は絶対的なものではなく、
社会の中での様々な人間関係や相互認識の基で行われているということである。また、こ
こで紹介した様々な呼称表現とその使用状況が流動的に変化する背景には、様々な条件と
人間関係が存在していることがうかがえ、それぞれの場面と相手に適した表現が使用され
ていることが分かる。 
 
上記の結果を総合的に見て確認できたことは、アラビア語には独立した文法項目として
の敬語が存在しないが、アラブ諸国の方言となると、それぞれの国の社会的特徴や伝統文
化などにより呼称表現とその方法および待遇表現の使用状況が異なることが見て取れる。
特に、エジプトアラビア語の場合について、様々な敬語的表現が呼称などの場面で実際に
広く使用されているということが確認できた。そして社会の中で多くの人々が高い意識に
より場面と相手ごとに適切な表現が選択されているということも明らかにできた。このよ
うに、エジプトアラビア語の特徴とエジプト社会、そしてその社会の中で伝えられてきた
伝統や文化的な決まりなどが絡み合い、強い関係性を持ち、その言語、文化、そして社会
の関係がこの呼称表現とその使用に現れていると言える。 
 
 
4.5. 予備調査における成果および反省点―本調査に向けて― 
予備調査を通して、エジプトアラビア語における呼称について分かったことを以下の通
りまとめる。 
 
1． エジプトアラビア語の敬語的表現は日本語ほどそれほど多くないものの、職場にお
ける上下・親疎の関係のあり方を基にして使用される呼称表現・敬語的表現が少な
からずある。さらに、話し手、聞き手、そして場面などといった様々な使用上の条
件と社会・文化的決まりの中で敬語的表現が決められている。 
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2． エジプトアラビア語では、親族の相手に対して決まった親族語が使用されているが、
それらの親族語以外にも、日本語にはない、エジプト・アラブ社会として独特とも
言える呼称表現も存在している。また、それらの表現の使用時、他人の同席の有無
などの事情により、使用される表現が異なる。さらに、親族の相手の内、特定の条
件や地域において年上の親族の人に対して敬語的表現が使用される場合がある。 
 
3． 多くの回答者は、社会の中での上下・親疎の関係およびその関係に沿った適切な呼
称表現・敬語的表現を意識的に選択している。 
 
4． 敬語という文法項目がない言語でも、日常会話において使用される多様な呼称表現
の中に話し手と聞き手の上下・親疎の関係とその関係に適した敬意度を表す表現が
使用される。 
 
 
上記に研究成果について紹介したが、次に予備調査での調査項目および調査方法、調査
対象などにおける問題点や反省点について整理し、本調査に向けた解消・解決案をしてい
く。 
 
1. 予備調査では、呼称表現の対象が絞られておらず、職場呼称・親族呼称という二つの
場面について調べた。筆者が調べた限りでは、エジプトアラビア語に関する親族呼称
表現の先行研究や調査が見つからなかったため、予備調査でそれぞれの場面において
どのような呼称方法と表現の種類があるかについて調べる必要があった。また、予備
調査での質問項目について、親族呼称に比べて職場呼称に関する質問項目が少なかっ
た。一方、親族呼称の場合はその反対で、同一家庭内の兄弟姉妹・親子・夫婦の他に、
家族以外の親族対する表現が親族語以外にも少なからず含まれているという回答結
果を受け、本調査での対象を親族呼称に絞り、詳細な調査を行うことにした。 
 
2. もう一つの反省点として挙げられるのは、一部の質問項目での表現が使用される対象
が具体的にされておらず、呼称表現・敬語的表現の使用状況について、部分的に必ず
しも正確とは言えない場合があるという点である。 
 
3. 質問への回答選択肢は、すべて選択式の回答にはなっているが、呼称表現の回答選択
肢が少ない質問項目がある他、1 つの回答選択肢に、同一のジャンルの複数の呼称表
現が含まれてしまっているという反省点があった。 
 
4. 調査の対象地域が絞られておらず、多様な地域と方言があるエジプトを対象地域にし
た調査としては、各地域における表現の多様性への配慮が足りないという問題があっ
た。そのため、本調査では対象地域を特定の地域に絞ることにした。 
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5. 対象者においても、男女別の割合や年齢層の割合が不均等だったことが大きな反省点
である。この点について対象の割合が不均等である理由として考えられることなどに
ついても確認できたため、本調査の参考にした。 
 
6. 予備調査での回答者の意識に関する質問が不十分であり、回答者の意識について詳し
く知ることができなかった。 
 
 以上、予備調査における主な問題点・反省点を取り上げたが、本調査における上記の反
省点・問題点への対応と解消のための解決案およびその実施については、第 5 章のまと
めで説明する。 
 
 
4.6. 本章のまとめ 
 本章では、エジプトアラビア語で使用される呼称表現（職場呼称と親族呼称）の種類
およびその使用状況について把握するために行った予備調査でのアンケートについて述
べた。本章では、予備調査のアンケートの概要、目的、そして回答方法などについて説明
したうえ、アンケート回答者の意識に関する基本情報について示した。そして、22 問あ
るアンケートの質問項目とその質問への回答結果を表で示し分析した。 
 予備調査は、エジプトアラビア語を母語とする 78 人を対象に行われ、紙媒体とインタ
ーネット経由といった 2 種の回答方法によって実施された。インターネット版の回答者
は全体の 6 割を超え、そのことで、回答者の多くが若年層で、20 代だけで全体の 60%を
占めた。このように、回答者の年齢層の割合が不均衡なものになっており、この割合が回
答者の結婚歴や社会人としての経験などに影響した（この反省点は、本調査において大い
に活かされることになった）。 
 予備調査では、回答者の基本情報の質問の他に、職場呼称については 3 問、そして親
族呼称について 9 問の呼称表現に関する質問項目を設けている。以下には、職場（学生
の場合は学校）および親族呼称の質問への回答結果で明らかになったことについて、次の
ようにまとめる。 
 
1. 職場における呼称表現の選択は、話し手と聞き手間の上下・親疎の関係を基に行われ
ているということを示す回答結果を得ることができた。具体的には、同僚および年
下・目下の相手への呼称表現の種類は、「敬意度 0 レベル」40が最も多く、その次に、
親近感を表す「あだ名や愛称」などの表現が選択されている。その次に近い割合を占
                                                   
40 本論での敬意度は次の三つに分けられている。プラスレベル（敬語表現の使用の場合）、普
通レベルもしくは 0 レベル（敬語表現の不使用の場合）、そしてマイナスレベル（年下・目
下の相手を低くする、もしくは年下の相手との親近感を表す表現が使用される場合等）で
ある。 
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めた回答は、「敬意度プラスレベル」の、親疎関係を表した回答としての「敬称」な
どの敬語的表現である。もう一つの場面である目上・年上の相手に対する呼称表現の
回答では、プラスレベルの回答が圧倒的に多く、0 レベル以下の表現の選択はなく、
エジプトアラビア語における職場での呼称表現とその待遇性への高い意識を裏付け
る結果であったと言える。 
 
2. 親族呼称表現に関しては、親子・兄弟姉妹・夫婦といった家庭の人同士の呼称表現の
他に、家族以外の親族（おじ・おば／祖父母）などの人への親族呼称について個別に
聞いた。特徴的な回答結果は、目上の親族の相手に対しては、親族語が使用されるの
が多いが、親族語の使用以外には、エジプト社会の独特な呼称表現が使用されている
ことが確認できた。また、夫婦間および兄弟姉妹などへの呼称表現の使用時に、他人
の同席の有無といった場面別の呼称表現が選択されていることが分かった。 
  
本章の最後であるこの項では、予備調査から本調査に向けた問題点・反省点について述
べている。予備調査の実施目標である本調査への修正点が多く見つかり、本調査ではより
正確かつ客観的な調査結果の実現につながったと言える。なお、予備調査での問題点・反
省点への解消案については、次の第 5 章の最後の部分で述べている。 
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第 5 章：本調査の結果と分析 
 
本章では、本調査としてのアンケートの詳細な質問項目、調査の目的、そして実施・回答
の方法などについて提示する。また、調査結果の部分では、被調査者に関する基本情報、
そして呼称表現およびそれに対する回答者の意識など項目に関する質問への回答結果を
図表で示しながら分析を行う。 
 
 
5.1. エジプトアラビア語の親族呼称表現に関するアンケートの概要と目的 
5.1.1. アンケートの概要 
ここでは、本調査としてのアンケートの内容と目的および実施方法と対象者について提
示する。予備調査では、エジプトにおける呼称表現（職場や親族等）の幅広い場面で使用
される呼称表現について調査し、その結果と分析を行った。本調査は、エジプトアラビア
語における親族呼称表現について、2016 年 12 月から 2017 年 2 月までの 3 か月間にわた
り、241 人のエジプトアラビア語を母語とするエジプト人を対象にして行われた。アンケ
ートの質問項目は 44 問あり、第 1 部、第 2 部、そして第 3 部に分けられている。第 1 部
では、被調査者の基本情報についての質問、第 2 部では、呼称表現の使用状況およびそ
の待遇性に関する質問、そして第 3 部では、被調査者の呼称表現とその使用への意識に
関する質問が設けられている。 
調査結果の提示の順については、被調査者の意識に関する質問がある第 3 部が、親族
呼称表現の結果と分析がある第 2 部より前の位置に置かれている。その理由については、
被調査者の意識に関する質問への回答結果が呼称表現の結果の分析において参考になり、
回答結果への理解に欠かせないと考えたためである。 
 
5.1.2. 本調査のアンケート内容および目的 
本調査は、アラビア語を母語とするエジプト人を対象に、「エジプトアラビア語におけ
る親族呼称表現」についての 44 の質問から構成されている。すべての質問は、複数選択
肢から選択可能な設定になっている。回答選択肢以外の回答があった場合は、「その他」
という選択肢も設けられており、回答者が自由にその内容が書けるようになっている。多
くの質問（特に呼称表現の質問）では、複数回答の選択が可能になっているが、一部の質
問では、1 つの回答しか選択できない設定になっている。 
本調査では、エジプトアラビア語における親族呼称表現について、その表現が持つ待遇
性の観点についても調べ、その結果を明らかにすることを目的としている。アンケート調
査全体では、「兄弟姉妹」、「親子」「夫婦」「おじ、おば、祖父母」「その他の親族」などの
親族の相手に対して使用される呼称・言及の表現とその待遇性について調べ、その使用状
況を明らかにすることを目指している。本節で報告する呼称表現の使用状況から、それぞ
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れの表現の背景にある言語・文化・社会といった三つの要素の相互的関係について着目し、
そのあり方を明らかにすることも本研究の目標の一つである。 
 
本アンケートは、44 の質問項目からなり、3 つの部に分かれており、それぞれの質問
項目の主な内容について、次の 3 点にまとめる。 
 
1． 第 1 部：第 1 部は、被調査者の基本情報についての質問となっており、8 問の質問
から成っている。第 1 部の質問のほとんどは、1 つの回答しか選択できない設定に
なっている。 
 
2． 第 2 部：第 2 部にあるすべての質問項目は、呼称表現関連の質問であり、アンケー
トで質問の数が最も多い部分で、27 問から成っている。その内容は、兄弟姉妹、
親子、夫婦、おじ・おば・祖父母などの親族呼称表現およびその表現と関連のある
内容の質問になっている。 
 
3． 第 3 部：最後の第 3 部は、9 問の質問から成っており、その内容は、呼称表現およ
び待遇表現に対する被調査者の意識についてである。 
 
 
本調査のアンケートの質問項目 
 
I. 第 1 部：（被調査者の基本情報に関する質問） 
 
1. 年代 
 
2. 性別 
 
3. 婚姻状況 
 
4. 子供の有無 
 
5. 学歴（最終学歴） 
 
6. 学校および大学の種類（国立・私立など） 
 
7. 職種に関する情報 
 
8. 職場での立場（仕事がある場合） 
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II. 第 2 部：（親族呼称表現の使用状況に関する質問） 
 
9. 現在、あなたが親族に対して使用する主な方言の地方を選択してください 
 
 
兄弟姉妹および近い年齢の親戚の相手 
 
10. 同年齢および年下の、兄弟姉妹および親戚の人に呼びかける時、回答選択肢の中から
どの表現を使うか選択してください 
 
11. 同年齢および年下の、兄弟姉妹および親戚の人が（医学部、工学部）に在学中の場合、
その将来の職名である「doktor＝医者」、「baʃ muhandis＝エンジニア様」という表現
を使用しますか 
 
12. 兄・姉および兄・姉に近い年齢の親戚の人をどう呼びますか 
 
13. 兄・姉に対して（お兄さん、お姉さん）に当たる（abe:h／ablah）という表現を使
用しますか 
 
14. 上記の 13.の質問で「はい」の肯定的な回答を選択した場合：これらの表現の使用条
件としての、兄・姉との年齢の差を選択してください 
 
 
親子の場合 
 
15. 子供がいる親は自分の子供をどう呼びますか 
 
16. 両親に対して使用する呼びかけの表現を回答選択肢の中から選択してください 
 
17. 兄弟姉妹同士で使用される両親へ言及表現を回答選択肢の中から選択してください 
 
18. 親族以外の他人に話すときに使用される両親へ言及表現を回答選択肢の中から選択
してください 
 
19. 親族以外の他人に話すときに使用される言及表現は、両親の同席／不在によって変わ
りますか（その敬意度を上げるか否か） 
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20. 両親に対して、「ħadˤretak＝貴男様／ħadˤretik＝貴女様」という敬語的表現を使用
しますか 
 
21. 子供がいる親は自分の子供に対して相手である妻、夫をどう呼びますか 
 
 
夫婦の場合 
 
22. 既婚男性は家庭内で自分の妻をどう呼びますか 
 
23. 既婚男性は（親族の人以外の）他人の前で自分の妻をどう呼びますか 
 
24. 既婚男性は（親族の人以外の）他人の前で自分の妻のことをどう呼びますか 
 
25. 既婚女性は家庭内で自分の夫をどう呼びますか 
 
26. 既婚女性は（親族の人以外の）他人の前で自分の夫をどう呼びますか 
 
27. 既婚女性は（親族の人以外の）他人の前で自分の夫をどう呼びますか 
 
28. 夫婦の場合、お互いの義理のお父さん／義理のお母さんをどう呼びますか 
 
 
おじ・おばの場合 
 
29. 「おじ」および近い年齢の親戚の人をどう呼びますか 
 
30. 「おば」および近い年齢の親戚の人をどう呼びますか 
 
 
祖父母の場合 
 
31. 「祖父」「祖母」、および近い年齢の親戚の人をどう呼びますか 
 
 
 
 
 58 
 
その他の特定表現 
 
32. 「abu～・umm～＝子供の名＋のお父さん／お母さん」という表現が呼称・言及時
に使用される親族の相手を回答選択肢の中から選択してください 
 
33. 「ħagg／ħaggah＝巡礼者」という表現が呼称・言及時に使用される親族の相手を回
答選択肢の中から選択してください 
 
34. 「doktor＝医者、大学教員等」、「baʃ muhandis＝エンジニア様」」という表現が呼
称・言及時に使用される親族の相手を回答選択肢の中から選択してください 
 
35. 「あだ名・愛称」などの表現が呼称・言及時に使用される親族の相手を回答選択肢の
中から選択してください 
 
 
III. 親族呼称、敬語的表現とその使用への意識に関する質問 
 
36. 目上や年上の親族の相手に対して使う呼称・言及の表現を意識的に考え、相手と場面
に合わせて適切な表現とその敬意度を選択（変更）するようにしていますか 
 
37. 上記 36．の質問で「はい」の肯定的回答を選択した場合、その理由を教えてください 
 
38. 親族の相手に対して使う呼称・言及の表現について、親族以外の他人の同席／不在に
よってその表現が変更されたりすることがありますか 
 
39. 上記 38.の質問で「はい」と答えた場合、（親族以外の他人の前で）親戚の人に対し
て使う敬語的表現はどう変更されますか 
 
40. 一般に、「ħadˤretak＝貴方様」のような敬語的表現を使いますか 
 
41. 相手に、自分が望む（期待する）敬語的表現およびその尊敬度以下の表現で呼ばれた
時、嫌な気持になったり、怒ったりしますか 
 
42. 特に初対面の相手の服装（作業服等）や見た目で、その相手に対して使う敬語的表現
を変更したりするようにしていますか 
 
43. 何を基にして相手に対する適切な敬語的表現を決めるべきだと思うか、回答選択肢の
中から選択してください 
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44. 相手への呼称・言及時に使用される敬語的表現を使う／使わないことを決める上で影
響・効果があると考えられる要素を回答選択肢の中から選択してください 
 
 
 次に本アンケートの主な目的について以下のようにまとめる。 
 
1． 予備調査で詳しく調査できなかった部分や、確認できなかった呼称表現の使用状況
等に関する再確認と調査方法の修正。 
 
2． 上記の 1.を踏まえ、親族呼称表現と被調査者の意識に関する正確かつ詳細な調査結
果とその分析。 
 
3． 親族呼称表現を一例として、エジプトアラビア語における呼称表現の種類とその使
用状況、そしてその結果から見えるエジプトアラビア語における敬語的表現の特徴
とあり方の明確化。 
 
4． 調査結果による呼称表現・敬語的表現の特徴と機能の明確化を通して、エジプトの
言語・社会・文化（宗教も含む）の 3 要素の相互的関係のあり方の解明。 
 
 
5.1.3. アンケートの実施方法および質問項目への回答方法 
本アンケートは、2016 年 12 月より 3 ヶ月間にわたり、エジプトの首都であるカイロ
（首都圏地域も含めて）とアレキサンドリアの大都市の他に、カイロ以北のデルタ地方の
都市部と農村部の市町村で、紙媒体とインターネット経由の二種の方法によって実施され
た。紙媒体とインターネット経由のそれぞれの数は、紙媒体が 119 人、インターネット
が 122 人で、ほぼ同じ割合になっている。これらの二種の方法の導入、一般の回答者と
インターネット回答者が同割合になっていることで、より正確かつ客観的な結果を得るこ
とができたと考えられる。インターネット経由の調査については、回答者に対してアンケ
ートにアクセスできるリンクの情報がメール等で送信され、そのリンクの受信者しかアク
セスできないようになっていた。一方、紙媒体のアンケートについては、各対象者への直
接の手渡しや郵送等の方法が主な方法であった。また、回答済みのアンケートについても、
同様の方法で返してもらった。 
 
次に回答方法について述べる。本アンケートでは、予備調査でのアンケート同様、すべ
ての質問への回答方法は多項選択式になっている。また、回答者にとって質問への回答が
しやすいように、一部の単一回答の質問を除き、多く質問において複数回答の選択が可能
になっている。そして、より正確な結果が得られるように、多くの質問において選択可能
な回答選択肢から複数選択ができるように設定されている。そして、選択可能な回答選択
 60 
 
肢の中に該当する回答がない場合は、「その他」という項目も設けられており、回答者が
その詳細な説明や新しい回答の記入ができるようになっている。 
 
単一回答となっている質問以外の多くの（呼称表現の使用状況についての）質問では、
複数回答が可能な場合があるため、回答者が 241 人にもかかわらず、回答総数がその回
答者数の倍以上になることもある。また、場合によって 2 つもしくは 3 つ以上の回答を
選択するという回答者もいた。 
 
5.1.4. 本調査でのアンケートの回答者および対象地域 
本アンケートの回答者に関する詳しい結果は本章の 5.2.で述べているが、ここでは、本
アンケートの対象者に関する主な情報についてまとめる。本アンケートの回答者は、エジ
プトの首都カイロおよびカイロ以北の地方に位置する都市部および農村部の出身者 241
名である。男女の割合はほぼ同じ割合になっており、男性がわずかに多く、51%であるの
に対し、女性が 49%である。この男女の均等な割合は、調査の結果において極めて好都
合なことであり、エジプト人口の実際の男女の割合と同様の割合であることから、より正
確で客観的な結果が得られると言える。 
 
回答者の年齢層については、30 代が最も多く 4 割を占めている。次に多かったのが 20
代で 36%になっており、20 代と 30 代を合わせると、全体の約 4 分の 3 を占めることに
なる。40 代は、一割をやや超え、50 代が 6%であった。その他の年代については、20 歳
未満は一割未満で、60 代以上も極めて少なく 1 人しかいなかった。20 代と 30 代が最も
多かった理由は、インターネット利用者の殆どが若者41だからであると考えられる。 
 
回答者の結婚歴については、既婚者42が約 3 分の 2 の 67%を占めているのに対し、独
身者が 32%であった。回答者のおよそ 5 割の人が大学を卒業しており、3 割近くの人が
大学院在学中もしくは大学院卒である。高等教育の学歴がある回答者を合わせると、全体
の約 8 割を占めることになる。残りは、「高等学校およびそれに同等するレベルまでの教
育を受けている」で 17%を占めている。回答者の職歴については、6 割近くの人が公務
員と答え、会社員や自営業と答えた人が 2 割を占めており、合計約 8 割の人が社会人で
ある。その他の回答者は、「学生」と「無職」でそれぞれ 1 割を占めている。 
次に、アンケートの対象地域について述べる。エジプトは、都市部と農村部という二つ
の地域的類型に大きく分けられている。また、その内、エジプトの都市部・農村部の両地
方を分ける主な地理的分類がある。それは、エジプトの「サイード」と呼ばれるカイロ県
                                                   
41 現在のエジプトは若年層（15 歳以上 45 歳未満）の割`合が非常に大きく、エジプト政府が
発表した『EGYPT IN FIGURES』という統計データによれば、人口の約半分（49.1%）が
若年層であるとしている。 
42 本質問の回答選択肢には、「既婚、婚約、独身」の 3 択があり、ここでは、基本的に「婚約」
と答えた人も既婚者としてカウントしている。 
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より南の地方と、カイロ以北の地方という北部地方である。また、その他の少数地域には、
「ベドウィン」と呼ばれる砂漠住民や、エジプト南端に近い地域に居住する「ヌービア」
の人などがいる。それらの地域には、独自の伝統文化があり、都市部や農村部の方言と大
きく異なった方言（ベドウィン方言）や独自の言語（ヌービア語）が日常会話で使用され
ている。 
 
本調査の実施場所および対象地域は、エジプトの首都カイロおよびカイロ以北のナイル
川デルタ地方（都市部と農村部）である。エジプトアラビア語には、地域社会とその文化
を代表する伝統の違いにともなって多様な方言があるが、カイロとデルタ地方間の距離の
短さのおかげか、それらの地域の方言の違いはそれほど大きくなく、発音の変化や特定の
単語の違いに過ぎない。とはいえ、それぞれの地域社会の特色を持つ伝統文化や価値観等
の差は大きく、それによる呼称表現の違いも少なくないと言える。 
 
本調査の回答者の出身地域について、都市部には大都市である首都カイロおよび首都圏
エリアと、第 2 の首都とも言われる地中海に面しているアレキサンドリア、そしてその
他のカイロ以北の主要都市が対象となっており、その割合が全体の約 3 分の 2 で 6 割程
度を占めている。これに対して残りは農村部出身者である。都市部の回答者が多かった理
由については、本調査の実施方法の一つがインターネット経由の方法であり、インターネ
ット利用者には都市部出身者が多いということが挙げられる。 
 
 
（アンケートの第 1 部） 
 
5.2. 本調査の対象者に関する基本情報 
本アンケートの対象者は、エジプトの首都カイロおよびカイロ以北の地方に位置する都
市部および農村部の出身者 241 名であり、その回答者の内訳や基本情報について以下の
図表で示していく。 
 
5.2.1. 回答者の性別 
まずは、予備調査での男女別の割合が不均等であった点については、予備調査から本調
査で修正できた問題点の一つである。本調査での男女別の割合は、図 5－1 の通りほぼ同
じ割合になっており、男性がわずかに多い。エジプトの人口は、エジプト政府の統計局
「EGYPT IN FIGURES」43で出された 2017 年 1 月 1 日現在の統計によれば、約 9200 万
人に達し、男女の割合が本調査での男女の割合と同様である。この男女のほぼ均等な割合
                                                   
43 エジプト政府の統計局「EGYPT IN FIGURES」のホームページより：
(http://www.capmas.gov.eg/Pages/StaticPages.aspx?page_id=5035）（2017 年 8 月閲覧） 
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は、調査結果において極めて好都合なことであり、エジプト人口の実際の男女の割合と同
様の割合であることからも、より正確かつ客観的な結果が得られると言える。 
   
図 5－1：＜回答者の性別＞ 
 
 
 
5.2.2. 回答者の年齢層 
予備調査での不均等な回答者の年齢層の割合を受け、本調査で回答者が一つの年齢層だ
けに集中しないように、多様な年代の人に回答してもらった。以下の図 5－2 でその内訳
が示されているように、30 代が最も多く 4 割を占めている。次に多かったのが 20 代で 4
割やや下回る程度になっており、20 代と 30 代合わせると、全体の約 4 分の 3 を占める
ことになる。40 代は一割を超え、50 代が 6%であった。 
 
その他の年代については、20 歳未満は 1 割未満で、60 代以上は極めて少なく 1 人しか
いなかった。20 代と 30 代が最も多かった理由は、インターネット利用者のほとんどが若
者だからである。さらに現在のエジプトの若年層44の割合が非常に大きく、上記に紹介し
たエジプト政府が発表した『EGYPT IN FIGURES』という統計データによれば、人口の
約半分（49.1%）が若年層であるとしている。この点では、エジプトは日本とは正反対の
人口比になっており、若者が非常に多いことが現在のエジプト社会の特徴である。 
 
現代エジプト社会は、世界各国に共通する現象として、急速な情報化・国際化の社会に
なっているということが挙げられる。特に若者の間で広く普及するソーシャルネットワー
クサービスなどの影響により、情報の伝達が早く、たとえ同一世代であっても、周りの社
会的環境の違いなどで、同一世代や各世代間の考え方や価値観の差が大きいことは十分に
                                                   
44 このエジプト政府の統計における若年層とは、15歳以上 45歳未満の年齢層を指している。 
51%49%
回答者の性別
男性
女性
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考えられる。このような社会的要因により、若者の間で使用される流行語やその一つであ
る呼称表現などにも影響し、社会（特に若者の間）の中で非常に速いスピードで変化・普
及していくものと思われる。 
 
図 5－2：＜回答者の年齢層＞ 
 
 
上述の内容を踏まえると、最近の若者は、周りの環境や社会の在り方に影響されやすく、
今のような時代における若者が持つ価値観と考え方が呼称の表現とその待遇性でも表れ
ていると言える。このことは、回答者の 4 分の 3 を若年層が占めた本調査の結果にも表
れているということは十分考えられる。 
 
 
5.2.3. 回答者の結婚歴 
次の図 5－3 にあるように、結婚歴の結果は、既婚者45が約 3 分の 2 で、全体の 67%を
占めているのに対し、独身者が 32%である。結婚歴を確認する必要があるのは、既婚者
の割合を確認し、夫婦間の呼称・言及の表現の回答結果において十分な割合になっている
か否かを確認するためである。約 7 割もの回答者が既婚者であるということで、本調査
での夫婦間の呼称・言及の表現の使用状況についてより正確で客観的な回答が得られたと
考えられる。独身者については、夫婦間の表現についての回答では、呼称表現の回答選択
肢の他に、「独身である」という回答選択肢もある他、夫婦間の呼称表現の質問の後につ
いている説明で、「独身者でも、結婚後に使用すると思われる表現を選択してください」
という補足説明を記載している。 
                                                   
45 本質問の回答選択肢には、「既婚、婚約、独身」の 3 択があり、ここでは、基本的に「婚約」
と答えた人も既婚者としてカウントしている。 
6%
36%
40%
11%
7%
0%
回答者の年齢層
20歳未満
20代
30代
40代
50代
60代以上
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図 5－3：＜回答者の結婚歴＞ 
 
 
 
5.2.4. 回答者の学歴・職歴 
以下の図 5－4 と図 5－5 では、回答者の学歴と職歴の情報について述べる。本論文の
第 3 章でも述べたが、現在のエジプトの識字率は約 76%46で、年々少しずつ上がってはい
るが、未だに低い水準であるのは間違いないことである。このように、エジプトの非識字
者率は 2 割以上であり、大きな社会問題となっている。これは経済的社会的な理由によ
るものが大きいが、このような高い非識字率は、特に学歴の有無、特に進学レベルの違い
という要素が社会で重要視されるようになっているためである。もちろん本アンケートの
回答者は、識字者ではあるが、多様な学歴と教育レベルが混在している。このような背景
は、本調査においても、各個人の回答者の意識・知識のレベルが異なるということを意味
し、さらにそれによって言語使用、特に呼称表現・敬語的表現の使用状況にも影響すると
筆者は考える。 
 
回答者の学歴の詳細については、図 5－4 にあるように、全体の約 5 割の人が大学を卒
業しており、3 割近くの人が大学院在学もしくは大学院卒である。高等教育の学歴がある
回答者を合わせると、大多数の 8 割近くを占めることになる。このように、多くの回答
者が高い学歴にあることについては、5.1.3.でアンケートの回答方法でも述べたように、
本アンケートの回答方法の一つに、インターネット経由の方法があり、その方法による回
答者数が全体の約 5 割を占めていることが影響していると言える。また、エジプト社会
                                                   
46 出典：WOLD BANK のホームページより：
( http://data.worldbank.org/indicator/SE.ADT.LITR.ZS?locations=EG)（2017 年 7 月閲覧） 
67%
32%
1%
回答者の結婚歴
既婚者
独身者
その他
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の一つの特徴として、インターネット利用者の多くが高等教育の学歴であると考えられる
他、紙媒体による回答者（特に中高年の人）の中にも高等教育の学歴の人が少なからずい
たことも事実である。筆者は、数多くの人にアンケートを配布したが、回答してもらった
人の多くが高学歴であり、それ以外の学歴を持つ回答者より多かったことは、本調査の結
果における反省点の一つとなった。そのため、今後の課題としては、特に非識字者や高等
教育を受けていない人を調査の対象にする必要があると考える。 
残りの回答者については、2 割程度の人が高等学校およびそれに相当するレベルまでの
教育を受けている。エジプトでは、「高卒」で大学に進学しない者は、そのほとんどが産
業・農業・商業の高等学校卒業者であり、一般の高等学校と比べ社会の中で教育のレベル
が低いとされ、大学への進学が難しく、そして就職等においてもそれほど高く評価されな
いことで知られている。さらにこのような学校を卒業した者は、特に農村部の場合、不登
校や学校側の管理上の問題等により、教育の質の低下や卒業後の専門知識の乏しさ等が問
題となっており、改革が必要であるとされている。 
 
図 5－4：＜回答者の学歴＞ 
 
 
 
 一方、回答者の職歴については、図 5－5 にあるように、6 割近くの人が公務員である。
その他の回答には、会社員や自営業などが選択されており、合わせて 2 割を占めており、
合計約 8 割の人が社会人経験者である。その他の回答者は、「学生」と「無職」を選択し
ており、それぞれ 1 割を占めている。このように、回答者の大多数が社会人である他、
学生や社会人の経験がない人もおり、社会の様々な環境で実際に使用される呼称表現につ
いて客観的な結果が得られると考える。 
 
 
17%
49%
29%
3%
2%
回答者の学歴
高卒及びそれ以下
大学・短大卒
大学院（修士）
大学院（博士）
その他
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図 5－5：＜回答者の職歴＞ 
 
 
 
5.2.5. 回答者の出身地域 
 現代のエジプトには、大きく分けて都市部と農村部という二つの地域的類型がある。本
調査での被調査者の出身地域については、図 5－6 で示されているように、都市部に大都
市である首都および首都圏エリアと第 2 の首都とも言われる地中海に面しているアレキ
サンドリアの他に、カイロ以北の主要都市が対象となっている。これらの都市部の地域の
割合は、全体の約 3 分の 2 で 65%を占めたのに対し、残りはカイロ以北の農村部出身者
である。都市部の回答者が多かった理由については、本調査の実施方法の一つがインター
ネットを経由した方法で、インターネット利用者には都市部出身者が農村部出身者より多
いということが挙げられる。 
 
 地域別の男女の割合については、以下の表 5－1 にあるように、男性回答者の 6 割が都
市部出身者であるのに対し残りの 4 割が農村部出身者である。また、女性について、都
市部出身者が約 7 割であるのに対し、農村部出身者が 3 割近くになっている。年齢層に
ついては、若年層（20 歳未満、20 代、30 代）の都市部出身者は、約 6 割を占めている
のに対し、農村部出身者が 4 割近くを占めている。そして、中高年層（40 代、50 代）の
都市部出身者が 7 割を占めているのに対し、農村部出身者が 2 割近くを占めている。 
 
 
 
 
 
 
59%
15%
5%
10%
9%
2%
回答者の職歴
公務員
民間企業の社員
自営業（農業・商業等）
学生
無職
その他
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図 5－6：＜回答者の出身地域＞ 
 
 
 
表 5－1：＜アンケート回答者の年代別の出身地域の内訳＞ 
                                                   
47 「M」は（Male」の頭文字で「男性」を指している。 
48 「F」は（Female）の頭文字で「女性」を指している。 
49 これより以下の表にある上段の数字は、回答数を示している。 
50 これより以下の表にある下段の数字は、各解答の全体の回答選択肢からの割合を（%）で
示した数値を表している。 
51 回答総数は、全回答者数を上回ることがあるが、それは多くの質問の回答選択肢から複数
選択可能な形式になっているためである。 
52 同上。 
49%
14%
34%
3%
回答者の出身地域
都市部（大都市のカイロ・アレ
キサンドリア）
カイロより北（デルタ地方な
ど）の主要都市部
カイロより北（デルタ地方な
ど）の農村部
その他（外国で生まれ育った場
合など）
年齢層・男女別         
 
出身地域 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
男女別小計 合計 
(%) M 47 F 48 M F M F 
都市部（カイロ・
アレキサンドリア
等の大都市やカイ
ロ以北の都市部） 
67 49 
(57)50 
68 
(70) 
16 
(67) 
17 
(81) 
168 
(65) 
83 
(59) 
85 
(72) 
168 
(65) 
カイロ以北のデル
タ地方等の農村部 
50 
(43) 
29 
(30) 
8 
(33) 
4 
(19) 
91 
(35) 
58 
(41) 
33 
(28) 
91 
(35) 
合計 
(%) 
117 
(45) 
97 
(37) 
24 
(9) 
21 
(8) 
259 51 
(100) 
141 
(54) 
118 
(46) 
259 52 
(100) 
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（アンケートの第 3 部53：回答者に対する意識調査の結果） 
 
5.3. 呼称表現とその使用に対するアンケート回答者の意識調査の結果 
本アンケートの第 3 部では、エジプトアラビア語における親族呼称表現の使用に関す
る回答者の意識について確認するために、9 問の質問を設け、以下の 5.3.1.から 5.3.7.ま
で、その回答結果と分析を行い、呼称・言及の表現およびその待遇性などについての回答
者の意識を明確にする。また、回答者の意識調査の結果は、本アンケートで得られた親族
呼称表現について質問への回答結果とその分析で最大限に活かし、エジプトアラビア語に
おける親族呼称表現とその使用状況の解明に役立たせる。第 3 部での質問は、上述の通
り、合計 9 問あり、親族呼称表現に関する回答者の意識や考え方や敬語的表現全般の使
用条件などに関する質問になっている。 
各質問への回答結果を提示する前に、以下の表の見方について述べておく。各表では、
回答数とその割合を、全回答の年代（30 代以下と 40 代以上）、男女、そして地域という
三つの項目の別で、上段と下段の数字で表示されている。上段の数字は、回答数を示して
おり、下段の数字は、縦で見た各項目（年代、性別、地域）からの全回答のパーセンテー
ジ（%）における数値になっている。回答者の年齢層、男女別、そして地域別の割合等が
同等のものではないため、回答数のみでは、正確かつ客観的な結果が得られないと考えら
れるため、回答数を割合で算出する。 
 
 
5.3.1. 目上・年上の親族に対する呼称表現の使用とその敬意度への意識に関する質問
への回答結果 
第 3 部の被調査者の意識に関する 1 問目では、目上や年上の親族の相手に対して使う
呼称・言及の表現について意識的に考え、適切な待遇表現とその敬意度を意識して使用す
るか否かということについて聞いた。この質問への結果で最も多かった回答は、「意識的
にそうしている」で、約半分を超える 56%を占めた。その次に多かったのは、「そうはし
ているが、意識的ではない」という回答で、2 割を占めた。また、「時々そうするが、意
識的ではない」という回答は、3 番目に多かった回答として 1 割を占めた。これらの肯定
的な回答のグループの三つの回答結果を合わせると、当質問の回答結果の約 9 割を占め
ることになる。これらの回答を選択したのは、男性の方が女性よりやや多く、社会人経験
者が多い男性が女性より、上下関係を意識した呼称表現とその待遇性について、意識して
使用していることが分かる。また、年代では、肯定的な回答を行ったグループにおいては
40 代以上の回答者の割合が 30 代以下の回答者の数を大きく上回り、年齢が上がるにつれ、
待遇表現への意識が高くなることを現わしていると言える。 
                                                   
53 本調査のアンケートでの第 2 部である「親族呼称表現の回答結果と分析」については、被
調査者の意識調査の結果である第 3 部の後に、5.4.で示している。 
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一方、否定的回答、もしくは「分からない、考えたことがない」という回答は少数派で、
合計で 1 割丁度にとどまった。その回答の中では、「そうはせず、実際に待遇表現を使お
うとも思わない」と、「わからない／このことについて考えたことがない」という回答が
ほぼ同じ程度であり、両回答を選択したのは、若年層が多く、その大半が女性であること
が分かった。 
 
このように、回答者の大多数が待遇表現使用の重要性を感じ、そして意識的に使用して
いる人が大半を占めていることが確認できた。また、中高年の回答者の待遇表現への意識
の高さ、そして、社会人経験者がより多い男性の方が、相手への適切な表現を意識的に使
用していることも調査結果で明らかになった。 
 
 
図 5－7：＜目上・年上の親族の相手への呼称表現とその敬意度への意識について＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
56%
21%
12%
6%
4%1%
相手に適した呼称表現のしようとその敬意度に対する意識
意識的に適切な表現を使用するようにする
適切な表現を使用するようにするが意識的ではない
時々使用するが、意識的ではない
尊敬度を意識した表現等使おうと思わない
わからない
その他
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表 5－2：＜目上・年上の親族の相手への呼称表現とその敬意度を相手と場面等によって 
意識的に選択したり変更したりするか否かという質問への回答結果＞ 
 
 
次の質問は、5.3.1.の表 5－2 と図 5－7 で提示した質問への回答結果において「相手と
場面に合った適切な呼称表現を意識的に使用したり、その適切な敬意度を調整したりしよ
うとしない」などの否定的な回答を選択した人への確認として、その理由について尋ねた。
回答選択肢は、5 択あり、「分からない、特に理由がない」、「親族の相手に対してしか使
用しないため」、「そのような待遇表現の使用になれていないため」、「待遇表現が難しく、
適切な表現の使用や区別が難しい」、そして「待遇表現の使用は、親族の相手との親しい
関係を弱め、コミュニケーションを阻む」である。 
 
以下の図 5－8 にあるように、この質問の有効回答数は、回答者の 3 割近くとなってお
り、その中で最も回答数が多かったのは、「分からない／特に理由がない」で約 4 分の 1
を占めた。次に多かったのは、「このような表現の使用およびその敬意度の調整に慣れて
いないため」で、2 割を超えている。この結果から、親族の目上・年上の相手への適切な
待遇表現の必要性への理解があり、その使用条件等を知っている場合でも、周りの環境や
社会での不十分な経験等によって待遇表現を使い慣れていないため、待遇表現が避けられ
るということにつながってしまっている場合があると考えられる。 
 
 
 
 
年齢層・男女・出身 
地域別 
回答 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) 
M F M F 農村
部 
都市
部 
意識的にそうしている 
65 
(65) 
38 
(40) 
17 
(81) 
16 
(70) 
136 
(57) 
54 
(60) 
82 
(55) 
136 
(57) 
そうはしているが、意識
的ではない 
17 
(17) 
28 
(31) 
2 
(9) 
3 
(15) 
50 
(21) 
18 
(20) 
32 
(22) 
50 
(21) 
時々そうするが、意識的
ではない 
9 
(9) 
16 
(17) 
1 
(5) 
2 
(9) 
28 
(12) 
8 
(9) 
20 
(14) 
28 
(12) 
そうはせず、そのことを
必要であるとも思わない 
5 
(5) 
7 
(7) 
1 
(5) 
1 
(4) 
14 
(6) 
6 
(7) 
8 
(5) 
14 
(6) 
わからない／このことに
ついて考えたことがない 
4 
(4) 
5 
(5) 
0 
(0) 
1 
(4) 
10 
(4) 
4 
(4) 
6 
(4) 
10 
(4) 
合計 
(%) 
100 
(42) 
94 
(39) 
21 
(9) 
23 
(10) 
238 
(100) 
90 
(38) 
148 
(62) 
238 
(100) 
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図 5－8：＜親族の相手に適した敬意度の呼称表現を使おうと思わない理由について＞ 
 
 
 
親族への待遇表現の不使用およびその適切な敬意度の必要性への非意識について、「基
本的に親族以外の他人に対してしか使わないため」という回答は 2 割を占めた。この回
答は、回答者は待遇表現を親族以外の相手なら使用するが、親族の相手が年上・目上であ
っても、親しい関係にあるという前提で、待遇表現の使用が不自然であると考えているこ
とが読み取れる。4 番目に多かった回答は、約 2 割を占めた、「親族への待遇表現の使用
は、その相手との親しい関係を弱め、円滑なコミュニケーションを阻むと考えるため」と
いう回答で、この回答を選んだ回答者の待遇表現全体への考え方と信念を表していると言
える。 
最後に最も少なかった回答は、13%を占めた、「待遇表現が難しく、正確で適切な表現
の区別や選択ができないため」という回答である。この回答が選択された理由については、
回答者の社会人の経験の不十分さ、周りの環境と地域文化などの要素が考えられ、場面と
相手に合った適切な待遇表現の使用、選別が難しいと考える人もいたということが考えら
れる。 
 
5.3.2. 親族の相手への他人の前での呼称表現の使用とその敬意度に関する質問 
への回答結果 
次の質問では、親族の相手に対する呼称表現を使用する際に、他人の前での場合、その
表現の敬意度を変更したりすることがあるか否かについて聞いた。回答者全員から回答し
てもらい、回答選択肢には、「他人の前での場面では変更する」の回答グループでの選択
肢の他に、「年上・目上の相手のみ」、「いつもそうする」、そして「そうするかもしれない」
の 3 つの選択肢と、「まったくそうしない」の他に、「わからない」という回答もある。 
 
0 2 4 6 8 10 12 14 16 18
わからない／特に理由がない
呼称表現の使用およびその敬意度調整に慣れて
いないため
待遇表現が難しく、正確に区別・選択ができな
いため
相手との親しい関係と円滑なコミュニケーショ
ンを阻むと考えるため
基本的に親戚の人以外の人に対してしか使わな
いため
適切な待遇表現を使おうと思わない、または意識的にその必要性を感じない理由
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次の表 5－3 と図 5－9 の通り、最も多かったのは、3 つの肯定的な回答グループで、合
わせて 7 割を超えた。このグループ全体の共通の特徴として、農村部出身の回答者の割
合が都市部の回答者の割合を上回っているという点が挙げられる。 
この回答グループのそれぞれの回答の内容は、次の通りである。まず、他人の前での親
族の相手への呼称表現とその敬意度の変更をするという回答で、「年上や目上の親戚の人
の場合にのみ使用する」という条件付きの回答は、単独でトップの割合で 31%を占めた。
男女別の割合は近いが、中高年の人が若年層よりやや多いことが分かった。その次に多か
ったのは、無条件で、「いつもそうする」という回答で、27%を占めた。その回答者の多
くが 30 代以下であり、多くの若い人が他人の前での場面を改まった場面として認識し、
通常の場面より高い敬意レベルの表現が選択される傾向があることを意味する結果であ
ると考えられる。 
 
肯定的回答で次に多かったのは、「そうするかもしれない」という不確実な態度を示す
回答で 15%を占め、若年層が多く、そして都市部出身者が多いことが特徴的である。否
定的回答で全体では 3 番目に多かった回答は、「全くそうしない」で、18%を占めた。こ
の回答を選択したのは、女性が男性より著しく多く、そして都市部出身者がやや多かった。
最後に最も少なかった回答は、「分からない」で、5%を占め、その回答者のほとんどが女
性である。 
 
図 5－9：＜親族以外の人の前での親族の相手への呼称表現とその表現の敬意度の変更＞ 
 
 
31%
27%
14%
22%
5%1%
親族の相手に対する待遇表現の敬意度の変更について
（他人の前での場面）
親族の相手が年上や目上のみの場合、より丁寧で改まった表現を使用する
どんな場合でもより丁寧で改まった表現を使用する
時々変化する
特に変化はない
わからない
その他
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この回答結果を踏まえ、確認できたことは、親族の相手への親族以外の他人の前での呼
称表現およびその表現の待遇性を意識し、相手と場面によって変更したり、敬意度を調整
したりする人が非常に多くいるということである。また、そのような呼称表現とその待遇
への高い意識を持った人の特徴として、農村部地域出身の人が多く、女性よりビジネス等
の人間関係の経験が多い男性がやや多いことが挙げられる。 
この 5.3.2.では、他人の前で親族の相手に対して呼称表現を使用する際に、その表現を
意識的に選択したり、その表現の敬意度を変更したりすると答えた人に、使用される呼称
表現とその敬意度は具体的にどのように変更されるかについて聞いた結果をまとめ、考察
した。回答選択肢は複数あり、複数回答が可能になっていた。その回答選択肢は、「年上、
目上の人に対してのみ」、第三者の「同席の他人の年齢や地位のあり方次第」、「他人の前
であるため、改まった表現を使用する」という回答になっていた。 
最も多く選択された回答は、「年上、目上の人に対してしか使わない」で、4 割を占め
た。その次に多かったのは、「同席の他人の年齢や地位のあり方によって使用される表現
が変わる」で、27%を占めた。この 2 つの回答から、特定の条件の基で敬意度の調節が
行われることが主たる特徴であることが分かった。第 3 位の回答は、「他人の前であるた
め、愛称等の親しい表現を使わず、公式場面を意識した改まった表現を使用する」で約 2
割を占めた。上記のような結果は、内容的にそれぞれ異なる回答であるが、目上・年上の
相手、そして同席の他人への配慮とそのような場面への回答者の高い意識が推察できる。 
最後に、残りの 12%を占めたのが、「分からない」という回答で、この回答を選択した
人は待遇表現を使用するものの、その表現とその敬意度の調整などについては意識的に考
えておらず、恐らく無意識的に使用する可能性があることが考えられる。 
 
表 5－3：＜他人の前での親族の相手への呼称表現とその敬意度の変更について＞ 
年齢層・男女・出身 
         地域別 
回答 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) 
M F M F 農村
部 
都市
部 
（年上や目上の親戚の人
の場合のみ） 
34 
(34) 
21 
(22) 
7 
(35) 
11 
(48) 
73 
(31) 
30 
(33) 
43 
(29) 
73 
(31) 
いつもそうする 35 
(35) 
21 
(22) 
5 
(35) 
3 
(13) 
64 
(27) 
27 
(30) 
37 
(25) 
64 
(27) 
そうするかもしれない 12 
(12) 
17 
(18) 
4 
(20) 
2 
(9) 
35 
(15) 
10 
(11) 
25 
(17) 
35 
(15) 
全くそうしない 18 
(18) 
27 
(29) 
4 
(20) 
5 
(22) 
54 
(18) 
18 
(20) 
36 
(24) 
54 
(18) 
わからない 2 
(2) 
8 
(9) 
0 
(0) 
2 
(9) 
12 
(5) 
5 
(6) 
7 
(5) 
12 
(5) 
合計 
(%) 
101 
(42) 
94 
(39) 
20 
(8) 
23 
(10) 
238 
(100) 
90 
(38) 
148 
(62) 
238 
(100) 
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5.3.3. 「ħadˤretak＝貴方様」等54の敬語的表現の使用時の意識に関する質問への
回答結果 
ここでは、エジプトでの使用率が非常に高い「ħadˤretak＝貴方様」などのような敬語
的表現の使用状況についての結果を示し、考察する。表 5－4 にあるように、この質問は、
「ħadˤretak＝貴方様」の一般の場面における使用状況について確認するものであるが、
回答選択肢には、一般場面のものの他に、親族の相手への使用を確認するための回答も含
まれている。この質問では、複数回答も可能なため、回答数が回答者の数よりも多くなっ
ている。回答選択肢は、6 つあり、「いつも使う」、また「時々使う」については 4 つの特
定の相手や特定の条件での使用の場合に分け、そして最後に「使わない」という回答にな
っている。 
 
最も回答数が多かったのは、「時々使う（相手が親族以外で、年上や初対面の場合のみ）」
で、４割程度を占めた。年齢の差や上下関係に伴う丁寧な態度や言葉遣いなどを保ったう
えで、身内であり他人より親しい間柄の親族に対してはこれらの敬語的表現が使用される
頻度が低く、親族以外に使用されることが非常に多いことが確認できた。この選択肢を選
んだのは、30 代以下の回答者が 40 代以上の回答者より倍近く多く、そして女性の方が男
性よりやや多かった。次に多かった回答は、「いつも使う」で 3 割を占め、40 代以上の回
答者の方が 30 代以下の回答者より非常に多かった。3 番目に多かった回答は、「時々使う
（相手が家族以外の親戚、年上・初対面の他人の場合のみ）」という回答で、2 割を占め、
男女別では、男性の割合が女性を上回っていた。 
 
その他の回答は少数派で、「時々使う」はそのほとんどが都市部出身者による回答であ
る。また、「時々使う（兄・姉等、年齢の差が 10 歳以上の場合のみ）」を選択したのは、
男性が大多数で、農村部出身者が非常に多かった。最後の回答である「使わない」は、回
答者のすべてが 30 代以下の男性である。 
以上の結果をみると、ほぼすべての人が「ħadˤretak＝貴方様」などの敬語的表現を使
うと答えたが、その使用状況や話し手と相手と場面の様々で細かい条件によって異なる回
答結果を得ることができた。そして、一例として挙げた当表現の高い使用頻度についても
確認でき、エジプトアラビア語の敬語的表現の使用頻度とそれへの意識が高いことを証明
することができたと考えられる。 
 
                                                   
54 「「ħadˤretak＝貴方様」の後にある「等」は、「ħadˤretak＝貴方様」という表現の他にも
多様な敬語的表現があることを指している。「ħadˤretak＝貴方様」の敬語的表現は、エジ
プトでの使用頻度が非常に高い表現であるため、ここでは敬語的表現の代表例として挙げ
られているが、この表現以外にも数多くの敬語的表現（動詞形の敬語的表現は少ないが、
名詞形の敬語的表現がほとんどである）が存在している。「ħadˤretak＝貴方様」以外の表
現の具体例とその使用上の特徴については、本論文の第 3 章の表 3－6（p. 34）を参照。 
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表 5－4：＜「ħadˤretak＝貴方様」のような敬語的表現の使用への意識について＞ 
 
 
5.3.4. 他人から自分に対して使用される待遇表現およびその敬意度に関する質問 
   への回答結果 
次の質問では、呼称表現その使用方法の重要性とそれへの関心を確かめるために、周り
の人から話し手である回答者に対して使用される待遇表現の敬意度への考え方について
尋ねた。具体的には、「自分に向けられる待遇表現およびその敬意度が通常あるべき敬意
度より低い場合、そのことで不快感を覚えたりすることがあるか」という質問である。回
答選択肢には、「そうなると思う」と「時々そうなると思う、（特に相手が年下や目下の場
合等）」の他に、「そうならないと思う（その 1：相手の年齢や表現の敬意度等を問わず）」
と、「そうならないと思う（その 2：特に気になったこともなく、考えたこともない）」と
いう 4 つの選択肢がある。 
 
最も回答数が多かったのは、「時々そうなると思う（特に相手が年下や目下の場合等）」
で 4 割を占め、多くの人は、年下や目下の相手からの通常あるべき敬意レベルより低い
レベルの表現が自分に対して使用される場合、違和感を覚え、不快感を覚えると答えてい
る。この回答の特徴としては、男性が女性より倍近く多く、農村部出身者の方が非常に多
年齢層・男女・出身 
         地域別 
回答 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) 
M F M F 農村
部 
都市
部 
いつも使う 38 
(32) 
45 
(31) 
9 
(39) 
13 
(57) 
105 
(34) 
39 
(36) 
66 
(40) 
105 
(34) 
時々使う 
（相手が親戚以外で、年上
や初対面の場合のみ） 
40 
(33) 
65 
(44) 
5 
(22) 
5 
(22) 
115 
(37) 
28 
(26) 
87 
(28) 
115 
(37) 
時々使う 
（相手が家族以外の親戚、
年上・初対面の場合のみ） 
29 
(24) 
29 
(20) 
6 
(26) 
4 
(17) 
68 
(22) 
29 
(27) 
39 
(23) 
68 
(22) 
時々使う 
 
6 
(5) 
4 
(3) 
1 
(4) 
1 
(4) 
12 
(4) 
3 
(3) 
9 
(5) 
12 
(4) 
時々使う 
（兄・姉、年齢の差が 10
歳以上の場合のみ） 
2 
(2) 
3 
(2) 
2 
(9) 
0 
(0) 
7 
(2) 
5 
(5) 
2 
(1) 
7 
(2) 
使わない 5 
(5) 
1 
(1) 
0 
(0) 
0 
(0) 
6 
(2) 
3 
(3) 
3 
(2) 
6 
(2) 
合計 
(%) 
120 
(38) 
147 
(47) 
23 
(7) 
23 
(7) 
313 
(100) 
107 
(39) 
206 
(61) 
313 
(100) 
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かったということが挙げられる。また、無条件で「そうなると思う」と答えたのは全体の
回答の 3 割で、女性の方が男性より多く、そして都市部出身者の方が農村部出身者より
多かった。肯定的回答グループの両方の回答を合わせると、全体の 7 割を超え、回答者
の大多数が相手との関係のあり方やその関係を基にした待遇表現を強く意識しているこ
とを表す結果となった。 
 
一方、否定的回答グループの回答で最も回答数が多かったのは、「そうならないと思う
（その 2：特に気になったこともなく、考えたこともない）」という回答で、3 割近くを
占めたのに対し、「そうならないと思う（その 1：相手の年齢や表現の敬意度等を問わず）」
という条件なしの否定的回答はわずか 3%だった。これらの回答を選択した人の出身地域
別での割合には差がなかったが、男女別では女性が男性より多く、そして若年層がやや多
かった。この結果で、否定的回答を選んだ回答者のほとんどが、相手による自分への表現
とその敬意度について考えもせず、不適切な表現の使用でも意識せず反応しないことを現
わしていると考えられる。 
上記の結果を振り返ってみると、使用される待遇表現およびその表現が示す敬意度は多
くの人に重要視され、人々の間の人間関係やコミュニケーションに大きく影響するもので
あるということが分かる。 
 
表 5－5：＜他人から自分への待遇表現とその敬意度が通常あるべき敬意度より低い場合、 
     不快感を覚えたりすることがあるか否かという質問への回答結果＞ 
 
 
年齢層・男女・出身 
         地域別 
回答 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) 
M F M F 農村
部 
都市
部 
そうなると思う 30 
(30) 
30 
(32) 
4 
(19) 
9 
(39) 
73 
(31) 
19 
(21) 
54 
(36) 
73 
(31) 
時々そうなると思う（特
に相手が年下や目下の場
合等） 
46 
(46) 
34 
(36) 
13 
(62) 
6 
(26) 
99 
(41) 
45 
(49) 
54 
(36) 
99 
(41) 
そうならないと思う（そ
の 1：相手の年齢や表現
の敬意度等を問わず） 
2 
(2) 
2 
(2) 
0 
(0) 
2 
(9) 
6 
(3) 
3 
(3) 
3 
(2) 
6 
(3) 
そうならないと思う（そ
の 2：特に気になったこ
ともなく、考えたことも
ない） 
22 
(22) 
29 
(31) 
4 
(19) 
6 
(26) 
61 
(26) 
24 
(26) 
37 
(25) 
61 
(26) 
合計 
(%) 
100 
(42) 
95 
(40) 
21 
(9) 
23 
(10) 
239 
(100) 
91 
(38) 
148 
(62) 
239 
(100) 
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5.3.5. 相手の服装や見た目等で待遇表現を決めるかどうかという質問への回答結果 
次の質問では、一般の相手（特に初対面や年上の相手の場合）の服装（作業服等）や見
た目（格好や方言など）で、その相手に対して使う呼称表現およびその表現の敬意度を決
めたり変更したりするようにしているか否かについて聞いた。このような質問をした理由
については、エジプト社会において、この質問にあるように特に初対面の相手で特定の服
装（作業服や伝統的衣装の「ガラベーヤ」等）をしている人や（格好や方言など）が目立
つような人に対して、その服装や見た目の特徴的な部分を基にその人への呼称表現を決め
るということがしばしば見られるということが挙げられる。もちろん、その時に使用され
る表現は、相手を高くする敬称としての表現もあれば、相手のことをよく知らないにもか
かわらず、服装や見た目に合ったと思われる表現を決めてしまい、場合によってはその表
現が不適切であったりすることもある。 
 
例えば、仕事中の初対面の医者やエンジニアに対して、その人が仕事中であり服装など
で職種が分かると、ほとんどの場合その相手への呼びかけで使われるのが職名での呼称表
現である。この場合はもちろんエリート職種への敬称としての表現でありエジプト社会で
はごく普通の現象である。一方、都市部の地域で、前述の伝統的衣装の「ガラベーヤ」を
着たうえ、農村部の方言で話す人がいた場合に、「ħagg／ħaggah＝巡礼者」やその他の
農村部地域を指すような呼びかけ語などが使用されることが珍しくない。 
 
このような表現は、相手を見下すようなことはないが、この表現が適切な表現であるか
否かは、聞き手が判断することになる。特にその聞き手が若年層であったり、女性や高学
歴の人であったりする場合は、不快感を覚えることがあると考えられるため、相手の服装
などの外見的な要素による呼称表現の使用を慎重に行うことが無難であると考えられる。
このような、相手の外見による判断での呼称表現の使用時に起きる問題は、相手が女性（特
に若年層の場合）や高学歴およびエリート職種の人の場合に多く、コミュニケーション上
の問題が発生することにつながると考える。例えば、若年層の女性で、やや中年の女性に
見える服装をしている場合、「mada:m＝マダム」という既婚者の女性に対して使用され
る表現が使用される場合は、その女性が独身であれば不快な思いをし、その場で相手に対
して問いただすことは珍しいことではない。また、軍士官や警察官などのような権力者の
相手でも、仕事の時間外の場合で、適切な呼称表現を使用されず、「ħagg／ħaggah＝巡
礼者」などのような表現などで呼びかけられると、不快感を覚える場合があると考えられ
る。 
この質問で設けられた回答選択肢は、「意識的にそうすると思う」と、「無意識にそうす
ると思う」の肯定的回答、そして「そうしないと思う」と、「わからない／このことにつ
いて考えたことがない」となっている。 
単独で最も回答数が多かったのは、「そうしないと思う」で、4 割近くを占めた。この
回答を選択した人の内、都市部出身者が多く、そして女性の方が男性より非常に多かった。
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一方、肯定的回答グループの 2 つの回答の合計は 47%で全体の半分近くを占め、「無意識
にそうすると思う」が 2 割程度、そして「意識的にそうすると思う」がほぼ同程度にな
っている。この回答を選んだのは、農村部出身者が都市部出身者より多く、そして男性の
方が女性を大きく上回っていることが確認された。この結果では、回答者の半分近くが「相
手の作業服などの服装や見た目での呼称・待遇表現を変更する」と答えており、場面と相
手の条件に合った待遇表現の調整と選択が行われていることが分かる。最後の回答は、「わ
からない／このことについて考えたことがない」で 15%を占めている。 
 
前述の回答結果を踏まえ、エジプト社会での呼称表現とその待遇性は、多くの人によ
って重要視され、日常生活で使用される表現に様々な条件と社会環境が影響しているこ
とが見て取れる。相手への外見的要素による呼称は、日本語でも見られる現象ではある
が、上記に説明したようなエジプト社会ほど、敬語上の問題が起きるとは言えない。日
本語では、父親／母親および「祖父母」と近い年齢に見える相手に対して、両親や祖父
母への親族呼称表現が使用されることがある。 
 
この場合は、鈴木（1973：158－162）で挙げられた親族呼称の「虚構的用法」になる
が、この場合での呼称表現の使用を決定するのは、相手の年齢である。この場面で起き
そうな問題は、相手が（特に女性の場合）年齢に敏感な可能性があり、呼ばれた親族語
が不適切であると思った場合は不快感を覚えることが十分考えられる。そのため、上述
のように、相手への服装や外見などの要素を基にした呼称表現の使用はコミュニケーシ
ョン上のトラブル防止のために慎重にすべきであるということを強調しておきたい。 
 
表 5－6：＜相手の服装や見た目等で、その相手に対して使用する呼称表現の変更に関 
する質問への回答結果＞ 
 
年齢層・男女・出身 
         地域別 
回答 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) 
M F M F 農村
部 
都市
部 
意識的にそうすると思う 24 
(24) 
13 
(14) 
9 
(43) 
9 
(23) 
55 
(23) 
25 
(27) 
30 
(20) 
55 
(23) 
無意識にそうすると思う 34 
(34) 
17 
(18) 
4 
(19) 
3 
(24) 
58 
(24) 
25 
(27) 
33 
(22) 
58 
(24) 
そうしないと思う 33 
(33) 
48 
(51) 
5 
(24) 
6 
(38) 
92 
(38) 
30 
(33) 
62 
(42) 
92 
(38) 
わからない／このことに
ついて考えたことがない 
10 
(10) 
17 
(18) 
3 
(14) 
5 
(14) 
35 
(15) 
11 
(12) 
24 
(16) 
35 
(15) 
合計 
(%) 
101 
(42) 
95 
(40) 
21 
(9) 
23 
(10) 
240 
(100) 
91 
(38) 
149 
(62) 
240 
(100) 
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5.3.6. 相手に適した待遇表現を決定するための要素に関する質問への回答結果 
呼称表現とのその待遇性への回答者の意識を確認する目的で、「何を基に相手に対する
待遇表現を決めるべきだと思うか」ということについて聞いた。回答選択肢は、「相手の
年齢、相手の学歴、相手との親近感の程度、相手の社会的地位、社会・伝統での決まり、
上記すべて」となっている。この質問への回答方法について、複数回答が可能になってい
るため、有効回答数は回答者の数を大きく上回っている。 
 
最も多かった回答は、「上記すべて」で 26%を占めた、農村部出身者の方が都市部出身
者の倍になっており、男性の方が女性よりやや多かった。この回答が占めた割合とほぼ同
割合を占めたのは、「年齢」という回答で 25%を単独で占めた。この回答結果は、エジプ
ト社会における年齢の差への意識、特に年上の相手への配慮と尊敬を表している。「年齢」
の回答を選んだのは、都市部出身の回答者がやや多く、女性が男性を若干上回っている。 
3 番目に多かった回答は、「自分と相手との親近感の程度」という回答で、「年齢」の回
答結果に近い割合（21%）を占めている。この回答の特徴的な点は、都市部出身者が多く、
そして女性が男性よりも多いということが挙げられる。この結果から、エジプト社会にお
いて、男性と比べて職場などの公式場面での経験が少ないと考えられる女性に、この回答
が多く選択されていることが読み取れる。このように、相手との年齢の差が呼称表現とそ
の敬意度を決めるのに重要な役割を果たすのと同様に、相手との親近感の程度も相手に対
して使用される表現とその敬意度を決めるのに大きく影響していると言える。 
 
残りの回答は、「社会や伝統での決まりや習慣」が 1 割、その次に「学歴」、そして「社
会的地位」という順でそれぞれが 1 割未満である。このように、エジプト社会では、学
歴や社会的地位などは重要視されるが、それより高い重要度を持つのは、相手との年齢の
差や人間関係を映す相手との親近感の程度という回答がより多く選択されていることが
確認できた。特にこの質問と以下の 5.3.7.で見る最後の質問の項で報告する回答結果は、
以下に報告する親族呼称表現への回答結果でより具体的に確認できると考える。 
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表 5－7：＜待遇表現およびその敬意度を決定するための要素＞ 
 
 
5.3.7. 呼称・言及の表現の選択に影響する要素 
最後の質問では、5.3.6.で分析した質問に続き、回答者の意識を確認する目的で、日常
生活で使用される待遇表現について、相手に対する適切な待遇表現の使用の有無を決める
上で影響・効果があると考えられる要素について尋ねた。この質問の回答選択肢は、表 5
－8 の通り 5 つあり、複数回答が可能となっているため、回答素数は、回答者数より倍以
上多かった。 
 
 表 5－8 にあるように、最も多く選択された回答は、「家庭におけるしつけ・教育」で、
全体の 4 割近く（38%）を占め、2 位の回答の倍近くの結果となった。回答者の男女別、
年齢別、そして地域別の差はそれほどなく、それぞれ近い割合となっている。次に多かっ
た回答は、「宗教の教え（年上への敬意等）」で約 2 割を占めた。宗教の教えは、家庭環
境でも関連していると考えられるが、信仰において宗教の教えによる両親を含めた年上の
人への敬意が強調されているため、この回答は多くの人によって選択されている。この回
答では、男女別には差が見られなかったが、特に中高年の年齢層が若年層より多く、農村
部出身の回答者が都市部出身者を上回っている。 
 
 
 
 
年齢層・男女・出身 
         地域別 
回答 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) 
M F M F 農村
部 
都市
部 
年齢 42 
(23) 
43 
(28) 
6 
(21) 
8 
(25) 
99 
(25) 
27 
(21) 
72 
(27) 
99 
(25) 
学歴 23 
(13) 
9 
(6) 
3 
(10) 
2 
(6 
37 
(9) 
10 
(8) 
27 
(10) 
37 
(9) 
自分と相手との親近感の
程度 
28 
(15) 
40 
(26) 
5 
(17) 
11 
(34) 
84 
(21) 
23 
(18) 
61 
(23) 
84 
(21) 
社会的地位 15 
(8) 
10 
(7) 
2 
(7) 
2 
(6) 
29 
(7) 
7 
(5) 
22 
(8) 
29 
(7) 
社会や伝統文化での決ま
りや習慣 
24 
(13) 
14 
(9) 
2 
(7) 
3 
(9) 
43 
(11) 
11 
(8) 
32 
(12) 
43 
(11) 
上記すべて 50 
(27) 
37 
(34) 
11 
(38) 
6 
(19) 
104 
(26) 
52 
(40) 
52 
(20) 
104 
(26) 
合計 
(%) 
182 
(46) 
153 
(39) 
29 
(7) 
32 
(8) 
396 
(100) 
130 
(33) 
266 
(67) 
396 
(100) 
 81 
 
3 番目に多かったのは、「学校・大学などにおける教育」という回答で、第 2 位の割合
と並ぶ程度を占めた。これは、学歴重視のエジプト社会での教育への関心と教育機関への
強い期待を表しているとも言える。この回答を選択した人の多くは男性で、都市部より農
村部、そして中高年層より若年層の回答者が多かった。 
 
 次に近い割合を占めた回答は、「周囲の環境（友人、職場・学校の仲間、親戚の人等」
で、これも第 2 位の割合よりやや少ない程度を占め、男女別では差がなかったが、若年
層の回答者がやや多かった。若年層の回答は、教育をまだ受けている最中、もしくは卒業
したばかりの人も多く、学校や大学の影響を実感していることから、このような結果にな
ったと言える。最後の回答は、「映画やテレビドラマやメディア、ソーシャルネットワー
ク等の社会的要素」という回答で、約 1 割を占めた。この回答を選択した人の内、女性
が最も多く、そして都市部出身者の方が農村部出身者より多かった。 
 
 
表 5－8：＜呼称・言及の表現およびその敬意度の選択に影響を与える要素＞ 
 
 
 
 
 
年齢層・男女・出身 
         地域別 
回答 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) M F M F 農村
部 
都市
部 
家庭におけるしつけ・教
育 
85 
(34) 
80 
(42) 
20 
(39) 
16 
(37) 
201 
(38) 
76 
(36) 
125 
(39) 
201 
(38) 
学校・大学における教育 51 
(20) 
28 
(15) 
9 
(18) 
4 
(9) 
92 
(17) 
41 
(19) 
51 
(16) 
92 
(17) 
宗教の教え（年上への敬
意等） 
48 
(19) 
32 
(17) 
11 
(22) 
11 
(22) 
102 
(19) 
45 
(21) 
57 
(18) 
102 
(19) 
周囲の環境（友人、職場・
学校の仲間、親戚の人等） 
46 
(18) 
29 
(15) 
6 
(12) 
7 
(16) 
88 
(16) 
38 
(18) 
50 
(16) 
88 
(16) 
映画やテレビドラマやメ
ディア、ソーシャルネッ
トワーク等 
21 
(8) 
21 
(11) 
5 
(10) 
5 
(12) 
52 
(10) 
13 
(6) 
39 
(12) 
52 
(10) 
合計 
(%) 
251 
(47) 
190 
(36) 
51 
(10) 
43 
(8) 
535 
(100) 
213 
(40) 
322 
(60) 
535 
(100) 
 82 
 
 
（アンケートの第 2 部：親族呼称表現の使用に関する質問の結果と分析） 
 
5.4. 兄弟姉妹間の呼称・言及の表現の使用状況 
以下の表 5－9 から表 5－13 は、年下・年上の兄弟姉妹および近い年齢の親戚の相手へ
の呼称・言及の表現に関する回答結果の報告である。質問の内容は、年下・年上の年齢別、
そして特定の学歴・職種（医者やエンジニアなど）の場合に使用される表現についてであ
る。また、兄・姉に対して使用されるエジプトアラビア語の敬語的表現（日本語のお兄さ
ん、お姉さんに当たる「abe:h55＝お兄さん／ablah＝お姉さん」）についての回答結果を
分析する。 
 
以下に兄弟姉妹間の呼称・言及の表現の詳細な使用状況およびその待遇性などについて
報告するが、その前に、エジプトアラビア語における兄弟姉妹の間で使用される呼称表現
の例と、その使用上の特徴と背景について述べる。 
 兄弟姉妹間の表現については、場面などによって使用される表現とその敬意度は様々で
あると考えられる。そのため、兄弟姉妹同士で使用される表現の敬意度について、「普通
レベル」、「マイナスレベル」、そして「プラスレベル」という三つの段階に分けた。通常
は同年齢もしくは年下の兄弟姉妹同士においては、普通レベルとマイナスレベルが該当し、
年上の場合は、普通レベルとプラスレベルが該当するということになる56。 
 
エジプトアラビア語では、 敬称などを使用せず、「個人名」が通常使用される相手は
主に同年代や弟・妹であるが、兄・姉などの年上の相手に対しても使用されることが少な
くない。この表現の敬意度は、年下もしくは同年齢の相手の場合普通レベルにはなるが、
年上（特に他人の前での使用以外で、年齢や学歴の差が大きい場合等）の相手に対して使
用される場合は、マイナスレベルの表現として扱われることになる。 
 また、相手との親近感を表し、使用頻度が高いことで知られる表現としては、あだ名「愛
称表現」が挙げられる。特に（年上の）兄姉に対して他人の前での場面で使用される場合
は、敬意度の判断が話し手と相手との関係のあり方次第で異なってくると思われる。他人
の同席という改まった場面にもかかわらず、「愛称」などの表現が使用されることが確認
されており、その場合は、話し手の性格や相手との親近感の程度の大きさを表していると
いうことが読み取れる。 
 
                                                   
55 本論での「abe:h／ablah」という表現については、エジプトアラビア語の発音通りに表記
されているが、語源のトルコ語では、「ablah」が「Abla」（竹内和夫 1996, 2000）、そして
「abe:h」が俗語としての「Abi」(James W. Redhouse, Sir, 2000：4) となっている。 
56 本論での敬意度は、プラスレベル（敬語表現の使用の場合）、普通レベルもしくは 0 レベル
（敬語表現の不使用の場合）、そしてマイナスレベル（年下・目下の相手を低くする、もし
くは年下の相手との親近感を表す表現が使用される場合等）の三つのレベルに分けられて
いる。 
 83 
 
「walad・bint＝少年・少女、ibni・binti＝我が息子・娘」という表現については、以
下の 5.5.1.における親子間の呼称表現の項で親から子どもへの表現の一つとして紹介す
るが、兄弟姉妹の間でも使用される表現である。特に、年齢の差が小さく、社会的立場（学
歴や職種とその立場による出世レベル）の差が大きくない場合の使用頻度がより高くなる。
ただし、ほとんどの場合は、近い年齢同士の使用が多く、他人の前などの場面での使用頻
度はそれほど高くないと考えられる。あくまでもこの表現の使用条件と場面については、
話し手と聞き手との関係（親近感の程度など）次第であり、また話し手の性格と改まった
場面への意識も影響していると考えられる。上記以外の使用例としては、兄・姉から弟・
妹への使用が通常である。 
その他の表現には、「ħagg／ħaggah＝巡礼者」という表現があり、様々な使用条件と
使用場面が想定されるものである。年下および同年代の兄弟間で使用される場合もあれば、
年上の相手に対して使用される場合もある。後者は、多くの場合、「敬意度プラスレベル」
の待遇表現として使用されるが、前者の場合は、敬意の意図がない、一般的な呼称表現と
して扱われる。また、年下・同年代の相手への使用は、実際に「巡礼」に行っているか否
かに関係なく、個人名やマイナスレベルの表現を避け、一種の簡易な呼称方法として用い
られるということになる。一方、年上への使用は、実際に巡礼に行ったことがある、もし
くは巡礼の経験がない中高年の相手の場合でも、敬意を表す要素が含まれ、待遇表現とし
て使用される場合が多い。 
次に、人類学の分野で子どもの名前を使って親を呼ぶテクノニミー（Teknonymy）と
称される現象について述べる。この現象はアラブ社会全体において幅広く使用される伝統
的で普遍的な呼称方法の一つである。「abu～・umm～＝（子どもの名）＋のお父さん／
お母さん」というのが基本的な形式であり、アラブ各国において使用上の多様な特徴を持
っている。エジプトでの使用条件は、相手が実際に結婚しており、子どもがいる家庭で、
相手の長男57（娘しかいない場合は長女）の下の名前を用いて、その子どもの名前の前に、
日本語では使用頻度が低いが「子ども名＋のお父さん、子ども名＋のお母さん」の意味を
表す「abu／umm」という表現が相手に呼びかけるときに使用される。このような呼称
方法は、エジプトでは伝統的、庶民的性質を持った方法であるとされていたが、近年では、
日常生活で一般的に広く使用されるようになっている。 
 
エジプト以外の一部のアラブの国では、前述のエジプトでの使用条件を超えた用法があ
り、相手が未婚でも、さらに既婚者でも子どもの有無に関係なく、特に相手が男性の場合
「abu＋子どもの名」という表現が使用される。この用法での特殊な点は、相手が未婚、
もしくは子どもがおらず、子どもの名前が特定されていないにもかかわらず、呼称の際に
その相手の子どもの名前を想定して、「abu＋子どもの名」という呼称表現が使用できる
                                                   
57「abu～・umm～＝子どもの名＋の父親／母親」の使用時の子どもの性別については、特に
エジプト社会の場合、第 1 子が息子ではなく娘でも、第 1 子としての長女の名前が使用さ
れることがあるが、第 1 子が娘で第 2 子が息子の場合は第 2 子で長男としての息子の名前
が使用されるケースの方が多いと思われる。 
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ということである。この特殊な用法は、アラブ文化での子供の名づけ習慣によるもので、
その習慣とは、親に子供ができたら（特にその親が長男・長女の場合）、その子どもに自
分の父・母と同じ名前を付けるという習慣によるものである。これにより話し手は、当表
現が使えるように、相手の父・母の名前を確認するか、事前に知っていた場合には、その
相手の父親の名前を子どもに当て、未婚、もしくは子供がいない相手でも、「abu＋子ど
もの名」という表現が使用できる。 
最後は、「doktor＝医者や博士58など、baʃ muhandis59＝エンジニア、usta:z＝教師や
弁護士」などの学位・役職の名称を使った、相手への敬意を示す目的で使用される表現で
ある。この表現は、年上の相手への表現として使用頻度が非常に高いと考えられるが、同
年齢もしくは年下の相手に対しても、該当職種・学位の相手の場合、「敬意度プラスレベ
ル」の表現として使用される。親族が相手の場合でも、特に他人の前での場面でこれらの
呼称表現が該当する相手に対して使用されることもある。以下にその回答結果を詳しく紹
介するが、このような表現の使用特徴から、エジプト社会でエリートとされる職種・学歴
の相手への適切な呼称表現の選択とその表現が持つ待遇性への意識の高さを読み取るこ
とができる。 
 
 
5.4.1. 年下（弟・妹など）の親族への呼称表現 
次の表 5－9 は、弟・妹や同年齢の親族への呼称表現に関する質問の結果を報告するも
のである。本質問の回答選択肢は合計で 8 つあり、次のようになっている。まず、「個人
名」と「愛称表現」のそれぞれの通常の場合と、他人の前での使用の場合の 4 つの回答
選択肢がある。その他には、「walad／bint＝少年・少女、ibni／binti＝我が息子・娘」、
「ħagg／ħaggah＝巡礼者」、「abu～／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん／お母さ
ん」、そして最後に「doktor＝医者、博士等」、「baʃ muhandis＝エンジニア」の 4 つを
挙げた。 
回答数が最も多かったのは、「個人名」を使用する 2 つの選択肢で、一般の場面と他人
の前での場面の回答で、全体の 3 分の 1 を超えている。具体的には、無条件での「個人
名」が 26%、そして「個人名を他人の前での場面のみ」が 9%を占め、「個人名」全体の
合計を合わせると 35%になる。この回答を選択したのは、40 代以上、そして都市部出身
者の方が他の年齢と出身地の回答者より多かった。本質問は、弟・妹等の年下の親族への
表現に関する質問であり、年下に対しては「個人名」での呼称が待遇表現上の普通レベル
の待遇性であるため、「個人名」の回答が最も多かったと考えられる。また、本回答を選
                                                   
58 本質問での学位名、職名、役職名などを使った呼称表現について、その他にも「警察大学
校」や「士官学校」に在学中の人の例が挙げられる。 
59 エジプトアラビア語での「baʃ muhandis」という表現は、エンジニア等のような仕事をし
ている人、工学部や情報・コンピューター学部などのような工学系の勉強をしている学生
に対しても使用される表現である。「muhandis」とは、エンジニアを意味し、「baʃ」とは、
トルコ語由来の言葉で、「～様」という意味で、「baʃ muhandis」の文字通りの意味は、「エ
ンジニア様」である。  
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択した人の多くが 40 代以上の中高年の世代で、男性の割合が女性の割合をやや上回り、
そして「敬意度マイナスレベル」の他の表現（以下に詳述・分析する）の使用率が低いと
いう中高年以上の年代の傾向を代表する結果となった。 
2 番目に回答数が多かったのは、親近感を表す「あだ名・愛称」などの表現である。こ
の表現について、「無条件で使用する」と答えたのは、2 割近く（17%）を占めたが、「他
人の前での場合」の回答も近い割合となり、15%を占めた。両方の回答を合わせると、全
体の約 3 分の 1（32%）になり、前述した「個人名」の回答割合と近い割合になっている。
回答者の出身地域別の差はそれほど見られなかったが、年齢層、男女別では大きな違いが
あり、女性回答者が男性回答者より倍近く多く、そして 30 代以下の回答者が非常に多か
った。上記に「個人名」を選択した回答者の多くが中高年以上であると述べたが、「あだ
名・愛称」などの表現を選択した回答者の多くは、30 代以下であるということは、それ
ぞれの年齢層の人間関係の違い、そして、各世代が使用する表現とその表現が持つ待遇性
のあり方がはっきりと確認できる。 
 
「個人名」をすべての場面で使用する、そして、「あだ名・愛称」のすべての場面で使
用するという回答に次いで単独で 3 位になった表現は、「doktor＝医者、博士等、baʃ 
muhandis＝エンジニア」などという学位名や職名を使った呼称表現で、全体の 12%を占
めている。上記に説明したように、エジプト社会では、相手が年下でも、前述の学位名・
職名が該当する相手であれば、敬意を表す敬称として使用されている。その背景には、エ
ジプト・アラブ社会における高学歴の「doktor＝ドクター」と呼ばれる医者や博士、そ
して「エンジニア様」と呼ばれるエンジニアなどの学位・職種の人への高い評価があると
考えられる。そのため、これらの敬称が該当者への決まった呼称表現として使用される頻
度が高いことで知られている。また、この回答結果からは、相手が親族、もしくは年下の
人でも、他人の前での場面で使用されることが確認できる。この回答を選択した回答者の
内訳については、男女別の割合が近いが、男性の方がわずかに多く、特にその内 40 代以
上、そして農村部出身の回答者が他の回答者より多かった。この点について、都市部より
農村部の回答者が多いことは非常に特徴的であり、農村部での教育率（特に、高等教育へ
の進学率）、そして高等教育、いわゆるエリート職種60への農村部と都市部の評価の程度
の違いを表している。そのため、都市部よりも特に農村部において、高等教育まで進学し
た医者やエンジニアなどの相手（年下の相手でも）への敬意が重要視され、その表れとし
て学位名・職名などを使った呼称表現が待遇表現として意識的に使用されることは少なく
ないと考える。 
次に、近い割合で並んだのは、「abu～／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん／お母
さん」（9%）と、「ħagg／ħaggah＝巡礼者」（8%）という表現である。これらの表現は、
やや類似した特徴を持っており、40 代以上の男性が他の年代の回答者より多く、そして
                                                   
60 ここのエジプト社会での「エリート職種」とは、高学歴の博士、大学教員、医者、エンジ
ニアおよび外交官、裁判官、士官、警察官などのような職種で、これらの学位名・職名を
表した言葉が該当する相手に呼称表現として使用されることが多い。 
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農村部出身の回答者が明らかに多いという結果になっている。この特徴からは、都市部よ
り農村部での使用頻度の高さは、これらの表現の庶民的性質を表していると言える。なぜ
なら、農村部における人間関係は、都市部ほど複雑なものではなく、ビジネスなどが関連
することもないと考えられ、このような庶民的性質の表現が使用されやすい。最後に最も
少なかった回答は、年上から年下の親族の相手への、上下関係を表す「敬意度マイナスレ
ベル」の「walad／bint＝少年・少女」や、親近感を表す「ibni／binti＝我が息子・娘」
という表現で、4%を占めた。この回答を選択したのは、男性で 30 代以下の回答者が他
の回答者より多かった。 
 
このように、年代、性別、そして出身地域などによって呼称表現の使用状況とその待遇
性が変化していることを回答結果から確認できた。これらの呼称表現は、社会、そして各
地域の文化と習慣における男女・性別の違いに沿って適切に使用され、適切な敬意度の選
択が社会の中で自然に決まり、円滑なコミュニケーションに役立っていると言える。 
 
表 5－9：＜年下（弟・妹など）の親族に対する呼称表現の質問への回答結果＞ 
 
年齢層・男女・出身
地域別 
呼称表現 
30 代以下 40 代以上 合計 
 
(%) 
地域別小計 合計 
 
(%) 
M F M F 農村
部 
都市
部 
「個人名」 55 
(26) 
40 
24) 
12 
(32) 
11 
(30) 
118 
(26) 
41 
(22) 
77 
(30) 
118 
(26) 
「個人名」（他人の前での
場合のみ） 
20 
(9) 
13 
(8) 
2 
(5) 
4 
(11) 
39 
(9) 
19 
(10) 
20 
(8) 
39 
(9) 
「あだ名・愛称」など 36 
(17) 
34 
(21) 
3 
(8) 
5 
(14) 
78 
(17) 
30 
(16) 
48 
(18) 
78 
(17) 
「あだ名・愛称」（親族や
知り合いの前での場合の
み） 
28 
(13) 
33 
(20) 
3 
(8) 
5 
(14) 
69 
(15) 
26 
(14) 
43 
(17) 
69 
(15) 
walad／bint＝少年・少女、
ibni／binti＝我が息子・娘 
11 
(5) 
4 
(2) 
0 
(0) 
1 
(3) 
16 
(4) 
4 
(2) 
12 
(5) 
16 
(4) 
「ħagg／ħaggah＝巡礼
者」 
20 
(9) 
7 
(4) 
5 
(14) 
2 
(5) 
34 
(8) 
20 
(11) 
14 
(5) 
34 
(8) 
abu～／umm～＝（子ども
の名）＋のお父さん／お母
さん 
17 
(8) 
15 
(9) 
6 
(16) 
4 
(11) 
42 
(9) 
24 
(13) 
18 
(7) 
42 
(9) 
「doktor＝医者、博士等、
baʃ muhandis＝エンジニ
ア」 
25 
(12) 
18 
(11) 
6 
(16) 
5 
(14) 
54 
(12) 
26 
(14) 
28 
(11) 
54 
(12) 
合計 
(%) 
212 
(47) 
164 
(37) 
37 
(8) 
37 
(8) 
450 
(100) 
190 
(42) 
260 
(58) 
450 
(100) 
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5.4.2. 医学部・工学部等に在学中の弟・妹等の年下の親族への呼称表現 
次の表5－10では、表 5－9でも言及した、「doktor＝医者や博士など）」、「baʃ muhandis
＝エンジニア」などの学位名・職名の呼称表現の使用に関する質問への回答結果を報告す
る。当表現はエジプト社会において様々な使用条件で使用され、年齢の差に関係なく、親
族の相手でも、広く使用される呼称表現である。そのため、本質問では実際に医者やエン
ジニアなどの仕事をしている人に対しての使用よりも、エジプトで「トップ学部」で知ら
れる医学部や工学部のような学部に在学中の年下の親族の相手への「doktor＝医者や博
士など）」、「baʃ muhandis＝エンジニア」などの表現の使用状況を調べることを目的とし
ている。 
本質問での選択可能な回答選択肢は 3 つあり、「いつも使用する」、「時々使用する（他
人の前での場合等）」、そして「使用しない」である。本質問への回答形式は、単回答であ
るため、回答数は回答者数と同数となっている。 
最も多かった回答は、「時々使用する（他人の前での場合等）」で、全体の半分以上（52%）
を占めた。この回答結果からは、将来医者やエンジニアなどになる予定の弟・妹および近
い年齢の親族相手が話し手から見て目下・年下であるにもかかわらず、他人の前での場面
では、半分以上の人が敬意を表す敬称としての当表現を使用する必要があると考えている
ことが分かる。このことから、医学部・工学部などの特定の、エジプトでトップともされ
ている学部に在学中の弟・妹および近い年齢の親戚の人を相手にした場合、待遇表現とし
ての将来の学位名・職名での呼称が多いことが分かる。 
 
また、無条件で「いつも使用する」と答えた人の割合が 2 割近く（17%）を占めてお
り、この割合を足すと、条件付きと無条件の「使用する」の回答グループの割合が全体の
7 割近くになる。これらの回答を選択した回答者の内訳としての大まかな特徴としては、
女性より男性の方がやや多く、そして農村部出身者の割合が多かったことが挙げられる。
その理由として考えられるのは、社会進出機会がやや少ない女性よりも、男性同士が職場
等で他人の前で待遇表現を使用する場面が多いため、社会における学歴や職種が持つ地位
などの様々な要素を基にした上下関係のルールの重要性のためであると考えられる。地域
別の割合の差については、前述の「他の質問」への回答結果とその分析からも見てきたよ
うに、農村部地域においては、他の都市部地域などより、高学歴が伴っているエリート職
種と高学歴への評価が高く、そしてそれによる待遇表現の使用頻度が多いことがエジプト
社会の大きな特徴の一つであることと関連していると考えられる。 
一方、「使用しない」と答えたのは残りの約 3 割の回答者で、相手が親族の年下の相手
であるため、たとえ他人の前での場面であっても、敬称を使用する必要がないと考えてい
るということを表す回答である。「使用しない」と答えた人の内訳については、「使用する」
と答えた人とは正反対の結果で、男性より女性の方が多く、都市部出身者の方が多いこと
が明らかになった。この結果は、エジプトにおける都市社会と農村社会の特徴とその違い
をはっきりと表した回答結果であると言える。 
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表 5－10：＜医学部や工学部に在籍中の年下（弟・妹）などの親族に対する呼称表現の 
質問への回答結果＞ 
 
 
5.4.3. 年上の（兄・姉などの）親族への呼称・言及の表現 
表 5－11 では、兄・姉および近い年齢以上の親戚の相手への呼称表現とその使用状況
についての質問への回答結果を報告する。この質問での回答選択肢には、表 5－10 にお
ける年下の親族の相手への質問と共通する回答もあるが、ここでは、年上にしか使用され
ない表現や、年上との年齢の差によって決まる表現もあるため、その表現の回答も追加さ
れている。その例としては、兄・姉などの親族への敬意を表す「abe:h＝お兄さん／ablah
＝お姉さん」という表現が挙げられる。この表現は、エジプトがオスマントルコ時代の支
配下でトルコ語から借用された表現の一つで、エジプトアラビア語で一部の人に使用され
る表現である。この表現については、以下の 5.4.4.の表 5－12 と共に詳しく述べるが、本
質問への回答での使用結果を以下に示し分析する。他の回答の例には、年上の親族の相手
との年齢の差が大きい場合に使用される「ʕammi／xa:li＝（私の）おじさん、ʕammiti
／xalti＝（私の）おばさん、ankel／tˤantˤ」などの表現がある。 
回答数が最も多かったのは、年齢の差が大きい親族の相手に対して使用される「ʕammi
／xa:li＝（私の）おじさん、ʕammiti／xalti＝（私の）おばさん、ankel／tˤantˤ」等（年
齢の差が大きい場合）などの表現で 25%を占めた。この表現を選択した回答者を地域別
で見ると、都市部出身者の方が多いことが確認できる。以下に他の表現の回答結果を提示
するが、現代エジプト社会の地域の違い、そして年齢の差などによって、年上の相手への
表現が決まることが見て取れる。例えば、農村部地域では「ħagg／ħaggah＝巡礼者」、
「abu～／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん／お母さん」、そして「ʕammi／xa:li
年齢層・男女・出
身地域
別 
回答 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) M F M F 農村部 都市部 
いつも使用する 
 
21 
(22) 
9 
(9) 
4 
(19) 
6 
(25) 
40 
(17) 
15 
(16) 
25 
(18) 
40 
(17) 
時々使用する（他人の前
での場面等） 
58 
(61) 
41 
(43) 
13 
(62) 
11 
(46) 
123 
(52) 
61 
(66) 
62 
(43) 
123 
(52) 
使用しない 
 
16 
(17) 
45 
(48) 
4 
(19) 
7 
(29) 
72 
(31) 
16 
(17) 
56 
(39) 
72 
(31) 
合計 
(%) 
95 
(40) 
95 
(40) 
21 
(9) 
24 
(11) 
235 
(100) 
92 
(39) 
143 
(61) 
235 
(100) 
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＝（私の）おじさん、ʕammiti／xalti＝（私の）おばさん」などの表現の使用率が多いの
に対し、都市部では、「ankel／tˤantˤ」や「abe:h＝お兄さん／ablah＝お姉さん」などの
表現の使用率が高い。前者は、伝統的、庶民的な性質を持った表現であり、その使用者の
多くが農村部出身者である。一方、後者は、エジプト社会としては、近代的な表現として
外来語が多く、これらの表現の使用者の多くは都市部出身である。このように、地域の伝
統文化や習慣などにより使用される表現の種類が異なることが分かる。 
 
次に多かったのは、相手の「個人名」を使った呼称表現で、無条件での使用が 19%、
そして（他人の前での場合のみ）といった条件での使用が 4%で、両方を合わせると全体
の約 4 分の 1（23%）を占めることになる。この結果では、相手が兄・姉および同年齢以
上の親戚であるにもかかわらず、年齢の差への配慮や敬称の使用がなく、「個人名」での
呼称の事実を示している。3 番目に多かった呼称表現は、14%を占めた「doktor＝医者や
博士など」、「baʃ muhandis＝エンジニア」等の学位名・職名を使った表現である。 
 
その他の回答については、庶民的性質を持つ、「ħagg／ħaggah＝巡礼者」と「abu～
／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん／お母さん」の表現が同様の割合になっており、
それぞれ 11%ずつであった。特にこの表現については、農村部出身の男性によって多く
使用されていることが、これまでの回答結果と同様の特徴である。 
次に多かった回答は、「あだ名・愛称」など（親族や知り合いの人の前のみ）で 1 割近
く（8%）を占めた。同様の割合を占めた回答は、兄・姉などの親戚への敬意を表す「abe:h
＝お兄さん／ablah＝お姉さん」である。最も少なかった回答は、「walad・bint＝少年・
少女、ibni・binti＝我が息子・娘」（年齢の差が小さい年上の相手の場合）で、わずか 2%
であった。さらに、この表現を選択したのは、30 代以下の回答者だけになっており、年
上の相手に使用されるべきではない表現として最も低い回答数になっていると考えられ
る。 
 
上記の回答結果を見ると、エジプト社会においては上下関係を基にした呼称表現への意
識が高く、特に年上の相手への適切な敬意度の待遇表現が使用されていることを表してい
ると言える。具体的に見ると、回答者の約 4 分の 3 の人は、年上の相手に呼びかける際
に、その相手との年齢の差に適した呼称表現を使用しており、その呼称表現が持つ待遇性
への意識の高さもうかがえる。しかし、相手が年上であるにもかかわらず、「個人名」な
どの「敬意度 0 レベル」の呼称方法を使用すると答えた人が、回答結果の 4 分の 1 の割
合を占めており、この点が日本語とアラビア語の違いの一つであると考える。また、エジ
プトアラビア語において「ソト」の他人の前での場面で、医者や博士、エンジニア、裁判
官、そして警察官などの「ウチ」としての親族の相手に対して、敬称としての学位・役職・
階級の名称が使用されるという点がエジプトアラビア語と日本語との相違点の一つであ
ると考える。 
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表 5－11：＜年上（兄姉など）の親族への呼称表現に関する質問の回答結果＞ 
 
 
5.4.4. 兄・姉等の年上の親族への「abe:h／ablah」の使用状況 
表 5－12 は兄弟姉妹間の呼称表現の最後の質問についてであり、以下にその回答結果
を報告し、その分析を行う。本質問では、特にエジプトで一部の人によって使用される
「abe:h／ablah」という表現について調査した。この表現は日本語の「お兄さん、お姉
さん」に当たる表現で、5.4.3.で述べた通り、その言葉の語源はアラビア語ではなく、ト
ルコ語である。この表現は現在それほど使用されていないと思われるが、特にエジプトで
は、特定の条件の基で使用されるケースがあり、本調査結果でもその使用状況について確
認することができた。 
  年齢層・男女・出身 
地域別 
呼称表現 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) 
M F M F 農村
部 
都市
部 
「個人名」 44 
(21) 
32 
(17) 
5 
(10) 
10 
(25) 
91 
(19) 
33 
(17) 
58 
(20) 
91 
(19) 
「個人名」（他人の前での
場合のみ） 
7 
(3) 
11 
(6) 
3 
(6) 
0 
(0) 
21 
(4) 
5 
(3) 
16 
(5) 
21 
(4) 
「あだ名・愛称表現」（親
族や知り合いの人の前の
み） 
10 
(5) 
22 
(12) 
3 
(6) 
3 
(8) 
38 
(8) 
14 
(7) 
24 
(8) 
38 
(8) 
abe:h＝お兄さん／ablah
＝お姉さん」 
9 
(4) 
19 
(10) 
3 
(6) 
6 
(15) 
37 
(8) 
15 
(8) 
22 
(8) 
37 
(8) 
「walad・bint＝少年・少
女、 ibni・binti＝我が息
子・娘」（年齢の差が小さ
い場合など） 
6 
(3) 
3 
(2) 
0 
(0) 
0 
(0) 
9 
(2) 
3 
(2) 
6 
(2) 
9 
(2) 
「ʕammi／xa:li＝（私の）
おじ、ʕammiti／xalti＝（私
の）おばさん、ankel／
tˤantˤ」等（年齢の差が大
きい場合） 
45 
(21) 
55 
(30) 
13 
(27) 
7 
(18) 
120 
(25) 
41 
(21) 
79 
(27) 
120 
(25) 
「ħagg／ħaggah＝巡礼
者」 
31 
(15) 
8 
(4) 
9 
(18) 
4 
(10) 
52 
(11) 
28 
(15) 
24 
(8) 
52 
(11) 
「abu～／umm～＝（子ど
もの名）＋のお父さん／お
母さん」 
31 
(15) 
11 
(6) 
6 
(12) 
3 
(8) 
51 
(11) 
32 
(17) 
19 
(6) 
51 
(11) 
doktor＝医者など、baʃ 
muhandis＝エンジニア」 
29 
(14) 
23 
(13) 
7 
(14) 
7 
(18) 
66 
(14) 
21 
(11) 
45 
(15) 
66 
(14) 
合計 
(%) 
212 
(40) 
184 
(38) 
49 
(10) 
40 
(8) 
485 
(100) 
192 
(40) 
293 
(60) 
485 
(100) 
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まずは、本質問での回答選択肢は、「abe:h／ablah」を「いつも使用する」、「特定条件
（年齢の差）で使用する」、「時々使用する（他人の前での場合のみ）」、「使用しない」と
いう 4 つの回答になっている。 
最も回答数が多かったのは、「使用しない」で 6 割を占めた。回答者の内訳については、
男性が著しく多く、若年層の 30 代以下の人が大半を占めている。このように、当表現は、
現在はそれほど多くの人には使用されておらず、特に男性の多くは使用しないということ
が分かる。しかし、以下でも説明するが、特に年齢の差が大きく、話し手と聞き手の年齢
の差や周りの環境などにより、実用的な呼称表現として使い続けている人もいる。当表現
の使用上の特徴としては、特に女性の方が多く、そして中高年の世代での使用頻度が高い
ということが挙げられる。その一方、若年層による使用率は低く、これは若者の間では当
表現が古い表現であると思われているためであると考えられる。そのため、この表現の使
用率は、時代と世代を下がるほど低くなってきていると考えられる。 
 
「ablah＝お姉さん」という表現には、「abe:h＝お兄さん」と違って「お姉さん」以外
の意味と用法で使用されることがある。エジプトアラビア語では、「abe:h」が「お兄さ
ん」以外に使用できないのに対し、「ablah」は、「お姉さん」という意味以外にも「学校
などの女性教師」という意味も持っており、現在に至っても、この意味での用法は非常に
一般的で、高校までの一般の（特に国公立の）学校では、女性教師に対して広く使用され
ている。 
 
その他の回答結果については、「使用する」という肯定的な回答グループで 2 番目に多
かった「特定条件で使用する」（年齢の差が大きい場合）で、21%を占めた。その次に多
かった回答は、「時々使用する（他人の前での場面等）」で、11%を占めた。最後に最も少
なかった回答は、8%を占めた「いつも使用する」であった。これらの回答は、女性回答
者が男性回答者の数を上回っており、中高年の回答者の数がやや多く、前述した当表現の
使用上の特徴を裏付ける結果となった。 
 
このように、「abe:h／ablah」は広く使用されていないものの、話し手と聞き手の関係
と年齢の差や周りの環境と問う表現の使用習慣の有無などの使用条件により、この表現の
使用状況が変わる。本調査結果で日本語の「お兄さん、お姉さん」に当たる「abe:h／ablah」
という表現を使用しないと答えた人の方が多く、割合としては全体の 6 割であるという
ことが明らかになった。しかし、この表現はエジプトアラビア語独特の使用条件で敬語的
表現として現在も一定の層に使用されていることも確認できた。 
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表 5－12：＜兄・姉への「abe:h＝お兄さん、ablah＝お姉さん」という表現の使用に関 
する質問への回答結果＞ 
 
 
5.5. 親子間の呼称・言及の表現の使用状況 
ここでは、エジプトアラビア語における親子間の親族呼称表現の具体例について報告す
る。使用頻度が高い表現を集中的に示し、その使用状況と社会・文化的背景についても考
察する。 
エジプトアラビア語における呼称表現は、話し手、聞き手、第三者の参加者といった人
間関係、地域とその伝統文化、そして場面の条件などの要素によって選択される。また、
これらの要素に関する詳細な条件と背景によって、使用される表現とその敬意度が異なる
と考えられる。人間関係については、会話参加者の性別、年齢、社会的地位、親疎関係、
そして学歴などの条件が挙げられる。これらの条件によって、適切な表現と敬意度のレベ
ルが決まり、会話参加者同士による適切な表現の選定とその敬意度の調整が必要になって
くると考えられる。以下に、親子間の呼称・言及の表現の詳細な使用状況およびその待遇
性などについて述べるが、その前に、エジプトアラビア語における親族呼称表現の例とそ
の使用上の特徴と背景について詳述する。 
まずは、子どもから親への呼称表現について述べる。子どもから親への表現には、一般
的な親族語である「お父さん、お母さん」を表す多様な表現（地域方言の「a:ba／amma」、
「Abi／ ummi」、「waldi／waldeti」）などが直接の呼称表現として使用される。エジプ
トアラビア語では、日本語などの言語と共通する表現もあれば、エジプトアラビア語独特
の表現もある。両親を指す一般的な言葉の他に、地域の方言や表現の使用者の年代や場面
などによってその表現が異なってくる。 
   年齢層・男女・出身
地域別 
回答 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) M F M F 農村
部 
都市
部 
いつも使用する 4 
(4) 
8 
(8) 
2 
(10) 
5 
(21) 
19 
(8) 
10 
(11) 
9 
(6) 
19 
(8) 
特定条件で使用する（年齢
の差が大きい場合） 
10 
(10) 
30 
(32) 
5 
(24) 
4 
(17) 
49 
(21) 
16 
(17) 
33 
(22) 
49 
(21) 
時々使用する（他人の前で
の場面等） 
11 
(11) 
10 
(11) 
2 
(10) 
4 
(17) 
27 
(11) 
14 
(15) 
13 
(9) 
27 
(11) 
使用しない 
 
75 
(75) 
47 
(49) 
12 
(57) 
11 
(45) 
145 
(60) 
52 
(57) 
93 
(63) 
145 
(60) 
合計 
(%) 
100 
(42) 
95 
(39) 
21 
(9) 
24 
(10) 
240 
(100) 
92 
(38) 
148 
(62) 
240 
(100) 
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エジプトでの両親を指す直接の親族語の例としては、外来語である「ba:ba＝パパ／
ma:ma＝ママ」という表現が都市部の大部分、そして農村部の一部の人によって使用さ
れる。この表現は、エジプトのみならず、世界共通の表現として広く使用されているが、
その使用条件が異なると考えられる。日本語との使用上の違いとしては、日本語での「パ
パ・ママ」の使用は、主に子どもに限られ、具体的な使用年齢の制限はないが、その使用
者は小学生以下である場合が多い。一方、エジプトなどのアラブ諸国でこの表現を使用す
る習慣がある家庭の場合、子どもの時から大人になるまでずっと使い続ける場合が多い。
もちろん、周りの環境や地域の変化などにより、「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」が他の
表現の使用へと変わることがあるが、中高年でも、両親に対して同表現を使用することが
エジプト社会において一般的である。 
 
また、方言としてエジプトなどで使用される「a:ba／amma＝お父さん／お母さん」と
いう表現があり、主に農村部の大部分で広く使用される表現であるが、場合によっては農
村部という地域性を超え、「父・母」を表す伝統的な表現として使用されることもある。
それぞれの地域では、家庭の様々な状況と、話し手（子どもの場合）の年齢などによって
使用される表現が異なり、都市部でも農村部でも両方の表現が使用されることが確認され
ている。 
 
エジプトアラビア語には、直接の親族語以外の伝統的な表現が複数存在し、地域の違い
を超えて広く使用されている。例えば、「ħagg＝（メッカに）巡礼に行ったことがある者
（男性）、ħaggah＝（メッカに）巡礼に行ったことがある者（女性）」という表現がある。
この表現は、元来、実際にメッカに巡礼に行ったことがある人に対して主に使用される表
現であるが、現在は用法の変化が大きく、実際に巡礼に行ったことがなくても、自分より
年上の中高年世代相手に対して使用される場合もある。特に、伝統的な民族衣装である
「Gallabiyyah＝ガラベーヤ」などの服装をしている人（初対面の相手も含む）などに対
して、敬意を示すために使用されることが多い。また、巡礼とは無関係に両親に対して使
用する人もいれば、年下の相手（若年層の相手でも）に対しても使用する人がいるのは、
現在のエジプト社会の状況である。 
 
同表現の特殊な用法として、「ħagg＝巡礼者」の前に、「ʕamm＝おじ」という言葉を
加え、「ʕamm elħagg＝巡礼者のおじさん」という呼称表現として使用されることもある。
特に自分の父親に対して使用する若者がおり、この表現が子どもから親に対して使用され
るのは不適切であるとして教育者や宗教師などによる批判の対象となることもある。 
宗教や教育の面から、特に両親、そして目上・年上の人への敬意を込めた丁寧な表現の
使用を訴える人もおり、エジプト社会における呼称時の敬語的表現の使用に関心を持って
いる人は少なくない。特に若者を対象に、宗教施設やメディアなどを通して宗教と社会の
伝統文化に沿った丁寧な表現の使用が呼びかけられている。 
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「ħagg／ħaggah＝巡礼者」が使用される相手の年齢の条件に関して、相手が年上であ
るのが本来の条件であるにもかかわらず、近年では、年下や同僚・同級生等に対しても使
用されることが増えている。この表現は、敬意が必ずしも伴うとは限らない場合もあり、
特に若者の間では多様な相手に使える幅広い表現として扱われるようになってきている
と考えられる。同表現の使用時の話し手の意図は様々であると考えられるが、多様な年齢
層の相手に対して使用される呼称表現になっていることは事実である。その有力な理由に
ついては、次のように分析できる。エジプト社会では、話し手から見て相手が年上である
のはもちろん、年下や同年齢の場合でも、呼び捨て、あるいは不自然で過度な敬称、そし
て親しい相手でも個人名などの使用を避けたいと考える人がいる。その場合には、待遇性
において近年ややあいまいになってきている「ħagg／ħaggah＝巡礼者」が使用しやすい
のではないかと考える人がいるということが挙げられる。このように、「ħagg／ħaggah
＝巡礼者」などの呼称表現の使用状況と変化を見ると、エジプトアラビア語における待遇
性とその重要性への意識が確認でき、様々な社会的・文化的要素が表現の使用状況に影響
を与えたり、それによって新しい用法ができたりするということがうかがえる。 
 
次に、親による子どもへの表現について述べる。親から子どもへの表現については、エ
ジプトアラビア語のみならず、普遍的な現象として共通すると考えられる表現を決定する
条件は、話し手の母文化（方言や地域性）、子どもの年齢、そして場面（家庭内外別）と
いった要素である。これらの条件により、使用される表現が異なると考えられるため、本
アンケートにおける親から子どもへの表現に関する質問では、これらの条件を含めた質問
と回答選択肢が取り入れられている。 
 
エジプト社会では、親から子どもへの呼称表現が年齢ごとに異なるということについて
述べたが、アンケートでは、小学校に上がるまでの 6 歳以下の子どもへの表現、それ以
上の年齢から大人になる前までの表現、そして大人になってからの子どもへの表現という
三つのケースでの呼称表現に分けて質問している。もちろん、これらの質問での回答選択
肢の呼称表現は、それぞれのケースによって異なる場合もあるが、その中でも複数のケー
スに共通して使用される場合もある。この結果については、以下の 5.5.1.から 5.5.6.で各
質問への回答結果とその分析で詳しく述べるが、ここでは、どのような種類の表現がある
かについて具体例を提示すると共に、本調査の結果も参考にしながら報告する。 
 
まずは、6 歳以下の子どもへの表現には、多くの場合「個人名」の他に、「あだ名・愛
称」の表現などが基本的に家庭内で使用されるが、他人の前でも使用されることがある。
また、「walad・bint＝少年・少女、ibni・binti＝我が息子・娘」という表現もあり、親の
出身地域や子どもの年齢、そして使用場面等によってその使用状況が変わってくる。この
前者の表現である「walad・bint＝少年・少女」は、親が子どもを叱ったり、厳しく指導
したりするときに使用される表現であるが、話の内容や親の態度などにより、親近感を表
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すこともある。他人の前での使用の場合は、改まった場面を意識した呼びかけ語として使
用されるが、他人の前における大人になった子どもへの使用頻度は低いと思われる。一方
では、後半の「ibni・binti＝我が息子・娘」は、親から子どもへの親しみを表した表現と
して、（特に幼い子どもに対して）使用されることが多いが、大人もしくは大人に近い年
齢の子どもに対して使用されることも少なくない。 
 
最後は、エジプト社会で使用される、「doktor＝医者、博士等／baʃ muhandis＝エン
ジニア」などの学位名・職名を使った呼称表現である。この表現が使用される対象の相手
について、日本語から見て特殊とも言える性質がある。まず、この表現は、職場等で該当
職種に就いている一般の相手に対して使用される場合は何ら不思議なことはない。しかし、
特殊な点は、少数派ではあるが一部の親が自分の子どもに対して当該表現を呼称語として
使用することである。しかし、本アンケート調査の結果では、学位名・職名などを使った
表現を子どもに対して使用すると答えた人はいたものの、他の回答から見て少数派で、子
どもや年下の相手に対して広く使用される一般的な表現とは言えない。 
 
この表現は、現代エジプト社会の様々な場面で一般の該当者に対して使用される表現で
あり、調査を実施するに値するエジプト社会の特徴的呼称表現の一つであると言える。こ
の表現が使用される背景には、エジプト社会の特徴と影響があると考えられる。エジプト
社会は、学歴が重要視される社会で、エリートとされる学部・職種（医学部「医者」・工
学部「エンジニア」など）などがあり、子どもが将来就きたい職種として挙げられること
が多い。多くの親も自分の子どもにそのようなエリート職種に就くことを願っている人が
多いと考えられる。そのため、親が将来自分の子どもに望む職名などでの呼称も頻繁に行
われ、未成年の子どもや未就学の子どもに対してまで使用されることがあるという状態で
ある。例えば、親、もしくは他の親戚は、将来子どもに望まれる職種の職名で呼びかける
ことがあり、子どもへの奨励の目的もあると考えられる。子ども自身は、「将来、何にな
りたい」と聞かれたときに、自分が希望する職種を決め、その職業に就きたいと自ら周囲
の人（特に親族）に伝えることもあり、それへの対応として、子どもへの期待・奨励のつ
もりで当該表現が使用されると考えられる。 
 
上記とは異なり親が、成人している、もしくは大学に在学中の子どもに対して当表現を
使用する場合、その子どもが既に該当職種に就いているか、将来的に該当職種・学位を取
得することが見込まれる子どもに対しても使用される場合がある。実際に該当職種に就い
ている成人した子どもに対して使う場合は、我が息子・娘を誇りに思う気持ちの表れであ
ると考えられる。 
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以下の 5.5.1.から 5.5.6.では、エジプトアラビア語おける親子間の親族呼称表現につい
てのアンケート調査結果の分析を行う。親子間の呼称・言及の表現に関する質問は、親か
ら子どもへの表現に関する質問が 1 問、そして子どもから親への表現の質問が 5 問あり、
それぞれの質問で家庭内外の場面での表現とその使用状況について調べた。上記の調査方
法でも述べたが、すべての質問が多項選択式で、その多くが複数回答の質問であるが、単
回答の質問もある（本章の 5.1.3.参照）。複数回答の質問が多いために、一人の回答者が
複数の回答を選択することも可能となり、回答数が回答者数を大きく上回る場合が多い。
そのため、以下の回答結果の表で提示されている数字は、回答者数ではなく、回答総数か
らの各回答の数とその割合を表している。 
 
 
5.5.1. 親から子どもへの呼称表現 
表 5－13 では、親が子どもに呼びかける時の表現について質問への回答結果を提示し
ている。本質問の回答選択肢は複数あり、次のようになっている。まず、「個人名」を使
った一般的な呼称方法である。個人名の使用は、一般場面（他人の有無を問わず）での使
用の場合と、限られた場面（他人の前など）での使用の場合という 2 種類に分けられて
いる。また、あだ名などの「愛称表現」を使った呼称方法も使用場面別で分けられており、
幼い子どもへの使用の場合と、親戚の前での使用の場合という 2 種類の回答になってい
る。 
 
次の表現は、「walad・bint＝少年・少女、ibni・binti＝我が息子・娘」で、幼い子ども
への使用の場合と、親戚の前での使用の場合の 2 種類に分けてある。最後は、「学位名・
職名」などを使った呼称方法で、特に親から自分の幼い子どもに対してはそれほど多く使
用されない表現ではあるが、一部の人によって使用されていることが確認できた。 
回答結果で最も多かった回答は、「愛称表現」（特に幼い子どもの場合）で、約 4 割を
占めた。同表現の親戚の前での使用という回答結果は約 1 割（13%）で、両回答を合わ
せると、回答数の半分を超えることになる。この表現を選択した回答者は、男性より女性
の方がやや多いが、若年層と中高年層の差はそれほどなく、地域別の差もそれほど見られ
なかった。このように、特に幼い子どもに対して最も多く使用されるのが「愛称表現」で
あり、回答者の地域・年齢層において違いは見られなかったものの、男性より女性が使用
する傾向があることが分かった。 
 
次に多かった回答は、「個人名」での呼びかけで、約 3 割を占めており、同表現を条件
付き（他人の前のみ）の回答は、7%を占め、両回答を合わせると、4 割近くになる。次
に多かった回答は、「walad・bint＝少年・少女や ibni・binti＝我が息子・娘（幼い子ど
もへの使用の場合のみ）」で 9%を占めた。そして同表現を親戚の前だけで使用すると答
えた人が 3%で、両回答の結果を合わせると役 1 割になる。 
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最も回答数が少なかったのは、「doktor＝医者、博士等／baʃ muhandis＝エンジニア」
などの学位名・職称を使った表現で、全体の回答数の 3%であり、少数派の回答となった。
この表現については、上述の通り、子どもが社会人で実際に就いている職名で呼びかける
場合もあれば、未成年者への呼びかけの場合もある。 
 
表 5－13：＜親から子どもに対する呼称表現についての質問への回答結果＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢層・男女・出身
地域別 
呼称表現 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) M F M F 農村
部 
都市
部 
「個人名」 37 
(29) 
15 
(17) 
15 
(47) 
9 
(27) 
76 
(27) 
32 
(29) 
44 
(26) 
76 
(27) 
「個人名」（他人の前のみ） 10 
(8) 
5 
(6) 
0 
(0) 
4 
(12) 
19 
(7) 
9 
(8) 
10 
(6) 
19 
(7) 
「あだ名・愛称」など（幼い
子どもの場合） 
45 
(35) 
44 
(51) 
8 
(25) 
11 
(33) 
108 
(39) 
40 
(37) 
68 
(40) 
108 
(39) 
「あだ名・愛称」など（親戚
の前でのみ） 
16 
(13) 
12 
(14) 
3 
(9) 
5 
(15) 
36 
(13) 
13 
(12) 
23 
(14) 
36 
(13) 
「walad・bint＝少年・少女、
ibni・binti＝我が息子・娘」 
15 
(12) 
5 
(6) 
2 
(6) 
2 
(6) 
24 
(9) 
7 
(6) 
17 
(10) 
24 
(9) 
「walad・bint＝少年・少女、
ibni・binti＝我が息子・娘」
（親戚の前での場合のみ） 
3 
(2) 
4 
(5) 
2 
(6) 
0 
(0) 
9 
(3) 
6 
(6) 
3 
(2) 
9 
(3) 
「doktor＝医者、博士等、
baʃ muhandis＝エンジニ
ア」など 
2 
(2) 
1 
(1) 
2 
(6) 
2 
(6) 
7 
(3) 
2 
(2) 
5 
(3) 
7 
(3) 
合計 
(%) 
128 
(46) 
86 
(31) 
32 
(11) 
33 
(12) 
279 
(100) 
109 
(39) 
170 
(61) 
279 
(100) 
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5.5.2. 子どもから親への呼称表現 
表 5－14 は、子どもから親への呼称・言及の表現についての回答結果について示した
ものである。選択可能な回答は、「父親・母親」の意味を表す一般的な表現の「Abi／ ummi
＝（私の）お父さん／お母さん」と「waldi／waldeti＝私の父親／母親」、「a:ba＝お父さ
ん／amma＝お母さん」などの各地域方言での親族語が挙げられる。その他には、外来語
の表現の「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」、そして「ħagg／ħaggah＝巡礼者」、「abu～
／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん／お母さん」という伝統的で庶民的性質を持っ
た表現がある。 
最も回答数が多かった表現は、「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」という外来語で、全体
の半分近く（46%）を占めた。この表現の回答者の内訳としては、都市部出身の回答者が
より多く、女性回答者が非常に多いことが分かった。この表現を選択した回答者の半分以
上は、30 代以下の女性となっており、男性や他の年代の女性の数を大きく上回っている。
また、年代については、若年層の回答者が中高年層の回答者より多かった。エジプトは日
本と異なり、「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」を使用する人の多くは、特に直接の呼称表
現の場合、大人や中高年以上の年代の人でも年齢と関係なく、同表現をそのまま使用し続
ける人が多い。また、同表現の言及表現としての使用について、以下の表 5－15 と表 5
－16 の通り、最も多く選択された回答は、「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」であることも
確認された。この結果は、特に日本語での両親への呼称・言及の表現とは大きく異なる結
果であると言える。 
次に多かった回答は、「父親・母親」の意味を表す「a:ba／amma」などの地域方言で
の親族語で、全体の 2 割を占めている。この表現を選択した回答者の内訳は、外来語の
表現とは正反対の結果で、都市部より農村部出身、そして女性より男性の回答者が多かっ
た。このように、地域、性別そして年代の違いによって使用される表現が異なるというこ
とが多くの質問への回答結果で確認されている。 
 
3 番目に多かった回答は、「ħagg／ħaggah＝巡礼者」という表現で、2 割近く（17%）
を占めた。この表現の回答者の多くは、農村部出身で男性であることが確認できた。その
次に多かった回答は、「abi／ ummi＝（私の）お父さん／お母さん」という一般的な書
き言葉に近い表現で、全体の 1 割を占めた。最後の回答は、わずか 2%しか占めなかった
表現で、「abu～／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん／お母さん」というエジプトを
含むアラブ全体の伝統的な呼称表現である。アンケート結果からは、この表現の使用率は
低い結果になったが、近年エジプト社会において若者による両親に対しての呼称・言及の
表現としての使用例が見られるようになってきている。当表現の通常の使用場面は、相手
との年齢の差がそれほど大きくない場合が多く、年下から年上への使用がほとんどである
が、年上から年下の相手への使用も時々見られる。しかし、子どもから親への使用として
は異常な使用方法であり、親に対する子どもの不適切な呼称方法として宗教や教育関係者
に批判されることがある。 
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表 5－14：＜子どもから親への呼称表現に関する質問の回答結果＞ 
 
 
5.5.3. 兄弟姉妹同士の、家庭内で使用される親への言及表現 
 表 5－15 は、家庭内（兄弟姉妹同士）での両親に対する言及表現について質問への回
答結果である。選択可能な回答は 4 つあり、その中で最も回答数が多かったのは、「ba:ba
＝パパ／ma:ma＝ママ」という外来語で、半分近く（49%）を占めた。この結果は、直
接呼称表現の結果と同様の割合になっている。当質問の回答者の内訳も、直接呼称表現の
結果同様、女性回答者が非常に多く、都市部出身者が農村部出身者より倍以上多かった。
また、若年層の回答者が他の年代の回答者より多いことも確認された。 
 
次に多かった回答は、各地域の方言での「父親・母親」を表す「abu:ya＝私の父親／
ummi＝私の母親」等のような表現で、3 割を占めており、農村部出身者、そして男性の
回答者が多かった。その次に、3 番目に多かった回答は、「elħagg／elħaggah＝巡礼者」
で 14%を占め、農村部出身者、そして男性回答者が多かった。この表現は、相手が実際
に巡礼に行ったことがなくても、一般的に使用されるようになっているが、特にこの呼び
かけ表現を使用される頻度が高いのは年配の人である。しかし近年の若者の間では、農村
部のみならず、都市部でも親に対して使用される場合が多くなっており、表 5－14 では
直接呼称として 17%、そして以下の表 5－15 では言及表現として 14%を占めている。 
年齢層・男女・出身
地域別 
呼称表現 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) M F M F 農村
部 
都市
部 
「Abi／ ummi＝（私の）
お父さん／お母さん」 
14 
(11) 
10 
(9) 
2 
(8) 
3 
(13) 
29 
(10) 
16 
(13) 
13 
(8) 
29 
(10) 
「Waldi／Waldeti＝私の
父親／母親」 
6 
(5) 
5 
(5) 
2 
(8) 
1 
(4) 
14 
(5) 
9 
(7) 
5 
(3) 
14 
(5) 
地域方言での「a:ba＝お父
さん／amma＝お母さん」
などの親族語 
38 
(29) 
9 
(8) 
9 
(35) 
2 
(8) 
58 
(20) 
31 
(25) 
27 
(16) 
58 
(20) 
「ba:ba＝パパ／ma:ma
＝ママ」などの外来語 
35 
(26) 
77 
(72) 
7 
(27) 
15 
(63) 
134 
(46) 
40 
(33) 
94 
(56) 
134 
(46) 
「ħagg／ħaggah＝巡礼
者」 
37 
(28) 
5 
(5) 
5 
(19) 
3 
(13) 
50 
(17) 
24 
(20) 
26 
(15) 
50 
(17) 
「abu～／umm～＝（子ど
もの名）＋のお父さん／お
母さん」 
3 
(2) 
1 
(1) 
1 
(4) 
0 
(0) 
5 
(2) 
2 
(2) 
3 
(2) 
5 
(2) 
合計 
(%) 
133 
(46) 
107 
(37) 
26 
(9) 
24 
(8) 
290 
(100) 
122 
(42) 
168 
(58) 
290 
(100) 
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最後に、最も少なかった回答は、父親／母親の意味を表す「elwa:lid／elwaldah」とい
う書き言葉に近い表現であり、7%であった。この表現を選択した回答者の内訳について、
女性回答者（特に中高年の女性）が非常に多かった。地域別の割合については大きな差が
なく、都市部出身者が農村部出身者をわずかに上回っている。 
以上が家庭内での親への言及表現の回答結果であり、家庭外の回答結果については以下
の表 5－16 で提示するが、家庭内と上記の一般の場面での直接呼称表現の回答結果やそ
の利用状況と特徴について大きな違いは見られなかった。このことから、両親への呼称・
言及の表現は、家庭内外を問わず、ほぼ同様の使用条件と特徴になっており、子どもから
親への表現は場面の違いに関係なく、それほど大きな変化が見られないということが確認
できた。 
 
表 5－15：＜兄弟姉妹同士で、家庭内で使用される親への言及表現の質問への回答結果＞ 
 
 
5.5.4. 兄弟姉妹同士で、他人の前での場面で使用される親への言及表現 
表 5－16 は、子どもが他人の前での場面で自分の親について話すときに使用する言及
表現に関する質問への回答結果である。選択可能な回答は、表 5－15 で紹介されている
家庭内の場面での表現と同様の表現になっているが、学位・役職の名称の「eddokto:r＝
医者、博士等／elbaʃ muhandis＝エンジニア」の表現も加えられている。 
回答結果で最も多かったのは、「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」という外来語で、43%
を占めた。表 5－14 と表 5－15 より若干少なくなってはいるが、これまでの呼称・言及
年齢層・男女・出身
地域別 
呼称表現 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) M F M F 農村
部 
都市
部 
「elwa:lid／elwaldah＝父
親／母親」 
7 
)6) 
7 
(7) 
0 
(0) 
5 
(20) 
19 
(7) 
7 
(6) 
12 
(7) 
19 
(7) 
「 abu:ya ＝私の父親／
ummi＝私の母親」等の方
言 
51 
(41) 
15 
(14) 
14 
(50) 
3 
(12) 
83 
(30) 
50 
(47) 
33 
(19) 
83 
(30) 
「ba:ba＝パパ／ma:ma＝
ママ」などの外来語 
43 
(35) 
73 
(70) 
7 
(25) 
15 
(60) 
138 
(49) 
33 
(30) 
105 
(62) 
138 
(49) 
「elħagg／elħaggah＝巡
礼者」 
22 
(18) 
9 
(9) 
7 
(25) 
2 
(8) 
40 
(14) 
19 
(17) 
21 
(12) 
40 
(14) 
合計 
(%) 
123 
(44) 
104 
(37) 
28 
(10) 
25 
(9) 
280 
(100) 
109 
(39) 
171 
(61) 
280 
(100) 
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の表現の結果同様、最も多い回答となっている。また、回答者の内訳について、都市部出
身者、そして女性の回答者が他の回答者の数を大きく上回っている。年齢層については、
30 代以下の若年層の回答者が非常に多いことも確認された。 
 
次に多かった回答は、各地域の方言での「父親・母親」を表す表現で、全体の 25%を
占めた。この回答を選択した回答者の内訳については、農村部出身者が都市部出身者を大
きく上回り、男性の方が女性より圧倒的に多いことが分かった。この結果は、前述の
「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」という外来語の結果と正反対の結果となり、それぞれの
表現を選択した回答者の特徴とその出身地域の違いを表していると言える。また、この結
果で、両表現の対照的な関係が明らかになり、農村部よりも都市部でより多く使用される
外来語に対して、地域方言は都市部よりも農村部で多く使用されていることが明らかにな
った。 
3 位の回答は、約 2 割を占めた「elħagg／elħaggah＝巡礼者」という表現で、男性回
答者が非常に多く、出身地域別では、農村部出身者が都市部出身者より倍以上多かった。
最後に約 1 割を占めた回答は、「父親、母親」を表し、書き言葉に近い表現である「elwa:lid
／elwaldah」で、特に都市部出身者と男性回答者の方が他の回答者より多かった。年代
別では、40 代以上の中高年の回答者が若年層の回答者より多いことも確認された。 
 
表 5－16：＜兄弟姉妹同士で、家庭外で使用される親への言及表現の質問への回答結果＞ 
 
年齢層・男女・出身
地域別 
呼称表現 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) M F M F 農村
部 
都市
部 
父親／母親の意味を表す
「elwa:lid／elwaldah」 
18 
(13) 
2 
(2) 
4 
(13) 
4 
(17) 
28 
)9) 
6 
(5) 
22 
(12) 
28 
)9) 
各地域の方言での「父親／
母親」を表す表現 
50 
(35) 
12 
(11) 
12 
(38) 
3 
(13) 
77 
(25) 
40 
(34) 
37 
(20) 
77 
(25) 
「ba:ba＝パパ／ma:ma
＝ママ」等の外来語 
34 
(24) 
78 
(74) 
7 
(22) 
13 
(54) 
132 
(43) 
35 
(30) 
97 
(51) 
132 
(43) 
「elħagg／elħaggah＝巡
礼者」 
37 
(26) 
9 
(9) 
8 
(25) 
4 
(17) 
58 
(19) 
34 
(29) 
24 
(13) 
58 
(19) 
eddokto:r＝医者、博士
等」、「elbaʃ muhandis ＝
エンジニア 
5 
(3) 
4 
(4) 
1 
(3) 
0 
(0) 
10 
(3) 
1 
(1) 
9 
(5) 
10 
(3) 
合計 
(%) 
144 
(47) 
105 
(34) 
32 
(10) 
24 
(8) 
305 
(100) 
116 
(38) 
189 
(62) 
305 
(100) 
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5.5.5. 親の同席時および不在時の言及表現の違いと変更の確認 
表 5－17 では、子どもから両親への言及表現の使用時に、親が同席していることによ
ってその言及表現およびその表現の敬意度を上げるか否かについての質問への回答結果
を提示している。この質問を通して、親の同席・不在による表現の変更の有無を確認した
うえ、回答者による親への言及表現とその表現が持つ待遇性への意識と正確な使用状況を
明らかにすることをもくてきとしている。この質問での選択可能な回答は、表 5－17 の
通り 5 つあり、肯定的回答が 3 つ、否定的回答が 1 つ、そして「わからない、考えたこ
とがない」が 1 つとなっている。 
 
 最も回答数が多かったのは、否定的回答で、全体の回答の半分近く（49%）を占めた。
このように、回答者の半分近くは、他人の前での場面において使用する親への言及表現に
ついて、親の同席・不在によって言及表現を変え、その敬意度を上げないと答えている。
理由として考えられるのは、親への表現には、必ずしも敬意を表す要素が含まれていると
は限らず、表現の一部は、単なる親族語を使った呼称・言及の表現であるということであ
る。この点は、「呼称表現と敬語」における日本語とアラビア語の両言語間の違いの一つ
であると言える。 
 
例えば、日本語の場合、「ウチ」と「ソト」の概念があるが、その概念について島田（2001：
57）では、「日本人には内と外という考え方があり、内というのは自分の所属する世界の
ことで、外というのはそれ以外の世界のことを意味している」と述べられている。また、
井出（1992：50）は、「ウチ」と「ソト」の概念を日本人の文化カテゴリーとし、「日本
人は相手との関係を基に自分を規定し、それに応じた行動をすることを重視している」と
述べている。また、同書で、「相手との人間関係の規定の仕方に、「ウチ」と「ソト」とい
う二つのカテゴリーに分けるパターンがあり、その二つの領域をわきまえて行動すること
が一つの社会的ルールである」とも述べている（井出 1992：50）。日本語では、この「ウ
チ」と「ソト」の概念により、親に対しての直接呼称の場合は、「お父さん・お母さん」
という表現が使用されるのに対し、言及表現の使用の際は、敬称の「さん」の使用は誤用
となり、「父・母」に切り替わる（日本語の「ウチ」と「ソト」については、本論文の第
6 章で詳しく述べており、この点などについてアラビア語との比較も行っているため、本
論文の第 6 章を参照されたい）。 
 
一方、アラビア語にそのような「ウチ」と「ソト」の概念もなければ、「父／母」、「お
じ／おば」などの親族語に「さん」などのような敬称の使用もないため、半分近くの回答
者が親の同席・不在時の表現について「敬意度を上げない」と答えている。「ウチ」と「ソ
ト」の概念は日本語固有の概念であるが、エジプト・アラブの文化では、親への言葉遣い
や使用される表現の敬意度は、特に他人の前で親が同席している場合にはより敬意度の高
いものにした方が礼儀正しく、宗教の教えに沿った行動であるとされている。そのためこ
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こでの、使用される表現とその敬意度について「上げない」という回答は、「敬意レベル
を下げる」という意味ではなく、通常使用する表現とその敬意度が適切であるため、上げ
る必要がないという意味であると筆者は考えている。 
 
特に、両親への呼称の例は典型的な例であり、その背景に両親への孝行と敬意を強く命
じた宗教の教えが大きなかかわりを持っていると言える。もちろん、宗教の教えでは、そ
の子どもから親にへりくだる態度について、「どのような場面でも」という前提で理解さ
れている。しかし、その態度が親にとってより重要視されると考えられるのは、家庭内よ
り、他人の前での場面であることは間違いないと言える。そのため、両親への「待遇表現」
の敬意度を上げないと答えた人は、家庭内でも家庭外でも親への敬意度が適切であると考
えているため、ことさら敬意度を上げる必要がないと考えられる。 
 
ここで注目すべきもう一つの回答結果は、残りの肯定的回答グループである。このグル
ープで、「親の同席・不在によって言及表現が変わり、その敬意度が上がる」を選択した
回答者の割合は約 4 割で、「分からない、考えたことがない」が残りの 1 割近くを占めて
いる。4 割を占めた肯定的回答グループを選択した人は、意識的に場面に合った表現を選
び、適切にその表現を変えると回答している。ここから、「親への呼称表現の敬意度を上
げる」の回答グループを選択した人は、家庭内ではその場面に合った適切な敬意度の表現
を使用するが、他人の前ではそこからさらに敬意度を上げる必要があると考えていると分
析できる。 
 
肯定的回答グループの結果は大きく二つに分かれ、「いつも親への表現の敬意度を上げ
る」、と「条件付きで敬意度を上げる」となっている。具体的には、表現の敬意度をいつ
も上げると答えたのが 23%、相手や話の内容といった条件によって敬意度が上がるとい
う回答で、15%を占め、「他人の前での場面で使用する場合のみ」と答えたのが 4%とな
っている。 
 
最後の回答は、1 割近くを占めた「わからない、考えたことがない」という回答である。
この回答を選択した回答者は、それぞれ個々人の習慣と価値観を持っていると思われ、そ
れに従い各地域社会の中での目上・年上の相手に対する表現の適切な敬意度によって、使
用される表現が無意識に決まることがあると考えられる。また、前述したように、両親へ
の呼称・言及の表現は、一部の人にとっては、単なる親族語であり、待遇性が伴う表現で
あるという意識そのものがない場合もあり、結果的に約 1 割の人が両親への言及表現と
その表現の敬意度について考えたことがないということが確認できた。 
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表 5－17：＜親の同席時および不在時に言及表現を上げるか否かの質問への回答結果＞ 
 
 
5.5.6. 両親への「ħadˤretak」という敬語的表現の使用状況 
表 5－18 は、両親に対する「ħadˤretak＝貴方様」などのような敬語的表現の使用状
況についての回答結果についてまとめたものである。当表現は、エジプトアラビア語で使
用頻度が非常に高い敬語的表現であり、一般的に初対面、そして目上・年上の相手に対し
てよく使用される。そのため、両親への「ħadˤretak＝貴方様」という表現の使用はそれ
ほど多くないと考えられる。しかし、一部の人によって使用される場合があるため、本質
問ではその使用状況を明らかにすることを目指している。この質問における想定される表
現使用の相手は両親であるため、一般の相手のような年齢や学歴という条件はないが、家
庭内外の場面、そして親族および他人の前での場面の違いによる当表現の使用状況の変更
が想定される。 
 
回答選択肢は、「ħadˤretak＝貴方様」の使用の有無について、肯定的回答と否定的回
答という二つのグループになっており、さらにそれぞれの選択肢にも細かい条件が記され
ている。まずは、両グループごとの結果について、肯定的回答グループが全体の回答数の
半分をわずかに超え、53%を占めたのに対し、否定的回答グループが残りを占めた。それ
ぞれの回答選択肢にある使用上の詳細な条件を見てみると、この表現の正確な使用傾向が
分かる。肯定的回答のグループには、3 つの回答選択肢がある。条件無しの、「いつも意
年齢層・男女・出身
地域別 
呼称表現 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) M F M F 農村
部 
都市
部 
表現の敬意度を上げる 24 
(23) 
19 
(19) 
7 
(29) 
8 
(35) 
58 
(23) 
26 
(25) 
32 
(21) 
58 
(23) 
敬意度を上げる（他人の前
での場面のみ） 
5 
(5) 
3 
(3) 
2 
(8) 
1 
(4) 
11 
(4) 
8 
(8) 
3 
(2) 
11 
(4) 
時々敬意度を上げる（相手
や話の内容等による） 
23 
(22) 
11 
(11) 
2 
(8) 
3 
(13) 
39 
(15) 
18 
(17) 
21 
(14) 
39 
(15) 
敬意度を上げない 44 
(42) 
59 
(59) 
12 
(50) 
10 
(44) 
125 
(49) 
47 
(45) 
78 
(52) 
125 
(49) 
わからない、考えたことが
ない 
10 
(9) 
8 
(8) 
1 
(4) 
1 
(4) 
20 
(8) 
5 
(5) 
15 
(10) 
20 
(8) 
合計 
(%) 
106 
(42) 
100 
(40) 
24 
(9) 
23 
(9) 
253 
(100) 
104 
(41) 
149 
(59) 
253 
(100) 
 105 
 
識的に両親に対して「ħadˤretak＝貴方様」などの敬語的表現を使用する」で、全体の 3
割を単独で占め、肯定的回答グループの半分以上を占めている。2 つ目の肯定的回答は、
「この表現を使用するが、その使用は無意識的で子どもの時からの習慣として」で、11%
を占め、3 つ目の回答は、「時々使用する（他人の前での使用の場合のみ）」で、同等の割
合（11%）を占めた。このグループ全体の年代や地域別の回答者の内訳については大きな
差がなかったが、年代別では、40 代以上の回答者がやや多く、そして農村部出身者より
都市部出身者の方がやや多かった。 
 
 一方、否定的回答グループについては、二つに分かれており、「周りの社会や家庭での
環境では使い慣れていないため、使用しない」が 25%を占めたのに対し、「使用する必要
がないと考えるため使用しない」が残りの 22%を占めた。この回答グループを選択した
回答者の特徴としては、肯定的回答グループとは正反対で、30 代以下の回答者がやや多
く、そして農村部出身者が都市部出身者よりやや多いという結果になった。 
 
この結果から分かることは、都市部では、家庭でのしつけや複雑な都市部社会の中での、
子どもから親への待遇表現が重要視され、結果的にこのような表現が都市部で農村部より
多く使用されることにつながったということである。また、この表現は 30 代以下の若年
層より、40 代以上の中高年の人に多く使用される傾向があり、年代別の待遇表現の使用
傾向の違いを表す結果となった。 
 
表 5－18：＜両親への敬意表現（ħadˤretak＝貴方様）の使用に関する質問の回答結果＞ 
 
年齢層・男女・出
身地域別 
呼称表現 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) 
M F M F 農村
部 
都市
部 
いつも意識的に使用する 31 
(31) 
21 
(22) 
9 
(43) 
13 
57 
74 
(31) 
29 
(31) 
45 
(31) 
74 
(31) 
使用するが、無意識的で
子どもの時からの習慣と
して 
9 
(9) 
13 
(14) 
2 
(10) 
1 
(4) 
25 
(11) 
10 
(11) 
15 
(10) 
25 
(11) 
「時々使用する（他人の
前での場面のみ） 
10 
(10) 
11 
(12) 
3 
(14) 
3 
(13) 
27 
(11) 
8 
(9) 
19 
(13) 
27 
(11) 
周りの社会や家庭での環
境では使い慣れていない
ため、使用しない 
31 
(31) 
21 
(22) 
4 
(19) 
4 
(17) 
60 
(25) 
26 
(28) 
34 
(24) 
60 
(25) 
家族の人に対して使う必
要がないと考えるため、
全く使用しない 
18 
(18) 
28 
(30) 
3 
(14) 
2 
(9) 
51 
(22) 
20 
(22) 
31 
(22) 
51 
(22) 
合計 
(%) 
99 
(42) 
94 
(39) 
21 
(9) 
23 
(10) 
237 
(100) 
93 
(39) 
144 
(61) 
237 
(100) 
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5.6. 夫婦間の呼称・言及の表現の使用状況 
本項では、上記に紹介してきた親族呼称表現が使用される相手の続きとして、夫婦間の
呼称・言及の表現について報告する。夫婦間で使用される表現に関する質問での選択可能
な回答には、「個人名」、「あだ名や愛称など」、そして「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」等、
日本語においても共通する表現が挙げられている。 
一方、その他にはエジプトおよびアラブ文化の独特な表現として、前述の兄弟姉妹と親
子間の表現でも紹介した、子ども（特に長男）の個人名の前に、「abu／umm」＝（子ど
もの名＋のお父さん／お母さん）」という表現が挙げられる。また、前述した、イスラー
ム教の五行の一つである「巡礼」に実際に行ったことがあるか、服装や外見上その表現が
ふさわしいと判断される相手の場合に使用される「ħagg／ħaggah＝巡礼者」という表現
も挙げられる。 
 
少数派の表現には、相手の学位名・職名を使った呼びかけの方法もあり、夫婦で他人の
前での場面にもかかわらず、この呼称方法は、特に相手が「医者や博士等」の場合、一部
の人によって使用されることが確認されている。以下では、それぞれの表現の回答結果を
表 5－19 から表 5－26 で、男女別・年代別、そして地域別での回答数とその割合を提示
しながら、詳しく分析していく。 
 
 
5.6.1. 家庭内での夫から妻への呼称表現 
以下の表 5－19 では、家庭内や親戚の前での夫から妻への直接の呼びかけ表現の回答
結果を示している。回答結果の見方については、年代別・性別・地域別での回答数とその
割合が提示されている。また、以下に紹介する一部の質問では、男性（夫）のみを対象に
した質問や女性（妻）のみを対象にした質問が別々にあるため、回答総数が変動すること
がある。また、これらのような質問での回答者への事前説明事項として、夫への質問でも、
女性は自分の夫が実際に使用する表現を選択することが可能であるという内容の説明が
記載されている。もちろん、女性を対象にした質問でも、同様のことが記載されており、
すなわち、回答者の性別にかかわらず自分から相手が呼ばれる表現、また自分が相手を呼
ぶ表現に従って回答することが可能であるいうことになっている。 
 
まずは、夫が自分の妻に対して使用する呼称表現についての質問で最も多かった回答は、
「個人名」という回答である。夫から妻への、家庭内（場合によっては親戚の前）の場面
での呼びかけ表現ではあるが、一般的な表現として相手の「個人名」で呼びかけると答え
た人が半分近く（46%）を占めている。年代別では、各年代の回答数の割合がそれぞれ近
い割合で 4 割から 5 割を占めている。そして、この表現を選択した回答者の内、地域別
の結果で見ると、農村部よりも、都市部の回答者の方が多く、4 分の 3 以上を占めている。 
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 次に多かった回答は、「あだ名や愛称等」となっており、約 2 割（19%）を占めている。
この回答を選んだのは、基本的に若年層の 20 代と 30 代の回答者が大多数であり、本回
答を選択した人の 95%を占めており、30 代だけで 70%になっている。この結果から、「あ
だ名」や「愛称」などの表現は、若い年代が使う傾向にあることが分かる。その背景には、
若い夫婦と比べて成熟した関係を持つ中高年の言語使用の傾向を表していると言える。そ
の次に多かった回答は、「ma:ma＝ママ」等の外来語（特に子どもがいる場合）で、2 割
近く（18%）を占めている。この表現の場合は、外来語の「ママ」以外の「お母さん」な
どの言葉は含まれておらず、ほぼ使用されることはなく、基本的に「ママ」という表現に
限られる。年齢別での当表現の回答割合は、各年代で非常に近い割合になっており、それ
ぞれ 2 割近くで、幅広い年齢層に使用されていることが分かる。 
 
次の回答は、エジプトおよびアラブの社会独特の表現、「子ども（特に長男）の名の前
に umm＝（子どもの名＋のお母さん）」という表現で、1 割を超えている（14%）。全体
からみればそれほど多く使われてはいないが、回答者の多くが 40 代と 50 代で、最も多
く使われる地域が農村部であることが分かった。 
 
このように、当表現の使用状況について都市部の回答者よりも農村部の回答者の方が多
く、そして若年層よりも中高年層の間で使用頻度が高い結果になっている。近代化により
伝統文化的な特徴を持った表現の使用の減った都市部よりも、農村部の方が未だにこのよ
うな表現の使用率が高いことが考えられる。また、特に都市部の若年層の間では、これら
の表現の使用がそれほど適切ではないと考える人が多く、特定の社会的地位や年齢層の印
象を与えるという理由で、この表現が若者の夫婦に避けられていると分析できる。その他
の回答には、少数派で全体の 3 から 5%程度の（「ħaggah＝巡礼者」と「学位名・職名」）
という回答があったが、筆者からみると、これらの回答が使用されるのは、話の中での言
及の表現である場合が若干多いため、直接の呼びかけの表現にはふさわしくないというこ
とであると読み取れる。 
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表 5－19：＜既婚の男性が家庭内や親戚の前で自分の妻に呼びかける時の表現＞ 
 
 
5.6.2. 家庭外での夫から妻への呼称表現 
 次の表 5－20 では、既婚の男性が家族以外の他人の前で、自分の妻に呼びかけるとき
に使用する表現についての質問で得られた回答結果を提示している。質問への回答選択肢
は、5.6.1.で報告したのとは同様のものになっている。 
最も多かった回答は、全体の回答の約 4 割を占めた「個人名」という回答であること
が分かった。この結果は、表 5－19 の回答結果と近い割合になっており、家庭内外での
「個人名」での呼びかけにおける差がそれほど大きくないことを表している。以下にも詳
しく説明するが、「個人名」について、一般的な表現として使用されると共に、他の回答
も同時に選択されている場合が多いことを述べておきたい。 
 
その次に多かった回答は、家庭内の場合と大きく異なり、約 3 割を占めた「子ども（特
に長男）の名の前に umm＝（子どもの名＋の母）」という表現である。家庭内の場合で
は、約 1 割を若干上回る程度だったが、他人の前での場面の場合はその 3 倍近く多い結
果になっている。さらに、この回答を選択した回答者の中で最も多かった年齢層は 30 代、
40 代、そして 50 代で、そのほとんどが既婚者であると考えられる。それぞれの年齢層別
でのすべての回答数の内、この回答が占めた割合は、3割から4割を占めているのに対し、
年齢層・地域別 
 
呼称表現 
20 代 
小計 
30 代 
小計 
40 代 
小計 
50 代 
小計 
合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) 農村
部 
都市
部 
個人名 37 
(50) 
53 
(43) 
10 
(40) 
14 
(54) 
114 
(46) 
27 
(29) 
87 
(56) 
114 
(46) 
あだ名や「愛称」など 12 
(16) 
34 
(27) 
1 
(4) 
1 
(4) 
48 
(19) 
15 
(16) 
33 
(22) 
48 
(19) 
「ma:ma＝ママ」等の外
来語（特に子どもがいる
場合） 
14 
(19) 
23 
(18) 
4 
(16) 
4 
(15) 
45 
(18) 
24 
(26) 
21 
(14) 
45 
(18) 
「umm～＝（子どもの
名）＋のお母さん」 
9 
(12) 
11 
(9) 
8 
(32) 
6 
(23) 
34 
(14) 
24 
(26) 
10 
(6) 
34 
(14) 
「ħaggah＝巡礼者」 1 
(1.5) 
2 
(2) 
1 
(4) 
1 
(4) 
5 
(2) 
3 
(3) 
2 
(1) 
5 
(2) 
「dokto:rah＝医者、博
士ん等／baʃ 
muhandisah＝エンジニ
ア」 
1 
(1.5) 
1 
(1) 
1 
(4) 
0 
(0) 
3 
(1) 
1 
(1) 
2 
(1) 
3 
(1) 
合計 
(%) 
74 
(30) 
124 
(50) 
25 
(10) 
26 
(10) 
249 
(100) 
94 
(38) 
155 
(62) 
249 
(100) 
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20 代だけが少なく、30 代と 40 代以上の中高年層に多く使用される傾向があることが分
かる。また、この表現を使用すると回答した人のほとんどが農村部出身で、都市部の回答
者の割合の約 2 倍になっている。 
上述のように、この表現は、使用上の庶民的・伝統的性質を持ち、呼びかけのときにこ
の表現を使用すると回答した人の出身地域等の事情が影響しているものと考えられる。そ
して、「個人名」を使用しない、もしくは、使用すると同時に、「umm＝（子どもの名＋
の母）」という表現を使用する背景には、特に中高年の夫婦の場合、他人の前での場面に
おいて、外部社会の中での夫から妻への敬意と評価を表そうとする目的があると考えられ
る。一方、「個人名」での呼称・言及の表現が回避され、「個人名」以外の表現が使用され
るという、相手への敬意や評価以外の目的での伝統的な使われ方もある。 
 
具体的には、「個人名」をできる限り他人の前での場面で使用しないほうが良い、もし
くは、使用してはいけないという地域文化による伝統的な考え方を持つ人がエジプトを含
むアラブ諸国にはいる。そのため、「他人の前」という場面において男性から女性への、
（特に個人名を使わない）呼称・言及の表現が数多くあることは事実である。このような
方法で妻に呼びかける場合、妻の個人名以外の多様な表現を使用することにより、妻の名
前を他人の前での場面で使わずにコミュニケーションが取れるということになる。これは、
エジプトを含むアラブ諸国の農村部の一部や砂漠の住人のベドウィンなどに、身内の成人
女性（妻、母、姉妹など）の名前を身内以外の男性の前では使用すべきではないという、
古くからある伝統的な考え方があることによる。 
 
しかしこれに対して、特に都市部等の地域において、このような考え方は古い伝統的考
え方であるとし、さらに宗教的な根拠がなく、適切ではない考え方であると批判されるこ
とがある。特にイスラーム教の聖典であるクルアーンの中にも、イエス＝クリストの母の
名前（マルヤム＝メリー）が数十箇所で述べられており、114 章あるクルアーンの中にそ
の名前の冠され 1 つの章（マルヤム章）として立てられている。そして、預言者の妻や
娘の名前が一般的に知られ、そして一般の場面において使用されていた上に、現在まで伝
えられていることは事実である。 
 
次に多かった回答は、「ma:ma＝ママ等」のような外来語で、13%を占めており、その
大多数の回答者は 20 代と 30 代となっている。他に注目すべき回答として、全体回答の 1
割近く（8%）を占めた「学位名・職名」での呼びかけ表現である。今回の質問での呼称
表現の使用場面が他人の前であるため、特に妻が医者、エンジニアなど職に就いている場
合に、夫からの妻への敬意として、「ドクター、エンジニア」等の表現が使用される割合
が約 1 割となっている。筆者は「言及の表現」の使用場面について、このような職名な
どでの呼びかけ表現が使われる可能性が他の場面においてより多いと予測していたが、
8%もの人が、他人の前で自分の妻に学位名・職名称で呼びかけるというこの結果は注目
すべきものであると考える。 
 110 
 
また、特筆すべき結果の一つに、「あだ名や愛称など」という回答があり、他人の前に
もかかわらず、少数派ではあるが、6%もの人が使用していることが分かった。これらの
表現の回答者の大多数が若年層（20 代と 30 代）であることは言うまでもなく、近年の社
会の変化や男女関係のあり方を表していると言うことができる。 
最後に最も少なかった回答は、「ħaggah＝巡礼者」という表現で、わずか 3%であるが、
そのほとんどが中高年層の 40 代、50 代となっており、それぞれの回答が回答者の年齢層
とその特徴を表しているものと思われる。 
 
表 5－20：＜既婚の男性が他人の前での場面で自分の妻に呼びかける時の表現＞ 
 
 
5.6.3. 家庭外での夫から妻への言及表現 
 夫から妻への最後の表現として、以下の表 5－21 では既婚の男性が家庭外で他人の人
に自分の妻のことを指すときに使用する言及表現の回答結果を報告する。本質問での回答
選択肢には、表 5－19、表 5－20 での回答選択肢と同様のものもあるが、言及表現とし
て使用されると思われる表現が新しく追加されている。本質問への回答で新しく追加され
た回答は、表 5－21 の呼称表現の欄の上から 3 番から 5 番までで、「zogti＝（私の）妻」
などを表す一般的な表現、妻を間接的に指す伝統的表現（家、子どもたち等）、そして
「elmada:m＝マダム」のような外来語である。 
 
年齢層・地域別 
 
呼称表現 
20 代 
小計 
30 代 
小計 
40 代 
小計 
50 代 
小計 
合計 
(%) 
地域別小計  
合計 
(%) 
農村
部 
都市
部 
個人名 32 
(46) 
49 
(43) 
8 
(27) 
11 
(46) 
100 
(42) 
25 
(30) 
75 
(49) 
100 
(42) 
あだ名や愛称など 9 
(13) 
3 
(2) 
1 
(4) 
1 
(4) 
15 
(6) 
5 
(6) 
10 
(7) 
15 
(6) 
「ma:ma＝ママ」等の外来
語（特に子どもがいる場
合） 
8 
(12) 
17 
(15) 
5 
(17) 
(0) 
(0) 
30 
(13) 
11 
(13) 
19 
(12) 
30 
(13) 
「umm～＝（子どもの名）
＋のお母さん」 
12 
(17) 
36 
(31) 
12 
(41) 
7 
(29) 
67 
(28) 
33 
(39) 
34 
(22) 
67 
(28) 
「ħaggah＝巡礼者」 (0) 
(0) 
2 
(1) 
1 
(4) 
4 
(17) 
7 
(3) 
3 
(4) 
4 
(2) 
7 
(3) 
「dokto:rah＝医者、博士
等／baʃ muhandisah＝エ
ンジニア」 
8 
(12) 
9 
(8) 
2 
(7) 
1 
(4) 
20 
(8) 
7 
(8) 
13 
(8) 
20 
(8) 
合計 
(%) 
69 
(29) 
116 
(49) 
29 
(12) 
24 
(10) 
238 
(100) 
84 
(35) 
154 
(65) 
238 
(100) 
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回答結果で最も多かった回答は、前述の家庭内外の呼称表現の結果と同様、「個人名」
で全体回答の約 3 割を占めている。しかし、この設問で多数を占めた回答ではあるが、
前述の直接呼称表現の質問での同表現の回答結果より約 2 割減っており、その減った分
の回答がその他の回答に割り当てられていることが分かる。次に多かった回答は、言及表
現として一般的な表現とも言える、「zogti＝（私の）妻」などのような表現で、全体の約
2 割を占めている。その次に多かった表現は、地域性や庶民的な性質を持った「umm～
＝（子どもの名）＋のお母さん」」と「伝統的な表現（家、子どもたち等）」で、それぞれ
13%と 11%を占め、両方を合わせると、全体の 4 分の 1（24%）になる。そのほとんどが
50 代の回答者で、さらに都市部より農村部の回答者が多い結果になっている。 
次の表現は、1 割を若干上回った表現で、「elmada:m＝マダム）という外来語で 12%
を占めており、30 代以上の回答者が特に多かった。しかし、地域別でみると、都市部と
農村部の両方がほぼ同じ割合になっていることが確認できる。この表現は、都市部でしか
使用されないと思われがちな表現ではあるが、今回の結果では、農村部でも都市部と同様
の割合で広く使用されていることが確認された。これは、恐らく近年のテレビドラマや映
画等の影響により広く使用されるようになったのではないかと推測できる。 
次に 1 割近くを占めた回答は、「学位・役職・職業などの名称」を使った言及表現であ
り、本章の 5.6.2.で報告した、夫から妻への家族以外の他人の前での直接呼称表現の同回
答の結果と同割合になっている。この回答からは、妻が特に医者、エンジニアなどの職に
就いている場合に、夫からの妻への敬意の表現として、「eddokto:rah＝医者や博士、elbaʃ 
muhandisah＝エンジニア」等の言及表現が 1 割近くの人に使用されていることが分かる。
また、この表現を選択した回答者の内訳については、中高年層よりも若年層の回答者が多
く、農村部よりも都市部の回答者の方が多いことが分かった。 
 
最後に、最も少なかった回答は、「あだ名・愛称」の表現で（4%）、「elħaggah＝巡礼
者」という表現が 3%であり、この 2 つの表現は他人の前で使用される言及表現としては
それほど多く使用されないようである。特に若年層の夫が妻への敬意を表す職名での言及
表現を使用するのに対し、これらの、「巡礼者」および「愛称」の表現が避けられること
からは、夫から妻への適切な表現の意識的な選択過程を表しているということが見て取れ
る。つまり、夫が妻について他人の前での場面で使う言及表現およびその表現が持つ待遇
性や社会の中での背景などが、この回答結果から現れているのである。このことから、話
し手と相手が夫婦であるとはいえ、他人の前という外部の社会の中での健全な人間関係の
重要性を強く意識し、重視た言語使用が行われていることを示していると言える。 
このように、様々な場面において、一般的な表現として多様な場面において、「個人名」
や「zogti＝（私の）妻」などの表現が定番として、最も多く使用される結果になってい
る。その理由として考えられるのは、1 つの質問への回答に複数選択肢が設けてあり、そ
の回答選択肢から 1 つもしくはそれ以上の回答が選択可能な形式になっているというこ
とが挙げられる。そのことで、回答総数が回答者総数を上回ることが多く、上記のような
一般的な表現が複数選択された回答のうち 1 つとなることを意味している。そのため、
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本研究においては、通常の「個人名」や「zogti＝（私の）妻」などの表現以外にも、同
時に他の表現も選択されており、一般的な表現以外の表現にも注目し、それぞれの表現の
地域・年代別の使用状況を詳しく見ることができた。 
 
表 5－21：＜既婚の男性が他人の前での場面で使用する自分の妻への言及表現＞ 
 
 
5.6.4. 家庭内での妻から夫への呼称表現 
ここからは、5.6.6.まで既婚の女性が自分の夫に対して使用する呼称・言及の表現につ
いての質問への回答結果を表 5－22 から表 5－24 で提示しながら、その説明と分析を行
う。 
表 5－22では、家庭内での妻から夫に対する呼称表現についての回答結果を報告する。
5.6.1.の表 5－19 の夫から妻への同質問の結果と異なる部分が見られるが、ここでも共通
する回答結果は「個人名」が最も多く、全体の 4 割を超えている。この結果は、夫から
妻への同場面についての質問への同回答と近い割合になっており、夫婦同士による家庭内
での「個人名」での呼びかけは相互的に同様の結果になっている。 
次に多かった回答は、「ba:ba＝パパ」等の外来語（特に子どもがいる場合）という回
答で、2 割近くを占めている。この回答を選択したのは、子どもが実際にいると思われる
年齢層・地域別 
 
呼称表現 
20 代 
小計 
30 代 
小計 
40 代 
小計 
50 代 
小計 
合計 
(%) 
地域別小計  
合計  
(%) 
農村
部 
都市
部 
個人名 35 
(41) 
35 
(25) 
6 
(19) 
9 
(28) 
85 
(30) 
19 
(21) 
66 
(34) 
85 
(30) 
あだ名や「愛称」など 3 
(4) 
6 
(4) 
2 
(6) 
1 
(3) 
12 
(4) 
4 
(5) 
8 
(4) 
12 
(4) 
「zogti＝（私の）妻」な
どを表す一般的な表現 
20 
(23) 
27 
(20) 
4 
(13) 
3 
(9) 
54 
(19) 
13 
(14) 
41 
(21) 
54 
(19) 
妻を間接的に指す伝統的
表現（家、子どもたち等） 
5 
(6) 
17 
(12) 
6 
(19) 
3 
(9) 
31 
(11) 
14 
(15) 
17 
(8) 
31 
(11) 
（elmada:m＝マダム）
のような外来語 
5 
(6) 
18 
(13) 
8 
(26) 
4 
(13) 
35 
(12) 
11 
(12) 
24 
(12) 
35 
(12) 
「umm～＝（子どもの
名）＋のお母さん」 
7 
(8) 
20 
(15) 
3 
(10) 
8 
(25) 
38 
(13) 
19 
(21) 
19 
(10) 
38 
(13) 
「elħaggah＝巡礼者」 0 
(0) 
4 
(3) 
0 
(0) 
3 
(9) 
7 
(3) 
5 
(6) 
2 
(1) 
7 
(3) 
「eddokto:rah＝医者、
elbaʃ muhandisah＝エ
ンジニア」 
10 
(12) 
11 
(8) 
2 
(6) 
1 
(3) 
24 
(8) 
5 
(6) 
19 
(10) 
24 
(8) 
合計 
(%) 
85 
(30) 
138 
(48) 
31 
(11) 
32 
(11) 
286 
(100) 
90 
(32) 
196 
(68) 
286 
(100) 
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30 代と 40 代が最も多く、そして地域別では都市部出身者の方が農村部出身者より倍近く
多かった。また、近い割合で 18%を占めた回答は、家庭内およびそれ以外の親戚の前で
の場面で使用される頻度が高くなる、「あだ名・愛称」などの表現である。5.6.1.の表 5－
19 で提示した、夫から妻への回答とほぼ同じ割合になっており、また農村部よりも都市
部の回答者がやや多く、そして若年層の 20 代と 30 代が大多数を占めている。この結果
の通り、「あだ名・愛称」などの表現を使用しているのは中高年層よりも若年層の回答者
の方が多く、年齢の違いによる男女間の呼称表現の変化を表している。 
一方、他の回答については、「abu～＝（子どもの名）＋のお父さん」という表現が 13%
を占め、夫から妻への呼称表現の回答結果と同様の特徴を持ち、都市部よりも農村部の回
答者が多く、そして、若年層よりも中高年層の回答者の方が多い結果になっている。残り
の回答は、全体の中で少数派ではあるが、「ħagg＝巡礼者」、そして「doktor＝医者、博
士等、baʃ muhandis＝エンジニア」などの学位名・職名を使った表現で、それぞれ 3%
を占めており、夫から妻への同様の場面での回答結果より若干多いことが分かった。 
 このように、女性による男性への呼称表現の回答結果は、男性から女性への表現の使用
状況とは大きく変わらず、男女同士が使用する表現が適切に、そして平等に使用されてい
る傾向があることが分かった。また、家庭内ということもあり、この質問への回答の結果
はほぼ同様の結果になったが、次の 5.6.5.と 5.6.6.での他人の前での場面で使用される呼
称・言及表現について夫婦同士の結果の違いにも注目しながら分析していく。 
 
表 5－22：＜既婚の女性が家庭内で自分の夫に呼びかける時の表現＞ 
年齢層・地域別 
 
呼称表現 
20 代 
小計 
30 代 
小計 
40 代 
小計 
50 代 
小計 
合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) 農村
部 
都市
部 
個人名 37 
(51) 
44 
(40) 
8 
(36) 
9 
(45) 
98 
(43) 
24 
(34) 
74 
(48) 
98 
(43) 
「あだ名・愛称」など 15 
(21) 
23 
(21) 
3 
(13) 
0 
(0) 
41 
(18) 
8 
(11) 
33 
(21) 
41 
(18) 
「ba:ba＝パパ」等の外
来語（特に子どもがいる
場合） 
11 
(15) 
24 
(22) 
5 
 (23) 
2 
(10) 
42 
(19) 
12 
(17) 
30 
(20) 
42 
(19) 
「abu～＝（子どもの名）
＋のお父さん」 
5 
(7) 
14 
(12) 
4 
(18) 
6 
(30) 
29 
(13) 
19 
(27) 
10 
(7) 
29 
(13) 
「ħagg＝巡礼者」 2 
(3) 
1 
(1) 
1 
(5) 
3 
(15) 
7 
(3) 
5 
(7) 
2 
(1) 
7 
(3) 
「doktor＝医者、博士等、
baʃ muhandis＝エンジ
ニア」など 
2 
(3) 
5 
(4) 
1 
(5) 
0 
(0) 
8 
(4) 
3 
(4) 
5 
(3) 
8 
(4) 
合計 
(%) 
72 
(32) 
111 
(49) 
22 
(10) 
20 
(9) 
225 
(100) 
71 
(32) 
154 
(68) 
225 
(100) 
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5.6.5. 他人の前での夫から妻への呼称表現 
 次の表 5－23 では、他人の前での場面において、女性が自分の夫に呼びかけるときに
使用する表現の回答結果を報告する。社会における男女の関係の現れとも言える、他人の
前での呼称表現を使用する場面で女性が自分の夫に対してどのような呼びかけの表現を
使用するかということがこの質問への回答結果の最も重要な部分である。 
 まずは、最も多かった回答について述べる。全体の 50%を占めたのは、「個人名」での
呼びかけという回答で、上記の回答結果のほとんどで最も多い割合となった。そして前述
した、男性から女性への同表現の回答結果と同様に、若年層の回答者が他の年齢層の回答
者より多いことが確認された。また、夫から妻への同質問の回答結果と比べると、妻から
夫への「個人名」の使用率が高く、女性の方が他人の前での改まった場面において、より
呼称表現とその待遇性への意識が高く、フォーマルな表現である「個人名」を使う傾向が
強いということが分かる。一方親近感を表す「あだ名・愛称」などの表現の妻から夫への
使用頻度は非常に低く、他人の前で使用するという回答が、全体のわずか 3%のみに留ま
っている。この結果からは、場面の違いへの女性の高い意識を示しており、各場面に適し
た表現の選択において、特に女性の方が男性より注意を払い、真摯な態度を持っているこ
とが読み取れる。 
 一方残りの 5 割の回答結果は、他の様々な回答が入り混じり、2 番目に多かったのが、
2 割近く（18%）を占めた、「abu～＝（子どもの名）＋のお父さん」である。この表現
の選択率は、夫から妻への同質問での同表現の回答結果より 1 割近く少なくなっている。
この表現を最も多く使用するのは、中高年層が多く、そして都市部出身者より農村部出身
者の方が著しく多かった。また、近い割合でその次に多かった回答は、「ba:ba＝パパ」
等の外来語（特に子どもがいる場合）で 16%を占めており、この回答も夫から妻への同
質問の回答結果よりやや少なくなっている。 
次に約 1 割を占めた回答は、男女共に同様の割合を占めた「学位名・職名」などを使
った表現で、夫から妻への回答結果と同様 8%を占めた。また都市部出身者が農村部出身
者を超え、中高年層の回答者の方が多いことが分かった。上記の結果を見て言えることは、
この表現は一方的に使用される表現ではなく、男女共に相互的に使用されている傾向があ
るということである。 
最後に最も少なかった回答は、全体の約 5%を占めた「ħagg＝巡礼者」という表現で、
夫から妻への同回答結果より若干多くなっている。そして、「あだ名・愛称」の表現が上
述の通り 3%を占めており、他人の前での呼称表現としては、予想通りの結果で最も少な
い回答数になっており、特に女性の場面への高い意識を表している。 
上記の回答結果を振り返ってみると、夫婦間の呼称表現の使用状況が分かるように、家
庭内およびそれ以外の親戚の前での場面で使用される表現と他人の前での場面で使用さ
れる表現とでは使用される表現の割合が様々であり、場面と相手および同席者によって適
切に変更されていることを確認できる。またこの呼称表現への高い意識が、家庭内外の場
面での夫婦間の自然なコミュニケーションに貢献しているということも読み取ることが
できる。 
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表 5－23：＜既婚の女性が他人の前での場面で使用する自分の夫への呼称表現＞ 
 
 
5.6.6. 他人の前での妻から夫への言及表現 
 ここでは、次の表 5－24 の通り、他人の前での場面における、妻による自分の夫への
言及表現に関する質問で得られた回答結果を明らかにした上、その分析を行う。夫から妻
への言及表現の質問への回答選択肢数は、妻から夫への数より多いため、この点が男女の
同質問での各回答の割合の差と関係している。 
この質問で最も多かった回答は、これまで同様の「個人名」で、全体の回答の約 4 割
を占めている。次に多かったのは、「abu～＝（子どもの名）＋のお父さん」という伝統
的表現で 2 割近くの割合になっており、表 5－21 での男性による自分の妻への言及表現
の回答（13%）よりやや多かった。この表現が伝統的な表現であることから、回答者の内
訳や地域の特徴は前述したのと変わらず、中高年層が若年層より多く、そして都市部より
農村部の回答者が多い。その次に多かった回答は、「zo:gi＝（私の）夫」という一般的な
表現であり、約 2 割（17%）で都市部の若年層に多く使用される傾向がある。 
 
次に多かった回答は、「学位名・職名」という表現で、12%を占めており、回答者の多
くが都市部出身の中高年層の回答者であり、表 5－14 で提示した同回答を選択した男性
（約 8%）よりやや多かった。残りの回答は、少数派の「あだ名・愛称」の表現と、「elħagg
＝巡礼者」という表現で、合わせて約 1 割を占めている。 
年齢層・地域別 
 
呼称表現 
20 代 
小計 
30 代 
小計 
40 代 
小計 
50 代 
小計 
合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%)     農村
部 
都市
部 
個人名 40 
(62) 
51 
(50) 
7 
(35) 
6 
(32) 
104 
(50) 
24 
(36) 
80 
(57) 
104 
(50) 
あだ名や「愛称」など 2 
(3) 
4 
(4) 
0 
(0) 
0 
(0) 
6 
(3) 
0 
(0) 
6 
(4) 
6 
(3) 
「ba:ba＝パパ」等の外来
語（特に子どもがいる場
合） 
11 
(17) 
17 
(16) 
4 
(20) 
1 
(5) 
33 
(16) 
9 
(14) 
24 
(17) 
33 
(16) 
「abu～＝（子どもの名）
＋のお父さん」 
6 
(9) 
19 
(19) 
6 
(30) 
6 
(31) 
37 
(18) 
22 
(33) 
15 
(11) 
37 
(18) 
「ħagg＝巡礼者」 2 
(3) 
4 
(4) 
1 
(5) 
3 
(16) 
10 
(5) 
8 
(12) 
2 
(1) 
10 
(5) 
「doktor＝医者、博士等、
baʃ muhandis＝エンジニ
ア」 
4 
(6) 
7 
(7) 
2 
(10) 
3 
(16) 
16 
(8) 
3 
(5) 
13 
(10) 
16 
(8) 
合計 
(%) 
65 
(32) 
102 
(49) 
20 
(10) 
19 
(9) 
206 
(100) 
66 
(32) 
140 
(68) 
206 
(100) 
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表 5－24：＜既婚の女性が他人の前での場面で使用する自分の夫への言及表現＞ 
 
 
5.6.7. 夫婦が子どもに対して使用する、お互い(夫⇔妻)への言及表現 
 以下の表 5－25 では、子どもがいる家庭で、夫婦が自分の子どもとの会話で使用する
お互い（夫／妻）への言及表現の質問への回答結果をまとめている。この質問は、家庭内
での（子どもに対する）夫婦同士の言及表現の使用状況を把握するのに必要な質問であり、
以下では年齢層の男女別・地域別の結果の分析を行う。回答結果とその分析の前に、選択
可能な回答選択肢を挙げる。本質問での回答選択肢は 3 択のみとなっており、子どもに
対して、「あなたのお父さん／お母さん」を表す一般的な表現「abu:k／ummak」、「ba:ba61
＝パパ／ma:ma＝ママ」という外来語、そして「elħagg／elħaggah＝巡礼者」という表
現で、以下にその回答結果を説明する。 
まずは、最も回答数が多く、単独で 7 割もの回答割合を得たのは、「ba:ba＝パパ／
ma:ma＝ママ」という外来語による言及表現で、都市部出身、そして若年層の回答者が
他の年齢層や地域よりやや多かった。アンケート全体の回答者は、若年層、そして都市部
の回答者が多かったということも背景にあってこの回答が他の回答より圧倒的に大きい
                                                   
61「ba:ba=パパ／ma:ma=ママ」という表現は外来語であるため、直接呼称と言及のどちらの
場合でも、表現を変えず使用することができるが、二人称代名詞の結合形をその言葉の語
尾に付けた「baba:k=あなたのパパ／mamatak=あなたのママ」という表現が使用される
こともある。 
年齢層・男女・出身 
地域別 
呼称表現 
20 代 
小計 
30 代 
小計 
40 代 
小計 
50 代 
小計 
合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) 農村
部 
都市
部 
個人名 36 
 (55) 
47 
(42) 
5 
(20) 
4 
(21) 
92 
(42) 
23 
(35) 
69 
(45) 
92 
(42) 
あだ名や「愛称」等 5 
(8) 
6 
(5) 
2 
(8) 
0 
(0) 
 
13 
(6) 
2 
(3) 
11 
(7) 
13 
(6) 
「zo:gi＝（私の）夫」を
表す一般的な表現および
各地域の方言 
13 
(20) 
15 
(14) 
7 
(28) 
2 
(11) 
37 
(17) 
4 
(6) 
33 
(22) 
37 
(17) 
「abu～＝（子どもの名）
＋のお父さん」 
5 
(8) 
23 
(21) 
7 
(28) 
6 
(32) 
41 
(19) 
24 
(36) 
17 
(11) 
41 
(19) 
「elħagg＝巡礼者」 2 
(3) 
4 
(4) 
1 
(4) 
3 
(16) 
10 
(5) 
7 
(10) 
3 
(2) 
10 
(5) 
「eddokto:r＝医者、博士
等」、「elbaʃ muhandis＝
エンジニア」 
4 
(6) 
16 
(14) 
3 
(12) 
4 
(21) 
27 
(12) 
7 
(10) 
20 
(13) 
27 
(12) 
合計 
(%) 
65 
(30) 
111 
(50) 
25 
(11) 
19 
(9) 
220 
(100) 
67 
(31) 
153 
(69) 
220 
(100) 
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割合で選択されていると考えられる。また、この表現の男女別の利用状況を見てみると、
明らかに女性の方が男性より多く使用していることが分かった。 
次に多かった回答は、一般的な表現である、「abu:k／ummak＝（あなたの）お父さん
／お母さん」で、約 2 割を占めている。「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」という表現とは
異なり、若年層より中高年層、そして女性より男性回答者の方が多いことが確認できた。
また、地域についても、都市部に比べ、この表現が農村部出身者に使用される傾向があり、
「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」と反対の年齢層と地域の特徴を持った表現である。最後
の回答は、「elħagg／elħaggah＝巡礼者」で、1 割近くを占めており、女性より男性の方
が多かった。 
 
表 5－25：＜夫婦が子どもに対して使用する、お互い（夫⇔妻）への言及表現＞ 
 
 
5.6.8. 夫婦同士による、お互い（夫／妻）の両親への呼称・言及の表現 
 夫婦間で使用される呼称・言及の表現に関するアンケートの質問で最後に報告するのは、
夫婦同士が、お互い（夫／妻）の両親（話し手から見て、義父・義母）への呼称・言及の
表現の回答結果である。本質問で設けられた回答選択肢の数は、他の質問の回答選択肢の
数より多く、8 択もの表現の回答がある。義父・義母への呼称表現には、「自分の両親と
同様」、もしくは、「おじ／おば」という表現の他に、アラビア語で「夫／妻の父親／母親」
に当たる「ħama:ya／ħama:ti」という表現も入れてある。この質問が想定している実際
の日常生活で使用される表現パターンが様々であるため、このように選択可能な回答選択
肢の数が多くなっている。そのため、本質問への回答結果は、それぞれの 8 択の表現に
分けられており、それぞれの回答が占めた割合は、高い場合でも 3 割未満で約 1 割およ
びそれ以下の回答も多い結果となった。 
 年齢層・男女・出身
地域別 
呼称表現 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) M F M F 農村
部 
都市
部 
「abu:k／ummak＝（あ
なたの）お父さん／お母
さん」 
21 
(25) 
4 
(7) 
10 
(43) 
2 
(9) 
38 
(20) 
21 
(29) 
17 
(14) 
38 
(20) 
「ba:ba＝パパ／ma:ma
＝ママ」等の外来語 
55 
(65) 
52 
(85) 
9 
(39) 
21 
(91) 
136 
(71) 
44 
(60) 
92 
(77) 
136 
(71) 
「 elħagg ／elħaggah＝
巡礼者」 
9 
(10) 
5 
(8) 
4 
(18) 
0 
(0) 
18 
(9) 
8 
(11) 
10 
(9) 
18 
(9) 
合計 
(%) 
85 
(44) 
61 
(32) 
23 
(12) 
23 
(12) 
192 
(100) 
73 
(38) 
119 
(62) 
192 
(100) 
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まずは、最も多かった回答は、農村方言の「a:ba／amma＝お父さん／お母さん」、
「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」などという、両親と同様の表現で、全体の 3 割近く（28%）
を占めている。この表現が使用される年齢層については、若年層の回答者が多く、そして
都市部の回答者が農村部の回答者よりやや多かった。この回答の男女別の結果について、
男性より女性の方が倍近く多いことが分かった。次に多かった回答は、「ʕammi／xa:li＝
おじさん、ʕammiti／xalti＝おばさん」などという、両親に次ぐ「おじ／おば」と同様の
呼称表現であり、2 割を占めている。また、この表現の回答者の内訳について、「a:ba／
amma」や「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」などの両親と同様の表現とは真逆の結果とな
っており、女性より男性の方が多かった。また、若年層より中高年層の回答者がやや多く、
都市部より農村部の回答者の割合が倍近くになっている。この結果における都市部と農村
部の違いについては、都市部とは異なり、農村部では親戚同士や知り合いの家族同士での
結婚のケースが多く、結婚以前の家族同士の関係上や農村部地域の緊密な人間関係などで、
義父母のことを「おじさん／おばさん」と呼ぶことも考えられるため、この表現が農村部
で多く使用されていると分析できる。 
 
3 番目に多かった回答は、「ħama:ya、ħama:ti」という、「夫／妻の両親」を意味する
表現である。この表現は、直接呼称、そして言及表現としても変更せずに併用可能な表現
であるが、夫／妻およびその両親にとって、呼称表現としての使用が望ましくない場合が
あり、適切な呼称表現について事前確認が行われることもある。その理由として考えられ
るのは、夫／妻の両親にとっての「ħama:ya、ħama:ti」が呼称時に使用されると、やや
硬い表現として受け止められることがあり、夫／妻の両親と息子・娘の妻・夫との距離を
縮める目的で、「ħama:ya、ħama:ti」以外の表現の使用が望まれる場合である。そのた
め、この質問では、特にこの表現がどのように使用されているかを明らかにするため、夫
／妻の両親への直接の呼びかけの場合と、夫／妻の両親の不在時の彼らへの言及表現とし
ての場合について分けて回答の選択肢を設けた。直接呼称としての回答結果は、15%を占
めているのに対し、言及表現としての回答結果は、12%で、両者を併せると、全体の約 3
割（27%）を占めることになり、最も多かった回答とほぼ近い割合になる。 
 
それぞれの回答者の内訳をみると、直接の呼称表現として「ħama:ya、ħama:ti」を選
んだのは、女性より男性回答者が多かった。回答者の年齢層については、若年層の回答者
の方がやや多く、そして地域別では、農村部より都市部の回答者の方が多いことが分かっ
た。一方言及としての同表現の結果は、義父・義母の不在時の場合にのみ使用すると答え
た人の多くが女性であった。ここから女性が夫の両親に対してこの表現を直接使用するの
を避け、言及表現としての使用が多いことが分かった。 
次に多かった回答は、約 1 割を占めた「ħagg／ħaggah＝巡礼者」という表現で、農村
部出身者、そして中高年層の回答者が他の地域と年齢層の回答者より圧倒的に多かった。
若年層より中高年層がこの表現を義父母に対して使用する背景には、中高年層の方が義父
母と近い年齢層であるため、両者にとって違和感なくこの表現が使用できるということが
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挙げられる。そして、「ħagg／ħaggah＝巡礼者」という表現は、実際に巡礼に行った人
以外の相手に対して使用する際、年齢や場面とその場面の参加者等の様々な条件がある。
その条件が満たされない限り、年上の相手に対しての「ħagg／ħaggah＝巡礼者」の使用
が待遇表現としては不適切になることがあり、若年層にとっては使いにくい場合がある表
現であると考えられる。その他の少数派の回答には、「ankel＝おじさん、tˤantˤ＝おばさ
ん」という外来語と、学位名・職名などを使った「doktor＝医者、博士等」、「baʃ muhandis
＝エンジニア」などのような呼称表現、そして「abu～／umm～＝（子どもの名）＋の
お父さん／お母さん」という表現があり、それぞれほぼ同割合（5%以下）になっている。 
 
表 5－26：＜夫婦間の相手の義父、義母である両親についての呼称・言及の表現＞ 
 
 
 
年齢層・男女・出身
地域別 
呼称表現 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計  
合計
(%) 
M F M F 農村
部 
都市
部 
「ħama:ya＝妻・夫の父、
ħama:ti＝妻・夫の母」 
19 
(22) 
7 
(11) 
2 
(6) 
3 
(12) 
31 
(15) 
9 
(10) 
22 
(20) 
31 
(15) 
「ħama:ya＝妻・夫の父、
ħama:ti＝妻・夫の母」（不
在時のみ） 
8 
(10) 
10 
(15) 
4 
(12) 
3 
(12) 
25 
(12) 
11 
(12) 
14 
(12) 
25 
(12) 
「ʕammi／xa:li＝おじさ
ん、ʕammiti／xalti＝おば
さん」 
20 
(23) 
8 
(12) 
8 
(25) 
4 
(17) 
40 
(20) 
25 
(27) 
15 
(13) 
40 
(20) 
「 ankel ＝ お じ さ ん 、
tˤantˤ＝おばさん」等の外
来語 
2 
(2) 
4 
(6) 
1 
(3) 
4 
(17) 
11 
(5) 
7 
 (7) 
4 
(4) 
11 
(5) 
両親と同様の表現：「a:ba
／amma＝お父さん／お
母さん」、「ba:ba＝パパ／
ma:ma＝ママ」等 
20 
(24) 
26 
(39) 
4 
(12) 
8 
(34) 
58 
(28) 
19 
(20) 
39 
(34) 
58 
(28) 
「ħagg／ħaggah＝巡礼
者」 
7 
(8) 
7 
(11) 
7 
(21) 
2 
(8) 
23 
(11) 
16 
(17) 
7 
(6) 
23 
(11) 
「abu～／umm～＝（子
どもの名）＋のお父さん／
お母さん」 
4 
(5) 
3 
(5) 
2 
(6) 
0 
(0) 
9 
(4) 
4 
(4) 
5 
(4) 
9 
(4) 
「 doktor ＝医者、博士
等」、「baʃ muhandis＝エ
ンジニア」 
5 
(6) 
1 
(1) 
5 
(15) 
0 
(0) 
11 
(5) 
3 
(3) 
8 
(7) 
11 
(5) 
合計 
(%) 
85 
(41) 
66 
(32) 
33 
(16) 
24 
(11) 
208 
(100) 
94 
(45) 
114 
(55) 
208 
(100) 
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5.7. 家族以外の親戚への呼称表現の使用状況（おじ／おば、祖父母） 
 
5.7.1. 「おじ」および近い年齢の親戚に対する呼称表現 
 次の表 5－27 では、両親の兄弟である、「叔父／伯父」および近い年齢の親戚への呼称
表現に関する質問への回答結果を提示する。 
まず、アラビア語には、日本語のように「兄／弟、姉／妹」そして「叔父／伯父」の年
齢の差による兄弟姉妹それぞれを指す親族語の区別がない。例えば、アラビア語では、兄
弟姉妹であれば、「ax＝（一人の）兄・弟／uxt＝（一人の）姉・妹」や「ʕamm・xa:l
＝おじ／ʕammah・xa:lah＝おば」のように年齢の差による親族語の区別がない。一方、
アラビア語には父の兄弟姉妹と母の兄弟姉妹を分ける言葉がそれぞれ別々にあり、使分け
られている。具体的には、「ʕamm」という親族語は父の兄弟、そして「ʕammah」は父
の姉妹を指している。また、母の兄弟は、「xa:l」で、姉妹は「xa:lah」となっている。 
これらの親族語の回答選択肢には、一般的な親族語の「ʕammi・xa:li＝おじさん」の
他に、各地域の方言や外来語の「ankel」など、そして庶民的性質を持った表現としての
「ħagg＝巡礼者」と、「abu～＝（子どもの名）＋のお父さん」、そして学位名・職名を
使った表現がある。 
 
次の表 5－27 では、「おじ」および「おじ」と近い年齢の他の親戚に対して使用される
呼称表現についての質問への回答結果を提示する。表 5－27 にある通り、最も多く選択
された回答は、一般的な直接表現である、「ʕammi・xa:li＝おじさん」およびそれに類す
る親族語であり、全体の約 7 割を占めている。日本語では「おじさん／おばさん」のよ
うに敬称の「～さん」がつくが、アラビア語の同様の表現には、（呼称と言及のどちらの
場合にも）敬称などの使用がない。この表現を使用すると答えたのは、都市部出身者が多
く、そして女性の方が男性よりやや多く、特に 40 代以上の女性が多かった。その他の回
答は、いずれも 1 割未満にとどまり、各地域方言における「おじ」を指す表現を選択し
たのは、全体の 7%で、その回答者の多くが男性であり、そして農村部出身者が都市部出
身者の倍近くになっている。次に同様の割合を占めたのが、外来語の「ankel＝おじさん」
で 7%を占めたが、回答者の大多数が女性で、30 代以下の回答者が大半を占めている。
出身地域別では、都市部出身者が圧倒的に多かった。 
 
その次に回答数が多かったのは、庶民的性質を持った表現と言われている「ħagg＝巡
礼者」という表現で、全体の 8%を占めた。この表現は、特に男性に多く使用されている
が、回答者の出身地域や年代の割合については男女ともほぼ近い割合になっている。また、
同様の庶民的性質を持った、「abu～＝（子どもの名）＋のお父さん」については、わず
か 4%にとどまり、「おじ」に対しての呼称としてはそれほど適切な表現ではないと考え
られる。この表現を使用すると回答したのは、農村部出身の男性が最も多く、特に、40
代以上の男性がほとんどである。この結果も非常に重要な意味を持っていると考えられる。
 121 
 
つまり、若年層にとって、「おじ」に対して「abu～＝（子どもの名）＋のお父さん」と
いう表現が使用しにくいと考えられており、この表現が使用されやすい条件としては、こ
の結果において明らかになっているように、話し手と聞き手の両者が中高年以上であると
いう場合である。一方、学位名・職名などを使った表現は 5%を占めた、その回答者の多
くが男性で、都市部より農村部の回答者の方が多かった。 
 
表 5－27：＜おじに対する呼称表現＞ 
 
 
5.7.2. 「おば」および近い年齢の親戚に対する呼称表現の使用状況 
次の表 5－28 では、両親の姉妹である「伯母／叔母」および近い年齢の親戚への呼称
表現について提示している。表 5－27 での「おじ」への表現と同様の表現（女性形の表
現）がほとんどであるが、両者の唯一の違いは、「おじ」への表現には、各地域の方言が
あるが、「おば」に対してはそのような方言の表現がほとんどないことである。そのため、
「おば」についての質問の回答選択肢に含まなかった。 
 
 
     年齢層・男女・出身
地域別 
呼称表現 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) M F M F 農村
部 
都市
部 
「ʕammi・xa:li＝おじさ
ん」およびそれに似た一
般的な親族語 
88 
(68) 
82 
(69) 
16 
(57) 
20 
(80) 
206 
(69) 
79 
(66) 
127 
(71) 
206 
(69) 
各地域の方言での（おじ
さん）を表す表現 
10 
(8) 
8 
(7) 
3 
(11) 
1 
(4) 
22 
(7) 
12 
(10) 
10 
(6) 
22 
(7) 
「ankel＝おじさん」等の
ような外来語 
4 
(3) 
16 
(14) 
1 
(4) 
1 
(4) 
22 
(7) 
4 
(3) 
18 
(10) 
22 
(7) 
「ħagg＝巡礼者」 14 
(11) 
4 
(3) 
3 
(11) 
2 
(8) 
23 
(8) 
10 
(8) 
13 
(7) 
23 
(8) 
「abu～＝（子どもの名）
＋のお父さん」 
5 
(4) 
3 
(3) 
3 
(11) 
0 
(0) 
11 
(4) 
7 
(6) 
4 
(2) 
11 
(4) 
「doktor＝医者、博士等
／baʃ muhandis＝エン
ジニア」 
8 
(6) 
5 
(4) 
2 
(7) 
1 
(4) 
16 
(5) 
8 
(7) 
8 
(4) 
16 
(5) 
合計 
(%) 
129 
(43) 
118 
(40) 
28 
(9) 
25 
(8) 
300 
(100) 
120 
(40) 
180 
(60) 
300 
(100) 
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最も多かった回答は、「ʕammiti・xalti＝（私の）おば」などの一般的な親族語という
回答で、66%を占めた。回答の割合は、表 5－27 での「おじ」への回答結果とほぼ同様
の結果となっているが、回答者の内訳については「おじ」の結果と違い、方言の違いによ
る表現がないためか、農村部地域出身の回答者が著しく多く、30 代以下の回答者が多か
った。その次に多かった回答は、外来語である、「tˤantˤ＝おばさん」となっており、2 割
を占めた。また、その回答者の多くが都市部出身者で、農村部の回答者の数を大きく上回
っている。この回答のもう一つの主な特徴としては、30 代以下、そして女性回答者が最
も多いということであり、外来語であるためか都市部での使用率が比較的高く、そして若
年層の女性によって使用されることが挙げられる。 
その次に多かった回答は、「ħaggah＝巡礼者」という表現で 7%を占めており、農村部
出身者の割合が都市部出身者の割合より倍近く高く、男性の方が回答者の大多数を占めて
いる。次に多かった回答は、学位名・職名などを使った表現で 5%を占め、男女、年代、
そして地域別の割合がほぼ近い結果になっている。最後に、最も回答数が少なかった回答
は、「umm～＝（子どもの名）＋のお母さん」で、全体のわずか 3%にとどまり、そのほ
とんどが 40 代以上の回答者である。ここから、前述の 5.7.1.での「おじ」への同表現の
分析でも述べたように、若年層にとっては相手との年齢の差が大きいためか、使用されに
くい表現であることが分かる。 
 
表 5－28：＜「おば」に対する呼称表現＞ 
    年齢層・男女・出身 
地域別 
呼称表現 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) M F M F 農村
部 
都市
部 
「ʕammiti・xalti＝（私
の）おば」等の一般的な
親族語 
93 
(73) 
68 
(60) 
18 
(58) 
16 
(64) 
195 
(66) 
88 
(78) 
107 
(58) 
195 
(66) 
「tˤantˤ＝おばさん」等の
ような外来語 
14 
(11) 
35 
(31) 
4 
(13) 
5 
(20) 
58 
(20) 
6 
(5) 
52 
(28) 
58 
(20) 
「ħaggah＝巡礼者」 11 
(9) 
4 
(4) 
4 
(13) 
1 
(4) 
20 
(7) 
10 
(9) 
10 
(5) 
20 
(7) 
「umm～＝（子どもの
名）＋のお母さん」 
4 
(3) 
1 
(1) 
3 
(10) 
2 
(8) 
10 
(3) 
3 
(3) 
7 
(4) 
10 
(3) 
「dokto:r⊷ah＝医者、baʃ 
muhandis⁻ah＝エンジ
ニア」 
6 
(5) 
5 
(4) 
2 
(6) 
1 
(4) 
14 
(5) 
6 
(5) 
8 
(4) 
14 
(5) 
合計 
(%) 
128 
(43) 
113 
(38) 
31 
(10) 
25 
(9) 
297 
(100) 
113 
(38) 
184 
(62) 
297 
(100) 
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5.7.3. 祖父母に対する呼称表現の使用状況 
次の表 5－29 では、祖父母および近い年代の親戚の人に対する呼称表現に関する質問
への回答結果を提示する。回答選択肢は、これまでに取り上げられた表現の種類「一般的
な親族語」や「各地域の方言」、「ħagg／ħaggah＝巡礼者」、そして「学位名・職名」な
どを使った表現の他に、「おばあさん」に限って広く使われる外来語の「te:tah＝おばあ
さん」という表現が回答選択肢として設けられている。 
 
最も回答数が多かったのは、祖父母に対して使用される一般的な親族語である、「geddi
／geddeti＝（私の）おじいさん／おばあさん」で、全体の 34%を占めている。回答者の
多くは 40 代以上の人で、女性の方が男性より多く、都市部より農村部の出身者の割合が
倍近く高かった。次に多かった回答は、約 3 割を占めた、祖父母を表す各地域の方言（si:di
＝おじいさん、sitti＝おばあさん）などのような表現で、男性の方が女性より倍近く多か
った。次の回答は、女性に多く使用され、都市部出身の回答者が大多数を占めた「te:tah
＝おばあさん」という外来語で、24%を占めている。この表現は、幅広い年代に使用され
ていることが分かった。11%を占めたのは、「ħagg／ħaggah＝巡礼者」で、回答者のほ
とんどが男性であり、庶民的性質を持った表現であるため、女性には好まれない傾向があ
ることがうかがえる。学位名・職名などを使った表現については、わずか 2%しか占めな
かったものの、その学位名・職名で呼びかける人が少数派ではあるが、存在していること
が確認できる。 
 
表 5－29：＜祖父母への呼称表現に関する質問への回答結果＞ 
年齢層・男女・出身 
地域別 
呼称表現 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) 
M F M F 農村
部 
都市
部 
「geddi／geddeti＝（私
の）おじいさん／おばあさ
ん」およびそれに似た表現 
34 
(27) 
44 
(39) 
10 
(36) 
13 
(46) 
101 
(34) 
49 
(45) 
52 
(27) 
101 
(34) 
各地域の方言（si:di＝おじ
いさん、sitti＝おばあさ
ん）等 
54 
(42) 
18 
(16) 
9 
(32) 
5 
(18) 
86 
(29) 
32 
(30) 
54 
(28) 
86 
(29) 
「te:tah＝おばあさん」等
のような外来語 
12 
(9) 
47 
(41) 
5 
(18) 
8 
(29) 
72 
(24) 
11 
(10) 
61 
(32) 
72 
(24) 
「ħagg／ħaggah＝巡礼
者」 
24 
(19) 
4 
(4) 
4 
(14) 
0 
(0) 
32 
(11) 
14 
(13) 
18 
(9) 
32 
(11) 
「doktor＝医者、博士等／
baʃ muhandis＝エンジニ
ア」 
4 
(3) 
1 
(1) 
0 
(0) 
2 
(7) 
7 
(2) 
2 
(2) 
5 
(3) 
7 
(2) 
合計 
(%) 
128 
(43) 
114 
(38) 
28 
(9) 
28 
(9) 
298 
(100) 
108 
(36) 
190 
(64) 
298 
(100) 
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5.8. その他「特定表現に関する質問」の回答結果 
 本調査でのエジプトアラビア語の独特な親族呼称表現について詳しく調べるため、以下
の表 5－30 から表 5－33 でそれぞれの質問とその解答結果を提示し、分析する。選択可
能な表現は 4 つあり、「abu～／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん／お母さん」、「ħagg
／ħaggah＝巡礼者」、「学位名・職名」、そして「あだ名・愛称」という 4 種の表現であ
る。 
 
5.8.1. 「abu～／umm～」が使用される親族の相手 
表 5－30 では、親族の相手に対して「abu～／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん
／お母さん」という表現を使用する場合、親族の中からどの相手に対してどのような条件
で使用するかという質問への回答結果を示している。この表現は、エジプトを含むアラブ
諸国で広く使用される表現で、庶民的、伝統的性質を持った呼称表現として知られている。
このような性質の表現は、特に農村部地域での使用率が高く、若年層より中高年の回答者
に使用される確率が高いと考えられる。 
 
まずは、「abu～・umm～」という表現の回答選択肢の中で「使用しない」と答えた人
が、回答者の 4 割を占め、最も多い回答数となっている。この回答を選んだのは、女性
が非常に多く、男性の倍以上を占めており、若年層である 30 代以下の回答者が圧倒的に
多かった。また、回答者の出身地域別では、都市部の回答者の方が農村部の回答者より 3
倍以上多かった。 
 
残りの「使用する」のグループに入る全体 6 割を占める回答は、様々な親族の相手に
振り分けられ、その中で最も多かったのは、自分との年齢の差がさほど大きくない「兄姉
および近い年齢の親戚の人」で、25%を占めている。この回答を選択したのは、男性回答
者が非常に多く、女性の倍近い割合を占め、農村部出身者が大多数を占めていることが確
認された。次に多かった回答は、1 割を占めた「同年齢および弟・妹などの年下の親戚の
人」で、男女の割合、そして年代の割合が同じ程度という結果になったが、地域別の割合
は、農村部の回答者の方が都市部の回答者より約 3 倍多かった。 
 
その他の回答は、いずれも 1 割に満たさず、7%を占めたのが、「自分の妻、夫」で、そ
の回答者の多くが男性であり、そして 40 代以上の回答者が大半を占めている。「おじ／
おば」および近い年齢の他の親戚の人の回答を選択したのは、全体の 6%、そして「両親
および近い年齢の親戚の人」を選択したのは、5%で、両方の回答割合を合わせると、約
1 割になる。両方とも農村部の回答者が著しく多く、都市部より使用率が高いことが分か
る。 
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一方、「自分の息子・娘」と答えたのはたった 4%に過ぎず、そのほとんどが 40 代以上
で、これは話し手の相手である息子・娘が結婚して子どもがいる年齢にあることがその理
由であると考えられる。 最後に最も少なかった回答は、「祖父母、および近い年齢の親
戚の人」で、わずか 2%にとどまり、その回答者のほとんどが 40 代以上である。話し手
と相手の年齢の差がそれほど大きくないものの、この表現は少数派の回答ではあるが、こ
のような状況下での使用が確認されたことになる。 
 
表 5－30：＜「abu～／umm～」が使用される親族の相手に関する質問への回答結果＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢層・男女・出身 
地域別 
回答 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) 
M F M F 農村
部 
都市
部 
同年齢および弟・妹などの
年下の親戚の人 
13 
(11) 
6 
(6) 
5 
(15) 
3 
(10) 
27 
(10) 
19 
(15) 
8 
(5) 
27 
(10) 
兄・姉および近い年齢の親
戚の人 
39 
(34) 
18 
(17) 
8 
(24) 
5 
(17) 
70 
(25) 
49 
(39) 
21 
(14) 
70 
(25) 
両親および近い年齢の親
戚の人 
6 
(5) 
6 
(6) 
1 
(3) 
2 
(7) 
15 
(5) 
9 
(7) 
6 
(4) 
15 
(5) 
自分の子どもおよび近い
年齢の人 
4 
(3) 
0 
(0) 
3 
(9) 
5 
(17) 
12 
(4) 
6 
(5) 
6 
(4) 
12 
(4) 
自分の妻、夫 8 
(7) 
4 
(4) 
6 
(18) 
2 
(7) 
20 
(7) 
8 
(6) 
12 
(8) 
20 
(7) 
「おじ／おば」および近い
年齢の親戚の人 
6 
(5) 
7 
(7) 
4 
(12) 
1 
(3) 
18 
(6) 
10 
(8) 
8 
(5) 
18 
(6) 
「祖父母」および近い年齢
の親戚の人 
4 
(3) 
1 
(1) 
1 
(3) 
1 
(3) 
7 
(2) 
4 
(3) 
3 
(2) 
7 
(2) 
使用しない 36 
(31) 
61 
(61) 
6 
(18) 
10 
(34) 
113 
(40) 
22 
(17) 
91 
(59) 
113 
(40) 
合計 
(%) 
116 
(41) 
103 
(37) 
34 
(12) 
29 
(10) 
282 
(100) 
127 
(45) 
155 
(55) 
282 
(100) 
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5.8.2. 「ħagg／ħaggah」が使用される親族の相手 
表 5－31 では、「ħagg／ħaggah＝巡礼者」という表現の使用状況に関する回答結果を
提示する。この質問によって、当該表現を親族の相手に対して使用するか否かを確認し、
使用する場合、どの親族の相手に対してどのような条件で使用するかということを明らか
にすることが目的である。この質問での回答選択肢は、表 5－30 と同様で、「使用しない」
と「使用する」場合の様々な同様の親族の相手になっている。 
 最も多かった回答は、「使用しない」で、全体の約 4 分の 1（26%）を占めたが、残り
の「使用する」のグループに入る回答が大多数を占めることになる。「使用しない」とい
う回答の最も特徴的な点は、女性が非常に多く、この回答の 3 分の 2 以上を占めている
ことである。 
 一方、「使用する」の中で最も多かった回答は、「両親および近い年齢の親戚の人」で、
単独で全体の 4 分の 1（25%）を占めている。この表現の両親への使用結果は、表 5－30
で提示したのと同様の庶民的性質を持った表現である「abu～／umm」を大きく下回り、
「ħagg／ħaggah＝巡礼者」の使用率の高さを示す結果となった。この回答を選択したの
は、男性が多く、農村部出身者が都市部出身者より倍近く多く、庶民的性質を持った表現
の典型的な使用状況になっていることが分かる。 
次の回答は、14%を占めた、「祖父母」および近い年齢の親戚の人という回答である。
この回答の特徴について、地域別の差が全くなかったものの、40 代以上、そして男性の
回答者がやや多かった。また、近い割合を占めたのが、「おじ／おば」および近い年齢の
親戚の人で、11%になっている。この回答を選んだのは、男性と農村部出身者で、その割
合の大多数を占める結果になっている。その次に多かった回答は、「ħagg／ħaggah＝巡
礼者」の本来の相手である、「実際に巡礼に行った人」であり、回答の具体的な内容は、
「実際に巡礼に行った人に対してしか使用しない」であることから、語意に沿った使用率
はそれほど大きくなかったことになる。特にこの回答から分かるのは、「ħagg／ħaggah
＝巡礼者」の本来の意味と使用条件に関係なく、話し手の周りの環境や社会全体における
呼称表現の変化などにより、このような表現の使用範囲が広くなり、多くの親戚の人に対
して使用されるようになっているということである。 
 
その他の回答は、「自分と同年齢および弟・妹などの年下の親戚の人」が 6%を占め、
そして「兄・姉およびそれ以外の年上の親戚の人」が 5%を占めた兄弟姉妹に対する呼称
であるとの回答である。わずか 3%の割合しか占めなかった少数派の回答は、「自分の子
どもおよび近い年齢の人」で、その回答者のほとんどが農村部出身者の女性である。最後
に想定されていなかった結果として、「自分の夫／妻」という回答はわずか 1%という結
果となった。実際に夫婦の間では「ħagg／ħaggah＝巡礼者」が使用されていることは前
述の夫婦間の呼称・言及の表現でも確認されていたが、本質問では、他の多くの親戚の人
が回答選択肢として挙げられているためか、「夫／妻」の回答が 1%の人にしか選択され
なかったことが分かる。これは驚くべき事実であり、これらのアラビア語独特の呼称表現
について、更なる詳細な調査の必要性を浮き彫りにした結果となった。 
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表 5－31：＜「ħagg／ħaggah」が使用される親族の相手に関する質問への回答結果＞ 
 
 
5.8.3. 「学位名・職名・役職名」が使用される親族の相手 
次の表 5－32 では、親戚への「学位名・職名」などを使った呼称言及の表現について
の質問への回答結果を示し、当該表現の親戚の人への使用状況について明らかにする。本
質問で挙げられている回答選択肢は、上記の表 5－30 と表 5－31 と同様の親戚に対する
使用となっている。エジプト社会における「学位名・職名・階級・役職名」などを使った
呼称表現は様々あるが、現代エジプト社会では、特に特定の職名に対する敬称の使用が一
般的で広く使用されるため、本調査でこの質問を設け、詳しく調査することにした。 
 
代表的な「学位名・職名・役職名」などを使った呼称表現は、これまでの呼称表現に関
する質問での回答選択肢にもあるように、「doktor＝医者、博士、baʃ muhandis＝エン
ジニア」等の表現があるが、その他にも数多くの学位名・職名を使った呼称表現がある。
その例としては、裁判官、外交官、警察官、軍士官などが挙げられる。もちろんこれらの
表現の他にも、敬称として相手への敬意を表する目的で使用される職名などを使った表現
年齢層・男女・出
身地域別 
回答 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) 
M F M F 農村
部 
都市
部 
同年齢および弟・妹など
の年下の親戚の人 
5 
(4) 
8 
(7) 
3 
(10) 
1 
(3) 
17 
(6) 
6 
(5) 
11 
(7) 
17 
(6) 
兄姉およびそれ以外の年
上の親戚の人 
5 
(4) 
4 
(4) 
3 
(10) 
3 
(10) 
15 
(5) 
8 
(6) 
7 
(4) 
15 
(5) 
両親および近い年齢の親
戚の人 
50 
(40) 
11 
(10) 
5 
(17) 
8 
(28) 
74 
(25) 
42 
(34) 
32 
(19) 
74 
(25) 
自分の子どもおよび近い
年齢の人 
0 
(0) 
8 
(7) 
1 
(3) 
0 
(0) 
9 
(3) 
6 
(5) 
3 
(2) 
9 
(3) 
自分の妻、夫 1 
(1) 
1 
(1) 
0 
(0) 
0 
(0) 
2 
(1) 
1 
(1) 
1 
(1) 
2 
(1) 
おじ／おばおよび近い年
齢の親戚の人 
16 
(13) 
7 
(6) 
7 
(23) 
2 
(7) 
32 
(11) 
20 
(16) 
12 
(7) 
32 
(11) 
祖父母、および近い年齢
の親戚の人 
20 
(16) 
12 
(11) 
5 
(17) 
4 
(14) 
41 
(14) 
18 
(14) 
23 
(14) 
41 
(14) 
実際に巡礼に行った人に
対してしか使用しない 
9 
(7) 
8 
(7) 
4 
(13) 
6 
(21) 
27 
(9) 
10 
(8) 
17 
(10) 
27 
(9) 
使用しない 20 
(16) 
50 
(46) 
2 
(7) 
5 
(17) 
77 
(26) 
14 
(11) 
63 
(37) 
77 
(26) 
合計 
(%) 
126 
(43) 
109 
(37) 
30 
(10) 
29 
(10) 
294 
(100) 
125 
(43) 
169 
(57) 
294 
(100) 
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は多数あるが、一方で待遇性を含まない通常の職業名称を使った表現（看護師さん、運転
手さんなど）もある。この場合には、単に相手の服装や職業を見てその相手に適した職業
名で呼びかけたり・言及したりする際に使用される。ここでは、基本的に相手への敬意を
表す目的で使用される敬称としての学位・職名などを使った呼称・言及の表現を対象とし
ており、それ以外の通常の職業名称の表現は特に対象としない。 
 
この質問で最も多かった回答は、これまでの結果と同じく、「使用しない」という回答
で、全体の約 3 分の 1（33%）を占めた。この回答を選択したのは女性が大半を占めてお
り、都市部出身者が農村部出身者より倍以上多かった。この結果からは、「学位名・職名」
の表現の使用には、周りの環境や地域性が影響していることが分かる。また、女性の多く
が「使用しない」と答えていることも特徴的で、社会進出の機会が比較的男性より少ない
女性の社会での在り方を現していると言える。また、地域に関しても、農村部で当表現の
使用率が高いことからもその地域における高学歴・エリート職種への高い評価と敬意度を
示していると言える。 
 
一方、「使用する」のグループで最も多かった回答は、「兄・姉およびそれ以外の年上の
親戚の人」で、25%を占めた。男女の割合と年代別の割合はほぼ同じであるが、地域別の
割合については、農村部の回答者の方が非常に多く、前述のように、農村部での「学位名・
職名」の高い使用率を示している。 
 
次に多かった回答は、「弟・妹および同年齢以下の親戚の人」で、年下の相手にもかか
わらず 17%も占めた、この回答を選択したのは、若年層が多く、そして男性が女性より
多く、農村部出身者が非常に多かった。このように、兄弟姉妹両方への使用の回答結果を
合わせると、4 割以上になり、これは非常に高い割合である。その次に回答数が多かった
回答は、「おじ／おば」および近い年齢の親戚相手で 8%を占め、そのすべての回答者が
40 代以下でそのほとんどが男性である。 
 
次の回答は、5%を占めた「両親および近い年齢の親戚の人」、そして「自分の子どもお
よび近い年齢の人」が 6%を占めており、親子にもかかわらず、1 割以上の人が「学位名・
職名」という表現を敬称として使用しているということを示す特徴的な結果であると考え
られる。回答者の内訳については、「両親および近い年齢の親戚の人」を選択したのは、
40 代以下で、男性が大半を占めている。「自分の子どもおよび近い年齢の人」という回答
を選択したのは、中高年が多く、そして農村部出身の回答者が都市部出身者より倍近く多
かった。その他の回答は少数派の回答で、「祖父母およびそれ以外の近い年齢の親戚の人」
が 3%、そして「自分の妻／夫」が 2%を占めた。 
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表 5－32：＜「学位名・職名」等が使用される親族の相手に関する質問への回答結果＞ 
 
 
5.8.4. 「あだ名・愛称」が使用される親族の相手 
エジプトでは、多くの場合親しい関係にある友人や親族の相手（特に年齢の差が近い年
上の相手、同年齢および年下の相手）などに対して、あだ名や個人名を変化させて作る愛
称やニックネームなどの呼び名が多く使用されている。本アンケート調査の親族呼称表現
の質問での回答選択肢における「あだ名・愛称」の表現が、多くの場面で親族の相手に対
して選択されているが、次の表 5－33 では、当表現が使用される可能性がある親族の相
手に関する質問への回答結果を示したうえでその分析を行い、愛称表現の使用状況と条件
について明らかにすることを目指している。 
回答選択肢は、表 5－30 から表 5－32 と同様で、「使用しない」の他に、「使用する」
のグループに入る回答において様々な親族の相手の選択肢が挙げられている。愛称表現に
ついては、前述の表 5－30～表 5－32 での「特定表現」における「使用しない」の結果
とは異なり、最も多かったのは、「使用する」の回答グループで、「使用しない」と答えた
人の方が少なく、驚くことにわずか 1%しか占めなかった。このように、ほとんどの人が
愛称表現を家庭内外で使用するという結果になるが、選択された回答とその割合でこの表
現の実際の使用状況について確認できた。 
年齢層・男女・出
身 地 域
別 
回答 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) 
M F M F 農村
部 
都市
部 
同年齢および弟・妹など
の年下の親戚の人 
32 
(22) 
11 
(10) 
5 
(16) 
4 
(14) 
52 
(17) 
27 
(21) 
25 
(14) 
52 
(17) 
兄・姉および近い年齢の
年上の親戚の人 
39 
(27) 
25 
(23) 
6 
(19) 
8 
(29) 
78 
(25) 
41 
(32) 
37 
(20) 
78 
(25) 
両親および近い年齢の親
戚の人 
7 
(5) 
5 
(5) 
4 
(13) 
0 
(0) 
16 
(5) 
7 
(5) 
9 
(5) 
16 
(5) 
自分の子どもおよび近い
年齢の人 
8 
(6) 
2 
(2) 
5 
(16) 
5 
(18) 
20 
(6) 
11 
(9) 
9 
(5) 
20 
(6) 
自分の妻、夫 4 
(3) 
1 
(1) 
1 
(3) 
1 
(4) 
7 
(2) 
1 
(1) 
6 
(3) 
7 
(2) 
おじ／おばおよび近い年
齢の親戚の人 
15 
(10) 
6 
(6) 
3 
(9) 
0 
(0) 
24 
(8) 
12 
(9) 
12 
(7) 
24 
(8) 
祖父母、および近い年齢
の親戚の人 
5 
(3) 
2 
(2) 
3 
(9) 
0 
(0) 
10 
(3) 
3 
(2) 
7 
(4) 
10 
(3) 
使用しない 33 
(23) 
55 
(51) 
5 
(16) 
10 
(36) 
103 
(33) 
26 
(20) 
77 
(42) 
103 
(33) 
合計 
(%) 
143 
(46) 
107 
(35) 
32 
(10) 
28 
(9) 
310 
(100) 
128 
(41) 
182 
(59) 
310 
(100) 
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最も回答数が多かったのは、「幼い子ども（いつも）」という回答で 3 割以上（32%）
を占めた。この回答を選んだのは、女性が男性よりやや多く、そして都市部出身者が農村
部出身者を上回っている。また、年代別に見ると、既婚者、または子どもがいる可能性が
高い 40 代以上の人がやや多いことが確認できる。その次に多かったのは、前の回答と同
様ではあるが場面の異なる、「幼い子ども（家庭内や親戚の前での場合のみ）」で、18%
を占め、前の回答の割合と合わせると、「幼い子ども」相手だけで全体の半分を占めるこ
とになる。この回答を選択したのは、前の回答結果とは異なり男性が非常に多く、そして
農村部出身者が都市部出身者より倍近く多かったという反対の結果になっている。その理
由については、農村部地域の人は人前ではまじめな姿勢を取る人が多く、人前という改ま
った場面での愛称などの使用への慎重な姿勢であると分析できる。 
その次に多かった回答は、「年下もしくは近い年齢の親戚の人（家庭内や親戚の前での
場合のみ）」で 17%を占めた。回答者の内訳について、農村部出身者が都市部出身者をわ
ずかに上回り、女性が男性よりやや多く、30 代以下の回答者が非常に多かった。年下の
相手への愛称表現の人前での使用の有無を問わない、「年下もしくは同年齢の親戚の人（い
つも）」の回答は、12%を占め、男女別、そして年代別の結果が前の回答と同様の結果に
なっているが、出身地域別の割合が異なり、都市部の回答者が農村部の回答者より多かっ
た。 
表 5－33：＜「あだ名・愛称」等が使用される親族の相手に関する質問への回答結果＞ 
年齢層・男女・出身
地域別 
回答 
30 代以下 40 代以上 合計 
(%) 
地域別小計 合計 
(%) 
M F M F 農村
部 
都市
部 
幼い子ども（家庭内や親戚
の前での場合のみ） 
33 
(24) 
18 
(13) 
6 
(23) 
5 
(15) 
62 
(18) 
33 
(25) 
29 
(14) 
62 
(18) 
幼い子ども（いつも） 40 
(28) 
44 
(30) 
9 
(35) 
15 
(44) 
108 
(32) 
40 
(30) 
68 
(33) 
108 
(32) 
年下もしくは同年齢の親
戚の人（家庭内や親戚の前
での場合のみ） 
26 
(19) 
28 
(19) 
1 
(4) 
3 
(9) 
58 
(17) 
26 
(20) 
32 
(15) 
58 
(17) 
年下もしくは同年齢の親
戚の人（いつも） 
14 
(10) 
23 
(16) 
1 
(4) 
5 
(15) 
43 
(12) 
14 
(10) 
29 
(14) 
43 
(12) 
兄・姉およびそれ以外の年
上の親しい親戚の人（家庭
内や親戚の前での場合の
み） 
17 
(12) 
21 
(14) 
6 
(23) 
2 
(6) 
46 
(13) 
14 
(10) 
32 
(15) 
46 
(13) 
兄・姉およびそれ以外の年
上の親しい親戚の人（いつ
も） 
10 
(7) 
10 
(7) 
0 
(0) 
2 
(6) 
22 
(7) 
6 
(5) 
16 
(8) 
22 
(7) 
使用しない 0 
(0) 
1 
(1) 
2 
(8) 
0 
(0) 
3 
(1) 
0 
(0) 
3 
(1) 
3 
(1) 
合計 
(%) 
140 
(41) 
145 
(42) 
25 
(8) 
32 
(9) 
342 
(100) 
133 
(39) 
209 
(61) 
342 
(100) 
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5.9. 予備調査から本調査への反省点の解消について 
 以下では、本論文の第 4 章で取り上げた予備調査からの、本調査に向けた反省点・問
題点への対応と解消のために実現できたことについて述べる。 
 
1． 本調査では、予備調査での回答結果を基に、調査の対象を親族呼称表現に絞り、予備
調査での質問項目などを参考に、詳細かつ多様な場面を意識した質問項目を設けた。 
 
2． 本調査での各質問項目では、呼称表現が使用される具体的ではっきりした対象の場面
と相手について回答者にとって理解しやすいような表現で説明したうえ、適切な回答
が選択できるように、回答方法などに関する解説を付け加えた。 
 
3． 各質問項目における回答選択肢は、各場面と相手に対して使用されると思われる 1
つの表現を別々の回答選択肢として設けた。また、多くの質問では、複数の回答選択
肢が可能なように設定した。その結果、1 つの質問項目に多くの回答選択肢ができ、
各解答での各表現の正確な使用状況について本調査で明らかにできると考えた。 
 
4． 本調査では、対象地域をカイロ以北の都市部と農村部地域に絞り、調査の結果と分析
では、図表で地域別の回答結果を提示した。 
 
5． 本調査の対象者は、性別・年齢別においてほぼ均等な割合にすることに成功し、エジ
プト社会の実際の性別・男女別の割合とほぼ同等の割合として、より客観的な調査結
果を得ることができたと考えられる。 
 
6． 本調査には、予備調査での質問項目の倍の 44 項目の質問項目が設け、その内の 9 問
が回答者の意識に関する質問となっており、回答者の意識について詳しく知ることが
できたと考えられる。 
 
 
5.10. 本章のまとめ 
 本章では、エジプトアラビア語における親族呼称表現について実施された本調査での
アンケートの内容、目的、そして回答方法などについて述べた。本調査では、予備調査で
詳しく調査できなかった表現や問題があった質問項目などの再確認と調査方法の修正を
行うことを目的とした。さらには、エジプトアラビア語における親族呼称表現に焦点を当
て、具体的な呼称表現の種類と使用状況ついて調べたうえ、言語・文化・社会の総関係に
ついて明らかにすることも本調査の主な目的の一つであった。 
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本章では、アンケートの質問項目を挙げ、アンケート回答者の基本情報、そして親族呼
称表現への回答結果を図表で示しながらその分析と考察を行った。 
 本調査は、本論文の第 4 章での予備調査の結果を参考に、予備調査での問題点などを
解消したうえで進めてきた調査である。本調査では、241 人のエジプトアラビア語母語話
者を対象にし、紙媒体とインターネット版の 2 種の方法によって実施された。予備調査
から解消できた反省点として、両方の回答方法の回答者の割合、そして回答者の年齢層・
性別などの割合はほぼ同等の割合になっている。本アンケート調査は、回答者に関する基
本情報、親族呼称表現、そして回答者の意識という 3 つの部に分けらており、合計 44 問
の質問項目から成るアンケート調査である。 
  
エジプトには、多様な地域があり、それぞれの地域に特有の方言と伝統文化があるため、
その言語文化的特徴が比較的近い、人口の大部分を占めるカイロ以北の都市部および農村
部地域を調査の対象とし、両地域で使用される表現について調べた。回答者の基本情報に
関する第 1 部にある質問の数は 8 問、第 2 部の親族呼称表現とその使用状況にに関する
質問は 27 問、そして最後の回答者への意識調査の第 3 部は 9 問ある。 
 
ここでは、本調査で得られたエジプトアラビア語における親族呼称表現および回答者の
意識に関する顕著な回答結果を以下のようにまとめる。 
 
1． 本アンケート調査での親族呼称表現に関するほとんどのど質問への回答結果で対象
地域（都市部と農村部）および回答者の年齢層、そして性別といった三つの情報別で
回答結果を提示し分析した。この結果から一貫して分かったことは、ほとんどの質問
での回答者のこれらの三つの条件により使用される呼称表現とその使用頻度が異な
るということである。 
 
2． エジプトアラビア語の親族呼称表現の使用上の主な特徴として、親族の相手に対して
使用される呼称の表現は、目上の相手（両親も含めて）の場合、親族語が最も多く使
用されるが、同時に親族語以外の多様な呼称表現および敬語的表現も使用されること
が挙げられる。 
 
3． アラビア語には、兄弟姉妹への呼称語としての親族語がなく、兄弟姉妹に対しては、
多くの場合同様の呼称方法が用いられる。しかし、口語エジプトアラビア語では、兄・
姉（特に年齢の差が大きい場合など）に対して特定の敬語的表現が使用されており、
これはアラブ・イスラーム文化における年上の相手へ配慮・敬意に対する意識の高さ
を表す結果であると言える。 
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4． エジプトアラビア語の家族・親族に対する呼称表現の主な特徴として、年下もしくは
同年代の相手に対して使用される呼称表現は、「個人名」と「愛称表現」が最も多く、
両方の表現が改まった場面への意識の基、他人の同席の有無によって入れ替えるとい
う形で使用される（他人の同席の場合は、個人名、それ以外は愛称表現）。 
 
5． 日本語の「ウチ」と「ソト」の概念とは反対の呼称表現の使用上の特徴として、エジ
プト・アラブ文化では、相手が目上・年上であれば（親族の相手も含む）、どんな場
面でもその年上の相手に対して敬語的表現を使用する必要があり、他人の同席とはい
え、親族の相手を低くするどころか、高くする（特に両親）ということが挙げられる。 
 
6． エジプトアラビア語には、学位・地位・役職などの名称を使った呼称表方法が多くの
人によって採用され、特にエリート（医者・エンジニア）や権力者（裁判官・軍士官・
警察官）などとされる相手が（家族以外の）親族である場合、年上はもちろん、年下
の相手でも、学位・地位・役職の名称がほとんどの場合決まった呼称方法として使用
される場合がある。さらに、エジプトにおける特殊な現象として、前述のエリート職
種に将来的に就くこと（医学部・工学部・警察・士官学校などに在学中であっても）
が決まった人に対して将来の職名が呼称語として使用される場合もある。 
 
7． エジプトアラビア語には、日常会話での呼称表現として、親族とその他の一般の相手
に対して使用されるエジプト・アラブ社会独特の用法で用いられる表現（「abu～／
umm～＝（子どもの名）＋のお父さん／お母さん」や「ħagg／ħaggah＝巡礼者」
など）がある。これらの表現の使用時、話し手の意図や聞き手との関係と年齢の差な
どでこれらの表現に待遇性が含まれたり含まれなかったりする。またこれらの表現は
幅広く使用されており、年下および（近い年齢の）年上の相手に対して使用され、呼
び捨てや過剰な敬称などの使用を避けたいときに使用される便利な呼称表現である
と言える。 
 
8． 回答者の意識に関する調査結果では、場面（特に他人の同席の有無）や上下・親疎関
係への意識が高く、その関係に沿って呼称表現などが選択されていると答えた人が多
かった。また、回答者は周りの人から自分に対して使用される呼称表現とその敬意度
への関心が高く、その表現とその敬意度が不適切な場合不快感を覚えると答えた人が
多かった。また、特徴的な現象として、エジプトアラビア語では、初対面の相手の服
装・外見・方言などを基に呼称表現が選択されるということがあり、多くの回答者が
この現象について、初対面の相手に対して服装（伝統的衣装やネクタイや作業服など）
や外見、方言などで呼称表現を選択していると答えた。 
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9． 本論文で報告した呼称表現の回答結果および回答者の意識調査の結果では、敬語とい
う文法カテゴリーがないアラビア語には、人間関係に沿った言語使用が行われ、特に
口語エジプトアラビア語では多様な敬語的表現が使用されており、その表現が持つ待
遇性への意識が比較的高いことが分かる。また、本調査の結果からは、アラビア語の
敬語的表現は日本語ほど発達していないが、日常生活において需要が高い呼称表現・
敬語的表現は文化と社会の影響を受けて形成され、適切に使用されていることがうか
がえる。 
 
10． 最後に、本調査の方法は、アンケートのみによる調査であり、様々な呼称表現とその
使用上の特徴について明らかにできたが、回答者から得た各解答の一部について確認
の必要のある点があっても、その事項について確認することができなかった。そのた
め、本研究での調査における反省点として、インタビューによる調査などで更なる調
査が必要な項目などがあると考えられるため、そのための対策を決め、実施する必要
があることを強調したい。 
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第 6 章：結論―日本語とアラビア語の比較と研究成果および今後
の課題について― 
 
本論文では、日本語とアラビア語62の人称・呼称の表現とその方法について、第 2 章と
第 3 章で詳しく述べてきた。さらに、第 4 章と第 5 章では、予備調査と本調査の結果を
提示し、その分析を行ってきた。本章では、本論文での文献調査とアンケート調査の結果
を基に、両言語における人称・呼称の表現および両言語の敬語の特徴の違いについてまと
めていく。 
 
また、本章では、本論文の研究成果として明らかにできたことについて述べたうえ、本
研究で明らかにできなかったことや本研究から残った反省点とそれへの今後の課題に向
けた提言を行う。 
 
 
6.1. 日本語とアラビア語の人称・呼称の表現の特徴のまとめと両言語の違い 
 
6.1.1. 両言語の人称・呼称の表現の特徴とその違いのまとめ 
本項では、本論文で明らかにできた日本語とアラビア語の人称呼称の表現の共通点と相
違点を挙げる。まずは、本論文の第 2 章でも見てきたように、日本語における人称代名
詞は使用頻度が低く、特に目上・年上の相手の場合、使用上の制限がある。つまり、日本
語における人称代名詞での呼称は、基本的に年上・目上の相手ではなく、同年代および年
下・目下の親族相手、または親しい年下の一般の相手に限られているということになる。
この点について日本語はアラビア語やヨーロッパの諸言語などと異なる特徴を持ってい
ると考えられる。 
 
日本語の場合、目上・年上の相手に対して人称代名詞を使用する代わりに多くの敬語表
現があり、その使用頻度が高く、様々な場面と相手に対応した敬意度がある。日本語とア
ラビア語（文語アラビア語とエジプトアラビア語）における人称・呼称の表現とその方法
の共通点と相違点を以下のようにまとめる。 
 
 
 
                                                   
62 ここでは、日本との比較で「アラビア語」と「エジプトアラビア語」の両方の表現が使用
されているが、「アラビア語」という表記の場合、口語のエジプトアラビア語も含まれるこ
とが多い。それに対し、「エジプトアラビア語」が使用された場合は、基本的に「口語のエ
ジプトアラビア語」を指示することになる。 
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1． 日本語の人称代名詞は、文法的にそれほど発達しておらず（田窪 1997：13）、その
使用頻度が低く省略されることも多く、日常会話などで使用されなくても対人コミ
ュニケーションにおいて大きな支障はきたされないと考えられる。これに対し、ア
ラビア語の人称代名詞は文法的に多くの特徴と機能を持っており、日常会話などに
欠かせず、使用頻度が高い。 
 
2． 日本語の人称代名詞、特に「あなた」などの 2 人称代名詞は、基本的に目上・年上
の相手に対しては使用できず、その代わりに相手と場面などに適した敬語表現が使
用される。この特徴は日本語の人称代名詞の使用頻度の低さを裏付ける証拠である
とも言える。一方アラビア語の場合は、文語と口語（ここではエジプトアラビア語）
において使用上の差がある。まずは、古来の文語アラビア語は日本語とは大きく異
なり、人称代名詞の使用頻度が高く、その表現の使用においては必ずしも待遇性が
含意され、表されるとは限らないという特徴がある。つまり、目上・年上の相手に
対して 2 人称としての「enta／enti＝貴男／貴女」）が敬語上問題なく使用できる
ということである。この背景には、本論文で述べている、アラビア語の「文脈型敬
語」の概念が挙げられる。この概念によって、話し手と聞き手の間の敬意の表し方
が必ずしも敬語的表現によるものでなくても、文脈で話し手から聞き手に対して向
けられる話の内容で表されるということになる。 
 一方、口語エジプトアラビア語は、文語とは異なり、都市部および農村部の一部
で目上・年上の相手に対して 2 人称の使用が不適切であるとされることがあり、そ
の代わりに、「ħadˤretak＝貴方様」などのような敬語的表現が使用される。これは、
口語エジプトアラビア語では、人称代名詞の使用頻度が低いということを表す訳で
はないが、目上・年上の相手に対する 2 人称などの人称代名詞は、一部の人、そし
て特定の条件の基で敬語的表現に変更される場合があるということになる。 
 
3． 英語やアラビア語における人称代名詞には、文法的に特定の語が決まっておりその
数が少ない。一方日本語の人称表現の特徴として、人称代名詞以外に多様な形式の
人称詞があり、様々な場面と相手に対して決まった条件で待遇表現として使用され
るということが挙げられる。 
 
4． 日本語では人称詞などの呼称語を使用しない呼称方法があり、日本語の特徴として
この方法を用いた方が、より自然な会話になる場合がある。一方アラビア語・アラ
ブ文化には、この方法自体は存在するものの、使用上のルールと条件があり、主に
上下・親疎の関係によってその使用可否が決まる。例えば、呼称語を使用しなくて
もいい相手や場面などが社会の中で決まり、間違った相手や場面においてこの方法
が使用されると、敬語上不適切な呼称方法になってしまうことがある。 
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5． 日本語では、人称代名詞「あなた、きみ、おまえ 等」が特定の場面、特定の条件
で呼格用法として、相手に呼びかける時に使用される。一方アラビア語については、
相手に呼びかけるときに人称代名詞が基本的に呼称語としては使用されることが
少なく、一般的な呼称方法ではないが、2 人称としての対称詞の使用は可能である。
例えば、エジプトアラビア語で呼びかけ語として 2 人称の「enta／enti」などが呼
称語として使用された場合のほとんどは、聞き手が目下・年下で、話し手が聞き手
を叱ったり、指導したり、注意を促したりする目的で使用され、いずれも目上から
目下の相手へという待遇性が表された用法である。 
 
次には、日本語とアラビア語の呼称方法と呼称表現の種類の違いについてまとめる。上
述したように、日本語の呼称表現の方法は様々であり、呼称語（動詞、名詞など）を使っ
た用法の他に、呼称語を使用しない呼称方法もあり、敬語とのかかわりが非常に大きい。
エジプトアラビア語についても本論文で紹介してきたように数多くの呼称表現と方法が
あり、待遇の面でも多様な特徴を持っている。 
 
名詞による呼称 
名詞による呼称の種類は、日本語とアラビア語はほぼ同様の特徴を持っているが、日本
語の方がアラビア語より各種類の呼称語の数が多い。日本語とアラビア語63で使用される
名詞による呼称方法は、基本的に次の4種類になる。 
 
① 名前（あだ名や愛称なども含む）による呼称 
 日本語の例：山田（φ64、様、さん、君、ちゃん、先生など）、太郎（＋さん、君、ち
ゃん）など 
 エジプトアララビア語の例：（ya65）＋φ、usta:z＝さん／先生、ħagg=巡礼者など 太
郎／（山田）66  
② 敬称や役職名称などによる呼称 
 日本語の例：先生（医者、教師、弁護士など）、運転手さん、社長 など 
 エジプトアラビア語の例：doktor＝医者、ʃe:x＝イスラーム学者、ustˤa＝運転手など 
                                                   
63 アラビア語では、基本的に 2 人称代名詞の呼格的用法は一般的ではなく、呼称語としての
使用頻度が非常に低い。そのため、ここでアラビア語の呼称方法の一つに含めている人称
代名詞は、主に 2 人称の対名詞的用法を指している。なお、2 人称代名詞が呼称語として
使用された場合は、相手に指導や注意などを向ける目的で使用され、ほとんどの場合、目
下の相手にしか使用できない。 
64（φ）のマークは、呼び捨てを表している。 
65 「ya」とは、エジプトアラビア語で呼びかけの意を表すのに使われ、多くの場合呼称表現
の前に来るが、場合によってはこの「ya」が使用されずに呼称語が直接使用される例も少
なくない。なお、長音が発音される「ya:」は文語アラビア語で使用されるが、エジプトア
ラビア語では、長音がない「ya」として発音される。 
66 エジプトでは、名前で使用されるのは、個人名が最も多く、ファミリーネーム等の他の名
前の使用率はそれほど高いものではない。 
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③ 親族名称による呼称 
 日本語とエジプトアラビア語の例およびその特徴については、本章の 6.1.3.の表 6－1
から表 6－3 を参照されたい。 
  
④ 代名詞による呼称 
 代名詞による呼称における日本語とアラビア語の違いについては、本項（6.1.1.）の上
述 5.を参照されたい。 
 
動詞形による呼称 
 日本語に呼称語を使用しない呼称方法があることについて述べたが、その方法の一つは、
動詞による呼称方法である。動詞そのものは呼称語ではないが、相手への呼びかけの方法
として、直接動詞を用いて話しかけることが可能である。この方法は、アラビア語にも存
在し、世界の他の言語にも存在する現象であると考えられるが、その詳細な使用方法は言
語と社会の特徴によって異なると考えられる。例えば、アラビア語においては、相手が目
の前にいること、そして多くの場合は相手が目上でないことを主な条件として、場面や話
の内容が話し手と聞き手に共通する情報として認識されている場合に動詞による呼称の
行為が実現可能である。 
アラビア語においては特に親しい関係の人同士および目下の相手に対して、名前などの
呼称語を使用しなくても、動詞や話の内容で直接呼びかけたりし、伝えたい内容を直接伝
えすることができる。日本語の場合は、動詞による呼称の使用相手が親しい相手に限らず、
年上・目上の相手に対しても「誘い表現」などの敬語表現としての使用も少なくなく、場
合によってこの方法が他の呼称語による呼称の方法よりコミュニケーション上自然にな
る場合がある。 
 次の①と②で、日本語とアラビア語の動詞形による呼称方法の例を紹介する。 
 
① 命令の意味を表す動詞 
 日本語の例：来なさい／おいで／いらっしゃい など 
 エジプトアラビア語の例：taʕa:la＝来なさい、itfaddˤal＝いらっしゃい／どうぞ など 
 
② 勧誘を表す動詞 
 日本語の例：行きませんか？／行きましょう など 
 エジプトアラビア語の例：ti:gi？＝来ませんか？／ta:kul ?＝食べますか？ など 
 
このように、日本語とエジプトアラビア語は、名詞による呼称において概ね同様の特徴
を持っていると言える。両言語における動詞形による呼称の主な違いは、日本語の方は使
用頻度がアラビア語より高く、そして幅広く使用され、目上の人に対しても使用できると
いうことにある。また、呼称表現の方法と種類におけるの主な特徴は、日本語には発達し
た機能、そして豊富な種類と高い使用頻度を持つ敬語があることである。 
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6.1.2. 両言語における親族呼称表現の使用状況およびその違いのまとめ 
 日本語の親族名称は実に多様で、呼称語として使用される親族名称が数多くある。そし
て、敬語の規則によって呼びかけの場合と言及の場合とで使用される表現が変更されるこ
ともあるため、呼称表現としての親族語の数が、日本語と同様の敬語システムがない他の
言語より多いことが予想される。これに対してアラビア語では、決まった親族語が使用さ
れており、その使用上のルールも決まっている。そしてアラビア語の親族語の数が、日本
語ほど多くないということは、本研究を通して確認できたことである。一方、エジプトア
ラビア語には、日本語にはない親族の相手を指す親族語が少なからずあり、様々な使用上
の特徴を持っている。以下の表 6－1 から表 6－3 では、両言語の多様な親族の人の間で
使用される親族呼称表現の例を提示したうえ、両言語における親族呼称表現の特徴とその
違いについて本論文での調査結果を参考にしながら明らかにする。 
 
1. 日本語の親族呼称表現は、数多くあり、目上・目下を表す多様な親族語がある。しか
し、文語アラビア語（外来語の親族語を除いたエジプトアラビア語も同様）には、基
本的に、「兄・姉」以外の年上・目上の親族の相手への呼称語としての親族語が決ま
っているが、「兄・姉」の他に、「弟・妹」などの目下・年下の親族の相手への親族語
は存在しない。文語だけでなく口語でも、兄を意味する「abe:h」と姉を意味する「ablah」
というトルコ語由来の外来語しか存在しない。なお、これらの表現は、一部の人、そ
して特定の地域でしか使用されず、使用頻度がそれほど高い表現ではない。 
 
2. 日本語では、年上・目上の親族の相手に対して呼称語・言及語としての人称代名詞は
使用できないが、年下・目下の相手に対しては使用できる。口語エジプトアラビア語
では、地域および話し手の学歴や社会的な地位などの条件で部分的に同様の特徴があ
るが、文語アラビア語や一部のアラブ諸国では、基本語的に、年上・目上の相手に対
して呼称語・言及語としての人称代名詞が使用できる。 
 
3. 日本語には、直系と傍系（親と親の兄弟姉妹の区別のことで、例えば両親の兄弟が「伯
父・叔父」、そして姉妹が「伯母・叔母」）の区別があるが、父系と母系の区別がない。
一方アラビア語では、直系と傍系、そして父系と母系の両方の区別がある。（例えば：
「ʕammi＝（父の兄弟）おじ／xa:li＝（母の兄弟）おじ」、「ʕammeti＝（父の姉妹）
おば／xalti＝（母の姉妹）おば」）。 
 
4. 日本語には、年齢の差による「兄・弟／姉・妹」および両親の兄弟姉妹「伯父・叔父、
伯母・叔母」の区別があるが、アラビア語には、「兄・弟／姉・妹」の区別はなく、
言及の場合に（時々呼称時の場合も）使用される「axu:ya～＝兄・弟の～」、「uxti～
＝姉、妹の～」という親族語がある。 
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5. 日本語の親族語は、基本的に目上・年上の相手にしか使用されず、目下・年下の相手
に対しては使用されないのが主な特徴である。その代わりに、目下・年下の相手への
呼称表現は、「名前（あだ名や愛称等も含めて）」、「人称代名詞」、そして「呼称語を
使用しない」などの呼称方法が使用される。一方、エジプトアラビア語の親族語は呼
称語として使用される場合の相手のほとんどは、年上の親族の相手であるが、年下の
相手への呼称語としての親族語が少なく、言及時の使用頻度は高いが、呼称語として
の使用頻度は非常に低い。ただし、年下に対して親族語が呼称語として使用された場
合は、話し手と聞き手の親近感が表されるという特徴がある。 
 
6. 日本語では、親族の相手に対して使用される呼称表現は、ほとんどの場合決められた
親族語のみであり、それ以外の表現が使用されることはない。一方でエジプトアラビ
ア語では、親族語の他に、様々な種類のエジプト・アラブ社会の独特な表現が使用さ
れる（例えば：「ħagg / ħaggah＝巡礼者」、「abu / umm＝子ども名+のお父さん／お
母さん」、「学位・職名・役職名」など67）。 
 
7. 日本社会には、「ウチ」と「ソト」という概念があり、特に敬語において重要な意味
と役割を持っている。この概念で、話し手の所属するグループの人（親族、友人、会
社の人）などの相手が「ウチ」とされ、これに対して、話し手の所属するグループ以
外の人が「ソト」とされるものである。敬語の原則では、話し手が「ソト」の人に対
して「ウチ」の人に言及したりするとき、「ウチ」の人を低くするという決まりがあ
る。もちろんこの場合は、「ウチ」の人が話し手から見て年上・目上であってもこの
原則は変わらず、この行為自体が「ソト」の相手への敬意として評価される。 
一方アラビア語には、「ウチ」と「ソト」のような概念はないが、話し手が謙遜の
つもりで自分自身のことを低くして、謙遜語的な表現を使用することがある。しかし、
アラブ文化での「目上・年上」への敬意については、相手が親族の相手でもそれ以外
の一般の相手でも、「ウチ」と「ソト」を問わず、親疎関係、年齢、社会的地位、学
歴などの関係のあり方を基に、使用される表現とその敬意度が話し手によって決まる。
例えば、エジプトアラビア語では、「ソト」である他人の前で、「ウチ」である目上・
年上の親族の相手（両親など）を高めて述べることも異常であるとはされず、むしろ
話し手の礼儀正しさの表れであると評価される場合がある。その背景には文化と宗教
の影響があると考えられる。このような場合の敬語の使用方法は、絶対敬語に近いと
位置づけられる。 
 
 
 
                                                   
67 親族への親族語以外のこれらの呼称表現の使用の可否については、話し手と聞き手の上
下・親疎関係のあり方および地域や伝統文化などの要因によって決まる。 
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6.1.3. 両言語における相手別の親族呼称表現の例 
 
前述の両言語の説明を踏まえ、以下の表 6－1 から表 6－3 では、日本語とエジプトア
ラビア語の親族呼称表現の呼称語の具体例を提示する。これらは使用頻度が高いと思われ
る表現であり、これらの表現以外にも多くの表現があるが、それぞれの使用率および使用
条件は、話し手と聞き手の関係や年齢、地位等の条件、そして場面その参加者、地域文化
や方言等の要素により大きく異なることが想定される。 
 
表 6－1：＜日本語とエジプトアラビア語の親族呼称語の使用例（家族）＞ 
話 し
手 
聞 き
手 
日本語の親族の相手への呼称語68の 
種類とその例 
エジプトアラビア語の親族の相手
への呼称表現の種類とその例69 
 
父 
息子 個人名・愛称（＋くん、ちゃん）、人称
詞70「貴男、おまえなど」（以下同様） 
*個人名・愛称、walad / ibni＝我
が息子 
娘 個人名・愛称（ちゃん）、人称詞 個人名・愛称、bint / binti＝我が
娘、 
母 息子 個人名・愛称（くん、ちゃん）、人称詞 個人名・愛称、walad / ibni 
娘 個人名・愛称（ちゃん）、人称詞 個人名・愛称、bint / binti 
妻 夫 個人名・愛称、パパ・（お）父さん（ち
ゃん）（子どもがいる場合）、人称詞 
個人名・愛称、ba:ba＝パパ、abu
～（子どもの名）、ħagg＝巡礼者 
夫 妻 個人名・愛称、ママ・（お）母さん（ち
ゃん）（子どもがいる場合）、人称詞 
個人名・愛称、ma:ma、umm～（子
どもの名）、ħaggah＝巡礼者 
 
息子 
父 パパ、（お）父さん（ちゃん）、親父 ba:ba、a:ba＝親父（農村方言）、
ħagg 
母 ママ、（お）母さん（ちゃん）、おふくろ ma:ma、（amma＝母 等の方言）、
ħaggah  
娘 父 パパ、（お）父さん（ちゃん）、親父 ba:ba、a:ba、ħagg 
母 ママ、（お）母さん（ちゃん）、おふくろ ma:ma、amma、ħaggah 
 
                                                   
68 ここで紹介する呼称語の中に、会話で使用される 2 人称としての「対称詞」そして、3 人
称の言及語としての「他称詞」も含まれている。 
69 アラビア語では、呼称語の前に、呼格助詞の（「اي＝ya」＝「個人名+よ」）という形式が非
常に多く使用される。 
70 表 6－1～表 6－3 にある日本語の人称詞の例は、あんた、あなた、きみ、おまえなどの 2
人称の他に貴男、貴女などは、直接の呼称ではなく、呼称語の代名詞的用法として、妻か
ら夫への場合を除き、相手の呼びかけ語としての使用は一般的ではない。アラビア語にお
いても同様の特徴があるが、アラビア語の人称代名詞の使用は「enta＝貴男、enti＝貴女」
しかなく、目上・年齢差が大きい相手に敬意を払う目的で、「ħadˤretak＝貴方様」という
表現が使用される場合がある。 
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表 6－2：＜日本語とエジプトアラビア語の親族呼称語の使用例（兄弟姉妹）＞ 
話 し
手 
聞 き
手 
日本語の親族の相手への呼称語の 
種類とその例 
エジプトアラビア語の親族の相手
への呼称表現の種類とその例 
兄 弟 個人名・愛称（くん、ちゃん）、人称詞 個人名・愛称、abu～、ħagg 
妹 個人名・愛称（ちゃん）、人称詞 個人名・愛称、umm～,ħaggah 
姉 弟 個人名・愛称（くん、ちゃん）、人称詞 個人名・愛称、abu～、ħagg 
妹 個人名・愛称（ちゃん）、人称詞 個人名・愛称、umm～、ħaggah 
 
弟 
兄 （お）兄さん（ちゃん）、兄貴 個人名・愛称、abu～、ħagg、abe:h
＝お兄さん 
姉 （お）姉さん（ちゃん）、姉貴 個人名・愛称、umm～、ħaggah、
ablah＝お姉さん 
 
妹 
兄 （お）兄さん（ちゃん）、兄貴 個人名・愛称、abu～、ħagg、abe:h 
姉 （お）姉さん（ちゃん）、姉貴 個人名・愛称、umm～、ħaggah、
ablah 
 
 
 
表 6－3：＜日本語とエジプトアラビア語の親族呼称語の使用例（家族以外の親族）＞ 
話し手 聞き手 日本語の親族の相手への呼称語の
種類とその例 
エジプトアラビア語の親族の相手
への呼称表現の種類とその例 
 
甥・姪 
おじ 
 
おじさん（ちゃん） ʕammi/xa:li＝おじさん、ankel＝
Uncle、ħagg 
おば おばさん（ちゃん） ʕammeti/xalti＝おばさん、tˤantˤ、
ħaggah 
 
孫 
祖父 （お）じいさん（ちゃん）、じいじ geddi(geddo)＝おじいさん、ħagg 
祖母 （お）ばあさん（ちゃん）、ばあば geddeti 、 te:ta ＝おばあさん、
ħaggah 
祖父母 孫（男） 個人名・愛称（くん、ちゃん）、人
称詞 
個人名・愛称、walad / ibni 
孫（女） 個人名・愛称（ちゃん）、人称詞 個人名・愛称、bint / binti 
おじ 
・ 
おば 
甥 個人名・愛称（くん、ちゃん）、人
称詞 
個人名・愛称、abu～ 
姪 個人名・愛称（ちゃん）、人称詞 個人名・愛称、umm～ 
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表 6－1 から表 6－3 にある通り、エジプトアラビア語の表現には、「名前・愛称」が使
用されるケースが多く、話し手と聞き手の年齢や関係や場面などにより、それらの条件に
適した「名前・愛称」以外の多様な表現も多く使用されている。また、両言語の親族呼称
表現の違いの一つに、日本語には、敬称「さん、くん、ちゃん」などが使用されるのに対
して、アラビア語では、親族の上下関係、年齢差などにかかわらず、親族語につけられる
敬称がないということが挙げられる。また、上述の通り、親族語以外にも「ħagg / ħaggah
＝巡礼者」、「abu / umm＝子ども名+のお父さん／お母さん」、「学位・職名・役職名」な
どの表現が年上の親族の相手に対して使用される場合もある。 
 
 
6.2. 日本とエジプトにおける敬語の概念のあり方と社会との関係 
 
6.2.1. 日本の敬語とエジプトアラビア語の敬語的表現の特徴と相違点 
 ここでは、両言語の敬語の比較を通して、それぞれの言語における敬語表現の主な特徴
の違いについて以下の通りまとめた。 
 
1. 日本語には、数多くの種類の敬語表現、そして様々な文法上の特徴と機能がある。し
かし、文語アラビア語には、独立した文法項目のカテゴリーとしての「敬語」がなく、
敬語表現そのものも日本語に比べて少ない。日本語の敬語では、話し手が聞き手（あ
るいは聞き手側の人物、動作、所有物など）を高くし、自分（あるいは自分側の人物、
動作、所有物など）を低くするというのが、敬語の基本的な概念である。一方アラビ
ア語・アラブ文化での敬語は、相手を高くし、自分を低くするという概念よりも、相
手への敬意の表し方、相手への配慮・社会の中での地位を意識した敬語的表現の使用
として現れる。すなわち、自分（特に自分のグループに属する目上の人）を低くする
という概念は、アラブ文化には浸透していないと考えられる。 
 
2. 広義の日本語の敬語の種類には、尊敬語と丁寧語の他に、謙譲語や美化語などの分類
がある。辻村（1965：1）では、「尊敬語=目上の人およびその人の動作・状態・所有
物等をあがめていうことば」、「謙譲語=話し手が自分ないし自分側の者の動作・状
態・所有物等をへりくだっていうことば」、そして「丁寧語=自他にかかわらず、す
べて物言いを丁寧にすることば」の 3 種類が挙げられている。これらの多様な種類
の敬語は、自己と他者間の上下・親疎の関係を表した表現の使用のみならず、日本社
会での日常生活の様々な場面に合った多様な敬語表現として使用され、日本語の敬語
の文法的機能の発達を表していると言える。一方、文語と口語アラビア語には、動詞
による敬語的表現が非常に少なく、「yatakarram～／yatafaddˤal～＝～してくださ
る／なさる」など、敬意を表す補助動詞としての敬語的表現のみが挙げられる。そし
て、名詞による敬称などが特に口語では多く使用されるが、文法的に発達しておらず、
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日本語のように、文法上の分類などが行われていない。また、アラビア語における謙
譲語については、日本語の多様な謙譲語に比べては非常に少ないと言える（アラブ文
化における「謙遜」という概念については、以下の 6.2.3.参照）。 
 
3. アラビア語では敬語的表現が発達していない一方、目上・年上の相手への配慮や敬意
が表される方法としては「文脈型敬語」という概念があり、敬語的表現が使用されな
くても、相手への評価や称賛が、相手への敬意として扱われる。もちろん日本語にも、
敬語表現の使用と共に同様のことが当たり前のようにあることは言うまでもないこ
とである。 
 
 
6.2.2. アラビア語における敬語的表現の使用上の言語・文化・社会的特徴 
 前述にあるように、日本語の人称代名詞の呼格的用法では、相手との関係によって使用
される表現が異なる。例えば、目上・年上の一般の人および年上の親族に対しては、人称
代名詞の使用はできないが、年下・目下の親族に対しては、人称詞で呼びかけたり言及し
たりすることができる。しかし古来の文語アラビア語では、親族相手の場合、その概念が
基本的に存在せず、多くの場合、目上・年上の相手にも、人称代名詞を 2 人称として使
用したり、言及時の 3 人称として使用したりできる。一方、日常会話で使用される機会
が非常に少ないこの文語アラビア語と異なり口語では、一部の地域、特定の社会的地位・
学歴の人において、前述した日本語の人称代名詞の呼格的用法と同様の特徴を持っている
と言える。つまり、年上の親族の相手、あるいは年上・目上の一般の相手に対しては、2
人称としての「enta/enti＝貴男／貴女」の使用が不適切となり、その代わりに、「ħadˤretak
＝貴方様」という敬語的表現の使用頻度が高くなる。 
 
本論文の第 4 章と第 5 章で示したアンケート調査結果でも明らかにしたように、
「ħadˤretak＝貴方様」を使用すると答えた人は、全体の半分以上（53%）であり、敬語
を使用する必要がある場合に「あなた」に代わって使用される。エジプトアラビア語では
使用頻度が非常に高い表現である。また、両親への待遇表現として、「あなた」という対
称詞の代わりに「ħadˤretak＝貴方様」という尊敬表現が使用される場合があり、その使
用割合は「いつも使用する」と「条件付きで使用する」の合計で 5 割を超えており、多
くの人が第三者の同席の場合などで、両親に対してこの敬語的表現を使用していることが
わかった。もちろん、親族以外の初対面や目上・年上の相手の場合も、その相手との年齢
差や親疎関係等の要素によって人称代名詞（特に「enta/enti＝貴男／貴女」）使用の可否
が決まる。 
 
さらに、アラビア語では、日本語の敬語とは逆に、他人と会話の中で、話し手側の親族
および同一家族内の人物に言及するときでも、その家族・親族が高学歴（博士など）やエ
リート職種（医者やエンジニアなど）や高レベルの役職などの人の場合、その人への言及
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時に学位名・職名・役職名などの敬称が使用される場合がある。この場合は、話し手が自
分の「ウチ」に含まれる者を高くするということになるが、エジプトの社会では、聞き手
にとっても必ずしも不適切な使用になることはないと考えられる。これらの両言語の相違
点に対して、両言の最も重要な共通点として挙げられるのは、話し手と聞き手の上下、親
疎の関係が非常に重要視され、使用される表現とその敬意度を決める重大な要素であると
いうことである。特に、話し手から見て、聞き手の年齢や地位、学歴などに従って、社会
の中でそれにふさわしいと思われる言語コミュニケーションを意識して行動するという
ことが両言語話者の共通点であると考える。 
 
日本語もアラビア語も長い歴史を持つ言語であるが、アラブ文化の日本語との大きな違
いの一つは、宗教との綿密な関係であると言える。宗教との強いつながりで、文化と言語
が様々な影響を受け、その影響が社会の日常生活における言語行動として現れることが多
い。日本語の敬語は、文法項目として発達していることについて述べたが、アラブ文化に
おける「尊敬」の概念は非常に古く根強い。前イスラームの時代から現在に至るまでのア
ラブ文化には、部族主義というものがあり、社会的地位が重要視されてきた。 
 
イスラーム文化の中にも、聖典のクルアーンや預言者ムハンマドの「ハディース」と言
われる言行録で確認することができる年上の人への敬意や呼びかけ語に関する教えがあ
り、宗教の教えとして広く伝えられている。例えば聖典のクルアーンの第 17 章では、両
親について次の 2 節がある。 
 
 
第 17 章 23 節：「あなたの主は命じられる。かれの外何者をも崇拝してはならな
い。また両親に孝行しなさい。もし両親かまたそのどちらかが，あなたと一緒に
いて老齢に達しても，かれらに「ちえっ」とか荒い言葉を使わず，親切な言葉で
話しなさい。」 
第 17 章 24 節：「そして敬愛の情を込め，両親に対し謙虚に翼を低く垂れ（優し
く）て，「主よ，幼少の頃，わたしを愛育してくれたように，2 人の上に御慈悲
を御授け下さい。」と（折りを）言うがいい。」 
 
（聖クルアーン第 17 章 23－24 節：聖クルアーンの日本ムスリム協会日本語訳71） 
 
 
 
 
                                                   
71 聖クルアーンの日本ムスリム協会による日本語訳（（第 17 章のページより） 
（http://www.krn.org/ja/17.aspx）（2018 年 9 月閲覧） 
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このように、両親への言葉遣い、そして敬意に関するイスラーム教の教えは厳しく、両
親への言語・非言語行動は宗教において重要視されていると言える。もちろん、両親とそ
れ以外の、年齢の差がやや大きい一般の相手も同様の扱いを受けるべきとして、イスラー
ム社会で子どもや若者などに対して広く教えられていることである。 
また、預言者のハディース集成書 Attermidhi（1962：4：321）では、「我々の幼い子に
優しくせず、そして我々の老人に敬意を払わない者は、我々の仲間ではない72」と述べら
れており、これは預言者が神のアッラーからの啓示を受けて信者に発したイスラーム教の
教えである。 
 
アラブ文化における「尊敬」は、言葉で表されることも重要であるが、相手への接し方
や態度なども非常に重要なものであるということが前述のハディースの内容からも分か
る。そのため、相手に対する敬意を表すのに言葉は欠かせないものであるが、アラビア語
では、言葉以上の文脈の中に含まれる様々な要素（態度や話の内容など）で待遇性がはっ
きりと現れると言える。このことは、特に書き言葉としてのアラビア語に言えることであ
るのは当然だが、部分的に口語の各国の方言にも共通することであると考える。特にエジ
プトアラビア語には、標準語のアラビア語にはない、数多くの呼称語としての敬語的表現
が存在しており、社会の変化に柔軟に対応し、自然なコミュニケーションに大きく貢献し
ていると言える。 
また、アラブの文化の中には、「気前の良さ」、「接客」、「両親および両親の兄弟姉妹・
友人への孝行」、「年上の人への尊敬」や以下に紹介する「謙遜」の概念などが日常生活の
中で重要視され、イスラーム教の教えと共に強調されてきた。これらの道徳の遂行は、ア
ラビア語では言語行動のみならず、文脈や実際の非言語的行動としての面もある。 
 
対人コミュニケーションにおける非言語行動については、Knapp（1972）、伊藤（1991、
大坊（1998）などの研究でその重要な役割について論じられてきた。これらの研究によ
れば、対人コミュニケーションの過程には、言語的情報や行動だけでなく、非言語的情報・
行動も無数にあり、意識化されるレベルは低くても、非言語的行動にも表出する情報やそ
こから得られる情報は、むしろ言語的情報より多いとされている。特に、大坊（1998：
17）は、非言語コミュニケーションに含まれるものについて、視線の他にも音声の形式
的側面（発言と沈黙のタイミング、抑揚、大きさなど、近言語的特徴）、顔の表情、ジェ
スチャー・姿勢や動作、外見、服飾などを挙げている。また、同書で、「非言語的なチャ
ンネルは意識される程度は低く、好悪などの感情の伝達などに適しており、言葉の不足を
補う言語的コミュニケーションの代替としての意味が大きいと言われています。一般には、
言葉がまず意識されがちですが、実際には、チャンネルの多様性という点だけでなく、非
言語的コミュニケーションの占める説明力は大きい」と述べられている（大坊 1998：20）。 
                                                   
72 このハディースは、ハディース学者である ATTERMIDHI 師が編集者を務めたハディース集
成書（Attermidhi（1962）『SUNAN ATTERMIDHI 4:321』Hadith no. 1919）による。 
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Knapp（1972）は、「非言語ということばは話しことば・書きことばを超えた人間の情
報伝達活動のすべてを記述するのに使われるのが普通である」と指摘している。さらに同
書で、「非言語情報伝達が重要なのは全情報伝達体系の中で演ずる役割のためと、どのよ
うな特定の状況においても絶大な量の情報を提供し、われわれの日常生活の基本的な領域
に使われるためなのである」と述べている（Knapp 1972, 牧野 訳 1979：25）。 
 
日本語の敬語における非言語行動・非言語コミュニケーションについては様々な研究が
あり、日本語においても非言語的行動・コミュニケーションが非常に重要な課題であるこ
とは言うまでもないことである。 
 日本社会で、相手への尊敬を表す日常的な非言語的行動として、お辞儀が挙げられる。 
ジェスチャー、顔の表情、姿勢、態度、イントネーション・声の大きさなどもコミュニケ
ーションの成功に大きく影響しているものと考えられ、言語行動に関しても、日本語やア
ラビア語のみならず、世界言語共通の普遍的な現象であると思われ、様々な形で各社会の
特徴と言語文化習慣などに特化したものが多く、多様性に満ちていると考えられる。 
  
アラビア語においても、代表的とも言える非言語行動の例の一つに、最も尊敬をすべき存
在としての両親に対して、子どもが両親の手の甲の部分にキスをするという行為がある。
たとえ他人の同席の場合でも、その行為を熱心にしようとする人が少なくなく、親に対す
る高レベルの非言語の敬意であると言える。宗教的にはこのような行動がはっきりと伝え
られていないが、親孝行の行動の一つとしてエジプト・アラブ社会のみならず、イスラー
ム世界でしばしばみられる行動である。特にエジプトにおいては、都市部より農村部地域
でこの行為が広まっており、高く評価される行動であると言える。 
 
また、もう一つ代表的な非言語行動の例として、両親を含む年上・目上の相手に対する
次の行動が挙げられる。両親や目上・年上（特に年齢の差が大きい場合）の相手が、自分
が座っている場所に入るという場面の場合、必ず子ども、目下・年下の側が立ち上がって
挨拶をしたりし、握手する（両親以外の場合）行為である。また、両親や目上・年上の相
手以外にも、初対面や年下の相手でも親しくない場合などに、その相手に対して立ち上が
らないまま握手しようとすると、周りから批判されたりし、無礼な行為に当たるとされる
場合もある。これらの非言語行動は、言語の領域を超えた、社会文化および宗教などを基
にした行動であるため、エジプト社会のみならず、ほとんどのアラブ社会に共通する行動
であると考えられる。 
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次に、アラビア語エジプト方言で使用される敬語的表現とその敬意度を決める条件およ
びその表現が使用される相手の優先順位といった使用状況について述べる。 
 
図 6－1：＜エジプトアラビア語における「尊敬」の対象者への敬語的表現とその敬意度 
を決める条件＞ 
 
 
 
図 6－1 からは、エジプトアラビア語で使用される敬語的表現とその敬意度を決めるた
めに、自己・他者間の年齢差、親疎関係、そして学歴や地位73等の条件が非常に重視され
ることが分かる。図 6－1 の尊敬度の順は、1.から 4.までの 4 段階で、1.が最も尊敬度が
高く、それぞれの段階で使用される表現とその敬意度が変わることを表している。エジプ
                                                   
73 ここでの、エジプトアラビア語における「地位」とは、話し手から見た相手の役職、学歴、
社会貢献等によって得られる地位を指したものである。 
1. 年上＋（学歴・地位などにおいて）目上の相手
●初対面および親しくない相手
●親族・知り合い等の相手
2. 年上の相手（目上の条件無し）
●初対面および親しくない相手
●親族・知り合い等の相手（特に年齢の差が大きい場合）
3. 年下で（学歴・地位などにおいて）目上の相手
●初対面および親しくない相手
●親族・知り合い等の相手（特に他人の前の場合）
4.  その他（年齢に関係なく）
●年齢や地位などの要素がない初対面および親しくない相手
●高学歴（博士など）やエリート職種などの親しい相手（他人の前の
場合のみ）
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トアラビア語の敬語的表現およびその使用条件は、学校などの正式な教育の場面で教えら
れるものではなく、社会の中で習得される言語社会的行動であると言える。 
  
図 6－1 の親族については、同家庭の両親・兄弟・祖父母（場合によっては「おじ・お
ば」）なども敬語的表現の対象にはなるが、その使用状況については、本論の第 5 章で詳
しく論じた通り、親族への敬語的表現の使用例は確認できたが、その割合は少ないという
ことが明らかになっている。しかし、これは主に 1 親等、2 親等の場合であり、それら以
外の親族についてはその限りではない。親族への敬語的表現が使用されやすい場面、状況
としては、親族の相手が高学歴・エリートとされる職種についている場合などが挙げられ
る。その場合は、その相手が年下でも、他人の前でも賞賛・尊敬の意を表すると同時に、
自慢する部分も話し手にあると考えられる。 
 
図 6－1 の特徴的な点は、エジプト社会では年齢差、親疎関係、そして学歴・社会的地
位などの条件が非常に重要視されているということである。特に 1.にあるように、初対
面および親しくない年上の相手との年齢差が大きければ大きいほど、使用される表現とそ
の敬意度が高くなる。また、その年上の相手が親族の場合でも、親族以外の場合と同様に、
高いレベルの丁寧な言葉遣いが求められる。親族相手の場合は、その相手との親疎関係次
第で使用される表現とその敬意度が下がることもある。2.では、学歴や地位等と関係なく、
年齢差が大きい相手に対する敬語的表現のレベルが、エジプト社会のみならず、アラブ・
イスラーム文化においては大きいものと考えられる。 
 
3.では、相手が年下にもかかわらず、話し手から見て高学歴で社会の中でエリートとさ
れる医者や裁判官、博士などのような人物であれば、呼称時に尊敬を表すための呼称表現
が使用される場合があり、決まった敬称を使用することが当たり前のようになっている。
この場合の相手は、初対面や親しくない知り合いのみならず、年下の親族相手の場合もあ
り、年下の相手に対しても該当する敬称が使用されるが、多くの場合は、他人の前での使
用の方が多い。親しくない相手に対して「医者や裁判官、博士」などの敬称・称号が使用
されないと様々な問題が発生してしまうことが予想され、コミュニケーションのみならず、
人間関係にまで影響してしまう場合もある。 
 
最後の 4.では、普通レベルに近い段階で、年齢差および上下の要素がなく、初対面で、
年齢が近く、目上とは言えない場合の相手である。この場合は、敬称が使用されたり、さ
れなかったりすることになり、いずれの場合も適切と見なされる。また、相手が親しい友
人・同級生などの場合で尊敬の対象になる場合もある。その具体的な例としては、その相
手が高学歴（博士など）やエリート職種（大学教員・医師・検察官・裁判官・警察官・軍
士官など）の場合、特に他人の前という場面において学位・役職名称などを使って呼びか
けるという場面が挙げられる 
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最後に、図 6－1 以外のエジプト社会での特殊な呼称方法について述べる。エジプト社
会における呼称表現の選択・決定の場面の独特な例として、初対面の相手の服装、見た目、
そして方言などで待遇表現を決めるという呼称方法が挙げられる。この方法では、相手が
特に初対面の相手で、特定の服装（作業服や伝統的衣装の「Gallabiyyah（ガラベーヤ）」
など）をしている人や、その相手の格好や方言などが目立つような人に対して、その服装
や見た目の特徴的な部分を基に、その人への呼称表現を決めるということがしばしば見ら
れるということである。 
 
もちろん、その時に使用される表現は、相手を高くする敬称としての表現もあれば、相
手のことをよく知らないにもかかわらず、服装や見た目に合ったと思われる表現を決める
ため、場合によってはその表現が不適切である場合もある。例えば、相手がネクタイ・ス
ーツなどのフォーマルな衣装を着た人（特に初対面や親しくない知り合いの人）の場合、
enta/enti＝貴男／貴女」の使用が不適切となり、その代わりに、「ħadˤretak＝貴方様」
という表現が使用される可能性が高いという例が挙げられる。 
 
この現象について日本語との比較を行う価値があると筆者は考えており、日本にそのよ
うな現象があるとしたらどのような場面、そしてどのような条件で相手の見た目や服装で
使用される呼称表現が決まるかということについて調べる意義があると考えている。しか
し、筆者が調べた範囲では、この現象についての日本語の研究・調査は見つからず、日本
とエジプト社会と言語に関する重要な課題として明らかになったと考えられる。 
 
 
6.2.3. アラビア語の「謙遜」という概念の宗教的・社会的特徴 
 日本語には、「ウチ」と「ソト」という概念があることについて上述してきたが、それ
に対しアラブ文化には、「謙遜」という概念があり、話し手が謙遜をする必要がある場面
では、選択される自称詞がその概念に沿って変わってくるという特徴がある。 
 
アラブ文化とアラビア語は、1400 年以上前から始まったイスラーム教に大きな影響を
受けており、その影響がアラブ人の思考や行動にまで表れることが少なくない。そのため、
「自慢」や「謙遜」のような概念があり、人称表現において現れることが少なくない。特
に「謙遜」という概念は、イスラーム教とアラブ文化において根強く、美徳とされるもの
の一つである。また、「自慢」の行為についても、敵対する相手などに対して必要とされ
る場合があり、そのときに「自慢」の表現形式が使用されている。「謙遜」が指す意味は、
話し手が何らかの成功を成し遂げたり、優れた才能があったりする場合に、聞き手である
他人（特に、目上・年上の相手）に対して、自分が相手より高い地位および優れた才能な
どがあると思わせないようにし、自分を低くするということである。さらに、自分を高め、
自分の成功や才能を意識して周りからの評価を求めたりしないようにするといった意味
合いも含まれている。 
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一方「自慢」の概念には、これと反対の意味と目的があり、特に話し手と敵対関係およ
びライバル関係の相手に対して自己を誇張する表現が使用される。なお、特に「自慢」の
概念は主にイスラーム時代以前の古典アラビア語で多く使用され、詩などの文学作品に多
く残されている。 
 
エジプトアラビア語における「謙遜」の表現方法として、使用される自称詞を控えめな
表現にする目的で、「ana＝私」という一人称代名詞の使用を避ける人がいる。また、「ana」
を使用した場合でも、その直後にアラビア語で、「（私）という語から神のご加護を」とい
う謙遜の意味を表す表現が追加されたりする場合もある。その理由として考えられるのは、
「ana＝私」という表現は、「自己中心」の意味を表し、謙遜な精神を欠いた表現である
と考える人がいるためであると考えられる。 
 
さらには、自分を低くする目的で、「ana＝私」などの自称詞の代わりに「elʕabd lillah
＝神の忠臣74」という表現が自称詞として用いられる場合もある。そして、相手との親近
感を強く表す表現として、相手に対して「axu:k／uxtak＝あなたの兄・弟／姉・妹」と
いう表現が使用され、話し手が目上・年上の場合は、謙遜表現として扱われる場合がある。 
前述の「謙遜」の概念が現れる場面は、通常の場面とは言えず、話し手と聞き手から見
て文脈的に特段謙遜をする必要があると思われるような立場や場面や、話し手が傲慢であ
ると間違えられやすい場面などであると考えられる。 
 
 
6.3. 研究成果のまとめと今後の課題に向けて 
本章では、研究の成果として、日本語の人称・呼称の表現、そして日本語の敬語につい
て考察し、文語アラビア語および口語エジプトアラビア語との比較をしてきた。特にて親
族呼称表現に焦点を当て、両言語の親族呼称表現の使用上の特徴について具体例を提示し
ながら明らかにした。 
 
本節では、本論文の総まとめとして、本研究を通して得られた研究成果とフィードバッ
ク、そして、日本語・日本社会とアラビア語・エジプトアラビア語と社会の両方の言語と
社会への貢献についてまとめていく。また、本論文から今後に向けた提言・課題提起を行
い、本研究テーマの継続の重要性を訴えるものである。 
 
 
                                                   
74 「elʕabd lillah」という表現の直訳は、「神のための奴隷」であるが、イスラームの文化で
は、神の奴隷という表現の「奴隷」は、マイナスの意味ではなく、誇らしいこととして高
評価の謙遜表現である。そのため、正確な日本語訳は、文字通りの意味ではなく、「神の忠
臣」となる。 
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 本論文で明らかにできたこと、そして実現できた調査結果および研究成果の主なポイン
トを以下のようにまとめる。 
 
1. 日本語とアラビア語の両言語における本研究テーマは先行例がなく、文献調査、実
際のアンケート調査、そしてそれらの調査の結果と分析を参考にした両言語の比較
を行い、両言語の研究者ならびに学習者のためになる研究成果を上げることができ
た。 
 
2. 本研究では、日本語とアラビア語の両言語間の呼称表現について比較できるように、
日本語の人称・呼称の表現および敬語表現に関する文献調査を行い、詳しく分析を
行ったということから、多くの人にとって参照されるべき研究内容であると確信し
ている。 
 
3. 本論文では、上記の 2.同様、アラビア語の言語文化的特徴、そしてエジプト社会と
エジプトアラビア語の特徴について詳しく述べ、その特徴と事情を明らかにできた。
特にこの内容は、アラビア語やアラブ社会に興味を持ったり、学習・研究をしたり
する日本人にとって参照されるべき研究内容であると確信している。さらに、エジ
プト・アラブ諸国における本研究テーマに関する先行研究・調査などが非常に少な
いため、本研究でのアラビア語とアラブ文化に関する説明と分析は、アラブ世界の
研究者にとっても参考になる内容であることが期待される。 
 
4. 本研究で取り入れた調査方法は、主に文献調査と予備調査・本調査でのアンケート
の 2 種の方法である。そして日本語とアラビア語の比較はこれらの調査結果と分析
を参考にしているため、多様かつ計画された調査によって、正確で客観的な調査結
果と研究成果を発信することができたと考える。具体的な例として、予備調査のア
ンケートで回答者の多くは、若年層で、20 代だけで 62%を占めており、これは若
者の利用者が多いことが予想されるインターネットでの予備調査の回答者が大半
を占めていることが、その理由の一つであることが分かった。この不均等な年齢層
の割合により、予備調査では回答者の婚姻状況においても独身の回答者が既婚者よ
り多くなり、親族呼称表現（特に夫婦間の表現の場合）にとって不都合な結果とな
った。しかし、予備調査での反省点のおかげで、本調査でのアンケート対象者の年
齢層、男女別などの割合をほぼ同等の割合にすることに成功してきた。 
 
5. 本研究が、呼称表現とその使用状況を明らかにした一例として、言語・文化・社会
の 3 要素の密接な相互関係が挙げられる。本研究は、それらの 3 要素が密接な相互
関係を持ち、話し手・聞き手の価値観・学歴・出身地域などの情報、そして両者の
上下・親疎の関係性や場面などの条件を形成し、使用される呼称・敬語の表現を決
めるのに欠かせないものであるということを明らかにした。 
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6. 本研究で扱った呼称表現・敬語的表現は、日常生活において非常に重要なものであ
り、人間関係やコミュニケーションの成功に欠かせないものである。本論文での両
言語の比較とその違いの明確化で、両言語の学習や研究のみならず、両言語・文化
と社会への理解にも役立ち、相互理解と交流に貢献する研究になることが期待でき
る。 
 
 
最後に、本研究テーマで明らかにできなかったことや、今後の課題に向けた提言につい
て述べる。 
 
1. 本研究で行われた調査によって様々な呼称表現とその使用状況について明らかに
できたが、これらの調査はアンケート調査であるため、回答者から得た各解答の一
部について確認する必要が生じても、その事項について確認することができなかっ
た。そのため、本研究での調査からの反省点として、インタビューによる調査など
で更なる調査が必要な項目などがあると考えられるため、そのための対策を決め、
実施する必要があることを強調したい。 
 
2. エジプトアラビア語の呼称表現と方法について研究・調査が非常に少ないことは本
論文で強調してきたことである。しかし、先行研究や調査以外にも、長い歴史を持
ち、文法的にそれほど大きく変化していない古来の文語アラビア語が日常生活で使
用されていた時代（イスラーム以前とイスラーム初期の時代など）から残された文
献や記録などで、呼称表現およびその方法についてどのような種類と例があるか調
べる必要があると筆者は強く感じている。このような歴史的な文献調査を行うこと
によって、現在のアラビア語の呼称表現と方法、そして敬語的表現についても貴重
な情報が得られ、価値のある研究成果を上げることが予測される。 
 
3. 今回の調査の対象は、親族呼称表現、そしてエジプトの特定の地域（カイロより北
の都市部・農村部）のみを対象としており、エジプト全体の地域での呼称表現につ
いて明らかにできたとは言えない。そのため今後の研究では、親族呼称表現以外の
様々場面での呼称表現、そしてカイロより南の地域やその他の多様なエジプトの地
域を対象に調査をする必要があると考える。 
 
以上、本研究から今後の課題に向けた提言・問題点について述べた。今後は、本研究テ
ーマへの調査に、多くの人に関心を持ってもらうように本研究課題の重要性、そして本研
究を通して日本語との比較の意義について、多くの日本語とアラビア語の研究者・学習者、
並び日本とアラブ諸国の両方とかかわりがある人に伝えることを目標に研究活動を継続
していきたい。 
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6.4. 本章のまとめ 
 本章では、本論文全体の総まとめとして、研究の成果と今後の課題について述べた。
研究の成果として、日本語とアラビア語の両言語の人称・呼称の表現と敬語の特徴とその
違いについてまとめた。 
  
 両言語の人称代名詞の違いとして、日本語の人称代名詞は、文法的に発達しておらず、
使用頻度が低く省略されることが多いのに対し、アラビア語の人称代名詞は多様な文法的
機能と特徴を持っており、使用頻度が高い。また、日本語の人称代名詞は敬語上、年上・
目上の相手に対しては使用できないが、アラビア語では、年齢の差および上下関係を問わ
ず使用することができる。しかし、口語エジプトアラビア語は、古来の文語アラビア語と
は異なり、年上・目上の相手に対して 2 人称などの使用が不適切とされることがあり、2
人称の代わりに、上下・親疎関係に適した「ħadˤretak＝貴方様」などの敬語的表現が使
用される場合が少なくない。 
 
英語やアラビア語などの言語は、人称代名詞の単語が決まっており、その数が限られて
いるのに対して、日本語で人を指す人称代名詞の異形とされる人称詞が数多くあり、待遇
性を含んだ呼称語として使用される。また、日本語の 2 人称の対称詞（あなた、おまえ、
きみ など）には、呼格用法があり、相手に呼びかける時に使用されるが、アラビア語の
2 人称代名詞は、呼格用法が一般的ではなく、基本的に相手に呼びかける時には使用され
ない。 
 
日本語とアラビア語における呼称方法は様々であり、両言語にはほぼ同様の呼称方法が
ある。その呼称方法は、名詞（代名詞、名前、親族名称、敬称や役職名称など）の他に、
動詞形による呼称方法もある。これらの方法以外にも、呼称語を用いない呼びかけの方法
も両言語に存在し、特に日本語の場合は、呼称語を使用しない場合の方が、呼称語を使っ
た呼称方法の場合よりコミュニケーションにおいて自然になる場合がある。 
 
両言語の親族呼称表現の特徴と違いについては、両言語の親族呼称表現を話し手と聞き
手別で表で示し、両言語の共通点と相違点を挙げた。日本語の親族語については、基本的
に年上の親族の相手に対してしか使用できず、年下の親族の相手に対しては使用できない。
一方アラビア語については、呼称語として使用される親族語は兄・姉を除く年上の相手の
みであり、兄・姉や同年代および年下の弟・妹などの親族の人に対して呼称語としての親
族語は存在しない。また、日本語の親族語には、年齢の差による親族語の区別「兄・弟／
姉・妹」や「伯父・叔父、伯母・叔母」があるが、アラビア語にはこの区別がない。また、
アラビア語には、父・母の兄弟姉妹の父系と母系による親族語の区別があるが、日本語に
はこの区別がない。 
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日本語の敬語には、重要な役割を持つ「ウチ」と「ソト」という概念があり、自分のグ
ループの人物を「ソト」の他人に対して低くするが、アラビア語にはこの概念がなく、年
上の「ウチ」である年上の親族の相手を、他人に対して低く述べることはできない。特に
両親などの親世代の親族の相手への他人の前での敬称や敬意の伝達は、「ソト」である他
人から年上への配慮として評価されることもある。 
 
 日本語の敬語は世界言語の中で発達した文法的機能と特徴を持っており、相手を高くし、
自分を低くするということを基本的な概念として、豊富な種類の表現がある。また、日本
語の敬語に数多くの分類があり、尊敬語、丁寧語、謙譲語そして美化語などの分類が挙げ
られる。 
 
一方アラビア語には、文法的カテゴリーとしての敬語がなく、日本語と比べると、敬語
的表現の数が少なくその使用上の違いが大きいと言える。これに対して文語アラビア語と
異なりエジプトアラビア語には、多様な敬語的表現がある。エジプト・アラブ文化におけ
る敬語の概念については、相手を高くし、自分を低くするという概念よりも、相手への敬
意の表し方、相手への配慮・社会の中での地位を意識した敬語的表現が使用されるという
ことになる。 
 
 また、アラビア語では敬語的表現が発達していない一方、目上・年上の相手への配慮や
敬意が表される方法としては「文脈型敬語」、「非言語行動による敬意の伝達」の他に、「謙
遜」などの概念があり、敬語的表現が使用されない場合でも、相手への評価や称賛が、様々
な形で相手への敬意として伝達される。 
 
最後に、本論文の結論として、研究全体の成果として明らかにできたことを挙げた。両
言語間の比較研究としての本研究は、両言語の研究者並びに学習者にとって参考になると
確信している。また、日本とエジプトの社会の特徴とその違いについても述べ、呼称表現
とその使用状況を明らかにした一例として、言語・文化・社会の 3 要素の密接な相互関
係を挙げた。それらの 3 要素が密接な相互関係を持ち、話し手・聞き手の価値観・学歴・
出身地域などの情報、そして両者の上下・親疎の関係性や場面などの条件を形成し、使用
される呼称表現・敬語表現を決めるのに欠かせないものであるということを明らかにした。
最後に、呼称表現・敬語表現は、社会での日常生活において、人間関係やコミュニケーシ
ョンの成功に欠かせないものであるため、本論文での両言語の比較とその違いの明確化で、
両言語の学習や研究のみならず、両言語・文化と社会への理解にも役立ち、相互理解と交
流に貢献する研究になることが期待できる。 
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 本章で挙げた今後の課題の内、本研究で行った調査からの反省点を挙げた。この反省点
では、本調査で実施されたアンケート調査だけでは明らかにできなかったことなどがある
と考えられ、今後の同テーマに関する調査においては、インタビュー調査などで更なる詳
細な調査が必要であると考えられる。また、本論文で長い歴史を持つアラビア語には敬語
的表現はないと述べてきたが、文語アラビア語が日常会話で使用されていた時代の表現に
関する文献などについて調査を行い、その表現の中に敬語的表現がある否かを明らかにす
ることには大きな意義がある。最後に、本調査での対象地域は、エジプトで最も人口が密
集している地域ではあるが、他にも伝統文化と方言を持った地域もあり、今後の課題とし
てこれらの地域を調査の対象にすることで、エジプトにおける呼称表現の全体像が解明で
きると考えられる。 
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 استقصاء حول أساليب النداء والمخاطبة التي يستخد مها المتحدث تجاه المستمع في مصر
 
 
  فئة السن .1
 تحت العشرين 
 العشرينات 
 من ال?�ثينات  حتى?��بعينات 
 الستيناتمن الخمسينات  حتى  
 من السبعينات فما فوق 
 
 
  النوع .2
 ذكر 
 أنثى 
 
 
  الحالة ��تماعية .3
 متزوج 
 أعزب 
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يمكن اعتبار الدرجة العلمية المسجل بها أو المتوقع الحصول عليها قريبا  هي   ما  هو آخر مؤ هل دراسي حصلت عليه .4
 آخر مؤهل
 ثانوية عا مة أو دبلوم ثانوي فما أقل 
 بكالوريوس / ليسانس / معهد متوسط 
 (دراسات عليا (ماجستير 
 (دراسات عليا (دكتوراه 
  أخرى :  
 
 
  حول تفاصيل الخلفية التعليمية: ما نوع المدارس التي درست بها حتى الثانوية العامة .5
 حكومية 
 تجريبية / خاصة 
 لغات 
  أخرى :  
 
 
  الدراسات العليا: عن طبيعة الجامعة التي تخرجت منهالمن تخرجوا من الجامعة أو  .6
 حكومية 
 خاصة 
 جامعة أجنبية داخل مصر 
  أخرى :  
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 )اللهجة يمكن اختيار الثقافة الغالبة عليك في أساليب الك�م (ليس بالضرورة حول بيئة الم��  النشأة  ا?�امة .7
 (الكبرى?��سكندرية أو المدن الكبرى بالمحافظاتحضر (المدن الكبرى مثل القا هرة  
 .. ( ريف (المحافظات الشمالية مثل الدلتا والقناة وغيرها  مدن متوسطة وصغرى وقرى 
 .. ( الصعيد (المحافظات الجنوبية  مدن متوسطة وصغرى وقرى 
 (غير ذلك (كالمصريين المولودين أو الناشئين خارج مصر 
  أخرى :  
 
 
 "ولمن ليست لديه أية وظيفة يُرجى اختيار "� أعمل نوع أو طبيعة الوظيفة أو المؤسسة التي تعمل بها،ما  .8
 وظيفة حكومية 
  وظيفة بشركة أو مؤسسة خاصة 
  أعمال خاصة/حرة 
 طالب 
 � أعمل 
  أخرى :  
 
 
 "وظيفة يُرجى اختيار "� أعملولمن ليست لديه أية ،  (ما  هو مستوى أو درجة الوظيفة (للموظفين فقط .9
 موظف عادي 
 ذو منصب إداري/رئاسي متوسط 
  ذو منصب إداري عالي كرئيس أو عضو مجلس إدارة الشركة أو المؤسسة أو ما شابه ذلك 
 أعمال حرة غير مرتبطة بمستويات إدارية 
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 � أعمل 
  أخرى :  
 
 
المتقارب معك في السن ( : كيف تخاطب الزميل /الصديق )1( العمل/الدراسةحول أساليب النداء والمخاطبة في بيئة  .01
 يُرجى اختيار ا�جابة ل�ساليب ا�كثر استخداما والموقع) في العمل/الدراسة أو غير ذلك
 ��سم الشخصي (أو اسم ا?� أو العائلة) فقط بدون أية ألقاب 
 (م هندس/دكتور(حسب الم هنة) أو غير ذلك (وقد يتبعها اسم الشخصباستخدام كل مة احترام مثل  
 أبو/أم ف�ن(اسم ابن/ابنه لو كان لديه) أو غير ذلك ألقاب اجتماعية مثل كلمة حاّج/ة (وقد يتبعها اسم الشخص ) أو 
  باسم للتدليل أو أسلوب للتعبير عن الود والقرب 
  أخرى :  
 
 
 
: كيف تخاطب الزميل��كبر سنا وخبرة، أو ا�على مركزا  )2(حول أساليب النداء والمخاطبة في بيئة العمل/الدراسة  .11
ل�ساليب  يُرجى اختيار ا�جابة أو سنا في العمل أو الدراسة أو المدير المتوسط أو الشخص الكبير في السن عموما
 ?�كثر استخداما
  آخر كاسم ا?� أو العائلة) فقط بدون أية ألقاب��سم الشخصي (أو اسم  
 (باستخدام كل مة احترام مثل م هندس/دكتور (حسب الم هنة) (وقد يتبعها اسم الشخص، أو كل مة حضرتك أو ما شاب هها 
 ذلكباستخدام كلمة مثل حاّج/ة (وقد يتبعها اسم الشخص) أو أبو/أم ف�ن(اسم ا�بن/ا�بنة لو كان لديه) أو غير  
 باستخدام كلمات أكثر احتراما مثل سيادة/سعادة.. أو ما يشبه هما 
  أخرى :  
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هل تستخدم عموما الكلمات أو ا?�غال المعبرة عن?���ام مثل سعادة/سيادة/فضيلة أو يتفضل (بـ) / يتكرم (بـ) ..  .21
  أوغير ها
 نعم أستخد مها دائما في كل ا?��ل 
 حا?� مثل من  هم أكبر سنا ومكانة أو الغرباء فقطنعم أستخد مها في  
 � أستخد مها أبدا،�� أفكر في��مر م هما كان من أتحدث معه 
  أخرى :  
 
 
 : كيف تخاطب��خوة وا?�وات وا?�ارب في نفس السن تقريبا أو أصغر )1(بالنسبة لمخاطبة أفراد نفس ا�سرة  .31
 يُرجى اختيار ا�جابة ل�ساليب ا�كثر استخداما
 باستخدام��سم الشخصي فقط دائما 
 باستخدام اسم للتدليل داخل��سرة?��سم الشخصي أ مام ا�خرين 
 سنا مثل يا ولد / يا بنت ، يا ابني/بنتي.. أو غيرها بالعامية إن وجد استخدام كل مة للتعبير عن فرق السن في حالة��صغر 
  أخرى :  
 
 
��ابة  يُرجى اختيار : لمن لديه أبناء، كيف يخاطب?�� أو��م أبناءهم )2(بالنسبة لمخاطبة أفراد نفس ا�سرة  .41
 (إجابة ي/ـتستخدم ها معه?��/ا�مل�ساليب ا�كثر استخداما (من ليس لديه أبناء يمكنه اختيار أكثر 
 ��سم الشخصي مباشرة في كل ا�حوال 
 (بكل مة مثل: يا ابني/بنتي ، يا ولد/بنت (وقد يصحبها��سم الشخصي 
  ��سم الشخصي أ مام ا�خرين فقط، وباسم للتدليل أو التعبير عن الود بعيدا عن��خرين 
 القرب والود في كل ا�حوالباسم للتدليل أو التعبير عن  
  أخرى :  
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 يرجى اختيار��جابة��كثر استخداما : كيف تخاطب?�� و?�م )3(بالنسبة لمخاطبة أفراد نفس ا�سرة  .51
 أبي/أمي أو بابا/ ماما، أو ما يشب هها باخ?�ف اللهجات  
 كل مة حاج/ة، أو أبو/أم ?�ن/ة أو ما شابه ذلك 
 مثل م هندس/دكتور ... (بحسب الم هنة) مع ا�سم الشخصيباسم الم هنة  
  أخرى :  
 
 
 
 استخداما يرجى اختيار��جابة��كثر عند الحديث عن?�� و?�م أمام ا�خرين: كيف تشير إلى?�� و?�م في الك�م .61
 الوالد/لوالدة أو أبي/أمي أو بابا/ ماما، أو ما يشب هها باخ?�ف اللهجات 
 الحاّج/الحاّج ة أو ما يشبه ها من ا�لقاب ا�جتماعية 
 الوالد/ة أو اأبي/أمي ومعها اسم الم هنة مثل م هندس/دكتور ... (بحسب الم هنة) مع��سم الشخصي 
  أخرى :  
 
 
ترام : في حالة?�� و?�م أو من في مقام هما من ا?�ارب:  هل تستخدم كلمات ل�ح )4(عند مخاطبة أفراد نفس ا�سرة  .71
  مثل حضرتك، تتفضل/تتكرم أو ما شابهها
 نعم 
 � 
  أخرى :  
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 ?�م يمكن لغير المتزوجين��جابة بأكثر إجابة يستخدم ها?�� تجاه بالنسبة ل�زواج: كيف يخاطب الزوج زوجته .81
 ��سم الشخصي فقط دائما 
 غيره) أ مام الغرباءاسم للتدليل بعيدا عن الغرباء فقط،?��سم الشخصي (أو  
 اسم للتدليل دائما حتى أ مام الغرباء 
 (كل مة  ماما / أم ?�ن (في حالة وجود أبناء 
 (باسم الم هنة أو كلمة حاّج ة أو غير ها من ا�لقاب (وقد يصحبها ا�سم 
  أخرى :  
 
 
يستخدم ها ��  بأكثر إجابة يسمعونهايمكن لغير المتزوجين ا?�ابة  بالنسبة للزوجات: كيف تخاطب الزوجة زوجها .91
 تجاه ا�م
 ��سم الشخصي فقط دائما 
 ��سم الشخصي (أو غيره) أ مام الغرباء اسم للتدليل بعيدا عن الغرباء فقط 
 اسم للتدليل دائما حتى أ مام الغرباء 
 (كل مة بابا / أبو ?�ن (في حالة وجود أبناء 
 (غيرها من ?��� (وقد يصحبها��سمباسم الم هنة أو كلمة حاّج أو   
  أخرى :  
 
 
?�جابة��كثر  يرجى اختيار عند الحديث عن الزوج والزوجة أمام ا?��ن: كيف تشير إلى الزوج أو الزوجة في الك�م .02
 استخداما
 (ماما/بابا أو أبو/أم ?�ن (في حالة وجود أبناء 
 الزوجة: الجماعة?���د أو المدام) أو ما بشبه ذلك من ?��� ا�جتماعيةالحاّج/الحاّج ة أو (في ا�شارة إلى  
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 زوجي/ زوجتي (أو ما يشب هها) ويصحبها اسم الم هنة مثل الم هندس/الدكتور ... (بحسب الم هنة) مع ا�سم الشخصي 
 ��سم الشخصي دائما 
 باسم للتدليل أو للتعبير عن الود والقرب 
  أخرى :  
 
ل�ساليب  يُرجى اختيار ا�جابة بالنسبة لمخاطبة ا?�ارب: كيف تخاطب ا�عمام ��خوال وا��اد أو من في مقام هم .12
 ?�كثر استخداما
 (كل مة عم/ة أو خال/ ة أو جد/ة (وقد يليها��سم الشخصي 
 حضرتكباللقب كـ م هندس/دكتور (حسب الم هنة) وقد يصحبها��سم مع استخدام كل مة  
 .. كلمة مثل حاّج/ة أو أبو/أم ف�ن/ة 
  أخرى :  
 
هل تؤثر الحالة المزاجية لك أو طبيعة الع?�ة التي تربطك بمن تخاطبهم من أفراد ا�سرة أو الزم�ء أوغير هم على  .22
  أساليب النداء والمخاطبة تجا ه هم
 نعم 
 � 
  أخرى :  
 
 
استخدام  تحديدا في مخاطبة بناء على مستوى لغة وأسلوب الطرف ا�� معكهل تقوم بتغيير لغة وأسلوب النداء وال .32
 لغة?���ام وخاصة مع من من  هم أقرب أو أقل منك سنا ومكانة
 نعم 
 � 
  أخرى :  
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アンケート（予備調査）の日本語訳 
 
エジプトアラビア語における呼称表現に関するアンケト調査 
 
 
1. 年齢層 
o 20歳未満 
o 20代 
o 30～40代 
o 50～60代 
o 70代以上 
  
 
2. 性別 
o 男性 
o 女性 
 
 
3. 結婚歴 
o 既婚 
o 未婚 
 
 
4. 学歴（最終学歴） 
 高等学校以下 
o 学士 
o 修士 
o 博士 
o その他 
 
 
5. 出身学校・大学 
o 国公立 
o 私立 
o 外国系（国内外の外国の学校及び大学） 
o その他 
 
 171 
 
 
6. 生まれ育った地域について 
o 都会地域 
o 農村地域 
o その他の地方 
 
 
7. 仕事がある場合の職種 
o 公務員 
o 会社員 
o 自営業 
o 学生 
o 無職 
o その他 
 
 
8. 仕事がある場合の職場での立場 
o 一般の職員・社員 
o 中級の管理職 
o 高級の管理職   
o その他 
 
9. 職場や学校などでの呼称表現について：同年齢、近い立場の同僚や同輩をどう呼
びますか 
o 個人名のみ 
o 敬称（学位・役職名称など）＋（個人名） 
o 「ħagg／ħaggah＝巡礼者」や「abu～／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん
／お母さん」 
o 相手の親近感を表す「あだ名や愛称」等の表現 
o その他 
 
 
10. 職場や学校などでの呼称表現について：年上、もしくは自分より上の立場の上司
や先輩をどう呼びますか 
o 個人名のみ 
o 敬称（学位・役職名称など）＋（個人名） 
o 「ħagg／ħaggah＝巡礼者」や「abu～／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん／
お母さん」 
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o 「saʕa:det／siya:det～＝～あなた様」等の敬意度がより高い表現 
o その他 
 
 
11. 「ħadˤretak＝貴方様」、「saʕa:det／siya:det＝～閣下」、「yetfaddˤal～／
yetkarram～＝～なさる／～してくださる」などの敬語的表現を使用しますか 
o いつも使う 
o 時々使う（限定された、年上・先輩や初対面の場合など） 
o 使わない（どんな場合でも使おうと思わない） 
o その他 
 
 
12. 家族・親族呼称について：自分より同年代もしくは年下の兄弟や親戚をどう呼び
ますか 
o 個人名 
o 家庭内では、「あだ名・愛称」等の表現（他人の前では、個人名を使う） 
o 「walad／bint＝少年／少女」や「ibni／binti＝我が息子／娘」で呼ぶ（この表現と
共に、個人名を使う場合もある） 
o その他 
 
 
13. 子供がいる父親・母親は自分の子供をどう呼びますか 
o 個人名 
o 「walad／bint＝少年／少女」や「ibni／binti＝我が息子／娘」で呼ぶ（この表現と
共に、個人名を使う場合もある） 
o 他人の前では「個人名」、それ以外の通常の場合は、「あだ名・愛称」等 
o 「あだ名・愛称」のような親近感を表す表現をいつも使う 
o その他 
 
 
14. 両親をどう呼びますか 
o 「abi／ummi、waldi／waldeti＝私のお父さん／お母さん」等の通常表現および各地
方言、「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」 
o （ħagg／ħaggah＝巡礼者）や（abu～／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん／お
母さん） 
o 医者やエンジニアなどのような職名（それと共に個人名も使用） 
o その他 
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15. 他人の前で両親に言及するときに使用する表現を次の回答選択肢の中から選択
してください 
o 「abu:ya／ummi、elwa:lid／elwaldah＝（私の）父／母、父親／母親」、「ba:ba＝
パパ／ma:ma＝ママ」などの各地域方言 
o 「elħagg／elħaggah＝巡礼者」や「abu～／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん
／お母さん」 
o 「医者やエンジニア」等のような学位名・職名（職名の後に個人名を使用する場合も
含める） 
o その他 
 
 
16. 両親か、近いレベルの年齢の人に対して、敬意を表す「ħadˤretak＝貴方様」や
「Yetfaddˤal～／Yetkarram～＝～なさる／～してくださる＝」などの敬語的表
現を使いますか 
o 使う 
o 使わない 
o その他 
 
 
17. 既婚者の男性の場合、妻をどう呼びますか 
o 個人名 
o 家庭内では「愛称・あだ名」、家族以外の他人の前では、「個人名」を使う 
o いつも（家族以外の人の前でも）愛称表現・あだ名の表現を使う 
o 「ma:ma＝ママ」や「umm～＝（子どもの名）＋のお母さん（子どもがいる場合）」 
o 「巡礼者＝ħaggah」や「学位・役職名称」など（その後に個人名を入れる場合もあ
る） 
o その他 
 
 
18. 既婚者の女性の場合、主人をどう呼びますか 
o 個人名 
o 家庭内では、愛称表現やあだ名などを使い、家族以外の人の前では、個人名使用 
o いつも（家族以外の人の前でも）愛称表現・あだ名などの表現を使う 
o 「ba:ba＝パパ、abu～＝（子どもの名）＋のお父さん（子どもがいる場合）」等 
o 「巡礼者＝ħagg」や「学位・役職名称」など（その後に個人名を入れる場合もある） 
o その他 
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19. 夫もしくは妻が他人に、奥さん／主人について話す時、お互いのことをどう呼び
ますか 
o 個人名 
o （abu～／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん／お母さん） 
o 「巡礼者＝ħagg／ħaggah」や妻に対して「家、マダム」などの言及表現を使う 
o 通常の「zogti＝妻／zo:gi＝主人」のっ表現を使う 
o 愛称・あだ名の表現 
o その他 
 
 
20. 叔父、叔母、祖父、祖母などの親戚をどう呼びますか 
o 「ʕammi／xa:li＝（私の）おじさん」、「ʕammiti／xalti＝（私の）おばさん」、「geddi
／geddeti＝（私の）おじいさん／おばあさん」、「te:tah＝（私の）おばあさん」 
o 学位・役職名称（その後に個人名を使う場合もある） 
o 「巡礼者＝ħagg／ħaggah」や「abu～／umm～＝（子どもの名）＋のお父さん／お
母さん」 
o その他 
 
 
21. 回答者の心的状態や相手との関係が、相手（家族、同僚、同級生など）に対して
使う呼称表現および敬語的表現に影響することがありますか 
o ある 
o ない 
o その他 
 
 
22. 相手が自分に対して使う呼称表現や敬語的表現の敬意度によって、その相手への
呼称表現・敬語表現とその敬意度を意識的に決めるようにすることがありますか 
o ある 
o ない 
o その他 
 
ご協力、どうもありがとうございました。 
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アンケート（本調査）の日本語訳 
 
エジプトアラビア語における親族呼称表現に関するアンケート 
 
 
 
I. 第一部：（被調査者の基本情報に関する質問） 
 
 
1. 年代 
 120歳以下 
 20代 
 30代 
 40代 
 50代 
 60代以上 
  
 
2. 性別 
 男性 
 女性 
 
 
3. 婚姻状況 
 既婚 
 未婚 
 その他 
 
 
4. 子どもの有無 
 いる 
 いない 
 その他 
 
 
                                                   
1 回答選択肢の前に（）の記号がある質問は、単回答方式の質問であることを示してい
る 
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5. 学歴（最終学歴） 
 高等学校以下 
 学士 
 修士 
 博士 
 その他 
 
6. 学校および大学の種類（国立・私立など） 
 2国公立 
 私立 
 外国系（インターナショナルスクールなど） 
 その他 
 
 
7. 職種に関する情報 
 公務員 
 民間企業等の社員 
 自営業 
 学生 
 無職 
 その他 
 
8. 職場での立場（仕事がある場合） 
 一般レベルの職員・社員 
 中級の管理職 
 上級の管理職 
 その他 
 
II. 第二部：（親族呼称表現の使用状況に関する質問） 
 
9. 現在、あなたが親族に対して使用する主な方言の地方を選択してください 
 都市部（大都市のカイロ・アレキサンドリア） 
 カイロより北（デルタ地方など）の主要都市部 
 カイロより北（デルタ地方など）の農村部 
 上記以外の地方 
 その他（外国で生まれ育った場合など） 
                                                   
2 回答選択肢の前に（□）の記号がある質問は、複数回答方式の質問であることを示して
いる。 
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10. 同年齢および年下の、兄弟姉妹および親戚の人に呼びかける時、以下の中から
どの表現を使う選択してください 
 個人名 
 個人名（他人の前の場合のみ） 
 あだ名や愛称等 
 あだ名や愛称等（親族や知り合いの人の前の場合のみ） 
 「walad3／bint＝少年／少女」、「（ibni／binti＝我が息子・娘」（年下の相手と
の年齢の差が大きい場合等） 
 「ħagg／ħaggah＝巡礼者」 
 「abu～・umm～＝子どもの名＋のお父さん／お母さん」 
 「doktor＝医者、博士等」、「baʃ muhandis＝エンジニア」等の学位・役職の
名称 
 その他 
 
 
11. 同年齢および年下の、兄弟姉妹および親戚の人が（医学部、工学部）に在学中
の場合、その将来の職名である「doktor＝医者」、「baʃ muhandis＝エンジニア」
という表現を使いますか 
 いつも使用する 
 時々使用する（他人の前の場合等） 
 使用しない 
 その他 
 
 
12. 兄・姉および兄・姉に近い年齢の親戚の人をどう呼びますか 
 個人名 
 個人名（他人の前の場合のみ） 
 あだ名や愛称等 
 あだ名や愛称等（親族や知り合いの人の前の場合のみ） 
 「walad／bint＝少年／少女」、「（ibni／binti＝我が息子・娘」（年下との年齢
の差が大きい場合等） 
 親族名称：「おじさん、おばさん、ankel＝Uncle、tˤantˤ＝Tante」など（特に
年齢の差が大きい場合） 
 「ħagg／ħaggah＝巡礼者」 
 「abu～・umm～＝子どもの名＋のお父さん／お母さん」 
 「doktor＝医者、博士等、baʃ muhandis＝エンジニア」等の学位・役職の名
称 
 その他 
                                                   
3 太字のローマ字表記の箇所は、エジプトアラビア語の呼称表現を表している。 
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13. 兄・姉に対して（お兄さん、お姉さん）に当たる（abe:h／ablah）という表現
を使用しますか 
 いつも使用する 
 特定所条件（兄や姉との年齢の差が大きい場合等）で使用する 
 時々使用する（他人の前の場合等） 
 全く使用しない 
 その他 
 
14. 上記の 13.の質問で公的的な回答を選択した場合：これらの表現の使用条件と
しての、兄・姉との年齢の差を選択してください 
 5歳未満 
 5歳以上 
 10歳以上 
 15歳以上 
 わからない／特にない 
 その他 
 
15. 子どもがいる親は、自分の子どもをどう呼ぶか 
 個人名 
 個人名（他人の前の場合のみ） 
 相手との親近感を表す「あだ名、愛称」等 
 あだ名や愛称等（親族や知り合いの人の前の場合のみ） 
 「walad／bint＝少年／少女」、「（ibni／binti＝我が息子・娘」 
 「walad／bint＝少年／少女」、「（ibni／binti＝我が息子・娘」（親族や知り合
いの人の前の場合のみ） 
 （子どもが大人かそれに近い年齢の場合）現在および将来予定される職名：
「doktor＝医者、博士等、baʃ muhandis＝エンジニア」など 
 その他 
 
16. 両親に対して使用する呼びかけの表現を以下の回答選択肢の中から選択して
ください。 
 「父親／母親」の意味を表す「お父さん、お母さん」等の通常の表現 
 各地域の方言での「父親／母親」の意味を表す表現 
 「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」等のような外来語 
 「ħagg／ħaggah＝巡礼者」 
 「abu～・umm～＝子どもの名＋のお父さん／お母さん」 
 「doktor＝医者、博士等、baʃ muhandis＝エンジニア」等の学位・役職の名
称 
 その他 
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17. 兄弟姉妹同士で使用される両親へ言及表現を以下の回答選択肢の中から選択
してください。 
 「父親／母親」の意味を表す「お父さん、お母さん」等の通常の表現 
 各方言での「父親／母親」の意味を表す言い方 
 「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」のような外来語 
 「ħagg／ħaggah＝巡礼者」 
 「abu～・umm～＝子どもの名＋のお父さん／お母さん」 
 「doktor＝医者、博士等、baʃ muhandis＝エンジニア」等の学位・役職の
名称 
 その他 
 
 
18. 親族以外の他人に話すときに使用される両親へ言及表現を以下の回答選択肢
の中から選択してください 
 父親／母親の意味を表す「elwa:lid／elwaldah」 
 各方言での「父親／母親」の意味を表す言い方 
 「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」のような外来語 
 「elħagg／elħaggah＝巡礼者」 
 「doktor＝医者、博士等、baʃ muhandis＝エンジニア」等の学位・役職の名
称 
 その他 
 
19. 親族以外の他人に話すときに使用される言及表現は、両親の同席／不在によっ
て変わりますか（その敬意度を上げるか否か） 
 表現の尊敬度が変わる 
 表現の尊敬度が変わる（他人の前の場合のみ） 
 時々変わる（相手や話の内容等による） 
 変わらない 
 わからない、考えたことがない 
 その他 
 
20. 両親に対して、「ħadretak＝貴男様／ħadretik＝貴女様」という敬語的表現を
使用しますか 
 いつも意識的に使用する 
 使用するが、無意識的で子どもの時からの習慣として 
 時々使用する（他人の前の場合のみ） 
 周りの社会や家庭での環境では使い慣れていないため、使用しない 
 同家庭内で使う必要がないと考えるため、全く使用しない 
 その他 
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21. 子どもがいる親は自分の子どもに対して相手である妻、夫をどう呼びますか 
 （あなたの）お父さん、お母さん 
 「ba:ba＝パパ／ma:ma＝ママ」のような外来語 
 「elħagg／elħaggah＝巡礼者」 
 該当しない 
 その他 
 
22. 既婚男性は家庭内で自分の妻をどう呼びますか 
 個人名 
 あだ名や愛称等 
 「ma:ma＝ママ」のような外来語（特に子どもがいた場合） 
 「umm～＝子どもの名＋のお母さん」 
 「ħaggah＝巡礼者」 
 「dokto:rah＝医者、博士等」、「baʃ muhandis-ah＝エンジニア」等 
 該当しない 
 その他 
 
23. 既婚男性は（親族の人以外の）他人の前で自分の妻をどう呼びますか 
 個人名 
 あだ名や愛称等 
 「ma:ma＝ママ」のような外来語（特に子どもがいた場合） 
 「umm～＝子どもの名＋のお母さん」 
 「ħaggah＝巡礼者」 
 「dokto:rah＝医者、博士等」、「baʃ muhandis-ah＝エンジニア」等 
 該当しない 
 その他 
 
24. 既婚男性が（親族の人以外の）他人の前で自分の妻をどう呼びますか 
 個人名 
 あだ名や愛称等 
 「zogti＝（私の）妻」等のような通常の表現 
 妻を間接的に指す伝統的表現（家、子どもたち等） 
 （Mada:m＝Madam）のような外来語 
 「umm～＝子どもの名＋のお母さん」 
 「elħaggah＝巡礼者」 
 「eddokto:rah＝医者、博士等」、「elbaʃ muhandis-ah＝エンジニア」等 
 該当しない 
 その他 
195 
 
 
 
25. 既婚女性は家庭内で自分の夫をどう呼びますか 
 個人名 
 あだ名や愛称等 
 「ba:ba＝パパ」（特に子どもがいた場合） 
 「abu～＝子どもの名＋のお父さん」 
 「ħagg＝巡礼者」 
 「doktor＝医者、博士等、baʃ muhandis＝エンジニア」等の学位・役職の名
称 
 該当しない 
 その他 
 
 
 
26. 既婚女性は（親族の人以外の）他人の前で自分の夫をどう呼びますか 
 個人名 
 あだ名や愛称等 
 「ba:ba＝パパ」（特に子どもがいた場合） 
 「abu～＝子どもの名＋のお父さん」 
 「ħagg＝巡礼者」 
 「doktor＝医者、博士等、baʃ muhandis＝エンジニア」等の学位・役職の名
称 
 該当しない 
 その他 
 
 
 
27. 既婚女性は（親族の人以外の）他人の前で自分の夫をどう呼びますか 
 個人名 
 あだ名や愛称等 
 「zo:gi＝（私の）夫」 
 「abu～＝子どもの名＋のお父さん」 
 「elħagg＝巡礼者」 
 「eddoktor＝医者、博士等」、「elbaʃ muhandis＝エンジニア」等 
 該当しない 
 その他 
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28. 夫婦の場合、お互いの義理のお父さん／義理のお母さんをどう呼びますか 
 「ħama:ya＝妻・夫の父、ħama:ti＝妻・夫の母」（呼びかけ・言及の場合） 
 「ħama:ya＝妻・夫の父、ħama:ti＝妻・夫の母」（不在の言及の場合のみ） 
 「ʕammi／xa:li＝おじさん、ʕammiti／xalti＝おばさん」などの通常の親族語 
 「ankel＝Uncle、tˤantˤ＝Tante」のような外来語 
 両親と同様の表現：「a:ba／amma＝お父さん／お母さん」、「ba:ba＝パパ
／ma:ma＝ママ」等 
 「ħagg／ħaggah＝巡礼者」 
 「abu～・umm～＝子どもの名＋のお父さん／お母さん」 
 「doktor＝医者、博士等」、「baʃ muhandis＝エンジニア」等 
 その他 
 
 
29. 「おじ」および近い年齢の親戚の人をどう呼びますか 
 「ʕammi・xa:li＝おじさん」およびそれに似た一般的な親族語 
 各地域の方言での（おじさん）を表す表現 
 「ankel＝Uncle」等のような外来語 
 「ħagg＝巡礼者」 
 「abu～＝子どもの名＋のお父さん」 
 「doktor＝医者、博士等」、「baʃ muhandis＝エンジニア」等 
 その他 
 
 
30. 「おば」および近い年齢の親戚の人をどう呼びますか 
 「ʕammiti・xalti＝（私の）おば」等の一般的な親族語 
 「tˤantˤ＝Tante」等のような外来語 
 「ħaggah＝巡礼者」 
 「umm～＝子どもの名＋のお父さん」 
 「dokto:rah＝医者、博士等」、「baʃ muhandisah＝エンジニア」等 
 その他 
 
31. 「祖父」「祖母」、および近い年齢の親戚の人をどう呼びますか 
 「geddi／geddeti＝（私の）おじいさん／おばあさん」およびそれに似た表
現 
 各地域の方言：（si:di＝おじいさん、sitti＝おばあさん）等 
 「te:tah＝おばあさん」等のような外来語 
 「ħagg／ħaggah＝巡礼者」 
 「doktor＝医者、博士等」、「baʃ muhandis＝エンジニア」等 
 その他 
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32. 「abu～・umm～＝子どもの名＋のお父さん／お母さん」という表現が呼称・
言及時に使用される親族の相手を回答選択肢の中から選択してください 
 同年齢および年下の、兄弟姉妹および親戚の人 
 年上の兄弟姉妹および親戚の人 
 両親および近い年齢の親戚の人 
 自分の子どもおよび同等の年齢の人 
 自分の妻、夫 
 「おじ・おば」および近い年齢の親戚の人 
 祖父母、および近い年齢の親戚の人 
 使用しない 
 その他 
 
 
33. 「ħagg／ħaggah＝巡礼者」という表現が呼称・言及時に使用される親族の相
手を回答選択肢の中から選択してください 
 同年齢および年下の、兄弟姉妹および親戚の人 
 年上の兄弟姉妹および親戚の人 
 両親および近い年齢の親戚の人 
 自分の子どもおよび同等の年齢の人 
 自分の妻、夫 
 「おじ・おば」および近い年齢の親戚の人 
 祖父母、および近い年齢の親戚の人 
 使用しない 
 その他 
 
 
34. 「doktor＝医者、博士等等」、「baʃ muhandis＝エンジニア」」という表現
が呼称・言及時に使用される親族の相手を回答選択肢の中から選択してくださ
い 
 同年齢および年下の、兄弟姉妹および親戚の人 
 年上の兄弟姉妹および親戚の人 
 両親および近い年齢の親戚の人 
 自分の子どもおよび同等の年齢の人 
 自分の妻、夫 
 「おじ・おば」および近い年齢の親戚の人 
 祖父母、および近い年齢の親戚の人 
 使用しない 
 その他 
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35. 「あだ名・愛称」などの表現が呼称・言及時に使用される親族の相手を回答選
択肢の中から選択してください 
 幼い子ども（家庭内や親せきの人の前の場合のみ） 
 幼い子ども（いつも） 
 年下もしくは同年齢の親戚の人（家庭内や親せきの人の前の場合のみ） 
 年下もしくは同年齢の親戚の人（いつも） 
 親しい関係がある年上の兄弟姉妹、親戚の人（家庭内や親戚の人の前の場合
のみ） 
 親しい関係がある年上の兄弟姉妹、親戚の人（いつも） 
 いつも使用する（特定の条件や年齢がない） 
 使用しない 
 その他 
 
 
 
III. 親族呼称、敬語的表現とその使用への意識に関する質問 
 
36. 目上や年上の親族の相手に対して使う呼称・言及の表現を意識的に考え、相手
と場面に合わせて適切な表現とその敬意度を選択（変更）するようにしていま
すか 
 意識的にそうしていると思う 
 そうはしているが、意識的ではないと思う 
 時々そうするが、意識的ではないと思う 
 そうはせず、実際に敬語的表現を使おうとも思わない 
 わからない／このことについて考えたことがない 
 その他 
 
 
37. 上記 36．の質問で「はい」の肯定的回答を選択した場合、その理由を教えてく
ださい 
 敬語的表現は、基本的に親戚の人以外の人に対してしか使わないため 
 敬語的表現の適切な使用や調整に慣れていないため 
 敬語的表現が難しく、正確で適切な表現の区別や選択ができないため 
 敬語的表現の使用で、相手との親しい関係を弱め、円滑なコミュニケーショ
ンを阻むと考えるため 
 わからない／特に理由がない 
 その他 
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38. 親族の相手に対して使う呼称・言及の表現について、親族以外の他人の同席／
不在によってその表現が変更されたりすることがありますか 
 はい、（年上や目上の親戚の人の場合のみ） 
 はい、いつもそうする 
 はい、ときどきそうする 
 いいえ、全くそうしない 
 わからない 
 その他 
 
 
39. 上記 38.の質問で「はい」と答えた場合、（親族以外の他人の前で）親戚の人
に対して使う敬語的表現はどう変更されますか 
 愛称等の親しい表現を使わず、公式場面を意識した改まった敬語的表現を選
択する 
 特に年上、目上の人に対してしか使わない 
 親戚以外の他人の年齢、地位等に合わせて敬語的表現を選択するようにする 
 わからない 
 該当しない 
 その他 
 
 
40. 一般に「ħadretak＝貴方様」のような敬語的表現を使いますか 
 いつも使う 
 時々使う（相手が親戚以外で、年上や初対面の場合のみ） 
 時々使う（相手が家族以外の親戚や親戚以外の他人で、年上や初対面の場合
のみ） 
 時々使う（両親に対して使う） 
 時々使う（年上の兄弟姉妹等―年齢の差が 10歳以上の場合のみ―） 
 使わない 
 その他 
 
 
41. 相手に、自分が望む敬語的表現およびその尊敬度以下の表現で呼ばれた時、嫌
な気持になったり、怒ったりしますか 
 そうする 
 時々そうする（特に相手が年下や目下の場合等） 
 そうしない（相手の年齢や表現の尊敬度等を問わず） 
 そうしない（特に気になったこともなく、考えたこともない） 
 その他 
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42. 特に初対面の相手の服装（作業服等）や見た目で、その相手に対して使う敬語
的表現を変更したりするようにしていますか 
 はい、意識的にそうする 
 はい、無意識にそうする 
 いいえそうしない 
 わからない／このことについて考えたことがない 
 その他 
 
 
43. 何を基にして相手に対する適切な敬語的表現を決めるべきだと思うか、以下の
回答選択肢の中から選択してください 
 年齢 
 学歴 
 自分と相手と親近感の程度 
 社会的地位 
 社会や伝統での決まりや習慣 
 上記すべて 
 その他 
 
44. 相手への呼称・言及時に使用される敬語的表現を使う／使わないことを決める
上で影響・効果があると考えられる要素を以下の回答選択肢の中から選択して
ください 
 家庭におけるしつけ・教育 
 学校・大学における教育 
 宗教の教え（年上への尊敬等） 
 周囲の環境（友人、仕事・学校の仲間、親戚の人等） 
 映画やテレビドラマやメディア、ソーシャルネットワーク等 
 その他 
 
 
 
ご協力、ありがとうございました。 
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